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早 稻 田 大 学 教 旨 

早 稻 田 大 学 ハ 学 問 ノ 独 立 ヲ 全 ウ シ 、 学 問 ノ 活 用 ヲ

效 シ 、 模 範 国 民 ヲ 造 就 ス ル ヲ 以 テ 建 学 ノ 本 旨 ト 爲

ス 。 

早 稻 田 大 学 ハ 学 問 ノ 独 立 ヲ 本 旨 ト 爲 ス ヲ 以 テ 、 之

カ 自 由 討 究 ヲ 主 ト シ 、 常 に 独 創 ノ 研 鑽 ニ 力 メ 以 テ

世 界 ノ 学 問 ニ 裨 補 セ ン 事 ヲ 期 ス 。 

早 稻 田 大 学 ハ 学 問 ノ 活 用 ヲ 本 旨 ト 爲 ス ヲ 以 テ 、 学

理 ヲ 学 理 ト シ テ 研 究 ス ル ト 共 ニ 、 之 ヲ 実 際 ニ 応 用

ス ル ノ 道 ヲ 講 シ 以 テ 時 世 ノ 進 運 ニ 資 セ ン 事 ヲ 期 ス 。 

早 稻 田 大 学 ハ 模 範 国 民 ノ 造 就 ヲ 本 旨 ト 爲 ス ヲ 以 テ 、

個 性 ヲ 尊 重 シ 、 身 家 ヲ 發 達 シ 、 国 家 社 会 ヲ 利 済 シ 、

併 セ テ 広 ク 世 界 ニ 活 動 ス 可 キ 人 格 ヲ 養 成 セ ン 事 ヲ

期 ス 。 

 



  

２００８年度大学院人間科学研究科暦 

 

行   事 日   程 

大学院入学式 ２００８年 ４月 ２日（水） 

前 期 開 始 日 ４月 １日（火） 

前期授業開始日 ４月 ９日（水） 

授 業 終 了 ７月３１日（木） 

自 ８月 １日（金） 

前 

 

期 

夏 季 休 業 
至 ９月２０日（土） 

９月学位授与式 ９月２０日（土） 

後 期 開 始 日 ９月２１日（日） 

後期授業開始日 ９月２９日（月） 

創立記念日 １０月２１日（火） 

自 １２月２３日（火） 
冬 季 休 業 

至 ２００９年 １月 ７日（水） 

授 業 終 了 ２月 ４日（水） 

自 ２月 ５日（木） 

後 

 

 

 

期 

春 季 休 業 
至 ３月３１日（火） 

学 位 授 与 式 ３月２５日（水） 

[行事等] 

体育祭（授業休講） ： １１月１日（土） 

早稲田祭（授業休講）： １１月２日（日）・３日（月） 

夏季一斉休業期間  ：  ８月１１日（月）～８月１５日（金） 

年末年始一斉休業期間： １２月２９日（月）～２００９年１月５日（月） 

[成績発表] 

修士２年生以上、修士１年制コース：２００９年２月２７日（金） 

修士１年生、博士後期課程    ：２００９年３月１９日（木） 
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Ⅰ 大学院人間科学研究科沿革 

 

早稲田大学では創立１００周年記念事業の一環として、１９８７年４月に森と湖に囲まれた狭山丘陵に所沢キ

ャンパスを開設した。この狭山所沢キャンパスには、旧来の学問体系を基盤とする既存の学部とは異なる、人

間を中心においた総合科学を形成する新しい人間科学部が創設された。ここには同時に大学内の共同利用

研究施設として、人間総合研究センターが開設されて、人文科学・社会科学・自然科学にわたる学際的な人

間総合科学の研究プロジェクトが展開されることとなった。 

早稲田大学大学院人間科学研究科の設置は、人間科学部の設置準備段階で提案されていたものであるが、

学部発足後まもなく、その完成年度に大学院人間科学研究科を開設することが教授会で承認され、設立準備

検討委員会が具体的な活動を始めた。１９９０年の学内理事会において、人間科学研究科という名称のもとに、

人文科学・社会科学・自然科学の多様な分野を含む、生命科学専攻と健康科学専攻を擁する大学院を設置

する計画が承認され、その後文部省に申請して認可された。 

  １９９１年４月に人間科学研究科の修士課程として 24 の研究指導が開設され、２年後の１９９３年３月には４９

人の修士（人間科学）を送り出した。これに続いて、１９９３年４月には博士課程として１９の研究指導が設置され

３年後の１９９６年３月には、課程内学位論文審査により４人の博士（人間科学）が誕生した。翌１９９７年からは

課程外学位論文の審査も開始された。 

２００４年度までに、８３７人が修士号を取得し、課程内・課程外あわせて、１７６人が博士学位を取得している。

これら修了生や学位取得者は、人間科学の種々の分野での研究の成果を活かして、教育・研究機関、官公庁、

企業・マスコミなど、社会の各分野で活躍している。 

２０００年度以降には、社会人入試の開始、研究指導の再編成と人間科学専攻への一本化、入学定員の増

加などを通して、新しい人間科学研究科の創造と展開に取り組んでいる。 

２００４年９月に人間科学部・人間科学研究科からなる人間科学学術院が組織されたのを機に、２００６年度よ

り、５つに分けられていた研究領域を８つに分けることで、研究・教育の内容の特徴を明確に打ち出した。 

 また、社会的ニーズに敏速且つ柔軟に応え、２００７年度より社会人入試の一環として修士課程１年制コース

（教育臨床コース）を開設し、実践的高度職業人の育成に努めている。 
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Ⅱ 大学院人間科学研究科の理念 

 

人間科学研究科では、科学技術の飛躍的な進歩のなかで失われた人間性を回復するために、人間と環境

の調和や心身の健康の維持増進などを通して生活の質の向上に貢献するような、人間を中心においた総合

科学を形成することを目的としている。 

このような人間の総合的な理解のために、人間科学研究科ではきわめて多岐にわたる研究がおこなわれて

いるが、それら相互に連携をもたせるために、各研究指導を地域・地球環境科学研究領域、人間行動・環境科

学研究領域、文化・社会環境科学研究領域、健康・生命医科学研究領域、健康福祉科学研究領域、臨床心

理学研究領域、感性認知情報システム研究領域、教育コミュニケーション情報科学研究領域の８つの研究領

域に分け、人間科学専攻を構成している。 
各研究領域に所属する学生は、所属する研究指導の演習に専念するだけでなく、同じ研究領域内の関連

する多様な講義や演習、他の研究領域の講義科目などを広く履修して、学際的な人間総合科学の全体像を

把握し研究を行う。 

 

Ⅲ 大学院人間科学研究科における 

人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

 

 各研究領域およびコースにおいては、それぞれ国内･国際的に活躍する高い専門性を備えた研究者･実践

家の育成を目的とすることはいうまでもない。しかし、それと同時に、人文・社会科学と自然科学が相互浸透す

る総合科学としての人間科学を追究するわが国で最初期の大学院のひとつであることから、高い専門性を取り

巻く広い学際性を背景にして、時代や社会が要請する人間をめぐる多様な諸問題に対応できる柔軟な応用力

を備えた、しなやかなセンスのある新しいタイプの研究者・実践家の育成を目指している。 

 

Ⅳ 大学院人間科学研究科の研究領域 

 

人間科学研究科にある地域・地球環境科学、人間行動・環境科学、文化・社会環境科学、健康・生命医科

学、健康福祉科学、臨床心理学、感性認知情報システム、教育コミュニケーション情報科学の８研究領域のそ

れぞれの内容は次のとおりである。 

【博士後期課程・修士課程（２年制）】 

（１）地域・地球環境科学研究領域 

本研究領域では、持続可能な社会の構築に向けて、地域・地球環境を自然科学および社会科学の分野か

ら解析することを目的とする。自然科学分野では生態学、環境科学など、社会科学分野では環境社会学、人

口学、人類学などの研究を行う。また、自然と地域社会との統合的な視野を大切にし、国際的水準の研究・教

育能力を有する研究者や実務家などの優秀な人材を育成する。 

（２）人間行動・環境科学研究領域 

 本研究領域では、環境と人間の複雑多様な関係のあり方について、物理的、社会的、文化的環境を人間が

創り出し、自ら創出した環境によって人間が形づくられる、という双方向性に等しく注目し、その関係のあるべき

姿について心理学および建築学を中核とした学際的な研究を行う。また、環境創造と人間の心理行動発達の

双方向の視野に立ち、国際的水準の研究・教育能力を有する研究者や実務家などの優秀な人材を育成する。 
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（３）文化・社会環境科学研究領域 

本研究領域では、日本をはじめ、アジア、アフリカ、中東、欧州、北南米などを対象として、実践的なフィー

ルドワークと文献研究を駆使した文化と社会の解読を目的とする。さらに、社会科学、人文科学の多様な領域

を横断する学際的な研究を通じて、現代社会の諸問題の解明および多文化・多民族共生の持続可能な社会

の構築に向けて、人間総合科学としての体系的な研究・教育能力を有する研究者や専門的能力に秀でた実

務家などの人材を育成する。 

（４）健康・生命医科学研究領域 

本研究領域では、健康科学と生命科学の研究領域とを融合させることにより、生命現象の本質を解剖学、生

化学、生理学、栄養学、内分泌学、免疫学、神経科学、バイオメカニクス等の立場から解明すると共に、健康

の増進や生活の質の向上、疾患の一次予防を視野にいれた健康科学の確立を目指す。併せて、これらの領

域における国際的水準の研究・教育能力を有する人材を育成すると共に、研究成果を踏まえて、健康に関わ

る行政、教育に対しても有意義な提言を行える人材を育成する。 

（５）健康福祉科学研究領域 

本研究領域では、現代社会に求められている人間の健康医療福祉の充実を目指し，医学および人間工学・

支援工学、福祉ロボット開発・産業化、ならびに社会保障政策、老年社会福祉、障害児福祉、幼少児福祉教育

の研究、さらにスポーツ健康マネジメントや緩和医療学など、多方面から健康福祉を調査研究する。その成果を

健康福祉政策・行政や実践に反映させるとともに、行政や実践の場で活躍できる国際的水準の人材を育成する。 

（６）臨床心理学研究領域 

本研究領域では、現代社会に求められている心身の健康の維持増進にかかわる心身医学、認知行動カウ

ンセリング学、学校カウンセリング、心理臨床学、行動臨床心理学を中心に研究を展開する。さらに、臨床心理

学の基盤的な研究から実践的な研究を通じて、臨床心理学研究と心理臨床実践の双方の能力を兼ね備えた

心身の健康の維持増進に携わる国際的水準の人材を育成する。 

（７）感性認知情報システム研究領域 

本研究領域では、人間の「感性」を感覚－知覚－認知という一連の情報処理プロセスの中に位置づけ、生

体情報をベースに、感性、情動、言語、イメージなどの心の構造と機能ならびにその測定法を研究する。さらに、

認知科学、情報科学、人間工学、システム工学などの基盤的研究から実践的研究を通じて、さまざまな人間の

営みにおける安全性、快適性、生活の質の向上に貢献する国際的水準の人材を育成する。 

（８）教育コミュニケーション情報科学研究領域 

本研究領域では、学際的な視点に立ち、教育やコミュニケーションと情報科学とを融合して、高度情報化社

会における人間の営みと情報行動について探究する。多様性を尊重しながら、快適さを追求する人間中心の

システムと社会の在り方を、国際的な視野から多面的に研究するとともに、従来の研究分野にとらわれず、文

理融合・理工連携を図り、人間社会にとって有用なシステム開発研究を行い、体系的な国際的水準の研究・教

育能力を有する人材を育成する。 

 

－２００５年度以前入学者対象－ 

スポーツ科学研究領域 

スポーツ科学研究領域では、スポーツにかかわる諸問題を自然科学や社会科学や人文科学の手法によっ

て学際的に研究する。また、競技スポーツの必要な技能向上にかかわる指導方法、組織の在り方について、

理論と実践からの研究と人材育成を行う。 
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【修士課程１年制コース】 

（１）教育臨床コース 

本コースでは、総合的・科学的な視野をもった実践的方法論の習得を目指す。また現役職業人の勉学・職

業の両立を可能とする勉学機会の拡大を考慮しながら社会人の育成を目指す。児童・生徒の立場に立脚し、

集団生活の基盤である学級での教育法を習得し、個々の多様性や個性を重視した指導方法等にかかる知

識・方法論を修得する。 
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Ⅴ 早稲田大学大学院学則（抜粋） 

 

   第１章 総 則 

 （設置の目的） 

第１条 本大学院は、高度にして専門的な学術の理論および応用を研究、教授し、その深奥を究めて、文化の

創造、発展と人類の福祉に寄与することを目的とする。 

 （博士課程） 

第２条 本大学院に博士課程をおく。 

２ 博士課程の標準修業年限は、５年とする。 

３ 博士課程は、これを前期２年、後期３年の課程に区分し、前期２年の課程を、修士課程として取り扱うものと

する。 

４ 前項の前期２年の課程は、「修士課程」といい、後期３年の課程は、「博士後期課程」という。 

５ 修士課程の標準修業年限は、２年とする。 

６ 前項の規定にかかわらず、修士課程においては、主として実務の経験を有する者に対して教育を行う場合

であって、教育研究上の必要があり、かつ、昼間と併せて夜間その他特定の時間または時期において授業

または研究指導を行う等の適切な方法により教育上支障を生じないときは、研究科、専攻または学生の履

修上の区分に応じ、標準修業年限を１年以上２年未満の期間とすることができる。 

 （課程の趣旨） 

第３条 博士後期課程は、専攻分野について研究者として自立して研究活動を行い、またはその他の高度に

専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力およびその基礎となる豊かな学識を養うものとする。 

２ 修士課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力または高度の専門性を要

する職業等に必要な高度の能力を養うものとする。 

 （研究科の構成） 

第４条 本大学院に次の研究科をおき、各研究科にそれぞれの専攻をおく。 

 

課 程 
研  究  科 

修  士  課  程 博 士 後 期 課 程 

 

人間科学研究科 

人間科学専攻 

（生命科学専攻） 

（健康科学専攻） 

人間科学専攻 

（生命科学専攻） 

（健康科学専攻） 

 

   第２章 教育方法等 

 （教育方法） 

第６条 本大学院の教育は、授業科目および学位論文の作成等に対する指導（以下「研究指導」という。）によ

って行うものとする。 

 （教育方法の特例） 

第６条の２ 本大学院の課程においては、教育上特別の必要があると認められる場合には、夜間その他特定

の時間または時期において授業または研究指導を行う等の適当な方法によって教育を行うことができる。 

 （履修方法等） 

第７条 各研究科における授業科目の内容・単位数および研究指導の内容ならびにこれらの履修方法は各研

究科において別に定める。 
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２ 学生の研究指導を担当する教員を指導教員という。 

３ 本大学院の講義、演習、実習などの授業科目の単位数の計算については、本大学学則第１２条および第１

３条の規定を準用する。 

 （他研究科または学部の授業科目の履修） 

第８条 当該学術院教授会または研究科運営委員会（以下「研究科運営委員会等」という。）において、教育

研究上有益と認めるときは、他の研究科の授業科目または学部の授業科目を履修させ、これを第１３条、第

１３条の２または第１３条の３に規定する単位に充当することができる。 

 （入学前の既修得単位の認定） 

第８条の２ 当該研究科運営委員会等において教育研究上有益と認めるときは、本大学院に入学する前に本

大学院または他大学の大学院（外国の大学の大学院を含む。）において修得した単位（科目等履修生とし

て修得した単位を含む。）は、１０単位を超えない範囲で、第１３条に規定する単位に充当することができる。 

 （授業科目の委託） 

第９条 当該研究科運営委員会等において教育研究上有益と認めるときは、他大学の大学院（外国の大学の

大学院を含む。）と予め協議の上、その大学院の授業科目を履修させることができる。 

２ 前項の規定により履修させた単位は１０単位を超えない範囲で、これを第１３条に規定する単位に充当する

ことができる。 

 （研究指導の委託） 

第１０条 当該研究科運営委員会等において、教育研究上有益と認めるときは、他大学の大学院または研究

所（外国の大学の大学院または研究所を含む。）と予め協議の上、本大学院の学生にその大学院等におい

て研究指導を受けさせることができる。ただし、修士課程の学生について認める場合には、当該研究指導を

受ける期間は、１年を超えないものとする。 

 （単位の認定） 

第１１条 授業科目を履修した者に対しては、試験その他の方法によって、その合格者に所定の単位を与える。 

 （試験および成績評価） 

第１２条 授業科目に関する試験は、当該研究科運営委員会等の定める方法によって、毎学年末、またはそ

の研究科運営委員会等が適当と認める時期に行う。 

２ 授業科目の成績は、Ａ＋・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｆの五級に分ち、Ａ＋・Ａ・Ｂ・Ｃを合格とし、Ｆを不合格とする。 

３ 前項の規定にかかわらず、学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、必要

な学修を考慮して単位を認めることができる。なお、成績は、Ｐ、Ｑの二級に分ち、Ｐを合格とし、Ｑを不合格

とする。 

   第３章 課程の修了および学位の授与 

 （修士課程の修了要件） 

第１３条 修士課程の修了の要件は、大学院修士課程に２年以上在学し、各研究科の定めるところにより、所

要の授業科目について所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士論文の審査および

試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた業績を上げた者について当該研究科運

営委員会等が認めた場合に限り、大学院修士課程に１年以上在学すれば足りるものとする。 

２ 前項の場合において、当該修士課程の目的に応じ適当と認められるときは、特定の課題についての研究

の成果の審査をもって修士論文の審査に代えることができる。 

３ ２年以外の標準修業年限を定める研究科、専攻または学生の履修上の区分にあっては第１項の前段に規

定する在学年数については、当該標準修業年限以上在学するものとする。 

 （博士課程の修了要件） 

第１４条 博士課程の修了の要件は、大学院博士課程に５年（修士課程に２年以上在学し、当該課程を修了し

た者にあっては、当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学し、各研究科の定めた所定の単位
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を修得し、所要の研究指導を受けた上、博士論文の審査および試験に合格することとする。ただし、在学期

間に関しては、優れた研究業績を上げた者について当該研究科運営委員会等が認めた場合に限り、大学

院博士課程に３年（修士課程に２年以上在学し、当該課程を修了した者にあっては、当該課程における２年

の在学期間を含む。）以上在学すれば足りるものとする。 

２ 第２条第６項の規定により標準修業年限を１年以上２年未満とした修士課程を修了した者および第１３条第

１項ただし書の規定による在学期間をもって修士課程を修了した者の博士課程の修了の要件は、大学院博

士課程に修士課程における在学期間に３年を加えた期間以上在学し、各研究科の定めた所定の単位を修

得し、所要の研究指導を受けた上、博士論文の審査および試験に合格することとする。ただし、在学期間に

関しては、優れた研究業績を上げた者について当該研究科運営委員会等が認めた場合に限り、大学院博

士課程に３年（修士課程における在学期間を含む。）以上在学すれば足りるものとする。 

３ 前２項の規定にかかわらず、第２９条第２号、第３号および第４号の規定により、博士後期課程への入学資

格に関し修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者が、博士後期課程に入学した場合

の博士課程の修了の要件は、大学院博士課程に３年以上在学し、各研究科の定めた所定の単位を修得し、

所要の研究指導を受けた上、博士論文の審査および試験に合格することとする。ただし、在学期間に関し

ては、優れた研究業績を上げた者について当該研究科運営委員会等が認めた場合に限り、大学院博士課

程に１年以上在学すれば足りるものとする。 

４ 博士論文を提出しないで退学した者のうち、博士後期課程に３年以上在学し、かつ、必要な研究指導を受

けた者は、退学した日から起算して３年以内に限り、当該研究科運営委員会等の許可を得て、博士論文を

提出し、試験を受けることができる。 

 （博士学位の授与） 

第１５条 本大学院の博士課程を修了した者には、博士の学位を授与する。 

 （修士学位の授与） 

第１６条 本大学院の修士課程を修了した者には、修士の学位を授与する。 

 （課程によらない者の博士学位の授与） 

第１７条 博士学位は、第１５条の規定にかかわらず、博士論文を提出して、その審査および試験に合格し、か

つ、専攻学術に関し博士課程を修了した者と同様に広い学識を有することを確認された者に対しても授与

することができる。 

   第５章 学年、学期および休業日 

 （学年および学期） 

第２５条 本大学院の学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終る。 

２ 学年は次の２期に分ける。 

  前期 ４月１日から９月２０日まで 

  後期 ９月２１日から翌年３月３１日まで 

 （休業日） 

第２６条 定期休業日は、次のとおりとする。 

 一 日曜日 

 二 国民の祝日に関する法律に規定する休日 

 三 本大学創立記念日（１０月２１日） 

 四 夏季休業 ８月上旬から９月２０日まで 

 五 冬季休業 １２月下旬から翌年１月７日まで 

 六 春季休業 ２月中旬から３月３１日まで 

２ 夏季、冬季、春季休業期間の変更または臨時の休業日については、その都度公示する。 

３ 休業期間中でも、特別の必要があるときは授業を行うことがある。 
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   第６章 入学、休学、退学、転学、専攻の変更および懲戒 

 （入学の時期） 

第２７条 入学時期は、毎学期の始めとする。 

 （修士課程の入学資格） 

第２８条 本大学院の修士課程は、次の各号の一に該当し、かつ、別に定める検定に合格した者について、入

学を許可する。 

 一 大学を卒業した者 

 二 学校教育法第６８条の２第３項の規定により学士の学位を授与された者 

 三 外国において通常の課程による１６年の学校教育を修了した者 

 四 文部科学大臣の指定した者 

 五 大学に３年以上在学し、または外国において学校教育における１５年の課程を修了し、本大学院におい

て、所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者 

 六 各研究科において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力が 

あると認めた者で、２２歳に達した者 

 （博士後期課程の入学資格） 

第２９条 本大学院の博士後期課程は、次の各号の一に該当し、かつ、別に定める検定に合格した者につい

て入学を許可する。 

 一 修士または修士（専門職）もしくは法務博士（専門職）の学位を得た者 

 二 外国において修士もしくは修士（専門職）の学位またはこれに相当する学位を得た者 

 三 文部科学大臣の指定した者 

 四 各研究科において、個別の入学資格審査により、修士または修士（専門職）もしくは法務博士（専門職）

の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者で、２４歳に達した者 

 （入学検定の手続） 

第３０条 本大学院に入学を志願する者は、第４０条に定める入学検定料を納付し、必要書類を提出しなけれ

ばならない。 

 （入学手続） 

第３１条 入学を許可された者は、別に定める入学金および授業料等を添えて、本大学院所定の用紙による誓

約書、保証書および住民票記載事項証明書を指定された入学手続期間中に提出しなければならない。 

 （保証人） 

第３２条 保証人は、父兄または独立の生計を営む者で、確実に保証人としての責務を果し得る者でなければ

ならない。 

２ 保証人として不適当と認めたときは、その変更を命ずることができる。 

３ 保証人は、保証する学生の在学中、その一身に関する事項について一切の責任を負わなければならない。 

４ 保証人が死亡し、またはその他の理由でその責務を果たし得ない場合には、新たに保証人を選定して届け

出なければならない。 

 （在学年数の制限） 

第３３条 本大学院における在学年数は、修士課程および専門職学位課程にあっては４年、博士後期課程に

あっては６年を超えることはできない。 

２ 前項の規定にかかわらず２年以外の標準修業年限を定める研究科、専攻または学生の履修上の区分にお

ける修士課程および専門職学位課程の在学年数にあっては当該標準修業年限の２倍を超えることはできな

いものとする。 

 （休 学） 

第３４条 病気その他の理由で引き続き２カ月以上出席することができない者は、休学願書にその理由を付し、

－8－



  

保証人連署で所属する研究科の研究科長に願い出なければならない。 

２ 休学は当該学年限りとする。ただし、特別の事情がある場合には、引続き休学を許可することがある。この

場合、休学の期間は通算し修士課程および専門職学位課程においては２年、博士後期課程においては３

年を超えることはできない。 

３ 前項の規定にかかわらず２年以外の標準修業年限を定める研究科、専攻または学生の履修上の区分にお

ける修士課程および専門職学位課程の通算年数にあっては当該標準修業年限を超えることはできない。 

４ 休学期間中は、授業料の半額を納めなければならない。 

５ 休学者は、学期の始めでなければ復学することができない。 

６ 休学期間は、在学年数に算入しない。 

 （専攻および研究科の変更等） 

第３５条 専攻および研究科の変更または転入学に関する願い出があった場合には、当該研究科運営委員会

等の議を経てこれを許可することができる。 

 （任意退学） 

第３６条 病気その他の事故によって退学しようとする者は、理由を付し、保証人連署で願い出なければならな

い。 

 （再入学） 

第３７条 正当な理由で退学した者が、再入学を志望したときは、選考の上これを許可することがある。この場

合には、既修の授業科目の全部または一部を再び履修させることがある。 

 （懲 戒） 

第３８条 学生が、本大学の規約に違反し、または学生の本分に反する行為があったときは懲戒処分に付する

ことがある。 

２ 懲戒は、戒告、停学、退学の３種とする。 

 （処分退学） 

第３９条 次の各号の一に該当する者は、退学処分に付す。 

 一 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

 二 学業を怠り、成業の見込みがないと認められる者 

 三 正当の理由がなくて出席常でない者 

 四 本大学院の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者 

   第７章 入学検定料・入学金・授業料・演習料・実験演習料および施設費等 

 （入学検定料） 

第４０条 本大学院に入学を志願する者は、第３０条の定める手続と同時に別表に定める入学検定料を納めな

ければならない。 

 （入学時の学費） 

第４１条 入学または転入学を許可された者は、入学金、授業料、演習料、実験演習料および施設費等を指

定された入学手続期間内に納めなければならない。 

 （授業料等の納入） 

第４１条の２ 学生が納めるべき入学金、授業料、施設費、演習料および実験演習料は、別表のとおりとする。 

 （授業料等の納入期日） 

第４２条 前条の入学金、授業料、施設費、演習料および実験演習料の納入期日は次のとおりとする。ただし、

入学または転入学を許可された者が第４１条の規定により指定された入学手続期間内に納める場合は、こ

の限りでない。 

  第１期分納期日 ４月１５日まで 

  第２期分納期日 １０月１日まで 
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 （納入学費の取扱） 

第４３条 すでに納入した授業料およびその他の学費は、事情の如何にかかわらず返還しない。 

 （中途退学者の学費） 

第４４条 学年の中途で退学した者でも、その期の学費を納入しなければならない。 

 （抹 籍） 

第４５条 学費の納入を怠った者は、抹籍することがある。 

   第９章 科目等履修生 

 （科目等履修生） 

第５１条 第２７条から第２９条までの規定によらないで、本大学院において授業科目を履修しようとする者また

は特定課題についての研究指導を受けようとする者があるときは、科目等履修生として入学させることができ

る。 

 （科目等履修生の種類） 

第５２条 官公庁、外国政府、学校、研究機関、民間団体等の委託に基づく者を委託履修生という。 

２ 前項に定める履修生以外の者を一般履修生という。 

 （科目等履修生の選考） 

第５３条 科目等履修生として入学を志願する者については、正規の学生の修学を妨げない限り、選考の上入

学を許可する。 

 （科目等履修生の履修証明書） 

第５４条 科目等履修生が履修した科目について試験を受け、合格したときは、単位を授与し、本人の請求に

よって証明書を交付する。 

   第１０章 研究生 

 （研究生） 

第５７条 本大学院博士後期課程に６年間在学し、博士論文を提出しないで退学した者のうち、引き続き大学

院において博士論文作成のため研究指導を受けようとする者があるときは、研究生として入学させることが

できる。 

 （研究生の選考） 

第５８条 研究生として研究指導を受けようとする者については、正規の学生の修学を妨げない限り、選考の上

入学を許可する。 

 （研究生の入学手続、学費および在学期間等） 

第５９条 研究生の入学手続、学費および在学期間等については別に規程をもって定める。 

 （正規学生の規定準用） 

第６０条 研究生については、本章の規定および別に定める規程によるほか、正規の学生に関する規定を準

用する。 
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Ⅵ 早稲田大学学位規則（抜粋） 

 

 （目的） 

第１条 この規則は、早稲田大学学則（昭和２４年４月１日。以下「大学学則」という。）および早稲田大学大学

院学則（昭和５１年４月１日教務達第１号。以下「大学院学則」という。）に定めるもののほか、早稲田大学が

授与する学位について必要な事項を定めることを目的とする。 

 （学位） 

第２条 本大学において授与する学位は、学士、博士、修士とする。 

２ 博士の学位は次のとおりとする。 

研  究  科 専     攻 学位 （専攻分野） 

人間科学研究科 

人間科学専攻 

（生命科学専攻） 

（健康科学専攻） 

 

博士 （人間科学） 

 

 

３ 大学は、前項に定める学位のほか博士（学術）の学位を授与することができる。 

４ 修士の学位は次のとおりとする。 

研  究  科 専     攻 学位 （専攻分野） 

人間科学研究科 

人間科学専攻 

（生命科学専攻） 

（健康科学専攻） 

 

修士 （人間科学） 

または 

修士 （実践人間科学） 

 

 

 （博士学位授与の要件） 

第４条 博士の学位は、大学院学則第１４条により博士課程を修了した者に授与する。 

２ 前項の規定にかかわらず、博士の学位は本大学院の博士課程を経ない者であっても、大学院学則第１７条

により授与することができる。 

 （修士学位授与の要件） 

第６条 修士の学位は、大学院学則第１３条により修士課程を修了した者に授与する。 

 （課程による者の学位論文の受理） 

第７条 本大学院の課程による者の学位論文は、修士課程および専門職学位課程については２部を、博士後

期課程については３部を作成し、それぞれに論文概要書を添えて研究科長に提出するものとする。ただし、

研究科長は、審査に必要な部数の追加を求めることができる。 

２ 研究科長は、前項の学位論文を受理したときは、学位を授与できる者か否かについて研究科運営委員会

の審査に付さなければならない。 

 （学位論文） 

第１０条 博士、修士および専門職学位の学位論文は１篇に限る。ただし、参考として、他の論文を添付するこ

とができる。 

２ 前項により、一旦受理した学位論文等は返還しない。 

３ 審査のため必要があるときには、学位論文の副本、訳文、模型または標本等の資料を提出させることがある。 

 （審査員） 

第１２条 研究科運営委員会は、第７条第２項の規定により、学位論文が審査に付されたとき、または第８条お
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よび第９条の規定により、学位の審査を付託されたときは、当該研究科の教員のうちから、３人以上の審査

員を選任し、学位論文の審査および試験または学識の確認を委託しなければならない。 

２ 研究科運営委員会は必要と認めたときは、前項の規定にかかわらず本大学の教員または教員であった者

を、学位論文の審査および試験または学識の確認の審査員に委嘱することができる。 

３ 研究科運営委員会は必要と認めたときは、第１項の規定にかかわらず他の大学院または研究所等の教員

等に学位論文の審査員を委嘱することができる。 

４ 研究科運営委員会は、第１項の審査員のうち１人を主任審査員として指名しなければならない。ただし、研

究科委員会が必要と認めたときは、第２項の審査員のうち、本大学の教員である者を主任審査員として指名

することができる。 

 （論文審査要旨の公表） 

第２０条 博士の学位を授与したときは、その論文の審査要旨は、大学が適当と認める方法によってこれを公

表する。 

 （学位論文の公表） 

第２１条 博士の学位を授与された者は、授与された日から１年以内に、当該博士論文を、書籍または学術雑

誌等により、公表しなければならない。ただし、学位を授与される前に、印刷公表されているときは、この限り

ではない。 

２ 前項の規定にかかわらず博士の学位を授与された者は、やむを得ない理由がある場合には、研究科運営

委員会の承認を受けて、当該論文の全文に代えて、その内容を要約したものを印刷公表することができる。

この場合、大学はその論文の全文を求めに応じて閲覧に供するものとする。 

３ 第１項の規定により、公表する場合は、当該論文に「早稲田大学審査学位論文（博士）」と、また前項の規定

により公表する場合は、当該論文の要旨に、「早稲田大学審査学位論文（博士）の要旨」と明記しなければ

ならない。 

 （学位の名称） 

第２２条 本大学の授与する学位には、早稲田大学と付記するものとする。 

 （学位授与の取消） 

第２３条 本大学において博士、修士学位を授与された者につき、不正の方法により学位の授与を受けた事実

が判明したときは、総長は、当該研究科運営委員会および研究科長会の議を経て、すでに授与した学位を

取り消し、学位記を返還させ、かつ、その旨を公表するものとする。 
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Ⅶ 修士論文・課題研究論文作成に関して 

 

【 修士論文〔修士課程（２年制）〕】 

１. 学位 

本研究科修士課程に通常２年以上４年以内在学し、別に示すところによる所要の授業科目について３０

単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、修士論文の審査および最終試験に合格した者に

対して「修士（人間科学）」の学位が授与される。 

２. 提出資格 

修士論文の提出資格は、次の要件が満たされていなければならない。 

  (1) 所定単位の取得あるいは取得見込みの者であること。 

  (2) 提出日までに学費が完納されていること。 

  (3) 修士論文計画書が提出済みであること。 

３. 修士論文計画書 

  (1) 修士論文を提出する者は、その年度の６月下旬に、所定の用紙を使った修士論文計画書を提出しな

ければならない。 

  (2) 修士論文計画書の提出にあたっては、記載内容について、指導教員の指導を受けたのち、承認印を

受けていなければならない。 

  (3) 修士論文計画書の提出については、５月に掲示にて知らせる。 

４. 修士論文提出期日および受付期間 

  (1) 提出締切日 １月中旬予定（詳細は掲示にて伝達） 

  (2) 提出受付時間 午前１０時～午後４時（時間厳守のこと）（ただし、１２：３０～１：３０を除く） 

  (3) 提出受付場所 大学院人間科学研究科（所沢総合事務センター） 

  (4) その他   ①受付時間を過ぎた場合は理由の如何を問わず受理しない。 

            ②郵送による提出は一切認めない。 

            ③代理人による提出には委任状を必要とする。 

５. 修士論文要旨の作成 

修士論文要旨はＡ４版２枚で作成する。 

６. 修士論文の作成 

  (1) 提出部数は審査員の人数分とする。 

  (2) 修士論文は、横書きとし、Ａ４判タイプ用紙等にワープロで片面打ちとする。 

また、欧文の場合はダブルスペースとする。 

  (3) 表紙は、所定の見本にならって、題目（和文・英文）、氏名（和文・英文）、研究指導 

教員などを記入する。 

  (4) 製本の仕方 修士論文要旨、表紙、目次、本文の順に、Ａ４判ファイルにとじる。 

    表側に、所定の用紙を使用した審査依頼書を貼付して提出する。 

７．公開審査会の開催 

  修士論文審査会は学生発表部分を公開とし、修士論文要旨は要旨集として予め配付する。 

８．修士論文審査員 

  (1) 修士論文の審査員は、人間科学研究科の修士課程研究指導担当教員３名以上をもって構成し、その

内１名を主査とする。必要な場合には、本学および他の大学の大学院・学部あるいは研究所等の教員等  

をさらに審査員として加えることができる。 
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  (2) 各審査員は、研究科運営委員会の議を経て決定する。 

９．所沢図書館保管用修士論文の提出 

口頭試問などでの指示を受けて修正したもの１部を、審査のあとで提出する。 

図書館では、学内外から要望があった場合は、希望者にコピーを配布する。この件について、予め了承

願いたい。 

１０．学術誌「人間科学研究」掲載用修士論文要旨の提出 

  修士論文要旨は、別に定める作成要件に従って作成のうえ、提出することとする。 

 
【 課題研究論文〔修士課程１年制コース〕】 

１. 学位について 

   本研究科修士課程１年制コースに通常１年以上２年以内在学し、別に示すところによる所要の授業科目

について３０単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、課題研究論文の審査および最終試

験に合格した者に対して、「修士（実践人間科学）」の学位が授与される。 

２. 提出資格 

  課題研究論文の提出資格は、次の要件が満たされていなければならない。 

  (1) 所定単位の取得あるいは取得見込みの者であること。 

  (2) 提出日までに学費が完納されていること。 

  (3) 「課題研究論文計画書」が提出済みであること。 

３. 課題研究論文計画書 

 (1) 課題研究論文を提出する者は、その年度の所定の期日（１０月頃）までに、所定の用紙を使用した「課

題研究論文計画書」を提出しなければならない。 

 (2) 課題研究論文計画書の提出にあたっては、記載内容について、指導教員の指導を受けたのち、承認

印をうけていなければならない。 

 (3) 課題研究論文計画書の提出についての詳細は、入学時に知らせる。 

４. 課題研究論文提出期日および受付期間 

 (1) 提出締切日  １月中旬予定（詳細は掲示にて発表） 

 (2) 提出受付時間 午前１０時～午後４時（ただし、12:30～1:30 を除く） 

 (3) 提出受付場所 大学院人間科学研究科（所沢総合事務センター） 

(4) その他 ①受付時間を過ぎた場合は理由の如何を問わず受理しない。 

②郵送による提出を認める。 

③代理人による提出には委任状を必要とする。 

５. 課題研究論文要旨の作成 

   課題研究論文要旨はＡ４版２枚で作成する。 

６. 課題研究論文の作成 

 (1) 提出部数は審査員の人数分とする。 

 (2) 課題研究論文は、横書きとし、Ａ4 判タイプ用紙等にワープロで片面打ちとする。 

また、欧文の場合はダブル・スペースとする。 

 (3) 表紙は、所定の見本にならって、題目（和文・英文）、氏名（和文・英文）、研究指導 

教員などを記入する。 

 (4) 製本の仕方 課題研究論文要旨、表紙、目次、本文の順に、Ａ４のファイルにとじる。 

   表側に、所定の用紙を使用した審査依頼書を貼って提出する。 

７. 公開審査会の開催 

  課題研究論文審査会は学生発表部分を公開とし、課題研究論文要旨は要旨集として予め配付する。 
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８. 課題研究論文審査員 

 (1) 課題研究論文の審査員は、人間科学学術院の専任教員２名以上をもって構成し、その内の修士課程

研究指導担当教員１名を主査とする。必要な場合には、本学および他の大学の大学院・学部あるいは

研究所等の教員等をさらに審査員として加えることができる。 

 (2) 各審査員は、研究科運営委員会の議を経て決定する。 

９．所沢図書館保管用課題研究論文の提出 

 口頭試問などでの指示を受けて修正した課題研究論文を提出し、図書館に保管する。図書館では、学内

外から希望があった場合はコピーを配付する。この件について、予め了承願いたい。 

１０．人間科学研究掲載用課題研究論文要旨の提出 

  課題研究論文要旨は、別に定める作成要件に従って作成のうえ、提出することとする。 
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Ⅷ 博士論文作成に関して（課程による者） 

 
１．学位について 

本研究科博士後期課程に通常３年以上６年以内在学し、所要の研究指導を受けた上、博士学位論文の

審査および試験に合格した者に対して「博士（人間科学）」の学位が授与される。 

２．提出資格について 

博士学位論文の提出資格は、次の要件が満たされていなければならない。 

  (1) 早稲田大学大学院学則第１４条に定めるもののほか、次の(2)または(3)の要件を満たしていなければな

らない。 

  (2) 博士後期課程在学が３年以上の場合は、原則として研究業績が、博士学位論文に関連して、申請者が

第一著者である公表学術論文または著書が、印刷中のものを含めて１編（冊）以上あること。 

  (3) 博士後期課程在学が３年に満たずに提出しようとする場合は、(2)の条件を満たした上で、申請者を第

一著者とする公表学術論文または著書が、申請者の所属する研究グループ以外の研究者により、積極的

な評価を受けて、公表学術論文または著書に３回以上引用されていること。 

    なお、公表学術論文とは、日本学術会議に登録された学会が発行する審査規定が明記された学会誌

に掲載された論文、およびそれに準ずる論文、または、海外において第三者審査委員が明記されている

学会誌・学術雑誌に掲載された論文を指す。 

３．博士学位申請に関する提出書類について 

  (1) 学位申請書（大学所定） １部 

  (2) 学位論文 ３部 

  (3) 論文概要書 １部 

  (4) 履歴書（人間科学研究科所定） １部 

  (5) 研究業績書（人間科学研究科所定） １部 

  (6) 研究業績書に記載した学術論文等の抜刷 各１部 

  (7) 大学院における成績証明書（修士課程） １部 

４．博士学位論文等の提出期日について 

例年、５月と１０月の２回受け付ける。詳細な期日等はその都度掲示等で伝達する。 

５．博士学位論文等の作成要領について 

  (1) 博士学位論文 

使用言語は原則として日本語とする。ただし、英語での提出を妨げないが英語の場合は和訳を提出さ

せることがある。 

書式は横書きとし（用紙は縦）、Ａ４判タイプ用紙等にワープロ等で片面打ちとし、活字またはその他印

字によるものとする。英文の場合はダブルスペースとする。 

  (2) 論文概要書 

使用言語は原則として日本語とする。 

書式は横書きとし（用紙は縦）、Ａ４判タイプ用紙等にワープロ等で片面打ちとし、活字またはその他印

字によるものとする。 

    字数は、２,０００字以内とする。 

６．博士学位論文審査員について 

論文審査員は、人間科学研究科の博士後期課程研究指導担当の教員または教員であった者３名以上を

もって構成し、その内研究科運営委員の教員１名を主任審査員とする。必要な場合には、修士課程研究指
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導担当教員および他の大学院あるいは研究所等の教員等をさらに審査員として加えることができる。 

 

※ 博士後期課程に３年以上在学し、かつ所要の研究指導を受けて退学した場合（通称、満期退学または単

位取得退学）は、退学した日から起算して３年以内に限り『課程による者』として博士学位論文を提出するこ

とができる。なお、退学後３年以内とは、博士学位論文の「受理」を決定する研究科運営委員会の開催日が、

３年以内にあることであり、例年、受理を決定する研究科運営委員会は６月と１１月に開催される。 

※ 審査に合格した学位論文は、本学中央図書館・所沢図書館・国会図書館に配架し閲覧に供する。 

また、学内外から要望があった場合は、希望者にコピーのサービスをするのであらかじめご了承願いたい。 
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Ⅸ 人を対象とした研究および動物実験に関する倫理指針 

 

「人を対象とした研究倫理指針」および「動物実験に関する指針」は、大学および人間科学学術院で規定化

されている。人間科学研究科に所属する学生は、倫理指針を充分遵守のうえ研究活動に精進されることを期

待する。 

なお、指針に従い「研究計画書」または「動物実験計画書」提出にあたっては、指導教員と充分相談のうえ

提出すること。 

 

Ⅹ 研究生制度について 

 

本研究科は、大学院学則第５７条の定めるところにより本研究科博士後期課程に６年間在学し、博士論文を

提出しないで退学した者のうち、引き続き大学院において博士論文作成のため研究指導を受けようとする者が

あるときは、正規の学生の修学を妨げない限り、選考の上、研究生として入学を許可することがある。(出願の時

期、手続き方法等については掲示で伝達する。) 

 

以下 「大学院研究生に関する規程」 の抜粋 

(出願手続) 

第２条 研究生として入学を志願する者は、所定の願書により、当該研究科長に願い出なければならない。 

(入学手続、学費) 

第３条 研究生として入学を許可された者は、次の区分による所定の学費を納入して、学生証の交付を受けな

ければならない。 

 一 研究指導料       博士後期課程の新３年生の授業料の半額。 

 二 演習料・実験実習料  博士後期課程の新３年生の演習料または実験実習料の全額。ただし、その年度

の前期において学位を取得した場合は半額。 

２ 前項の学費の分納期は、次のとおりとする。 

 一 研究指導料       第１期 全額 

 二 演習料・実験実習料  第１期 半額  第２期 半額 

(在学期間) 

第４条 研究生の在学期間は１年とする。ただし、研究指導を継続して受けようとする時は、原則として２回に限

り延長することができる。 

２ 在学期間の延長を希望する者は、毎年度の終わりまでに、理由を付して、当該研究科長に願いでなければ

ならない。 
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ⅩⅠ 人間科学研究科学科目配当 

 

１．学科目配当の構成 

課 程 研究領域・コース 科目区分 

修士課程 

（２年制） 

地域・地球環境科学研究領域 

人間行動・環境科学研究領域 

文化・社会環境科学研究領域 

健康・生命医科学研究領域 

健康福祉科学研究領域 

臨床心理学研究領域 

感性認知情報システム研究領域 

教育コミュニケーション情報科学研究領域 

 

（２００５年度以前入学者対象） 

スポーツ科学研究領域 

研究指導 

修士論文 

演習（１） 

演習（２） 

講義科目 

実習科目 

修士課程 

１年制コース 

教育臨床コース 研究指導 

課題研究論文 

コース必修（演習） 

コース必修（実習） 

コース選択必修 

コース選択 

選択科目 

博士後期課程 

地域・地球環境科学研究領域 

人間行動・環境科学研究領域 

文化・社会環境科学研究領域 

健康・生命医科学研究領域 

健康福祉科学研究領域 

臨床心理学研究領域 

感性認知情報システム研究領域 

教育コミュニケーション情報科学研究領域 

 

（２００５年度以前入学者対象） 

スポーツ科学研究領域 

研究指導 

博士論文 

 

２．科目の説明 

課 程 科目区分 配 当 期 間 単 位 備   考 

研究指導 １・２年 通年 無 曜日時限設定なし 

修士論文 ２年 － 無  

演習（１） １・２年 通年 ４単位  

演習（２） １・２年 通年 ４単位  

講義科目 １・２年 半期 ２単位  

修士課程 

（２年制） 

実習科目 １・２年 通年 ２単位 臨床心理実習ⅠⅡは２年配当 

研究指導 １年 通年 無 曜日時限設定なし 

課題研究論文 １年 － 無  

コース必修（演習） １年 通年 ４単位  

コース必修（実習） １年 通年 ２単位  

コース選択必修 １年 半期 ２単位  

コース選択 １年 半期 ２単位  

修士課程 

１年制 

コース 

 

選択科目 １年 半期 ２単位 修士課程（２年制）配当科目 
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課 程 科目区分 配 当 期 間 単 位 備   考 

研究指導 １・２・３年 通年 無 曜日時限の設定なし 博士後期 

課程 博士論文 ３年 － 無  

注意：集中講義として行う場合は期間相当分を実施 

 

３．大学院人間科学研究科学科目配当表 

巻末に掲載。 

 

備考：大学院人間科学研究科は、修士課程、博士後期課程共、人間科学専攻のみの学科目配当となって

いる。生命科学専攻および健康科学専攻に所属の学生は、人間科学科学専攻に設置されている科目

を履修することとする。 
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ⅩⅡ 修了要件・学科目の履修方法 

 

― 修士課程 ― 

【 修了要件 】 

１．修士課程（２年制） 

修士課程（２年制）の修了要件は、通常２年以上４年以内在学し、所要の授業科目について３０単位以上

を修得し、かつ必要な研究指導を受けたうえ（研究指導の評価が２年以上にわたり合格「Ｐ」であること）、修

士論文の審査および試験に合格しなければならない。合格者には、「修士(人間科学)」の学位が授与される。 

ただし、優れた業績を上げた者について本研究科運営委員会が認めた場合に限り、修士課程に１年以

上在学すれば修了できる。 

２．修士課程１年制コース 

修士課程１年制コースの修了要件は、通常１年以上２年以内在学し、所要の授業科目について３０単位

以上を修得し、かつ必要な研究指導を受けたうえ（研究指導の評価が合格「Ｐ」であること）、課題研究論文

の審査および試験に合格しなければならない。合格者には、「修士(実践人間科学)」の学位が授与される。 

 

【 授業科目の履修方法 】 

１．修士課程（２年制） 

（１）研究指導および修士論文 

  研究指導を２年以上にわたり合格し、修士論文に合格しなければならない。 

（２）必修科目 

  各自が所属する研究指導の演習科目（１）、（２）の計８単位を履修しなければならない。 

  一部、研究指導教員が担当する研究指導名と演習科目名が異なる科目があるが、この場合、研究指導教

員が担当する演習科目（１）・（２）を履修するものとする。 

（３）選択科目 

  演習科目、講義科目の中から研究領域にとらわれずに２２単位（以上）を履修しなければならない。 

  各自が所属する研究指導以外の演習科目は、２科目８単位以内に限り、修了に必要な単位として算入する

ことができる。各自が所属する研究指導以外の演習科目を登録する場合は、事前に当該演習科目の担当

教員に了解を得なければならない。 

（４）各学年において登録できる授業科目の登録制限単位は３０単位とする。 

（５）上記の履修方法を表にすると下記のようになる。 

必修/選択 科目区分 科目の説明 （単位数） 修了要件 

研究指導  ２年分合格（単位なし） 

修士論文  合格（単位なし） 必 修 

演習科目 所属する研究指導の演習（１）（２） ８単位 

演習科目 所属する研究指導以外の演習（１）（２） 
選 択 

講義科目 領域にとらわれず自由に選択 
２２単位（以上） 

修 了 単 位 ３０単位（以上） 
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２．修士課程１年制コース 

（１）研究指導および課題研究論文 

  研究指導および課題研究論文に合格しなければならない。 

（２）コース必修科目 

①コース必修科目（演習） 

  各自が所属する研究指導の演習科目（１）の４単位を履修しなければならない。 

②コース必修科目（実習） 

  心理教育臨床実習、心理臨床事例実習の各２単位、４単位分を履修しなければならない。 

（３）コース選択必修科目 

  コース選択必修科目から１２単位（以上）を履修しなければならない。 

（４）コース選択科目 

  必要に応じてコース選択科目から履修する。 

（５）選択科目 

  修士課程（２年制）に設置されている演習科目、講義科目の中から研究領域・コースにとらわれずに、３０単

位を満たすように履修する。各自が所属する研究指導以外の演習科目は、演習（１）に限り１科目４単位を修

了に必要な単位として算入することができる。各自が所属する研究指導以外の演習科目を登録する場合は、

事前に当該演習科目の担当教員に了解を得なければならない。 

（６）１年間に登録できる授業科目の登録制限単位は４６単位とする。 

（７）上記の履修方法を表にすると下記のとおりとなる。 

科目区分 科目の説明 修了要件 

研究指導 所属する研究指導 合格 （単位なし） 

課題研究論文  合格 （単位なし） 

コース必修科目（演習） 所属する研究指導の演習（１） ４単位 

コース必修科目（実習） 
心理教育臨床実習 

心理臨床事例実習 

４単位 

（２単位×２科目） 

コース選択必修科目  １２単位（以上） 

コース選択科目  

選択科目 修士課程（２年制）設置科目 

30 単位より上記で取得した 

単位を除した単位数を取得 

修了単位数 ３０単位（以上） 

 

３．他箇所設置科目および入学前修得科目（修士課程（２年制）・修士課程１年制コース共通） 

（１）本大学の他箇所に設置されている大学院生対象科目を指導教員の許可を得て履修することができる。 

修得した授業科目の単位のうち、１０単位以内に限り講義科目の代替科目として修了に必要な単位に算入

することができる。この場合の登録単位数は、当該年度の登録制限単位数の中に含めるものとする。 

 上記の他に、自由科目（修了に必要な単位とはならい科目）として他箇所で設置されている科目を履修す

ることができる。 

（２）本研究科在学中に外国の大学院へ留学し、留学先で修得した講義科目の単位のうち、本研究科に設置

されている講義科目（研究領域は問わない）のいずれかに該当すると認められるものに限り、１０単位を限度

として、当該講義科目に振り替えて認定することがある。この場合の認定した単位数は、認定した年度の登

録制限単位数の中に含めるものとする。 

（３）本研究科入学前に、本大学の研究科または他大学大学院（外国の大学院を含む）において修得した講義
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科目の単位（科目等履修生として修得した単位を含む）のうち、本研究科に設置されている講義科目（研究

領域は問わない）のいずれかに該当すると認められるものに限り、１０単位を限度として、当該講義科目に振

り替えて、認定することがある。なお、本研究科の科目等履修生として在学し、本研究科に設置されている

演習科目を履修している場合も同様の取り扱いとする。この場合の認定した単位数は、認定した年度の登

録制限単位数の中に含めるものとする。 

（４）上記に規定する単位は、併せて１０単位を限度とする。 

 

【 ９月修了について 】 

 修士課程の学位授与の要件中、３月までに 

  ① 修士論文または課題研究論文に関する要件を満たさなかった場合 

  ② 所定の単位を充足することができなかった場合 

  ③ 上記 ① ② いずれの要件も満たさなかった場合 

 のために、修了に関する要件を具備することができず、そのために引き続き在学する者については、以下の 

 基準によりその年の９月に修士の学位を授与(９月１５日付)することができる。 

 １．修士論文について 

  ① 修了できなかった年度に修士論文計画書または課題研究論文計画書を提出していること 

  ② ９月修了を希望する年度に指導教員の研究指導または課題研究論文を登録していること 

  ③ ９月修了を希望する年度の９月までに修士論文または課題研究論文に関する要件を具備すること 

 ２．授業科目について 

  ① 修士課程（２年制）：修了所要単位に４単位以内の不足であること 

    修士課程１年制コース：修了所要単位に８単位以内の不足であること 

  ② 不足単位を修得する場合は、前期終了科目であること 

演習科目または講義科目の通年科目を履修する場合は、９月修了の対象とはならない。 

 ３．手続について 

   ９月修了を希望する場合は、その年度の４月の科目登録時に研究科所定の書類で、その旨研究科長へ

届け出なければならない。その場合、指導教員の承認印が必要となる。 

 

 

― 博士後期課程 ― 

【 修了要件 】 

１. 博士後期課程の修了要件は、通常３年以上６年以内在学し、論文作成のために必要な研究指導を受けた

上、博士論文の審査および試験に合格しなければならない。合格者には「博士（人間科学）」の学位が授与

される。 

２. 授業科目について必要単位はないが、指導教員の指示により、修士課程の授業科目を履修しなければな

らない場合がある。 

３. 博士論文を提出しないで退学した者のうち、博士後期課程に３年以上在学し、かつ必要な研究指導を受

けた者は、退学した日から起算して３年以内に限り博士論文を提出し審査および試験を受けることができる。 

  「３年以内」とは、提出された博士論文の受理を決定する研究科運営委員会が年２回(５月と１１月)開催され

が、その開催年月日が退学後３年以内であれば審査および試験を受けることができるということである。 

 

－23－



 

― 修士課程・博士後期課程 ― 

【 成 績 】 

成績は、次のとおり表示する。なお、入学年度により表記の方法が異なる。 

１．２００６年度以降入学者 

（１）研究指導 

合否区分 合 格 不合格 

成績通知書 Ｐ Ｑ 

成績証明書 Ｐ 記載なし 

（２）授業科目、修士論文、課題研究論文 

合否区分 合       格 不合格 

点 数 １００～９０ ８９～８０ ７９～７０ ６９～６０ ５９以下 

成績通知書 Ａ＋ Ａ Ｂ Ｃ Ｆ 

成績証明書 Ａ＋ Ａ Ｂ Ｃ 記載なし 

 

２．２００５年度以前入学者 

（１）研究指導、修士論文 

合否区分 合 格 不合格 

成績通知書 Ｐ Ｑ 

成績証明書 合 格 記載なし 

（２）授業科目 

合否区分 合       格 不合格 

点 数 １００～９０ ８９～８０ ７９～７０ ６９～６０ ５９以下 

成績通知書 Ａ＋ Ａ Ｂ Ｃ Ｆ 

成績証明書 優 良 可 記載なし 

 

 

― 科目名称変更 ― 

【 修 士 課 程 】 

１．研究指導 

下記の研究指導は名称が変更となっている。変更後と変更前とは同一科目として取り扱うものとする。 

２００８年度以降研究指導名 ２００７年度以前研究指導名 

児童家庭福祉論研究指導 障害児福祉論研究指導 

 

２００６年度以降研究指導名 ２００５年度以前研究指導名 

生物圏生態学研究指導 生物圏情報科学研究指導 

学習動機づけ論研究指導 学習動機づけ研究指導 

建築環境学研究指導 環境・行動学研究指導 

移住論研究指導 応用言語学研究指導 

物質文化論研究指導 考古学研究指導 

生体発達科学研究指導 細胞生物学研究指導 
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生体構造学研究指導 神経形態学研究指導 

生体機能学研究指導 健康生体機能学研究指導 

神経内分泌学研究指導 神経行動学研究指導 

運動制御・バイオメカニクス研究指導 身体運動科学研究指導 

応用健康科学研究指導 身体行動科学研究指導 

予防医学研究指導 環境保健学研究指導 

学校カウンセリング学研究指導 学校カウンセリング研究指導 

感性認知科学研究指導 色彩認知科学研究指導 

安全人間工学研究指導 安全行動学研究指導 

知識情報科学研究指導 データサイエンス研究指導 

ネットワーク情報システム学研究指導 ネットワーク情報システム研究指導 

スポーツ倫理学・教育学研究指導 スポーツ倫理学研究指導 

健康スポーツ論研究指導 体力科学研究指導 

スポーツビジネスマネジメント論研究指導 スポーツビジネス・マーケティング研究指導 

スポーツ神経精神医科学研究指導 精神医学研究指導 

スポーツ健康管理学研究指導 スポーツ内科学研究指導 

スポーツ神経科学研究指導 生体機能学研究指導 

 

２．演習科目 

   下記の科目は、科目名称が変更となっている。変更以前の科目を履修した場合、変更以降の科目は履

修することができない。 

２００８年度以降科目名 ２００７年度以前科目名 

児童家庭福祉論演習(1)、(2) 障害児福祉論演習(1)、(2) 

 

２００６年度以降科目名 ２００５年度以前科目名 

生物圏生態学演習(1)、(2) 生物圏情報科学演習(1)、(2) 

学習動機づけ論演習(1)、(2) 学習動機づけ演習(1)、(2) 

建築環境学演習(1)、(2) 環境・行動学演習(1)、(2) 

移住論演習(1)、(2) 応用言語学演習(1)、(2) 

物質文化論演習(1)、(2) 考古学演習(1)、(2) 

生体発達科学演習(1)、(2) 細胞生物学演習(1)、(2) 

生体構造学演習(1)、(2) 神経形態学演習(1)、(2) 

生体機能学演習(1)、(2) 健康生体機能学演習(1)、(2) 

神経内分泌学演習(1)、(2) 神経行動学演習(1)、(2) 

運動制御・バイオメカニクス演習(1)、(2) 身体運動科学演習(1)、(2) 

応用健康科学演習(1)、(2) 身体行動科学演習(1)、(2) 

予防医学演習(1)、(2) 環境保健学演習(1)、(2) 

学校カウンセリング学演習(1)、(2) 学校カウンセリング演習(1)、(2) 

感性認知科学演習(1)、(2) 色彩認知科学演習(1)、(2) 

安全人間工学演習(1)、(2) 安全行動学演習(1)、(2) 

知識情報科学演習(1)、(2) データサイエンス演習(1)、(2) 

ネットワーク情報システム学演習(1)、(2) ネットワーク情報システム演習(1)、(2) 

スポーツ倫理学・教育学演習(１)、(2) スポーツ倫理学演習(1)、(2) 

健康スポーツ論演習(1)、(2) 体力科学演習(1)、(2) 

スポーツビジネスマネジメント論演習(1)、(2) スポーツビジネス・マーケティング演習(1)、(2) 

スポーツ神経精神医科学演習(1)、(2) 精神医学演習(1)、(2) 

スポーツ健康管理学演習(1)、(2) スポーツ内科学演習((1)、(2) 

スポーツ神経科学演習(1)、(2) 生体機能学演習(1)、(2) 
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２００５年度以降科目名 ２００４年度以前科目名 

心理臨床学演習(1)、(2) 医療心理学演習(1)、(2) 

 

３．講義科目 

下記の科目は、科目名称が変更となっている。変更以前の科目を履修した場合、変更以降の科目は 

履修することができない。 

２００６年度以降科目名 ２００５年度以前科目名 

環境生態学特論 自然環境論 

学習動機づけ特論 ヒューマン・モティベーション特論 

学習環境心理学特論 環境認知学特論 

自然人類学特論 人類学特論 

生体発達科学特論 発生生物学特論 

運動制御・バイオメカニクス特論 身体運動科学特論 

健康医学特論 健康管理医学特論 

応用健康科学特論 健康行動科学特論 

老年社会福祉学特論 老年福祉学特論 

安全人間工学特論 応用実験心理学 

教授学習過程特論 認知科学特論 

スポーツ表象特論 スポーツ表象論 

健康スポーツマネジメント特論 健康スポーツ特論 

スポーツビジネスマネジメント特論 スポーツビジネス特論 

メディカルコンディショニング特論 メディカルコンディショニング論 

スポーツ統計学特論 スポーツ統計学 

運動器解剖実習 運動器解剖学実習 

 
【 博士後 期課程】 

下記の研究指導は、名称が変更となっている。変更後と変更前とは同一科目として取り扱うものとする。 

２００６年度以降研究指導名 ２００５年度以前研究指導名 

建築環境学研究指導 環境・行動学研究指導 

生体発達科学研究指導 細胞生物学研究指導 

生体構造学研究指導 神経形態学 

生体機能学研究指導 健康生体機能学研究指導 

神経内分泌学研究指導 神経行動学研究指導 

運動制御・バイオメカニクス研究指導 身体運動科学研究指導 

応用健康科学研究指導 身体行動科学研究指導 

予防医学研究指導 環境保健学研究指導 

感性認知科学研究指導 色彩認知科学研究指導 

安全人間工学研究指導 安全行動学研究指導 

ネットワーク情報システム学研究指導 ネットワーク情報システム研究指導 

健康スポーツ論研究指導 体力科学研究指導 

スポーツ神経科学研究指導 生体機能学研究指導 

スポーツ心理学研究指導 精神生理学研究指導 

 

２００３年度以降研究指導名 ２００２年度以前研究指導名 

色彩認知科学研究指導 環境色彩認知科学研究指導 

教育開発論研究指導 教育工学研究指導 

スポーツ生理学研究指導 運動生理学研究指導 

身体形態学研究指導 トレーニング科学研究指導 
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― 授業時間 ― 

 

授業時間は下記のとおりである。所沢キャンパス以外のキャンパスで行う授業については、移動に伴う

時間を考慮し、科目の登録を行う必要がある。 

 

１時限目  ９：００～１０：３０ 

２時限目 １０：４０～１２：１０ 

３時限目 １３：００～１４：３０ 

４時限目 １４：４０～１６：１０ 

５時限目 １６：２０～１７：５０ 

６時限目 １８：００～１９：３０ 

７時限目 １９：４０～２１：１０ 
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ⅩⅢ 教育職員免許状取得について 

 

１. 人間科学研究科で取得できる免許の種類及び教科は、次のとおりである。 

                                                 ○印が取得できる免許状 

免許状の種類 ／ 教科 社会 地理・歴史 公民 福祉 情報 保健体育 

中学校教諭専修免許状 ○     ○ 注参照 

高等学校教諭専修免許状  ○ ○ ○ ○ ○ 注参照 

  注：保健体育の免許状の取得は、２００５年度以前入学者のみ対象 

２. 免許状取得の条件 

本研究科入学以前に、当該教科の中学校教諭一種免許状又は高等学校教諭一種免許状を取得した者、 

又は教育職員免許法の５条第一項別表第１の所要資格を充たしている者。(「５条第一項別表第１の所要資

格」とは、一種免許状取得に必要な「教職および教科に関する科目」の法令で定める単位数を言う) 

３. 免許状取得に必要な科目 

別表の人間科学研究科設置科目のなかから該当する免許状に関する科目を２４単位以上履修し、修士の

学位を得ることにより、専修免許状が取得できる。(２４単位の履修方法は科目区分・分野に関係なく任意に

履修して可) ただし、科目設置以前の年度に修得した科目については、専修免許科目として申請すること

はできない。 

４. その他 

  (1) 免許状の申請は、本人が、自分の住所地又は教員採用学校所在地の授与権者(都道府県教育委員

会)にたいして行う。ただし、３月の修了予定者に限り、大学がとりまとめて申請を代行(一括申請)し、学位授

与当日に免許状を手渡せるようとりはからっている。 

    また、免許状授与証明書の請求は、授与権者に行うこと。 

  (2) １９９７年６月「教育職員免許法の特例等に関する法律」が成立し、保健体育の中学校免許状を取得す

る場合は、７日以上の介護等体験が義務付けられた。詳細については、教育学部から交付される「各種資

格取得の手引」を参照すること。 
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別表 社会専修免許 ２００８年度設置科目 

 
免許法施行規則に定める科目区分 左記に該当する当研究科設置科目 

社会の教科に関する科目 

 

環境社会学演習(1)･(2) 

社会人類学演習(1)･(2) 

水域環境学演習(1)･(2) 

地域資源論演習(1)･(2) 

発達行動学演習(1)･(2) 

建築環境学演習(1)･(2) 

産業職業社会学演習(1)･(2) 

文化生態学演習(1)･(2) 

アジア社会論演習(1)･(2) 

移住論演習(1)･(2) 

家族社会学演習(1)･(2) 

都市社会学演習(1)･(2) 

科学史科学哲学演習(1)･(2) 

日本物質文化論演習(1)･(2) 

フランス表象文化論演習(1)･(2) 

ドイツ政治社会文化論演習(1)･(2) 

技術史・技術文化論演習(1)･(2) 

生態心理学演習(1)･(2) 

環境社会学特論 

民族誌学特論 

開発援助実践学特論 

発達行動学特論 

社会文化心理学特論 

産業職業社会学特論 

歴史人類学特論 

アジア地域研究特論 

移民研究特論 

家族社会学特論 

都市社会学特論 

科学史科学哲学特論 

考古学特論 

フランス表象文化史研究特論 

ドイツ近代国民国家特論 

生活文化史研究特論 

スペイン社会文化特論 

教職に関する科目 学習動機づけ論演習(1)･(2) 

学校ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ学演習(1)･(2) 

教育実践学演習(1)･(2) 

ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾅﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ論演習(1)･(2) 

教育情報工学演習(1)･(2) 

教育開発論演習(1)･(2) 

学校臨床心理学演習(1) 

臨床認知発達学演習（１） 

学習動機づけ特論 

学習環境心理学特論 

教育臨床心理学特論 

行動療法特論 

心理療法特論Ⅰ 

学校臨床心理学特論 

教授学習過程特論          （つづく） 
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教師学特論 

ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾅﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ特論 

教育情報工学特論 

教育開発特論 

教育ｼｽﾃﾑ工学 

学習教授評価法 

学習科学特論 

教育心理学特論 

臨床認知発達学特論 

臨床心理学特論Ⅲ 

特別支援教育特論 

教育臨床査定特論 

学校臨床生徒指導学特論 

教育集団心理学 
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別表 地理歴史専修免許 ２００８年度設置科目 

 

免許法施行規則に定める科目区分 左記に該当する当研究科設置科目 

地理歴史の教科に関する科目 社会人類学演習(1)･(2) 

水域環境学演習(1)･(2) 

文化生態学演習(1)･(2) 

アジア社会論演習(1)･(2) 

移住論演習(1)･(2) 

日本物質文化論演習(1)･(2) 

フランス表象文化論演習(1)･(2) 

ドイツ政治社会文化論演習(1)･(2) 

技術史・技術文化論演習(1)･(2) 

民族誌学特論 

歴史人類学特論 

アジア地域研究特論 

移民研究特論 

考古学特論 

フランス表象文化史研究特論 

ドイツ近代国民国家特論 

生活文化史研究特論 

スペイン社会文化特論 

教職に関する科目 学習動機づけ論演習(1)･(2) 

学校ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ学演習(1)･(2) 

教育実践学演習(1)･(2) 

ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾅﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ論演習(1)･(2) 

教育情報工学演習(1)･(2) 

教育開発論演習(1)･(2) 

学校臨床心理学演習(1) 

臨床認知発達学演習（１） 

学習動機づけ特論 

学習環境心理学特論 

教育臨床心理学特論 

行動療法特論 

心理療法特論Ⅰ 

学校臨床心理学特論 

教授学習過程特論 

教師学特論 

ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾅﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ特論 

教育情報工学特論 

教育開発特論 

教育ｼｽﾃﾑ工学 

学習教授評価法 

学習科学特論 

教育心理学特論 

臨床認知発達学特論 

臨床心理学特論Ⅲ 

特別支援教育特論 

教育臨床査定特論 

学校臨床生徒指導学特論 

教育集団心理学 
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別表 公民専修免許 ２００８年度設置科目 

 
免許法施行規則に定める科目区分 左記に該当する当研究科設置科目 

公民の教科に関する科目 環境社会学演習(1)･(2) 

地域資源論演習(1)･(2) 

発達行動学演習(1)･(2) 

建築環境学演習(1)･(2) 

産業職業社会学演習(1)･(2) 

家族社会学演習(1)･(2) 

都市社会学演習(1)･(2) 

科学史科学哲学演習(1)･(2) 

感性認知科学演習(1)･(2) 

心理行動学演習(1)･(2) 

生態心理学演習(1)･(2) 

環境社会学特論 

開発援助実践学特論 

発達行動学特論 

社会文化心理学特論 

産業職業社会学特論 

家族社会学特論 

都市社会学特論 

科学史科学哲学特論 

感性心理学特論 

感情心理学特論 

教職に関する科目 学習動機づけ論演習(1)･(2) 

学校ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ学演習(1)･(2) 

教育実践学演習(1)･(2) 

ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾅﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ論演習(1)･(2) 

教育情報工学演習(1)･(2) 

教育開発論演習(1)･(2) 

学校臨床心理学演習(1) 

臨床認知発達学演習（１） 

学習動機づけ特論 

学習環境心理学特論 

教育臨床心理学特論 

行動療法特論 

心理療法特論Ⅰ 

学校臨床心理学特論 

教授学習過程特論 

教師学特論 

ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾅﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ特論 

教育情報工学特論 

教育開発特論 

教育ｼｽﾃﾑ工学 

学習教授評価法 

学習科学特論 

教育心理学特論 

臨床認知発達学特論 

臨床心理学特論Ⅲ 

特別支援教育特論 

教育臨床査定特論 

学校臨床生徒指導学特論 

教育集団心理学 
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別表 福祉専修免許 ２００８年度設置科目 
 

免許法施行規則に定める科目区分 左記に該当する当研究科設置科目 

福祉の教科に関する科目 

 

障害者支援論演習(1)･(2) 

老年社会福祉学演習(1)･(2) 

社会保障政策論演習(1)･(2) 

福祉教育論演習(1)･(2) 

児童家庭福祉論演習(1)･(2) 

精神保健福祉論演習(1)･(2) 

健康福祉支援工学演習(1)･(2) 

障害者支援論 

老年社会福祉学特論 

社会保障政策特論 

健康福祉管理特論 

福祉教育特論 

障害者福祉特論 

児童家庭福祉特論 

福祉援助特論 

比較高齢社会特論 

教職に関する科目 学習動機づけ論演習(1)･(2) 

学校ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ学演習(1)･(2) 

教育実践学演習(1)･(2) 

ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾅﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ論演習(1)･(2) 

教育情報工学演習(1)･(2) 

教育開発論演習(1)･(2) 

学校臨床心理学演習(1) 

臨床認知発達学演習（１） 

学習動機づけ特論 

学習環境心理学特論 

教育臨床心理学特論 

行動療法特論 

心理療法特論Ⅰ 

学校臨床心理学特論 

教授学習過程特論 

教師学特論 

ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾅﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ特論 

教育情報工学特論 

教育開発特論 

教育ｼｽﾃﾑ工学 

学習教授評価法 

学習科学特論 

教育心理学特論 

臨床認知発達学特論 

臨床心理学特論Ⅲ 

特別支援教育特論 

教育臨床査定特論 

学校臨床生徒指導学特論 

教育集団心理学 
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別表 情報専修免許 ２００８年度設置科目 

 
免許法施行規則に定める科目区分 左記に該当する当研究科設置科目 

情報の教科に関する科目 

 

情報処理心理学演習(1)･(2) 

言語情報科学演習(1)･(2) 

知識情報科学演習(1)･(2) 

感覚情報処理学演習(1)･(2) 

情報コミュニケーション科学演習(1)･(2) 

ネットワーク情報システム学演習(1)･(2) 

インターネット科学演習(1)･(2) 

情報処理心理学特論 

言語情報科学特論 

知識情報科学特論 

感覚情報処理学特論 

対話情報処理特論 

マルチメディア特論 

ソフトウェア工学特論 

情報コミュニケーション技術特論 

インターネット科学特論 

教職に関する科目 学習動機づけ論演習(1)･(2) 

学校ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ学演習(1)･(2) 

教育実践学演習(1)･(2) 

ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾅﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ論演習(1)･(2) 

教育情報工学演習(1)･(2) 

教育開発論演習(1)･(2) 

情報メディア教育論演習(1)･(2) 

学校臨床心理学演習(1) 

臨床認知発達学演習(1) 

学習動機づけ特論 

学習環境心理学特論 

教育臨床心理学特論 

行動療法特論 

心理療法特論Ⅰ 

学校臨床心理学特論 

教授学習過程特論 

教師学特論 

ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾅﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ特論 

教育情報工学特論 

教育開発特論 

教育ｼｽﾃﾑ工学 

学習教授評価法 

学習科学特論 

情報メディア教育特論 

教育心理学特論 

臨床認知発達学特論 

臨床心理学特論Ⅲ 

特別支援教育特論 

教育臨床査定特論 

学校臨床生徒指導学特論 

教育集団心理学 
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別表 社会専修免許 ２００７年度設置科目 

 
免許法施行規則に定める科目区分 左記に該当する当研究科設置科目 

社会の教科に関する科目 

 

社会人類学演習(1)･(2) 

文化生態学演習(1)･(2) 

アジア社会論演習(1)･(2) 

移住論演習(1)･(2) 

日本物質文化論演習(1)･(2) 

フランス表象文化論演習(1)･(2) 

ドイツ政治社会文化論演習(1)･(2) 

技術史・技術文化論演習(1)･(2) 

環境社会学演習(1)･(2) 

発達行動学演習(1)･(2) 

産業職業社会学演習(1)･(2) 

家族社会学演習(1)･(2) 

都市社会学演習(1)･(2) 

科学史科学哲学演習(1)･(2) 

民族誌学特論 

歴史人類学特論 

アジア地域研究特論 

移民研究特論 

考古学特論 

フランス表象文化史研究特論 

ドイツ近代国民国家特論 

生活文化史研究特論 

スペイン社会文化特論 

環境社会学特論 

発達行動学特論 

産業職業社会学特論 

家族社会学特論 

都市社会学特論 

科学史科学哲学特論 

教職に関する科目 学習動機づけ論演習(1)･(2) 

学校ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ学演習(1)･(2) 

教育実践学演習(1)･(2) 

ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾅﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ論演習(1)･(2) 

教育情報工学演習(1)･(2) 

教育開発論演習(1)･(2) 

学校臨床心理学演習(1) 

学習動機づけ特論 

学習環境心理学特論 

教育臨床心理学特論 

行動療法特論 

心理療法特論Ⅰ 

教授学習過程特論 

教師学特論 

ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾅﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ特論 

教育情報工学特論 

教育開発特論 

教育心理学特論 

臨床心理学特論Ⅲ 

教育臨床査定特論 

学校臨床生徒指導学特論     （つづく） 
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学校臨床心理学特論 

教育ｼｽﾃﾑ工学 

学習教授評価法 

教育集団心理学 
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別表 地理歴史専修免許 ２００７年度設置科目 

 
免許法施行規則に定める科目区分 左記に該当する当研究科設置科目 

地理歴史の教科に関する科目 

 

社会人類学演習(1)･(2) 

文化生態学演習(1)･(2) 

アジア社会論演習(1)･(2) 

移住論演習(1)･(2) 

日本物質文化論演習(1)･(2) 

ドイツ政治社会文化論演習(1)･(2) 

フランス表象文化論演習(1)･(2) 

技術史・技術文化論演習(1)･(2) 

民族誌学特論 

歴史人類学特論 

アジア地域研究特論 

移民研究特論 

考古学特論 

フランス表象文化史研究特論 

ドイツ近代国民国家特論 

生活文化史研究特論 

スペイン社会文化特論 

教職に関する科目 学習動機づけ論演習(1)･(2) 

学校ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ学演習(1)･(2) 

教育実践学演習(1)･(2) 

ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾅﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ論演習(1)･(2) 

教育情報工学演習(1)･(2) 

教育開発論演習(1)･(2) 

学校臨床心理学演習(1) 

学習動機づけ特論 

学習環境心理学特論 

教育臨床心理学特論 

行動療法特論 

心理療法特論Ⅰ 

教授学習過程特論 

教師学特論 

ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾅﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ特論 

教育情報工学特論 

教育開発特論 

教育心理学特論 

臨床心理学特論Ⅲ 

教育臨床査定特論 

学校臨床生徒指導学特論 

学校臨床心理学特論 

教育ｼｽﾃﾑ工学 

学習教授評価法 

教育集団心理学 
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別表 公民専修免許 ２００７年度設置科目 

 
免許法施行規則に定める科目区分 左記に該当する当研究科設置科目 

公民の教科に関する科目 

 

環境社会学演習(1)･(2) 

発達行動学演習(1)･(2) 

産業職業社会学演習(1)･(2) 

家族社会学演習(1)･(2) 

都市社会学演習(1)･(2) 

科学史科学哲学演習(1)･(2) 

感性認知科学演習(1)･(2) 

心理行動学演習(1)･(2) 

環境社会学特論 

発達行動学特論 

産業職業社会学特論 

家族社会学特論 

都市社会学特論 

科学史科学哲学特論 

感性心理学特論 

感情心理学特論 

教職に関する科目 学習動機づけ論演習(1)･(2) 

学校ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ学演習(1)･(2) 

教育実践学演習(1)･(2) 

ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾅﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ論演習(1)･(2) 

教育情報工学演習(1)･(2) 

教育開発論演習(1)･(2) 

学校臨床心理学演習(1) 

学習動機づけ特論 

学習環境心理学特論 

教育臨床心理学特論 

行動療法特論 

心理療法特論Ⅰ 

教授学習過程特論 

教師学特論 

ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾅﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ特論 

教育情報工学特論 

教育開発特論 

教育心理学特論 

臨床心理学特論Ⅲ 

教育臨床査定特論 

学校臨床生徒指導学特論 

学校臨床心理学特論 

教育ｼｽﾃﾑ工学 

学習教授評価法 

教育集団心理学 
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別表 福祉専修免許 ２００７年度設置科目 

 

免許法施行規則に定める科目区分 左記に該当する当研究科設置科目 

福祉の教科に関する科目 

 

障害者支援論演習(1)･(2) 

老年社会福祉学演習(1)･(2) 

社会保障政策論演習(1)･(2) 

福祉教育論演習(1)･(2) 

障害児福祉論演習(1)･(2) 

障害者福祉特論 

障害者支援論 

老年社会福祉学特論 

社会保障政策特論 

健康福祉管理特論 

福祉教育特論 

児童家庭福祉特論 

福祉援助特論 

比較高齢社会特論 

教職に関する科目 学習動機づけ論演習(1)･(2) 

学校ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ学演習(1)･(2) 

教育実践学演習(1)･(2) 

ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾅﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ論演習(1)･(2) 

教育情報工学演習(1)･(2) 

教育開発論演習(1)･(2) 

学校臨床心理学演習(1) 

学習動機づけ特論 

学習環境心理学特論 

教育臨床心理学特論 

行動療法特論 

心理療法特論Ⅰ 

教授学習過程特論 

教師学特論 

ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾅﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ特論 

教育情報工学特論 

教育開発特論 

教育心理学特論 

臨床心理学特論Ⅲ 

教育臨床査定特論 

学校臨床生徒指導学特論 

学校臨床心理学特論 

教育ｼｽﾃﾑ工学 

学習教授評価法 

教育集団心理学 
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別表 情報専修免許 ２００７年度設置科目 

 
免許法施行規則に定める科目区分 左記に該当する当研究科設置科目 

情報の教科に関する科目 

 

情報コミュニケーション科学演習(1)･(2) 

言語情報科学演習(1)･(2) 

ネットワーク情報システム学演習(1)･(2) 

情報処理心理学演習(1)･(2) 

インターネット科学演習(1)･(2) 

知識情報科学演習(1)･(2) 

感覚情報処理学演習(1)･(2) 

マルチメディア特論 

言語情報科学特論 

ソフトウェア工学特論 

情報コミュニケーション技術特論 

情報処理心理学特論 

インターネット科学特論 

知識情報科学特論 

感覚情報処理学特論 

教職に関する科目 学習動機づけ論演習(1)･(2) 

学校ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ学演習(1)･(2) 

教育実践学演習(1)･(2) 

ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾅﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ論演習(1)･(2) 

教育情報工学演習(1)･(2) 

教育開発論演習(1)･(2) 

学校臨床心理学演習(1) 

臨床認知発達学演習(1) 

学習動機づけ特論 

学習環境心理学特論 

教育臨床心理学特論 

行動療法特論 

心理療法特論Ⅰ 

教授学習過程特論 

教師学特論 

ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾅﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ特論 

教育情報工学特論 

教育開発特論 

教育心理学特論 

臨床心理学特論Ⅲ 

教育臨床査定特論 

学校臨床生徒指導学特論 

学校臨床心理学特論 

教育ｼｽﾃﾑ工学 

学習教授評価法 

教育集団心理学 

情報メディア教育特論 

学習科学特論 

臨床認知発達学特論 

特別支援教育特論 
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別表 情報専修免許 ２００６年度設置科目 

 
免許法施行規則に定める科目区分 左記に該当する当研究科設置科目 

情報の教科に関する科目 

 

情報コミュニケーション科学演習(1)･(2) 

言語情報科学演習(1)･(2) 

ネットワーク情報システム学演習(1)･(2) 

情報処理心理学演習(1)･(2) 

インターネット科学演習(1)･(2) 

知識情報科学演習(1)･(2) 

感覚情報処理学演習(1)･(2) 

マルチメディア特論 

言語情報科学特論 

ソフトウェア工学特論 

情報コミュニケーション技術特論 

情報処理心理学特論 

インターネット科学特論 

知識情報科学特論 

感覚情報処理特論 

教職に関する科目 教育実践学演習(1)･(2) 

学習動機づけ論演習(1)･(2) 

インストラクショナルデザイン論演習(1)･(2) 

教育情報工学演習(1)･(2) 

教育開発論演習(1)･(2) 

学校カウンセリング学演習(1)･(2) 

教師学特論 

学習動機づけ特論 

インストラクショナルデザイン特論 

学習環境心理学特論 

教育情報工学特論 

教育開発特論 

教授学習過程特論 

教育システム工学 

学習教授評価法 

教育臨床心理学特論 

行動療法特論 

心理療法特論Ⅰ 

学校臨床心理学特論 
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別表 保健体育専修免許 ２００７年度設置科目      ※２００５年度以前入学者のみ対象 

 

教科に関する法定科目（分野） 左記に該当する当研究科設置科目 

体育原理、体育心理学、体育経営管理学、体育

社会学」及び運動学（運動方法学を含む） 

武道論演習（１）・（２） 

スポーツ人類学演習（１）・（２） 

スポーツ倫理学・教育学演習（１）・（２） 

スポーツメディア論演習（１）・（２） 

健康スポーツ論演習（１）・（２） 

ｽﾎﾟｰﾂﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論演習（１）・（２） 

身体形態学演習（１）・（２） 

生理学（運動生理学を含む） 生体ダイナミクス演習（１）・（２） 

運動栄養学演習（１）・（２） 

運動生化学演習（１）・（２） 

バイオメカニクス演習（１）・（２） 

スポーツ生理学演習（１）・（２） 

生体機能学演習（１）・（２） 

運動制御・ﾊﾞｲｵﾒｶﾆｸｽ演習（１）・（２） 

生体機能学特論 

衛生学及び公衆衛生学 運動免疫学演習（１）・（２） 

予防医学演習（１）・（２） 

予防医学特論  

学校保健（小児保健、精神保健、学校安全及び

救急処置を含む） 

スポーツ神経精神医科学演習（１）・（２） 

スポーツ健康管理学演習（１）・（２） 

運動器スポーツ医学演習（１）・（２） 

スポーツ外科学演習（１）・（２） 

スポーツ神経科学演習（１）・（２） 

行動理論特論 

行動医学特論 
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別表 保健体育専修免許 ２００６年度設置科目      ※２００５年度以前入学者のみ対象 

 

教科に関する法定科目（分野） 左記に該当する当研究科設置科目 

体育原理、体育心理学、体育経営管理学、体育社

会学」及び運動学（運動方法学を含む） 

武道論演習（１）・（２） 

スポーツ人類学演習（１）・（２） 

スポーツ倫理学・教育学演習（１）・（２） 

スポーツメディア論演習（１）・（２） 

健康スポーツ論演習（１）・（２） 

ｽﾎﾟｰﾂﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論演習（１）・（２） 

身体形態学演習（１）・（２） 

武道思想史特論 

スポーツ人類学特論 

スポーツ表象特論 

スポーツ社会学特論 

スポーツ経営学特論 

健康スポーツマネジメント特論 

スポーツビジネスマネジメント特論 

スポーツクラブビジネス特論 

トップスポーツビジネス特論 

スポーツ統計学特論 

スポーツ情報処理特論 

コーチング特論 

コーチ学特論 

コーチングバイオメカニクス特論 

コーチング心理学特論 

パフォーマンス評価 

生理学（運動生理学を含む） 生体ダイナミクス演習（１）・（２） 

運動栄養学演習（１）・（２） 

運動生化学演習（１）・（２） 

バイオメカニクス演習（１）・（２） 

スポーツ生理学演習（１）・（２） 

生体機能学演習（１）・（２） 

運動制御・ﾊﾞｲｵﾒｶﾆｸｽ演習（１）・（２） 

生体機能学特論 

生体ダイナミクス特論 

スポーツ栄養学特論 

運動生化学特論 

バイオメカニクス特論 

スポーツ生理学特論 

コンディショニング特論 

衛生学及び公衆衛生学 運動免疫学演習（１）・（２） 

予防医学演習（１）・（２） 

予防医学特論               つづく 
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学校保健（小児保健、精神保健、学校安全及び救

急処置を含む） 

スポーツ神経精神医科学演習（１）・（２） 

スポーツ健康管理学演習（１）・（２） 

運動器スポーツ医学演習（１）・（２） 

スポーツ外科学演習（１）・（２） 

スポーツ神経科学演習（１）・（２） 

メディカルコンディショニング特論 

スポーツ神経精神医科学特論 

スポーツ内科学特論 

運動器発育・発達特論 

スポーツ外科学特論 

運動器解剖実習 

精神生理学特論 

行動理論特論 

行動医学特論 

保健体育の教職に関する科目 スポーツ教育学特論 
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別表 保健体育専修免許 ２００５年度設置科目       ※２００５年度以前入学者のみ対象 

 

教科に関する法定科目（分野） 左記に該当する当研究科設置科目 

体育原理、体育心理学、体育経営管理学、体育

社会学」及び運動学（運動方法学を含む） 

身体形態学演習（１）・（２） 

スポーツ人類学演習（１）・（２） 

ストレスマネジメント演習（１）・（２） 

スポーツ倫理学演習（１）・（２） 

ｽﾎﾟｰﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ演習（１）・（２） 

スポーツメディア論演習（１）・（２） 

武道論演習（１）・（２） 

スポーツ統計学 

スポーツ社会学特論 

スポーツ人類学特論 

スポーツ教育学特論 

スポーツ表象論 

武道思想史特論 

スポーツビジネス特論 

生理学（運動生理学を含む） 身体運動科学演習（１）・（２） 

スポーツ生理学演習（１）・（２） 

バイオメカニクス演習（１）・（２） 

体力科学演習（１）・（２） 

運動栄養学演習（１）・（２） 

運動生化学演習（１）・（２） 

生体ダイナミクス演習（１）・（２） 

生体機能学演習（１）・（２） 

スポーツ生理学特論 

食品機能学特論 

運動生化学特論 

バイオメカニクス特論 

生体ダイナミクス特論 

生体機能学特論 

衛生学及び公衆衛生学 環境保健学演習（１）・（２） 

健康スポーツ疫学演習（１）・（２） 

疫学・医療情報 Ⅰ・Ⅱ 

健康スポーツ特論 

学校保健（小児保健、精神保健、学校安全及び

救急処置を含む） 

精神生理学演習（１）・（２） 

身体行動科学演習（１）・（２） 

運動器スポーツ医学演習（１）・（２） 

スポーツ内科学演習（１）・（２） 

精神医学演習（１）・（２） 

スポーツ外科学演習（１）・（２） 

運動免疫学演習（１）・（２） 

スポーツ内科学特論 

スポーツ外科学特論 

精神生理学特論 

行動医学特論 

行動理論特論 

運動器発育・発達論 

メディカルコンディショニング論 

運動器解剖実習 
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ⅩⅣ 学費 

 

１．修士課程（２年制） 

2008 年度入学者                                             (単位：円) 

学       費 諸会費 
年

度 
納入期 

入学金 授業料 施設費 
実験 

演習料 

学生健保

組合費 

合 計 

入学時 260,000 332,000 75,000 35,000 6,000 708,000 

後期 ― 332,000 75,000 35,000 ― 442,000 

初

年

度 計 260,000 664,000 150,000 70,000 6,000 1,150,000 

前期 ― 334,000 75,000 35,000 ― 444,000 

後期 ― 334,000 75,000 35,000 ― 444,000 

二

年

度 計 ― 668,000 150,000 70,000 ― 888,000 

＊ 本大学卒業生（修了生）の入学金は免除する。 

 

200７年度入学者                                             (単位：円) 

学       費 諸会費 
年

度 
納入期 

入学金 授業料 施設費 
実験 

演習料 

学生健保

組合費 

合 計 

前期 ― 332,000 75,000 35,000 ― 442,000 

後期 ― 332,000 75,000 35,000 ― 442,000 

二

年

度 計 ― 664,000 150,000 70,000 ― 884,000 

 

２．修士課程 １年制コース                                        (単位：円) 

学       費 諸会費 
年

度 
納入期 

入学金 授業料 施設費 
実験 

演習料 

学生健保

組合費 

合 計 

入学時 260,000 415,000 75,000 35,000 3,000 788,000 

後期 ― 415,000 75,000 35,000 ― 525,000 

初

年

度 計 260,000 830,000 150,000 70,000 3,000 1,313,000 

＊ 本大学卒業生（修了生）の入学金は免除する。 

 

３．博士後期課程 

2008 年度入学者                                             (単位：円) 

学      費 諸会費 
年

度 
納入期 

入学金 授業料 施設費 
実験 

演習料 

学生健保

組合費 

合 計 

入学時 260,000 273,500 40,000 35,000 9,000 617,500 

後期 ― 273,500 40,000 35,000 ― 348,500 

初

年

度 計 260,000 547,000 80,000 70,000 9,000 966,000 

前期 ― 273,500 40,000 35,000 ― 348,500 

後期 ― 273,500 40,000 35,000 ― 348,500 

二

年

度 計 ― 547,000 80,000 70,000 ― 697,000 

前期 ― 273,500 ― 35,000 ― 308,500 

後期 ― 273,500 ― 35,000 ― 308,500 

三

年

度 計 ― 547,000 ― 70,000 ― 617,000 

＊ 本大学卒業生（修了生）の入学金は免除する。 
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200７年度入学者                                             (単位：円) 

学      費 諸会費 
年

度 
納入期 

入学金 授業料 施設費 
実験 

演習料 

学生健保

組合費 

合 計 

前期 ― 273,500 40,000 35,000 ― 348,500 

後期 ― 273,500 40,000 35,000 ― 348,500 

二

年

度 計 ― 547,000 80,000 70,000 ― 697,000 

前期 ― 273,500 ― 35,000 ― 308,500 

後期 ― 273,500 ― 35,000 ― 308,500 

三

年

度 計 ― 547,000 ― 70,000 ― 617,000 

 

2006 年度入学者                                             (単位：円) 

学      費 諸会費 
年

度 
納入期 

入学金 授業料 施設費 
実験 

演習料 

学生健保

組合費 

合 計 

前期 ― 273,500 ― 35,000 ― 308,500 

後期 ― 273,500 ― 35,000 ― 308,500 

三

年

度 計 ― 547,000 ― 70,000 ― 617,000 

 

※ 延長生の学費については、別途配布する資料を参照のこと。 

 

４．学費納入に関する注意 

 （１）学費振替日 

学費を銀行口座から振り替えで納入する場合は、次の期日に振り替えを行う。 

前期学費振替日：  ５月１日 （新入生を除く） 

後期学費振替日： １０月１日  

 （２）学費振込み 

学費を銀行振込で納入する場合は、大学から送付される振込用紙に従い、期日までに学費を納入しな

ければならない。 

 （３）学費延納 

やむを得ない理由で期日までに納入できないときは、所定の「学費等延納願」に納入予定月日、理由等

を記入し、延納の承認を得なければならない。 

詳細については、所沢総合事務センターに問い合わせること。 
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ⅩⅤ 学生生活等 

 

１．学籍番号 

学生は各自学籍番号をもつ。 

学籍番号は各自の氏名にも代わるほど重要なもので、間違わないように記憶しておく必要がある。 

２００８年４月に人間科学研究科の１年次に入学した者の学籍番号は次のとおりである。 

   ３ ８ ０ ８ C □ □ □ - □ 

   a     b   c     d       e 

a ： 箇所コード (人間科学研究科) 

b ： 入学年度 (西暦下２桁) 

c ： 専攻コード：Ａ－生命科学専攻、Ｂ－健康科学専攻、C－人間科学専攻 

d ： 個人番号 

   百の位は次の課程を示す 

 ０～２：修士課程（２年制）、３：修士課程１年制コース、５：博士後期課程、９：科目等履修生 

e ： チェックデジット （ＣＤ） 

 

２．学生証（身分証明書） 

本大学の学生には入学と同時に学生証(身分証明書)を交付する。この学生証は、その身分を証明するため

に必要であるばかりでなく、学習上・事務手続き上のいろいろな場合に必要であるから破損・紛失のないように

注意し、下記のことに留意すること。 

 (１) 学生証は、入学時に人間科学研究科より交付する。 

 (２) 学生証は、｢学生証(カード)｣（以下｢学生証｣という）と有効年限を明示した｢裏面シール｣とからなり、学生

証の裏面に「裏面シール」を貼り合わせてから、効力が生じる。 

 (３) 学生証の交付を受けたら、速やかに学生証の裏面に｢裏面シール｣を貼り学生証の表の氏名欄に、黒い

油性のペンまたはボールペンで氏名(漢字)を楷書で記入すること。なお、漢字を持たない留学生は、裏

面シールの氏名欄に印刷されているアルファベットと同じように、活字体で記入すること。 

 (４) 学生証は、在学期間中使用し、｢裏面シール｣は、毎学年度末に所沢総合事務センターで交付するので、

貼り替えること。 

 (５) 住所を変更したときや、通学定期券発行控欄が一杯になったときは、速やかに所沢総合事務センター 

に届け出て、追加のシールの交付を受けること。 

 (６) 学生証を紛失したり盗難にあったりすると悪用されるおそれがあるので十分注意し、その際は、ただちに

所沢総合事務センターに届け出ること。 

 (７) 紛失などのために再交付を受ける場合は、所沢総合事務センターに再交付願(カラー写真１枚と手数料 

２，０００円)を提出すること。なお、同一年度内に一度を超えて再交付を願い出る場合は、保証人の連署

が必要になる。再交付は通常１週間程度かかる。 

 (８) 試験、図書館や学生読書室の利用、各種証明書・学割・通学証明書の交付、種々の配付物を受け取る

とき、その他本学教職員の請求があったときは、学生証を呈示しなければならない。 

 (９) 有効期間は、｢裏面シール｣に示された有効年度の４月１日から翌年３月３１日までの１年間である。 

(10) 学生証は、修了または退学などにより学生の身分がなくなると同時に、その効力を失うので、ただちに所

沢総合事務センターに返却しなければならない。修了の場合は、学生証と引き換えに学位記が授与され

るので、その日まで必ず携帯すること。 
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３．各種証明書の交付 

 (１) 在学中の課程の在学証明書・修了見込証明書・学業成績証明書及び健康診断証明書は、「自動証明

書発行機」（各キャンパスに設置されているどの機械からも発行可）により発行される。（但し、健康診断証

明書は当該年度の健康診断を受診したものに限る。） 

    その際、学生証・暗証番号(入学手続時に登録)および発行手数料が必要となる。 

    上記以外の証明書については、「自動証明書発行機」では発行できないので、所沢総合事務センター

へ申し出ること。 

 (２) 通学証明書を必要とする者は、所沢総合事務センターにおいて所定の手続きをとり、その交付を受ける

こと。 

 (３) 学校学生生徒旅客運賃割引証(学割と略称)は、本人に限り年間10枚を限度として各キャンパス内に設

置されている「自動証明書発行機」により発行される。 

有効期間は発行日より３ヶ月間である。特別の理由（研究活動等）により年間10枚以上の学割証が必要に

なった場合は、所沢総合事務センターに申し出ること。 

 (４) 各種証明書の料金は所沢総合事務センターに掲示してある。 

 

４．諸願および諸届 

学生諸君が勉学上の事故や身分その他に異動があった場合には、必ずその事項についての願または届を

提出しなければならない。以下その要領を説明する。 

 (１) 諸願・諸届の作成についての注意 

  ①用紙は所沢総合事務センターで交付する所定の用紙を用いること。 

  ②楷書ではっきり記入すること。(鉛筆不可) 

  ③休学願、復学願、退学願の本人氏名および保証人氏名の記入は、それぞれの自署とする。押印も同じ。 

 (２) 諸願・諸届提出についての注意 

  ①留学願 

    留学をしようとする者は、所沢総合事務センターに問い合わせること。 

  ②休学願 

   ア. 病気その他の正当な理由により、引き続き2ヶ月以上授業(試験を含む)に出席することができない者

は、必ず指導教員に相談したうえで所定の「休学願」を提出し、学術院教授会の承認を得て休学するこ

とができる。 

   イ. 休学は当該学期限りであるが、特別の事情のある場合には、継続して合計2年に限り休学を許可する

ことがある。 

   ウ. 病気で休学する場合は必ず医師(公立病院等)の診断書を添えなければならない。 

   エ. 休学中の学費については、所沢総合事務センターに問い合わせること。 

  ③復学願 

   ア. 復学は学年始めに限られる。 

   イ. 病気による休学で復学する場合は、必ず就学可能と認める医師の診断書を添付しなければならない。 

   ウ. 復学が許された者は、復学する学期分の授業料等を納入し、裏面シールの交付を受ける。 

④退学願 

   ア. 退学を願いでる場合は、退学願のほかに学生証を添えなければならない。 

   イ. 学年の中途で退学する場合でも、その期の学費を納めなければならない。納入していない場合は、

退学扱いとはせず抹籍扱いとする。 
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⑤現住所変更届、改姓(名)届、その他 

   ア. 本人または保証人が住所等を変更した場合には、ただちにその旨を所沢総合事務センターに届け

出なければならない（本人の住所等についてはWaseda-net Portalからも変更可能）。 

   イ. 改姓(名)を行った場合には、その届に戸籍抄本を添付しなければならない。 

   ウ. 保証人が死亡した場合、またはそのほかの理由で変更を必要とする場合には、新しい保証人を選定 

して届け出なければならない。 

 

５．各種補助 

（１）複写代補助費 

複写代の補助として、博士後期課程在学者(助手・休学者は除く)に対して、年間５，０００円相当のコピーカ

ードを配付している。配付時期については、その都度掲示で通知する。 

 

（２）海外論文発表補助費 

博士後期課程の学生に対して、国際会議・シンポジウム等に参加し、研究論文等の発表を行う際に必要な

経費(①登録料、②海外旅費)の一部を補助する。  

 （補助対象者） 

   大学院博士後期課程に在学する学生(助手、ＤＣ奨励研究費の交付を受けている者、休学者は除く。た

だし、海外留学による休学者は対象)。 

 (補助の対象となる国際会議等) 

   二ケ国間以上の参加者を対象とする、専門学会等が主催する国際会議・シンポジウム等。 

 (補助額および補助回数) 

①国際会議論文発表登録料補助 ： ５５，０００円を上限として登録料の一部を補助する。学生１人に対す

る補助回数は年１回。 

②海外論文発表出張旅費 ： 海外で行われる国際会議・シンポジウム等において研究論文の発表を行う

場合、１１０，０００円を上限として海外旅行の一部を補助する。出張期間は、海外学会開催期間に移動

日を加えた期間とし、それを越えた場合は補助されない場合がある。学生１人に対する補助回数は年１

回とする。 

 (申請手続) 

   この補助費を受けようとする場合は、「海外論文発表補助費交付申請書」および「学会・研究出張願」とと

もに、申請者が研究論文等の発表を行なうことが明記されている、国際会議・シンポジウム等のプログラム等

および航空運賃等の領収書または見積書を添付し、所属研究科を経由して、大学に申請すること。 

 

（３）学会発表補助費(２００２年度以前入学者のみに適用) 

  学生本人が発表代表者として、学会発表に要した費用の一部を補助する。 

 (補助対象者) 

大学院博士後期課程および修士課程に在学する学生。 

 (補助の対象となる学会等) 

  ①博士後期課程：全国規模の学会等。 

  ②修士課程：全国規模の学会等または、国内および国外で開催される二ｹ国間以上の参加者を対象とす 

る国際学会等。 

 (補助額および補助回数) 

補助の対象は参加費のみとし３，０００円を上限とし年度内一人１回(交通費・懇親会費は含まない)。 

－50－



 

 (申請手続) 

この補助費を受けようとする場合は、「申請書」「参加費の領収書」「学会の案内」「発表抄録」「プログラム

の写し」を所沢総合事務センターへ提出すること。 

なお、申請の時期は領収書の日付から３ヶ月以内で原則として年度内。 

 

（４）学術論文掲載料補助費(２００２年度以前入学者のみに適用) 

  学生本人が第一著者である原著論文の学術雑誌掲載に要した費用の一部を補助する。 

 (補助対象者) 

  大学院博士後期課程および修士課程に在学する学生。 

 (補助の対象となる費用) 

  投稿料・別刷代・追加別刷代（振替・送金の手数料は対象外） 

 (補助額および補助回数) 

  １件１０，０００円を上限とし年度内に一人１件。 

 (申請手続) 

  学会等の請求書および学生本人が宛先になっている領収書(コピー不可)を所沢総合事務センターへ提出

すること。 

  なお、申請の時期は領収書の日付から３ヶ月以内で原則として同年度内。 

 

６．所沢総合事務センター 

大学院に関する諸手続は、100号館４階にある所沢総合事務センターで行っている。開室時間は、午前９時

から午後５時を原則としているが、期間により変更することがあるため、事務センター前に掲示される開室時間

を確認すること。 

なお、日曜日、国民の祝日、創立記念日、夏季・冬季休業中の土曜日、夏季事務所一斉休業期間、年末

年始は事務センターは閉室する。 

また、土曜日は取り扱う業務が限定されるため、可能な限り平日に事務センターを利用されたい。 

 

７．掲示 

大学および大学院からの学生に対する伝達事項は、すべて掲示によることになっているから、登校の際必

ず見る習慣をつけること。 

掲示を見落とすと、思いがけない重大な結果を招くことがあるから十分注意されたい。 

掲示板は、教務に関する一切のこと、奨学金関係、大学および大学院からの伝達、その他事務所からの連

絡などに使用する。 

なお、本研究科の掲示板は、Ｄゾーン(所沢総合事務センター・図書館開放閲覧室横)に設置されている。 

 

８．交通機関のストライキと授業 

首都圏のＪＲ等がストを実施した場合の授業休講措置について 

１. ＪＲ等交通機関のストが実施された場合(ゼネスト) 

首都圏におけるＪＲのストが 

     Ａ 午前０時までに中止された場合、平常どおり授業を行う。 

     Ｂ 午前８時までに中止された場合、３時限目(１３時)から授業を行う。 

     Ｃ 午前８時までに中止の決定がない場合は、終日休講とする。 

    上記はＪＲの順法闘争および私鉄のストには適用しない。 
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２. 首都圏ＪＲの部分(拠点)ストが実施された場合平常通り授業を行う。 

３. 首都圏ＪＲの全面時限ストが実施された場合 

     Ａ 午前8時までストが実施された場合、3時限目(13時)から授業を行う。 

     Ｂ 正午までストが実施された場合、6時限目(17時55分)から授業を行う。 

     Ｃ 正午を超えてストが実施された場合、終日休講とする。 

４. ＪＲを除く私鉄および都市交通のみのストが実施された場合平常通り授業を行う。 

５. ただし、所沢キャンパスに設置された授業科目を受講する者については、上記１・２・３は適用されるが４

については 

     ① 西武鉄道の新宿線または池袋線のどちらか一方でもストが実施された場合 

     ② ①の西武鉄道両線のストが実施されない場合でも、西武バスのストが実施された場合次のとおりと

する。 

     Ａ 午前８時までストが実施された場合、３時限目(１３時)から授業を行う。 

     Ｂ 午前８時を超えてストが実施された場合、終日休講とする。 

 

９．天候悪化（台風・大雪等）による休講等の取り扱いについて 

 台風、大雨、洪水、暴風、暴風雪、大雪等の天候悪化に伴いキャンパスが危険であると大学が判断した場合、

授業休講・試験延期の措置をとることがある。 

 そ の 場 合 は 、 原 則 と し て 各 時 限 の 授 業 ・ 試 験 開 始 60 分 前ま で に 決 定 し 、 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.waseda.jp/top/index-j.html）にて広報・周知する。ただし、気象状況が悪化し、危険であると判断

した場合は、60 分前を過ぎても休講・試験の延期を決定することがある。 

 また、台風や大雪等、気象状況が時間の経過とともに悪化することが十分予測される場合は、前日に授業の

休講・試験の延期措置の決定を行うことがある。 

その場合は、前日の午後 7 時までに決定の判断を行い、本学ホームページに前日の午後 9 時までに掲載

して広報・周知する。 

なお、授業および試験が実施される場合でも、学生はキャンパスまでの交通経路内に気象庁による気象警

報が発表され、気象状況等に鑑みて通学することが危険又は困難であると自身で判断し、欠席した場合には、

所属研究科による承認済みの欠席届をもって、該当科目の担当教員へ申し出ること。 

 

１０．自転車･自動車･オートバイの駐輪場･駐車場の利用について 

所沢キャンパス内は、安全を確保するために、やむを得ない事情のない限り自動車・オートバイ（原付二輪

車）の乗り入れはできない。 

ただし、自転車で通学する場合には、所定の申請書を所沢総合事務センターへ提出し、駐輪場の利用許

可を得なければならない。また、事情により自動車・オートバイで通学する場合にも、所定の申請書を所沢総合

事務センターへ提出し、駐車場・駐輪場の利用許可を得なければならない。  

自転車・自動車・オートバイでの通学にあたっては、交通の安全、災害・騒音の防止等をはかり、教育環境

の保持に努めなければならない。 

１）自転車で通学する場合 

 (１) 登録ステッカーの交付を受けるには、次の書類を所沢総合事務センターに提出しなければならない。 

   ① 登録申請書（所沢総合事務センターに備付） 

   ② 学生証 

    ※ 駐輪場利用料金は無料 

 

－52－



 

 (２) 登録ステッカーの有効期限は、大学院在学中とする。 

 (３) 登録申請事項の内容に変更が生じた場合、登録車を変更する場合は、すみやかに所沢総合事務センタ

ーに届け出ること。 

２）事情により自動車で通学する場合 

 (１) 駐車許可証の交付を受けるには、次の書類等を所沢総合事務センターに提出しなければならない。 

   ① 駐車許可申請書（所沢総合事務センターに備付） 

   ② 学生証 

   ③ 前年度分駐車許可証（前年度からの継続利用者のみ必要） 

   ④ 駐車場利用料金（年額５,０００円） 

    ※ 駐車場利用料金については、年度途中からの申請でも同一額とする。 

 (２) 駐車許可証の有効期間は、交付を受けた年度（１年間）限りとする。次年度も利用する場合には、新規の

申請時と同様の手続が必要である。 

 (３) 駐車許可申請事項の内容に変更が生じた場合、登録車を変更する場合は、すみやかに所沢総合事務

センターに届け出ること。 

 (４) 駐車許可証を他人に貸与し、または他人から借用してはならない。 

３）事情によりオートバイ（原付二輪車）で通学する場合 

 (１) 登録ステッカーの交付を受けるには、次の書類を所沢総合事務センターに提出しなければならない。 

   ① 登録申請書（所沢総合事務センターに備付） 

   ② 学生証 

    ※ 駐輪場利用料金は無料 

 (２) 登録ステッカーの有効期限は、大学院在学中とする。 

 (３) 登録申請事項の内容に変更が生じた場合、登録車を変更する場合は、すみやかに所沢総合事務センタ

ーに届け出ること。 

４）駐輪・駐車 

 (１) 自転車・自動車・オートバイは、それぞれ指定された駐輪場（駐輪指定場所）・駐車場に駐輪・駐車しなけ

ればならない。駐輪場（駐輪指定場所）・駐車場以外の駐輪・駐車は厳禁する。 

   ① 自転車…正門自転車駐輪場または北門駐車場の自転車駐輪指定場所 

   ② 自動車…北門駐車場 

   ③ オートバイ…北門駐車場のオートバイ駐輪指定場所 

     ただし、フロンティア・リサーチセンターに所属する学生は、Ｂ地区の駐輪場・駐車場を利用することがで

きる。また、フロンティア・リサーチセンターに所属する博士後期課程の学生は、南門の駐輪場を利用する

ことができる。   

 (２) 正門駐輪場の利用時間は、８：００から２２：３０（土日は２１：３０）までとする。（この時間帯以外は閉門とな

る。） 

 (３) 自転車は登録ステッカーを後輪カバーに貼り、自動車は駐車許可証をフロントガラスに表を向けて置き、

オートバイは登録ステッカーをナンバープレート付近に貼っておくこと。 

５）注意事項 

 (１) 登録した自転車・自動車・オートバイ以外の駐輪・駐車は厳禁する。 

 (２) 大学・大学院等の行事、施設・設備の工事等により、駐輪場・駐車場の使用制限をすることがある。 

 (３) 駐輪場・駐車場内では徐行し、所定の区分に従って、整然と駐輪・駐車すること。 

 (４) 駐輪場（駐輪指定場所）・駐車場以外の駐輪・駐車は、通行の妨げや災害時等の避難の妨げになるので

厳禁する。駐輪場・駐車場以外に駐輪・駐車している場合、長期間放置されている場合は、管理上支障

をきたすので排除または処分することがある。 
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 (５) キャンパス内、駐輪場・駐車場での人為的事故、損傷等は、当事者間で解決すること。また、駐輪・駐車

中の事故、災害、盗難等には、大学は一切責任を負わないので、各自十分に注意すること。（警察が指

導する「防犯登録」は必ずしておくこと。） 

 (６) 上記の事項に違反した場合、または大学の警告に従わない場合は、駐輪場・駐車場の利用許可を取り

消すことがある。 

 

１１．総合健康教育センター所沢分室 

学生食堂近くの308号室にあり、次の業務を行っている。 

内線 3308、緊急内線 3000、DI：04-2947-6706、Fax：04-2947-6804 

業務内容 

 (1) 学生・教職員の定期健康診断、特殊健康診断 

 (2) 各種健康診断書の発行  (ただし、定期健康診断を受診した者に限る。) 

 (3) 健康相談 

 (4) スポーツ障害相談、リハビリ相談 

 (5) 内科相談 

 (6) 精神保健相談、その他の相談 

  ※心療内科医および心理専門相談員による相談は、予約制 

 (7) 救急処置・傷病者の休養 

 (8) 保健統計、健康管理に関する調査研究 

 (9) 健康教育 

 

１２．早稲田大学学生健康保険組合 

この組合は、早稲田大学学生の相互扶助の精神に基づき、在学中の健康管理や傷病等につき一定額の

補助を行い、学生の経済的負担をできる限り軽減させることを目的としている。 

詳細については、「学生健康保険の案内」(所沢総合事務センターに常備してある)を参照のこと。 

ホームページ：http://www.waseda.jp/student/hoken/gakusei-kempo/ 

 

１３．奨学金制度 

本学の奨学金制度は、本学独自の大隈記念奨学金・小野梓記念奨学金・博士後期課程奨学金などの学内

奨学金をはじめ、日本学生支援機構・民間団体・地方公共団体の奨学金がある。 

いずれの奨学金も、人物・学業成績が優秀でありながら、経済的理由により修学が困難な学生に給付また

は貸与することによって教育の機会均等を図るとともに、社会に貢献する人材の育成を目的としている。 

これらの奨学金を受けるには、所沢総合事務センターで配付している｢ＣＨＡＬＬＥＮＧＥ(奨学金情報大学院

学生用)｣を受け取り、これにしたがって必要な手続きを行うことになる。 

なお、奨学金の募集時期は、毎年４月上旬(全学年)であるので、それ以前に「ＣＨＡＬＬＥＮＧＥ(奨学金情

報) 大学院学生用」を受け取ることが必要である。 

 

１４．学生教育研究災害傷害保険 

本学は、教育研究活動中や課外活動中の不慮の災害事故補償のために、保険料全額大学負担で、全学

部、全大学院、日本語研究教育センターの正規学生（過年度生を含む）に対して、「学生教育研究災害保険

（学災保）」に加入している。 

この保険は財団法人日本国際教育支援協会と国内損害保険会社との契約により実施されているもので、大
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学施設内外の正課中、大学行事中、課外活動中（大学施設外の場合は事前の届け出が必要）、大学施設内

の事故を保険適用範囲にしている。 

適用範囲や手続き方法については、早稲田大学ホームページを参照のこと（関連ホームページ 学生教育

研究災害傷害保険 http://www.waseda.jp/student/hoken/gakusaiho/  学生教育研究賠償責任保険 

http://www.waseda.jp/student/hoken/gakkenbai/）。 

課外活動中の事故の場合は、事前の届け出がなければ、適用を受けることができない。 

各サークルは、大学外での諸活動（合宿・研究・見学旅行・登山・試合など）を行う場合は、必ず、学生生活

課事務所（学生会館１階）に事前に届け出ること。また、大学院におけるゼミ合宿は所沢総合事務センターへ、

体育各部の部活動はオープン教育センター戸山分室（３５号館）に事前の届け出を行うと共に、万一事故が発

生した場合は、必ず事故報告を行うことを徹底すること。 

特に、夏季・冬季授業休止期間中などに国外において課外活動を行う際には、事前に綿密な計画を立て、

予備調査を行った上、届け出を行うと共に、早稲田大学学生であると同時に社会的責任を負うべき市民である

ことを自覚し、節度ある行動をとることを希望する。 
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ⅩⅥ 所沢図書館および中央図書館の利用について 

 

はじめに 

所沢キャンパスのほぼ中央に位置する所沢図書館は、人間科学、スポーツ科学に関連する専門書や学習

書、学術雑誌を中心に、利用者の一般教養に資する図書、雑誌等を収蔵している。 

中庭に面して｢コ｣の字形をした所沢図書館は、開架図書エリア、バックナンバー書庫、新刊雑誌コーナー等

の資料収蔵施設と、一般閲覧席、教職員・大学院学生を対象とした閲覧個室、グループ学習ができるグルー

プ閲覧室といった閲覧用の施設からなっている。 

 近の情報化社会の中では大学図書館としてもデータベースの充実が必須であるが、図書館全体では国

内外の各種データベースを契約している。またそれ以外にも所沢図書館固有の契約としてPsycINFO(心理学)、

SPORTDiscus(スポーツ医学)なども利用できる。 

 

利用について 

１. 開館時間 

平日 ９：００～２１：００ 

土曜日 ９：００～１８：００ 

授業休止期間 月曜日～金曜日  ９：００～１８：００ 

２. 休館日 

日曜日、祝日、大学創立記念日(１０月２１日)、夏・冬・春季休業期間の一定期間。 

そのほか、業務上休館の必要がある場合。 

３. 利用者カード 

(１) 図書館の入館および図書の貸出には、学生証を利用者カードとして使用する。 

(２) 学生証は、在学中有効なので大切に扱うこと。 

(３) 学生証は、本人以外は使用できない。 

(４) 学生証を紛失したときは、ただちに大学院事務所に届け出ること。 

４. 入退館 

(１) 入館するときは、学生証を自動入館装置にスキャンして入館する。 

(２) 退館口には、ＢＤＳ(図書無断帯出防止装置)が設置されている。 

図書を館外に貸出する時は、必ずカウンターで手続きをすること。 

５. 資料の探し方 

(１) 全ての図書は、日本十進分類法(NDC)によって分類され、配架されている。 

(２) 図書を探すときは早稲田大学学術情報検索システム(WINE)の端末を利用する。端末の使い方がわか

らないときは館員に相談すること。 

６. 貸出・返却 

(１) 貸出・返却は、カウンターで手続きをすること。なお、閉館時の返却には、専用のブックポストも利用でき

る。 

(２) 貸出冊数は３０冊、貸出期間は３０日とする。 

(３) 参考図書および雑誌等は、館外に貸出できない。 

(４) 返却期間が過ぎても返却がない場合には、反則規定が適用される。 

(５) 図書を紛失したり、破損したときには、ただちに届け出ること。原則として現物または相当金額を弁償す

ることになる。 
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７. 利用上の注意 

(１) 館内では他人に迷惑をかけないよう、雑談などは慎むこと。 

(２) 閲覧した図書は、配架されていた元の正確な位置に戻すか、返却台に置くこと。 

(３) 館内は禁煙とする。 

(４) 館内への飲食物の持ち込みは禁止されている。 

(５) 入館の際は携帯電話のスイッチを切ること。 

(６) 館内では盗難の恐れもあるので貴重品などは机上に放置しないこと。 

８. 施設の利用 

(１) 開放閲覧室(４６席) 

ホールから入るとすぐに開放閲覧室があり、ここは図書館の閉館後も利用できる。 

(２) 新聞閲覧コーナー 

ソファーを設置してロビー風にしてあるので、気軽に利用できる。前月分まで保存してある。 

(３) ＡＶコーナー 

ＶＴＲ・ＬＤ・DVDが利用できる。また、このコーナーでは就職ガイダンス用のビデオも利用できる。 

(４) 情報検索室 

ＷＩＮＥ検索用端末機、外部データ・ベース検索用端末機およびインターネット検索用のパソコン、マイク

ロリーダー・プリンター等が利用できる。 

(５) エントランスホール 

カウンター脇のエントランスホールは、ソファーを配置してロビー風になっている。付近に学生向の雑誌

および文庫本を配架してあるので、勉強の合間に気軽に利用できる。 

(６) グループ閲覧室(１０席/２室) 

少人数授業が優先だが、空いた時間はグループで学習および研究等を行うときに利用できる。 

(７) コピーコーナー 

カード式複写機をコピーコーナーと新刊学術雑誌コーナーに設置してある。利用は図書館所蔵資料のコ

ピーに限る。 

(８) 参考図書コーナー 

辞書、事典、便覧、ハンドブック、地図等の参考図書が集められている。 

(９) 開架閲覧室(２００席) 

和書が配架されている開架書架をはさんで、南側と北側の雰囲気の違う閲覧席がある。 

(１０) 教員・大学院生用開架図書エリア 

①新刊学術雑誌コーナー、②ラウンジ・コピーコーナー、③検索コーナー、④閲覧個室、⑤洋書書庫、

⑥バックナンバー書庫、⑦キャレル(閲覧席)等で構成されており、教員・大学院生等の研究者が利用し易

いエリアになっている。 

 

中央図書館およびキャンパス図書館の利用について 

早稲田大学創立１００周年記念事業の一環として計画され建設された中央図書館は、蔵書数・座席数ともに

大学図書館としては日本有数の設備規模である。また、学内の各キャンパスには、高田早苗記念研究図書館、

戸山図書館、理工学図書館があり、それぞれ特色ある資料を収集し、利用に供している。 

所沢図書館は、キャンパス図書館の一つとして位置づけられ、学術情報検索システムで結ばれているので、

所沢の端末機から上記各図書館の図書がオンラインで検索可能であり、資料の取り寄せもできる。また、中央

図書館、各キャンパス図書館へ直接出向いて利用することもできる。利用の方法は各館の利用案内を参照の

こと。 
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ⅩⅦ 研究指導・演習・講義科目の概要 

 

－修士課程－ 
 
【研究指導】 
 
[地域・地球環境科学研究領域] 

 
環境管理計画学研究指導   天野 正博 

 地球規模での環境問題のうち、地球温暖化と熱帯林の減少問題に焦点を当てながら、地球環境問題の現状

を統計データなどから分析するとともに、問題が生じる社会構造を明らかにするため現象をモデル化する手法

を習得し、モデルを用いてどのような対策を立てるべきかを考える。また、地球環境問題を解決するための

様々な国際的取り決めについて、それに対する各国の利害関係と取り組み方について検討する。 

 

人口学研究指導   阿藤  誠 

 文献講読とディスカッションを通じて、人口研究分野のなかで修士論文のテーマとして興味のもてる研究課題

を絞り込む。各自の研究計画書に基づき、研究指導スケジュールを立て、必要な技術の習得を勧め、修士論

文の作成につなげていく。 

 

生物圏生態学研究指導   太田 俊二 

 人間圏を含む生物圏の動態をいかに定量化するかが修士研究の鍵となるであろう。本研究指導では、毎週

各自の修士研究の進捗状況を報告、討論していく過程を通じて、新しい知見を得られるような研究デザインを

描けるように指導する。また、研究成果を学会発表、学術雑誌などで公表する具体的な方法についても指導

する。 

 

環境生態学研究指導   森川  靖 

 産業革命以降、「人」は化石燃料と近代科学を手にし、生産活動を飛躍させた。このような人間活動は、環境

に影響を与え、またその影響は「人」の存在そのものを危うくし始めた。本研究指導では、環境生態学演習（１）

（２）での習熟をふまえ、人間活動が地域、地球環境に及ぼす影響を総合的に考察し、今後の人間生存に関

する問題を具体的にとりあげて、研究をすすめる。 

 

環境社会学研究指導   鳥越 皓之 

 論文作成にあたっての具体的な指導をおこなう。各自のテーマに合わせて指導をおこなうことになるが、それ

に必要な基本文献の検討なども随時おこなう必要があろう。基本的には環境社会学の分野での研究指導にな

るだろう。なお、評価は学生の報告内容によって行なう。 

 

社会人類学研究指導   矢野 敬生 

 〈異なる文化〉を対象として、それぞれの文化を成り立たせている社会システムを中心に解析することを目的と

する。履修院生各自の研究課題に即して具体的な研究テーマを設定する（たとえば、「東南アジア島嶼部社会
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の分析視角に関する再検討」・「東アジア社会の基層構造」など）。こうした理論的研究に加えて、各自の研究

発表・フィールド調査の指導・論文プロポーザルの作成等について研究指導を行う。 

 

水域環境学研究指導   井内 美郎 

 湖沼域等の陸水環境変遷史解明に関する文献学習、分析方法の学習及び実施、分析結果の考察・発表及

び討論を行う。 

 

地域資源論研究指導   柏  雅之 

 地域資源管理の担い手システム再建、持続可能な農業生産、地球環境時代に相応した持続可能な地域シ

ステム、フードシステム再編、などについての論理と方法について指導する。そこでは EU（欧州連合）での取

組みからわが国が学びえるものについても考えていく。なお、方法論としての農業農村経済学、環境経済学、

地域政策論などについて初年度ではより理解を深めてもらう指導をおこなう。 

 

動物行動生態学研究指導   三浦 慎悟 

 野生動物の行動生態学、個体群生態学、野生動物管理のうち、特定分野について深く学ぶために、専門学

術誌の 新の論文、学会報告を中心に個別的に検討を行い、方法や知見、その意義について議論すると同

時に、研究課題の設定、方法の検討、データの蓄積、進捗状況を点検し、論文作成へと導く。 

 

［人間行動・環境科学研究領域］ 

 

学習動機づけ論研究指導   青柳  肇 

 教育に関係する心理学のなかから、特に発展の著しい領域として、学習動機づけ（達成動機づけ、内発的動

機づけ、自己決定傾向、原因帰属、学習性無力感）を取りあげるが、そればかりでなく親和動機、アタッチメン

ト、愛他動機などそれに付随する領域も取り上げる。学生各人の専門領域の研究（卒業研究、学会発表、修論

計画）を発表させ、それについて、研究方法と考察の仕方の両面からアドバイスを与える。 

 

発達行動学研究指導   根ケ山 光一 

 各自の研究テーマについて、研究計画（いかなる課題に焦点化し、そこに他の先行研究と差違化していかに

originality を盛り込むか、どう仮説を立てそれをどういう手法によって明らかにするか）・実施（フィールドや実験

場面をどう確保し、具体的な手続きをどうするか）・分析（どのような分析手法を用いて、どのように結果をまとめ

るか）・考察（データと仮説・先行研究をつきあわせ、整合性のある議論をどう行うか）・発表（研究成果をどうまと

め、口頭もしくは論文で発表するか）の指導を行う。 

 

環境心理学研究指導   佐古 順彦 

 人間と環境の関係に心理学の理論と方法を適用してアプローチする。自然と人工の環境が人間心理に関係

して問題を生じる時に、それらを緩和し解決するモデルを提案する。人間の心理と関連する環境の側面は、し

ばしば多様で、直接の周囲であったり、住居や施設・機関であったり、より広い地域や、場合によっては地球環

境である。これらの環境によって影響を受け、あるいは影響を与える人間の心理的要因について考察する。 

 

建築計画学研究指導   佐野 友紀 

 建築、都市計画に関わる問題を発見し、分析を行うことで、問題解決の方法を提案することを目的とする。 
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 受講者各自が設定した、建築、都市計画に関わるテーマについて、実習的に調査分析を行う。加えて、数理

的、統計的分析を含んだ手法によって、現象を分析し、結論を導きだす過程をまなぶ。 

 指導は受講者の発表、ディスカッションを通して問題解決の方法を探る。また、研究指導を通して、成果を論

文形式にまとめ発表する。 

 

建築環境学研究指導   小島 隆矢 

 住居・建築・都市などの環境と、それら環境に関する広い意味での顧客（利用者、居住者、所有者、管理者

等）の意識・行動・ニーズ・CS（顧客満足）に関わる諸問題をテーマとした研究指導を行う。各自、自主的に選

んだテーマについて、１）社会的背景、既往研究などの調査、２）研究目的の設定、３）研究方法の検討・設定、

４）調査・分析の実施、５）考察・結論の導出、というプロセスを遂行する。要所要所で進捗状況の発表・検討会

を開催し、内容のブラッシュアップをはかる。成果は論文としてまとめ、発表する。 

 成績評価基準：各自の取り組みと、成果論文を総合的に評価する。 

 

［文化・社会環境科学研究領域］ 

 

産業職業社会学研究指導   河西 宏祐 

 産業社会学、職業社会学の分野における研究テーマ（仕事、職業、日本的経営、人事管理、労使関係、労

働組合など）についての文献を講読するとともに、産業・職業の領域について設定した研究課題に即して実態

調査を実施する。収集した調査資料と文献資料とあわせて考察し、理論化を行う。それを通して論文を作成で

きるよう指導する。 

 

文化生態学研究指導   蔵持 不三也 

 この研究指導では、受講生の研究テーマの展開を促すための助言とともに、論文作成のための実践的な手

法を教授する。そのため、受講生は研究発表を義務づけられる。 

 

アジア社会論研究指導   店田 廣文 

 中東・北アフリカ、アジアおよび日本の都市社会を主たる対象に、各自の研究課題に即して、実証的な比較

研究を実施する。研究課題は都市社会研究に限定せず、近代化以降の、日本および発展途上社会の多様な

研究課題が指導の対象となる。現在のところ、イスラーム、少子高齢化、貧困と開発政策、近代家族の変容な

ど、日本とアジア諸国を対象とする研究指導が中心である。また、諸外国を対象とする調査研究をおこなう学生

については、学部の東南アジアにおける現地調査に協力参加させて現地調査の企画・実査と分析の能力養

成をはかり、自ら現地調査研究をおこなうよう指導している。 

 

移住論研究指導   森本 豊富 

 越境する民としての移民と在留民の異文化接触に関する調査研究を行う。具体的には、日本における移住

研究の蓄積を踏まえながら世界の移民研究動向にも目を配り、個々の関心にあわせて越境する民にまつわる

様々な現象を学際的な観点から考察する。 

 履修者は、自らの研究に関する先行研究を批判的に検証、整理し、オリジナリティのある調査を目指す。 

 

家族社会学研究指導   池岡 義孝 

 家族をめぐるさまざまな社会現象や家族問題を研究テーマとする。研究のアプローチとしては、インタビュー
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や会話データ、活字記録、画像・映像などの言説データやドキュメントデータにもとづく質的な研究法を重視す

る。そのため、質的な家族研究法および欧米と日本の家族研究史ないしは家族学説史の学習を、文献研究と

実際の社会調査を併用したかたちで行うことにしたい。各人の研究については、これら基礎的な学習を前提に

したうえで取り組むよう指導する。 

 

都市社会学研究指導   臼井 恒夫 

 都市は人間がつくった 大の創造物であるといわれる。しかし、人間のためにつくられたはずの都市は、しば

しば人間の手を離れて一人歩きをしていく。現代の都市や都市社会を理解するためには、どのような視点が必

要とされるのか。本研究指導では、都市社会学の研究を参照しながら、受講生の問題関心に沿った研究を進

めていくための指導を行う。 

 

科学史・科学論研究指導   加藤 茂生 

 授業内容：受講生の関心に応じて、科学史、科学哲学、科学社会学など広い意味での科学論の研究の指導

を行う。 

 授業方法：一次資料および二次資料を読解し、討論を行うという演習形式で行う。 

 授業計画：科学史、科学哲学、科学社会学など広い意味での科学論に関する研究方法の指導、研究テーマ

の設定の仕方、研究計画の立案、文献の検索方法、文書の探索方法、論文の書き方などを指導する。 

 成績評価基準：論文によって評価する。 

 

物質文化論研究指導   谷川 章雄 

 考古学は、主として発掘調査の成果をもとに、モノと人間との関係を読み解く学問である。また、考古学は調

査・研究のさまざまなレベルにおいて、歴史学・民俗学をはじめとする他の領域との接点をもっており、総合

的、学際的方向性を本質的に内包している分野である。こうした視点にもとづいて、各自が論文を作成していく

上での資料の特質と限界と観察・記載の方法、分析の方法、解釈の方向性などについて指導する。 

 

表象文化論研究指導   中村  要 

 人間を取り巻くさまざまな表象を分析することにより、文化の多様な様態を明らかにする。研究対象としては、

主にフランスと日本の表象文化を研究する。さらに、フランスおよびフランス語圏を対象とする地域文化研究、

異文化接触の問題も視野に入れる。 

 主な研究課題：表象行為、表象装置、表象とメディア、表象の臨界、表象の受容、表象と共同体、ヨーロッパ

の現在。 

 

政治社会文化論研究指導   村上 公子 

 ドイツ連邦共和国の「過去」との取り組みの変遷を学び、それを通して一つの国家が国家として成立するとは

どのようなことであるのかを考える。 

 

技術文化論研究指導   余語 琢磨 

 技術文化論とは、モノ（資源、道具、身体）に働きかけるヒトの技術的営為を軸として、自然・社会・文化環境

における両者の民俗的・歴史的な相互作用を追求する研究である。本研究指導では、技術史・技術文化論演

習での理論的・実践的な蓄積をふまえたうえで、日本および東アジア・東南アジアをフィールドとする生活史・

生活文化研究、生業史・生業研究、医療人類学・身体論研究について、調査研究計画の立案から修士論文
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の作成にいたるまでの指導を行う。合否は、修論計画の進捗状況により判断する。 

 

［健康・生命医科学研究領域］ 

 

生体発達科学研究指導   木村 一郎 

 細胞の増殖、分化、形態形成を制御している様々な要因について研究する。細胞培養系を用いて骨格筋前

駆細胞の分化過程の制御機構、とりわけ、成長因子などの液性因子の作用を中心に研究する。主な研究課題

は、体節の筋原細胞や成体の筋衛星細胞の増殖、分化、細胞移動等の制御機構、筋細胞の死と再生の制御

機構、筋前駆細胞における細胞融合の制御機構など。 

 

生体構造学研究指導   小室 輝昌 

 末梢神経系終末部とその支配領域の構造について、主として電子顕微鏡的手法、免疫組織化学的手法等

を使って明らかにし、各組織、器官における神経性調節機構について理解をすすめる。現在は、自律神経系

末梢部の構造について、特に意を注いでいる。 

 

生体機能学研究指導   今泉 和彦 

 骨格筋の可塑性（肥大・萎縮）とその調節機構、微量元素（亜鉛・鉄）欠乏による遺伝子発現および生体情報

伝達シグナル応答とその機構、ドーピング作動薬（β2‐アゴニスト）・茶カテキン・アルコール・香辛料摂取による

代謝応答とその調節機構を明らかにするため、主として動物実験を中心として研究する。これらの研究を推進

すると共に、日々の研究、論文の検索・読み方、実験法の測定・解析の習得および研究発表・論文の書き方・

纏め方などについて直接指導・助言する。 

 

神経内分泌学研究指導   山内 兄人 

 生殖細胞の成熟、排卵、性行動、妊娠、授乳、母性行動にいたる子どもをつくる雌の生殖機能は、脳と生殖

器官それに内分泌器官の相互作用により正常に保たれている。雄においても精子形成や性行動は神経とホ

ルモンにより制御されている。雌雄の生殖機能には大きな違いがあるが、それは脳の性分化の結果でもある。

当研究指導では、ラットの脳における生理現象および行動の制御機構を神経内分泌学、神経組織化学、神経

解剖学、および神経行動学的手法により解析し、また脳の性差および、その機序を明らかにする。生殖機能に

関しては特にセロトニン神経系に着目している。 

 成績評価基準：実験研究の過程、実験結果、修士論文で総合的に評価します。 

 

運動制御・バイオメカニクス研究指導   鈴木 秀次 

 身体運動は、神経筋系の活動とそれを取り巻く外部環境との相互作用で決まる。本研究指導の特徴は、姿

勢維持やロコモーション中における身体運動を運動制御とバイオメカニクスの領域から総合的に研究し、動き

の仕組みを解明するところにある。よって指導内容は、その動きが神経的にどのように制御されているかを研究

する神経生理の領域と、動きについて研究するキネマティクス、そしてその動きの起こりとなる力について研究

するキネティクスの領域が中心となる。そのため、上記の研究課題に関連の深い文献を読み、十分な討論を行

うと共に、特定の研究課題に対する問題点の所在を明らかにし、修士論文を纏める上での科学的なものの見

方や考え方を養うことを目的とする。 
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統合生理学研究指導   永島  計 

 体温、体液の調節機構の理解と研究方法の習得を大きな柱とする。 

 具体的には、１）生理学的、２）組織科学的、３）分子生物学的、手法を用いて体温調節機構と体液調節機構

の相互関係を明らかにしてくことであり、その既存の知識を深め、 新の情報を習得し、自らのテーマをもとに

新しい知見を得ていくことにある。 

 現在、担当教員の所属研究室で進行しているテーマは１）体温の概日リズムと代謝の調節メカニズム、２）女

性ホルモンの体温調節に及ぼす影響、３）脱水時の人の温度感覚の変化、４）女性の温度感覚、にもとづいて

行われており、講義においてもこれらのテーマを中心に理解を深めていく予定である。 

 

応用免疫学研究指導   鈴木 克彦 

 本研究指導では、まず免疫学の基礎知識を習得しながら、それらがいかにライフスタイルと関連し、疾患の診

断・治療・予防に応用されているかを幅広く学習する。その上で各自の研究テーマを設定し、修士論文の作成

を進める。 

 

健康医学研究指導   河手 典彦 

 わが国が世界に冠たる長寿国の地位を築いていることの背景には、医学の進歩と普及、それを支えている特

異的とさえ言える医療保険制度の存在など、貢献する多岐にわたる関連要素が存在している。 

 これらのわが国における生命寿命の延長要素の中でも、医学領域の比重が高いことは言うまでもない。 

 真に人生を謳歌するためにも、単なる生命の延長に止まらずに健康寿命を延長することが肝要であり、健康

医学研究もこの目標を実現するための方策を検討する一領域として捉えることができる。 

 この健康医学研究指導の根幹には、”Medical Aspects of Health Maintenance”を据えている。即ち、臨床医

学的要素の関連性の高い研究領域が特色である。演習から継続して健康医学の多岐にわたる取り組みの現

状を正確に習得、理解し、それらの中から各自が選択した課題について調査・研究を開始する。適時、応談に

よる指針提示、修正指導などを交えながら研究を進捗させ、論文作成を行なう。 

 

応用健康科学研究指導   竹中 晃二 

 身体活動・運動、食生活およびストレスマネジメントなどの健康行動の採択、継続、および逆戻り予防に関す

る研究を行う。特に、ヘルスプロモーションや生活習慣病予防に果たす生活活動や運動の行動変容研究が中

心となる。主な研究課題は、身体活動量増強を目的とした行動変容介入の効果、定期的な身体活動・運動習

慣がメンタル・ヘルスに及ぼす影響、一過性の身体活動・運動が気分および感情の変容に及ぼす効果、身体

活動と QOL およびウェルネスの関係、身体的セルフエフィカシーと心理的安寧、心理的安寧強化のための運

動療法、運動アドヒアランス強化の方法、運動アディクションの評価基準と予防、身体運動、瞑想、およびリラク

セーションの関係、子どものストレス・マネジメント教育、勤労者のストレス対処、高齢者・障害者の健康関連

QOL およびウェルネス、女性のスポーツ参加に伴う諸問題（月経障害、摂食障害、抑うつなど）とその予防、ス

ポーツ選手のストレス・マネジメント、スポーツ障害の予防と心理的ケアである。 

 

医療人類学研究指導   辻内 琢也 

 健康や病い（health and illness）、そして医療や臨床の現実は、身体的・心理的・社会的・文化的（bio-

psycho-socio-cultural）な複合産物として構築されている。医療人類学では、その複合産物に影響を与える生

物生態学的および社会文化的要因について、人類の歴史を背景に比較文化的に探求する。様々な世界各地

域における健康増進（health-promotion）運動、瞑想・気功などの宗教的・シャーマニック医療における“癒し” 
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の精神生理学的メカニズム、近代の生物医学システムの抱える諸課題、災厄や苦悩の表象としての病いの語

り（narrative）、などを研究対象とする。 

 ＜KeyWord＞病いの語り、ナラティブ・ベイスト・メディスン（NBM）、保健医療行動、質的心理学研究、補完代

替医療、東洋医学、世界の伝統医学、医療の文化人類学、臨床人類学、スピリチュアリティ 

 

［健康福祉科学研究領域］ 

 

支援工学研究指導   山内  繁 

 WHO は2001年に国際障害分類（ICIDH）を改訂し、国際生活機能分類（ICF）を策定した。この背後にあるの

は、古典的医学モデルを否定し、医学モデル（medical model）と社会モデル（social model）の弁証法としてとら

える障害モデルのパラダイム転換である。この転換に伴って、機能障害の補償と ADL の回復を目的とした支

援機器は、参加と活動を支援し、QOLの向上を目指すものと位置づけられる。このような立場に立った工学を

構築する立場から研究課題を設定し、研究を進める。なお、ICF の提起した課題は、医学モデルと社会モデル

の弁証法的対立を克服し、統合モデル（integrative model）を建設することにある。支援工学の構築を通じて、

統合モデルの具体的検証を行いたい。 

 特に、研究の目的（intention）から出発し、それにアプローチするための戦略（strategy）に基づいて、限定さ

れた期間内の目標（goal）を設定し、それを達成するためのプロセスを体験する。なお、ディシプリンのモデルと

しては、Thomas Kuhn のモデルを手がかりとしてきたが、必ずしもこれに固執するものではない。 

 

福祉産業学研究指導   可部 明克 

 演習（１）・演習（２）をベースに、健康福祉分野で事業を行っている、又は新たにこの分野での事業展開を目

指している企業との共同研究を中心として、プロジェクトの企画・推進を通じた実践力を養成する。 

 さらに、ＭＯＴ(Management of Technology)の基本となる技術・経営の知識と実践的なプロジェクト経験により、

企業での研究開発力の養成を行う。 

 

老年社会福祉学研究指導   加瀬 裕子 

 高齢化や少子化によって生じる個人的社会的問題について、老年社会福祉学における研究をレヴューし、

問題意識から仮説モデルの策定、研究方法の設定へと研究計画を展開する方法を指導する。 

 

バイオエシックス研究指導   土田 友章 

 履修者の研究について討議し、バイオエシックスの基礎的文献や 近の話題を参照しながら指導する。 

 

スポーツ健康マネジメント論研究指導   吉村  正 

 スポーツ健康マネジメントを専門的に学習する場合、その現場を知ることが極めて重要である。本研究指導

では、スポーツや健康に関連する組織や企業に出向き、あるいはチームやグループに合流し、そこでマネジメ

ントの方法を学習する。 

 日々の研究・教育活動では、指導者の在り方学習、コーチング技術の習得学習、関連文献の講読、レジュメ

や論文作成の指導等を行う。 

 

社会保障政策論研究指導   植村 尚史 

 社会保障政策は、年金政策、医療政策、介護政策等幅広い範囲にわたっているため、その中から具体的テ
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ーマを選定し研究を進める。研究方法についても、テーマによって異なるため、その内容に応じた研究方法を

選定する。 

 成績評価基準：適宜課題を出し、その内容によって評価する。 

 

予防医学研究指導   町田 和彦 

 ライフスタイルと免疫能を中心とした生体防御機能（動物実験）、高齢者の健康増進運動（血清疫学調査と面

接調査により、ライフスタイルと生体防御機能との関係把握とともにレセプト分析による医療費に及ぼす影響も

視点に入れている）および健康に関するフィールド調査を行っている。 

 成績評価基準：修士論文とりくみについての総合評価 

 

幼少児福祉教育論研究指導   前橋  明 

 子どもたちが心身ともに健康で生き生きとした暮らしがおくれるように、これまで数多くの福祉・幼少児教育研

究がなされ、あわせて児童家庭福祉施策が講じられてきた。しかし、近年になって、子どもたちの抱える心身や

生活上の問題は、非常に複雑、多岐にわたり、新たな展開が迫られている。 

 こうした社会や生活の背景を踏まえながら、近年のこの分野での研究動向について指導し、さらに各自の研

究テーマに基づいて、研究計画の実践と論文の作成、成果の発表ができるよう、研究指導を展開する。 

 

緩和医療学研究指導   小野 充一 

 個人の“死”を、“生命の終わり”と捉える視点から、新しい世代への“生命の伝承”という視点に変換していくこ

とで獲得する様々な“受容の概念”について、伝承されるものを受け止める側と伝える側の両極から検証し、支

える技術、支えられる方法、関係性調整の方法などを具体的に研究する作業を指導する。 

 

児童家庭福祉論研究指導   川名 はつ子 

 実親の下で暮らすことの出来ない障害児・被虐待児・非行少年等の社会的養護と自立支援をテーマに、子

どもとその家族の支援について理論的・実践的に考究し、当事者のニーズに沿った援助のあり方を探ってい

く。修士論文は、原則として児童福祉施設や里親家庭等でフィールドワークをおこなって作成する。そのため

に学内外の研究会や里親大会、学会等に積極的に参加し、当事者との接触・フィールドの開拓・情報の収集・

知識や援助技術の習得に努めることを推奨する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、修士論文等を総合的に評価する。 

 

精神保健福祉論研究指導   田中 英樹 

 精神保健福祉専門教育は、精神障害及び広く国民の精神的健康を対象に、社会福祉の視座から解決課題

に接近する学問です。大学院では、将来の福祉現場での指導的立場やスペシャリストの養成もしくは、教育と

研究における基礎能力を備え創造性豊かな自立した研究者を育成します。教育方法では、精神保健福祉研

究で必要となる問題意識の涵養、思考の幅を広げ豊かな感性を培うこと、共同研究できる能力、教育指導の方

法を含め必要な能力を身につけること、実践現場での力量形成などを主眼とします。具体的には、精神科リハ

ビリテーションを中心とした根拠に基づく臨床実践（EBCP）、精神障害者のニーズオリエンテッドの立場、精神

保健福祉の研究方法や研究論文の書き方、学会や学術誌での発表、より実践的な講義や演習を展開しま

す。 
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健康福祉支援工学研究指導   畠山 卓朗 

 障がいがある人や高齢者が安全・安心・快適に、可能な限り自立した生活を過ごすために有用な工学技術

について、工学的な側面のみならず、人の心理面にも着目しながら実践的な研究を行う。 

 各自の研究計画に基づき、研究指導スケジュールを立て、研究計画の実践、論文作成、研究結果の発表ま

で指導を行う。 

 

［臨床心理学研究領域］ 

 

心身医学研究指導   野村  忍 

 心身医学は、患者を身体面のみならず心理社会面をも含めて全人的なアプローチを行う医学である。心身

症や神経症の診断・治療のみならず健常者における心身相関の研究やヘルスプロモーションに関わる研究を

行っている。ここでは、修士論文作成の指導（グループ指導ならびに個人指導）を行う。各自の研究計画書に

基づき、研究指導スケジュールを立て、研究計画の実践、論文作成まで指導する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

認知行動カウンセリング学研究指導   根建 金男 

 認知行動カウンセリングは、従来の行動カウンセリングと精神療法などの認知的アプローチが融合して形成さ

れた比較的新しい科学的なアプローチである。近年は、認知行動カウンセリングを支える認知行動理論の発展

もめざましい。特に、不安障害、強迫性障害、統合失調症などの新しいモデルが提示され、それらをめぐる実

証研究も盛んである。一方、従来の典型的な合理的認知行動カウンセリングの限界を乗り越えるべく登場した

構成主義的認知行動カウンセリングも活発になってきた。構成主義では、人の一生涯の発達を視野にいれたう

えで、人が世界をどう構成（認識）しているかをその人の側から真剣に理解し、アプローチしようとする。この考

え方はエビデンス重視の典型的な認知行動カウンセリングの難点を補い発展させるうえで重要である。カウン

セリングは精神疾患のある人に限らず健常者をも広く対象とするものであることを念頭に置いたうえで、上記の

研究動向を更に推し進めるような研究を行うことが必要である。そこで、この研究指導では、認知行動カウンセ

リング学あるいはそれと関連する領域の研究を実施し、修士論文をまとめることができるように指導する。 

 

学校カウンセリング学研究指導   菅野  純 

 学校カウンセリングは、単に学校内でのカウンセリング活動というレベルにとどまらず、乳幼児期の発達心理

学、発達障害心理学、そして児童期から青年期に至る臨床心理学、カウンセリング心理学、教育臨床心理学、

教育社会心理学、教育心理学、家族心理学などを含む総合的領域である。ここでは学校カウンセリング演習

（１）（２）と教育心理臨床体験をふまえ、各自が定めたテーマにそって研究をすすめていく。 

 成績評価基準：出席状況、レジュメ、発表および討論への参加の程度等を総合的に評価する。 

 

心理臨床学研究指導   山崎 久美子 

 心理臨床の場では高度な専門的知識と技能とに裏打ちされた臨床心理査定や臨床心理面接・援助が行わ

れる。ここでは、各自の心理臨床能力の向上につながる研究テーマを見つけ、心理臨床の場で臨床活動をし

ながら研究を行うことを原則とする。 

 

行動臨床心理学研究指導   嶋田 洋徳 

 臨床心理学におけるさまざまな問題に対して、（認知）行動論的アプローチを用いて研究と実践を行う。特
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に、不安、抑うつ、心理的ストレス、学校不適応、職場不適応、心身症などについて、行動療法、認知行動療

法の観点から理解される症状や問題行動の理論モデルの検討、治療モデルの検討、症状の形成と維持、治

療効果に及ぼす個人差変数の検討などが主なテーマとなる。 

 

産業カウンセリング学研究指導   鈴木 伸一 

 うつ病、不安障害、心身症などのさまざまなストレス関連疾患の発症・維持・悪化に関与する諸要因の影響性

を検討するとともに、ストレス関連疾患の予防・治療・リハビリテーションに向けた認知行動的介入の方法論に

ついて研究する。また、研究の焦点としては、単に精神衛生上の問題のみを取り上げるのではなく、成人が抱

えやすい生活上の問題や罹患しやすい身体疾患（生活習慣病や慢性疾患など）の予防およびケアにも焦点を

当てたトータル・ヘルス・プロモーションを目指した研究を行う。具体的には、研究室で行っている「うつ・不安の

メカニズムに関する基礎研究班」、「チーム医療を基盤としたメンタルケアシステムに関する研究班」、および

「健康づくり・ストレスマネジメントに関する研究班」のプロジェクトに参画するとともに、各プロジェクトとリンクした

個別の研究テーマを設定し、取り組んでいく。 

 研究の方法論としては、実験的手法を用いたアナログ研究、調査的手法を用いた諸要因の検討、臨床的手

法を用いた介入研究などがある。 

 

［感性認知情報システム研究領域］ 

 

感性認知科学研究指導   齋藤 美穂 

 情報化社会におけるバーチャルな空間は各国間の隔たりをますます小さくしている。このような環境において

他の文化における感性の違いを知ることはグローバルなマーケティング戦略を展開する為に必要不可欠と考

えられる。 

 日本語の「感性」は今や国際語“Kansei”として認知されつつあるが、感性は非常に幅が広い研究テーマであ

り、研究の視点も研究手法も多岐にわたる。そこでこの研究指導では、感性の指標としての「嗜好」に焦点を当

て、具体的研究として色彩やデザインの認知およびその利用方法、さらにそれらの嗜好に対する文化的差異

を切り口とした研究を主たるテーマとして感性を検討し指導する。ノンバーバルコミュニケーションに役立ち、カ

ルチャーフリーなツールである色彩やデザインに対する認知や感性的な側面を充分に検討する事は重要なテ

ーマとなる。また特に文化的差異を視野に入れる事は、情報化社会においてこれからますます必要になると考

えられる。これらの研究テーマ（具体的には「感性認知科学演習（１）」および「感性認知科学演習（２）」に記載）

に沿って吟味された各人の研究について、実験計画における方法論や理論の検討と討議を重ね、さらに学会

発表や投稿論文に対する助言と指導、修士論文に対する直接的な指導を行っていく。 

 

安全人間工学研究指導   石田 敏郎 

 安全人間工学は、人間を取りまく機械や環境および他の人間との関わりを如何にしたら安全を保てるかを考

える科学である。現在システムの巨大化や複雑化に伴い、人間が意図しない事故や不具合が発生している。

人間の行動的側面を検討することで、事故を未然に防止するための方策を中心に研究している。そのため、ヒ

ューマンエラーの認知心理学的検討、事故分析の方法論、人間工学的対策の策定手法等の研究指導を行

う。主な研究テーマは、人間の情報処理・応答特性、視知覚特性の計測と評価、ストレス下での作業特性、ヒュ

ーマンエラーの分析と評価等である。現実のフィールドとしては、自動車交通、航空、各種産業現場などを対

象としている。 
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福祉工学研究指導   藤本 浩志 

 福祉工学演習（１）、演習（２）と併せて、具体的に修士論文研究を遂行するうえで必要な方法論を指導する。

研究には、問題設定、アプローチの取捨選択、結果のまとめの３段階があるが、個々に具体例に基づいて合

理的な論理展開が身に付くようトレーニングする。 

 

情報処理心理学研究指導   中島 義明 

 主観主義パラダイムと客観主義パラダイムとの間での往復運動の中で、一つ止揚された弁証法的発展のプ

ロセスの結果として誕生した認知心理学の視座よりさまざまな情報処理に関する問題を取り上げ、これらを実

証的に研究する。例えば、処理資源、ワーキングメモリ、プライミング効果、認知地図、スキーマといったような

現象に関連した問題の切り出しを行う。これらの研究を進める際には、これまでの理論モデルをより精緻化する

ことを目指すだけではなく、現代の生活世界の中で直面する関連した諸問題の解決をも十分に志向する。本

研究指導の過程を経て、修士学位論文作成へと導く。 

 成績評価基準：①出席の程度及び②与えられた課題に対する発表内容に基づいて行う。 

 

社会的実践認知科学研究指導   宮崎 清孝 

 認知科学の中でも社会的な実践における認知の様相とその発達を問題とする。このような立場は認知に対す

る「文化歴史的アプローチ」と呼ばれている。広い意味での教授・学習、つまり文化と関わることによる認知の展

開の過程が研究対象である。ここではそれに関する修士論文作成を指導する。 

 

心理行動学研究指導   鈴木 晶夫 

 人間を研究する際に、大きく認知的、行動的、生理的側面に分類できよう。それぞれを単独に研究することも

できるが、その相互作用も重要である。そこで、行動的側面と心理的側面との関係、身体と精神の相互作用、

健康と感情の関係、言語的・非言語的情報伝達手段の構造と機能、非言語行動と感情、食行動と人間関係、

生活習慣と健康などを手がかりとした研究を中心的なテーマとする。また、東洋的思想からの「からだとこころの

知恵」「東洋的行法からの健康法」にも興味がある。心理行動学、身体心理学は既存の領域ではないので、関

連する領域の広範な文献研究から、過去の関連研究、現在の動向を探り、将来への実践的研究にまとめた

い。さらに実験計画を踏まえた実験室的研究はもとより、調査研究、フィールド研究などの各種研究手法を駆

使して新しい領域を開拓することも課題としたい。心理療法への応用のみならず、福祉・看護・医療場面への

応用も考えたい。 

 

言語情報科学研究指導   菊池 英明 

 情報化社会の進展に伴い音声言語メディアの役割は今後一層重要になる。言語情報科学とは、情報科学を

視座の中心に据えて、音声言語メディアについて総合的に考察し、人間の言語行動をモデル化しようとする学

問分野である。具体的には、言語学、心理学、認知科学、脳科学といった人間科学の基礎学問を前提としな

がら、コンピュータ・情報処理技術の導入や開発を通じて、音声言語の理解・生成・インタラクションなどのモデ 

ルを構築していく。主な研究課題は、会話メカニズムの解明、人と機械の対話インタフェース、音声による感

情・態度の理解・表出モデル、知的検索エンジンなど。 

 

知識情報科学研究指導   松居 辰則 

 「人間の感性情報処理と知識獲得への科学的アプローチ」というテーマに対して人工知能的手法、数理統計

的手法を用いて多面的（理論的・技術的・実践的）に挑戦します。具体的には、1）人間の知識獲得プロセスの
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測定・評価のための量的＆質的手法の開発、2）人間の感性への科学的アプローチ（ヒューマンインタフェー

ス、音楽情報処理、映像やゲームの面白さの定量化など）、3）学習情報からのデータマイニングと具体的な学

習支援システムへの実装、4）人間のもつ暗黙知（ノウハウ）の抽出・管理・共有の支援手法、5）感性を刺激する

よう学習教材の開発、などが研究テーマとなります。 

 

人間生体機能動態学研究指導   宮崎 正己 

 本授業では、日常における生活環境に対して人間がいかに快適な条件を獲得できるか、また人間自身が自

己自身でいかにその環境に対してコントロールできるかという労働生理学的な観点から授業をおこなう。本研

究指導を行うにあたり、人間生体機能動態学演習（１）及び（２）で学習した事柄を中心として、周辺領域も含

め、より高度の知識を習得することを目的とする。 

 成績評価基準：授業出席状況、レポート等を総合的に評価する。 

 

感覚情報処理学研究指導   百瀬 桂子 

 さまざまな情報メディア・情報機器と人間の関わり合いを、生理的側面からとらえて解析し、得られた知見をヒ

ューマンインタフェースの高度化や医療に活用するための研究を行う。主に、ヒトの視覚機能およびその情報

処理機構に着目し、それらを客観的にとらえるための技術として脳活動計測を利用する。研究テーマとしては、

視覚情報処理機構を脳活動によりとらえるための生体信号処理方式の検討、生理指標によりヒューマンインタ

フェースを評価する方式の検討、感覚機能診断のための計測方法の開発などが挙げられる。 

 成績評価基準：各自の研究テーマへの取り組みを総合的に評価する。 

 

生態心理学研究指導   三嶋 博之 

 人間が環境から獲得する有意味な情報単位を特定すること、その情報単位の特性とそれを知覚し利用する

人間の振るまいとの間にある法則性を解明すること、行為の学習や発達という変化を支える環境資源について

特にそこで利用されている情報の観点から明らかにすること、等について扱う。技術的には実験心理学的な手

法を、理論的には J. J. Gibson の生態学的アプローチを、それぞれ研究遂行のための支えとする。関連分野

の文献の検討、先行研究の追試、新しい解析手法の試用等を行って基礎固めをしながら、実証的でオリジナ

ルな研究の確立を目指す。 

 

［教育コミュニケーション情報科学研究領域］ 

 

教育実践学研究指導   浅田  匡 

 学校教育を中心として、授業をはじめ教育実践の改善に資する実践研究を行う。教育実践における教師の

役割は大きく、教師研究を中心とし、教師の実践に関する知識の獲得過程や教師間の相互作用による知識創

造過程などを、具体的な授業実践に基づきながら研究を行う。そこでは、専門家としての教師の力量形成にと

どまらず、人間的成長を視野に入れている。方法としては、インタビュー法、観察、ビデオによる授業分析など、

いわゆる質的研究法と調査法を組み合わせて用いる。また、教育実践学のバックグランドとして、自己心理学、

人間性心理学、教育方法学、教育工学、システム論、組織マネジメントなどの文献講読をあわせて行う。キーワ

ードは、リフレクション、メンタリング、アクション・リサーチ、実践知、である。 

 

情報意味論研究指導   岩坪 秀一 

 アンケート調査等によって被験者から調査目的にそった正確な情報を取得しようとするとき、その調査結果は
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質問文の明確さの度合、質問項目の順序、分量等調査票の質に依存する。 

 

情報コミュニケーション科学研究指導   金子 孝夫 

 音声、画像、データなどのマルチメディアによる情報コミュニケーション科学の研究の基礎手法について、実

験と研究動向の調査などの研究指導を行う。具体的には、ディジタル情報処理、ディジタルデータ伝送、コンピ

ューターによるデータ入出力、ヒューマンインタフェースなどの情報コミュニケーション科学研究のための入門

技術を調査研究の対象とする。 

 

ネットワーク情報システム学研究指導   金   群 

 情報システムはますます多様化、大規模化、ネットワーク化の様相を呈している。実用に耐えるネットワーク化

した情報システムの構築を実現するため、従来のソフトウェア工学的アプローチに加え、システム利用者である

人間のふるまいを考慮した広い視野に立って、設計・開発・応用・評価法およびそれらの支援環境の構築法に

関する研究を行う。 

 また、ネットワーク情報システムで生じる諸問題と社会への影響や人間中心のネットワーク情報システムの未

来像についても研究する。 

 それによって、専門分野と関連分野への理解とそれらを柔軟に応用でき、さらに、新しい技術の動向にすば

やく対応できるような、見識の豊かな研究者・技術者を育成する。 

 

インストラクショナルデザイン論研究指導   向後 千春 

 インストラクショナルデザインにおける各自の研究テーマを設定し、研究計画の立案、研究の実施、研究論文

の執筆、学会での発表、学会誌への投稿までを指導します。 

 

情報コミュニケーション技術論研究指導   スコット ダグラス 

 Individualized research on a topic related to information and communication technology to be negotiated 

with the professor. 

 Course readings,class discussions,and papers will be in English. Students should have TOEIC scores of 600 

and above to function effectively in this class. Contact the instructor for more information. 

 

教育情報工学研究指導   永岡 慶三 

 教育工学のなかでも特に情報を扱う分野あるいは情報の観点から見た領域についての研究指導を行う。外

国語を含む文献の捜し方、読み方、引用のし方、解釈のし方、またデータの収集、整理、分析、吟味、論理展

開の各方法を基本として学習し、課題の設定、発見、分析、仮説設定とその実証方法としての実験または観察

についての計画、実施、整理にもとづき、論文形式で研究成果をまとめるまでをＯＪＴ形式で指導する。 

 

インターネット科学研究指導   西村 昭治 

 2007年現在、およそ５億台のコンピュータが接続され約７億人のユーザがいるというインターネットの世界は

様々な意味で新しい研究対象となっている。私の意図する「インターネット科学」は100億ページにも及ぶ

World Wide Web、P2P ネットワーク、ソーシャルネットワーキング（SNS）などを対象にその技術的な成り立ちを

解析し、社会的な影響を数理的に評価するものである。本研究指導ではインターネット科学演習（1）（2）での

学習をふまえ、インターネットという研究対象を数理的に分析するとともに、創造性のあるソフトウエアの開発を

目指す。 
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 成績評価基準：個人毎に課す研究課題の成果により評価する。 

 

教育開発論研究指導   野嶋 栄一郎 

 教育環境と学習の様々なレベルの交互作用を明らかにする。これらの研究を行っていく上で、 も重要視す

る方法論は、開発研究及び実践研究であるが、このような研究には必ず、実験研究や調査研究にもとづく裏付

けが必要となり、両面からの方法論が展開される。各人固有の問題意識を尊重し、理論的、方法論的検討に

院生全員の討議を重ね、常にパイオニア的研究に焦点を当てる。インターネットを利用したインターカルチュラ

ルコミュニケーションカリキュラムの開発、CSCW に関与するヒューマンファクターの研究、教育実践研究に対

応した教育測定法の開発等、具体的研究事例をベースに研究領域の拡大を図る。 

 

教育コミュニケーション学研究指導   保崎 則雄 

 教材開発、授業研究が大きな２つのテーマです。教材開発については、教科カリキュラムから抜け落ちてい

て、重要なものを扱うようにします。授業研究は、教授学習過程の観察、録画、記述、分析を扱います。具体的

には、受講生の研究課題を中心に関連分野の論文、書籍の輪読、ディスカッションを行ないます。 終的には、

修士論文作成に向けた準備を行ないます。毎回、何か細かな課題に基づいたものを発表してもらいます。必

要に応じて、オンラインでの指導も行なう予定です。 

 

情報メディア教育論研究指導   森田 裕介 

 情報メディアを活用した教育について、教育現場の視点から「問題は何か」を議論する。また、具体的かつ実

践的な問題解決を行う。具体的には、研究計画の立案、実施、データの収集、統計的な手法を用いた解析ま

でのプロセスを遂行する支援を行う。そして、研究論文としての成果公表まで指導する。 

 成績評価基準：研究活動を総合的に評価する。 

 

 

【演習】 

 

［地域・地球環境科学研究領域］ 

 

環境管理計画学演習（１）   天野 正博 

 数学モデル、計量地理学など地球環境問題の分析に必要な基礎的手法を習得するとともに、それらを用い

て特定の地域を対象にランドスケープレベルでの環境計画を策定する。また、環境問題の解決に向け国際的

に合意された文書等を取り上げ、合意内容やその背景について調べる。 

 成績評価基準：出席とレポート及びプレゼンテーション内容から総合的に判断する。 

 

環境管理計画学演習（２）   天野 正博 

 我が国の温暖化ガスの排出及び吸収量を主要な排出源、吸収源について統計データから算出するととも

に、地球温暖化を防ぐため、温暖化ガスの排出削減、森林による大気中の炭素固定など様々な対策技術を組

み合わせて、京都議定書の枠組みの中で排出削減目標の達成方法を提示する。 

 成績評価基準：出席とレポート及びプレゼンテーション内容から総合的に判断する。 
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人口学演習（１）   阿藤  誠 

 社会現象のうち特に人口変動に関連した分野、すなわち出生力、家族計画、結婚、離婚、死亡、国内・国際

人口移動、人口転換、少子化、高齢化、家族政策などについて国際比較的視野からの研究を行う。文献講読

と人口統計データ或いは人口関連の調査データの分析を通じて各自の論文作成能力の向上を目指す。 

 主な研究課題は、１）日本を含む先進諸国の未婚化・少子化の諸問題、２）日本を含む先進諸国の家族政策、

３）途上国の人口転換と家族計画プログラム、４）都市化と人口移動、５）高齢化と家族変動、６）国際人口移動、

７）人口・開発・環境問題 

 成績評価基準：授業中の発表、レポート等により総合的に評価する 

 

人口学演習（２）   阿藤  誠 

 社会現象のうち特に人口変動に関連した分野、すなわち出生力、家族計画、結婚、離婚、死亡、国内・国際

人口移動、人口転換、少子化、高齢化、家族政策などについて国際比較的視野からの研究を行う。文献講読

と人口統計データ或いは人口関連の調査データの分析を通じて各自の論文作成能力の向上を目指す。 

 主な研究課題は、１）日本を含む先進諸国の未婚化・少子化の諸問題、２）日本を含む先進諸国の家族政策、

３）途上国の人口転換と家族計画プログラム、４）都市化と人口移動、５）高齢化と家族変動、６）国際人口移動、

７）人口・開発・環境問題 

 成績評価基準：授業中の発表、レポート等により総合的に評価する 

 

生物圏生態学演習（１）   太田 俊二 

 地球環境システムの重要な構成要員である生物圏（人間圏を含む）に関わるさまざまな研究をとりあげ、気候

学、生態学などの領域の 新の研究動向について理解していく。また、気候データ、地理情報、エネルギー利

用などに関する膨大なデータの収集と整備を各自の修士研究にあわせて進めていく。 

 成績評価基準：授業中の取り組みを直接評価する。 

 

生物圏生態学演習（２）   太田 俊二 

 修士研究課題と関連する過去から現在までの原著論文、総説を多数収集して、各自の修士研究の位置づけ

を整理、再考する。同時に、収集した原著論文のデジタルなデータベース化をはかる。 

 成績評価基準：授業中の取り組みを直接評価する。 

 

環境生態学演習（１）   森川  靖 

 人間を含めた生態系をとりまく自然環境及び人間活動による環境変化と生態系の関係について、生態系科

学の視点から解析された原著、総説、論文などを分担講読し、相互討論を通じて、環境管理、環境アセスメント

の意義及び今後の研究展開を把握する。 

 成績評価基準：レポートにより評価する。 

 

環境生態学演習（２）   森川  靖 

 演習（１）における研究思想の理解、方法論の把握から具体的に研究を進めるにあたっての問題のありかと解

決方法を検討する。そのため、修士研究課題と関連した 新の研究論文を検証し、総合科学としての環境生

態学を担う若手研究者の育成を目指す。 

 成績評価基準：レポートにより評価する。 
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環境社会学演習（１）   鳥越 皓之 

 環境社会学に関する理論研究と環境問題についての社会学的分析について講義をするとともに、討議の機

会を設ける。学部レベルの環境社会学について、十分な理解があることを受講条件とする。また、この科目の

性格上、教室に止まることなく、現地に出向き、調査をすることを授業の一環とするので、フィールドに出向ける

時間的用意が必要である。 

 成績評価基準： 

 

環境社会学演習（２）   鳥越 皓之 

 環境社会学に関する専門的応用的な課題を対象とし、受講者の環境社会学分野の修士論文作成のための

基本的な分析方法についての一助ともする。登録資格は原則として２年生であるが、１年生でも希望により特

別に許可することがある。便宜的に授業曜日を設定しているが、環境社会学の科目の性格上、環境問題の現

場近くで集中的に作業を行うことが多い。 

 成績評価基準： 

 

社会人類学演習（１）   矢野 敬生 

 地域研究としてのフィールドワークの手法を学ぶことを目的とする。そのために、①地域研究やフィールドワ

ークの方法論の検討、②個別地域の民族誌の検討、③現代社会人類学の理論的動向と民族誌との関係につ

いて、文献の講読を行いつつ、受講者１人１人が自らフィールドワークを実践し、自前の理論を組み立てられる

能力の養成をめざす。なお、今年度は、①については、近年数多く刊行されているフィールドワークに関する

諸著書および、エスノグラフィーを、②については、著名な人類学者の諸著作（具体的には年度始めに相談の

うえ決定）を素材とする予定である。実際のフィールドワークを希望するものは、私たちがこれまでフィールドワ

ークを実施し、かつ継続中である東南アジア（フィリピン・ジャワ）、韓国、および日本の沿岸漁村等の調査への

参加も可能である。 

 成績評価基準：出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する 

 

社会人類学演習（２）   矢野 敬生 

 履修学生の問題関心やフィールドに即して、院生諸君の研究発表および討論を中心に構成する。さらに、関

連領域に関するモノグラフ研究および現代文化人類学の理論的研究について文献研究をあわせて行う。 

 成績評価基準：出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する 

 

水域環境学演習（１）   井内 美郎 

 地球規模の環境問題について、メカニズムおよび対策について議論できることを目標とする。 

地球環境問題をテーマとする。 

 地球環境変遷史解明に関する文献学習、基礎的調査法の学習、基礎的分析方法の学習、分析結果の考察

及び討論を行う。 

 成績評価基準：毎回実施する小テストおよび定期試験の結果で評価する。 

 

水域環境学演習（２）   井内 美郎 

 水域に関する環境問題について、メカニズムや対策について議論できる事を目的とする。 

水域環境問題をテーマとする。 

 湖沼域等の陸水環境変遷史解明のための文献学習、基礎的調査法の学習、基礎的分析方法の学習、分析
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結果の考察及び討論を行う。 

 成績評価基準：毎回実施する小テストおよび定期試験の結果で評価する。 

 

地域資源論演習（１）   柏  雅之 

 農山村における地域資源の利用・管理システム再建問題について学ぶ。春学期は、おもにその方法論的基

礎となる経済理論についてテキストの輪読形式で演習を進める。新古典派経済学の基礎概念を習得してもら

った後に、その対抗軸となる学派の基礎理論を学ぶ。秋学期は、経済のグローバル化のなかで、いかに従来

の農山村地域資源の利用・管理システムが危機に瀕してきたか、そしてその再建のあり方をどう考えるのかに

ついて、理論的に学べるようにする。ここでも文献購読を中心に演習を進めていく。 後に、持続可能な社会

の条件としての農山村地域資源管理の意義と課題を皆で考えていく。なお、この演習（１）は１年生を対象とす

る。 

 テキストは別途指定するが、参考文献として以下のものをあげる。 

  ① 神野直彦 『地域再生の経済学』 中公新書 

  ② 宇沢弘文 『社会的共通資本』 岩波新書 

  ③ 室田武・多辺田政弘・槌田敦編 『循環の経済学』 学陽書房 

 成績評価基準：レポートおよび演習での報告 

 

地域資源論演習（２）   柏  雅之 

 農業・農山村地域再生の方法や政策について学ぶ。そこでは持続性の概念がキーとなる。春学期はその基

礎として、EU の環境農業政策や共通地域政策の論理、構造と方法について学ぶ。秋学期は、EU の諸政策

から我が国が学びえるものを考えていく。行財政システムをはじめとする諸制度、農業・農村構造をはじめ両者

の差異は大きいが、ポスト重化学工業化産業社会を展望する上で両者が共通して追求していかねばならない

本質的課題とは何かということを学んでいく。この演習（２）は２年生を対象とする。受講においては、同演習（１）

を履修していることが望ましい。 

 成績評価基準：レポートおよび演習での報告 

 

動物行動生態学演習（１）   三浦 慎悟 

 多様な野生動物の行動生態について、社会構造、繁殖システム、性選択、適応戦略などについて 新の代

表的な論文を紹介、及び輪読を含めて講義を行い、基本的な理論について知識を蓄積する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業での課題発表を中心に評価する。 

 

動物行動生態学演習（２）   三浦 慎悟 

 野生動物の行動生態について基本的な理論や知見を踏まえ、社会構造、繁殖システム、性選択、適応戦略

などに関するデータ収集法と分析法の習得のためにフィールド調査を実際に行う。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業での課題発表を中心に評価する。 

 

［人間行動・環境科学研究領域］ 

 

学習動機づけ論演習（１）   青柳  肇 

 旧来の動機づけ心理学では、学習活動に関係する要因を一つ一つ取り上げて、その操作によって動機づけ

の変動を見るというものが中心であった。しかし、近年では、教育の文脈を考慮した動機づけ研究の重要性が
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叫ばれ始めた（Wentzel, 1996）。本演習では、従来の研究法を概観したあと、学習動機づけのうち特に社会的

文脈に関した国内外の文献を講読し、その内容に基づいて教員と院生がディスカッションを行う。例年、学習

の変容や発達に関した外国文献の講読が中心である。 

 成績評価基準：発表の良否と出席状態による。 

 

学習動機づけ論演習（２）   青柳  肇 

 学習動機づけ演習（１）を基礎にして、外国の学術雑誌に掲載された 新の論文を院生各人の研究と関連さ

せて講読し発表させる。それに基づいてディスカッションを行う。 

 成績評価基準：発表の良否と出席状態による。 

 

発達行動学演習（１）   根ケ山 光一 

 行動発達に関する諸問題について、基本的文献を講読し、あわせて関連の問題を討論し、それによって人

間存在への理解を深める。とくに身体と行動発達の関連性にかかわる諸問題、たとえば哺乳・離乳、身体接

触、食、姿勢と位置移動、事故、モノの介在、性、排泄と世話、遊び、攻撃などについて、霊長類行動や進化

などにも言及しながら議論を重ね、そのことを通じて行動発達研究の理論と方法論に関する理解を促進する。 

 成績評価基準：授業中の発表を中心に評価する。 

 

発達行動学演習（２）   根ケ山 光一 

 行動発達に関する諸問題について、各自関心のあるテーマを文献あるいはデータに基づいてまとめ、それを

個人発表するとともに、その問題について全員で討論する。発表に際しては、テーマの選定、基本的文献の選

択、データの分析・読み取り・考察、議論の展開の論理整合性、今後の展開、他の研究との関連性と独自性、

などについてとくに考慮する。 

 成績評価基準：授業中の発表を中心に評価する。 

 

環境心理学演習（１）   佐古 順彦 

 環境心理学の教科書、論文集、またハンドブックなどから主要な研究分野について学習し、理論と方法論を

学習する。研究課題を特定して、実験や調査の計画を立ててデータを収集し、処理し、論文作成に進む。 

 成績評価基準：演習中の発表と成果のまとめを評価する。 

 

環境心理学演習（２）   佐古 順彦 

 受講者の研究内容（計画、実施、データ処理、結果と考察）について議論し、学会発表の論文を作成する。 

 成績評価基準：演習中の発表と成果のまとめを評価する。 

 

建築計画学演習（１）   佐野 友紀 

 建築、都市計画を主眼として、諸問題を解決するための実践的な調査、実験、分析手法を学ぶ。これらには、

人間工学的分析、心理学的分析、生理学的分析などを含む。また、自分の考えを図的表現によって、プレゼ

ンテーションする能力の習得を目的とする。建築、都市のデザインは、単なる設計の技術にとどまらず、より良

い計画を行うための調査、実験、分析が必要である。 

 特に建築計画においては、安全性、機能性、持続性、価格妥当性、審美性など、さまざまなニーズを、あると

きは複合的に、またあるときは取捨選択的に解決する事が重要である。 

 ここでは、与えられた建築、都市計画に関わるテーマに対して、実習的に調査分析を行う。受講者の発表、
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ディスカッションを通して問題解決の方法を探る。 

 成績評価基準：授業中の発表、レポート等を総合的に判断する。 

 

建築計画学演習（２）   佐野 友紀 

 建築、都市計画を主眼として、諸問題を解決するための実践的な調査、実験、分析手法を学ぶ。また、自分

の考えを図的表現によって、プレゼンテーションする能力の習得を目的とする。建築、都市のデザインは、単な

る設計の技術にとどまらず、より良い計画を行うための調査、実験、分析が必要である。 

 特に建築計画においては、安全性、機能性、持続性、価格妥当性、審美性など、さまざまなニーズを、あると

きは複合的に、またあるときは取捨選択的に解決する事が重要である。 

 ここでは、受講者各自が設定した建築、都市計画に関わるテーマに対して、実習的に調査分析を行う。受講

者の発表、ディスカッションを通して問題解決の方法を探る。 

 成績評価基準：授業中の発表、レポート等を総合的に判断する。 

 

建築環境学演習（１）   小島 隆矢 

 住居・建築・都市などの環境と人間の意識や行動に関する諸問題を扱うための主要な調査分析手法を習得

することを目標として演習を行う。具体的には、１）感覚・知覚、２）印象・イメージ、３）着眼点と評価構造、４）満

足度、５）環境に対する意識、６）価値、７）項目間の因果関係 に関する測定と分析について、講義・実習を行

う。 

 成績評価基準：実習の結果に基づき、それぞれの手法の習得度を評価する。 

 

建築環境学演習（２）   小島 隆矢 

 建築環境心理分野ほか、住居・建築・都市などの環境と人間の意識や行動に関する諸問題を扱う研究分野

におけるこれまでの研究対象環境および研究テーマの動向について学習する。さらに今後研究すべき課題に

ついて検討することにより、各自の見識を深めるとともに、修士論文の研究につなげる。 

 成績評価基準：各自の取り組みを総合的に評価する。 

 

［文化・社会環境科学研究領域］ 

 

産業職業社会学演習（１）   河西 宏祐 

 産業・職業の領域について、社会学的に研究する。具体的には以下のような領域について、重要な文献を

取り上げ講読する。また実態調査を行い、実証研究を通して社会学的分析を行う。①日本的経営の思想と現

状についての産業・経営社会学的研究。②職業・仕事、サラリーマンなどについての職業社会学的研究。③

日本の労使関係、労働者、労働組合などについての労働社会学的研究。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

産業職業社会学演習（２）   河西 宏祐 

 基本的には演習（１）と同様の研究領域について、より焦点を絞って研究を深める。具体的には各自が研究

課題を設定し、重要文献資料の研究を行うとともに、現状の諸問題についての実態調査を行い、収集した調

査資料に基づいて社会学的な分析を加える。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 
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文化生態学演習（１）   蔵持 不三也 

 今年度における本演習の目的は、受講生の研究テーマについて、その方法論や展開、問題点などを、文化

人類学や歴史学、社会学、言語学、図像学など多岐にわたる角度から再検討し、学会誌や紀要などに向けて

硬質な論文が作成できるよう指導するところにある。なお、2007 年夏には、当ゼミ出身者たちを中心とする文化

人類学論集『エコ・イマジネール』（言叢社、2007 年）が刊行され、各方面から注目を浴びている。いずれも第２

弾も刊行する予定なので、受講生にはぜひそのことを念頭において研鑽をつんで欲しい。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

文化生態学演習（２）   蔵持 不三也 

 今年度における本演習の目的は、受講生の研究テーマについて、その方法論や展開、問題点などを、文化

人類学や歴史学、社会学、言語学、図像学など多岐にわたる角度から再検討し、学会誌や紀要などに向けて

硬質な論文が作成できるよう指導するところにある。なお、2007 年夏には、当ゼミ出身者たちを中心とする文化

人類学論集『エコ・イマジネール』（言叢社、2007 年）が刊行され、各方面から注目を浴びている。いずれも第２

弾も刊行する予定なので、受講生にはぜひそのことを念頭において研鑽をつんで欲しい。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

アジア社会論演習（１）   店田 廣文 

 中東・北アフリカや東南アジアの発展途上国社会に関する人口、都市、文化、環境、エイジング、家族、地域

集団などをテーマとする文献講読および検討をおこなう。その際、常に我が国の社会との比較考察を意図しな

がら実施する。受講者個々人の研究上の論点や課題の整理をしながら、それぞれの研究テーマの絞り込みと

展開をはかる。また、アンケート調査法やインタビュー調査などの現地調査の手法についても、研究補助など

に参加させることで自ら調査を企画し実施する能力を修得させる。諸外国を対象とした調査研究に必要な言語

修得については、受講者それぞれの責任においておこなう。また、適宜、アジア地域におけるフィールドワーク

に参加させて、現地調査を体験させるように指導する。（１年生向けの演習である）。 

 成績評価基準：授業中の発表、レポート等により総合的に評価する。 

 

アジア社会論演習（２）   店田 廣文 

 演習（１）をふまえて、各自の研究課題に即した文献講読と発表、討論をおこなう。受講者個々人にとっては、

修士論文の作成年度にあたるため、論文作成を主たる目的において、広義の学術論文または調査報告書の

作成技能も習得するように指導する。また研究発表の能力向上についても積極的に指導する。（２年生向けの

演習である）。 

 成績評価基準：授業中の発表、レポート等により総合的に評価する。 

 

移住論演習（１）   森本 豊富 

 移住に関連する様々な文献を和文、英文で読み研究動向を探る。その上で、個別の関心に特化したテーマ

を選び先行研究に関するレビューを作成して発表する。また、修士論文計画書を作成し報告する。 

 成績評価基準：出席状況、発表、提出物をもとに総合的に評価する。 

 

移住論演習（２）   森本 豊富 

 演習（１）に引き続き関連文献を輪読すると共に、修士論文計画書に基づいた調査の進捗状況を逐次報告し、

論文執筆にとりかかる。 
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 成績評価基準：出席状況、発表、提出物をもとに総合的に評価する。 

 

家族社会学演習（１）   池岡 義孝 

 質的な家族研究の方法と研究成果を、主として文献講読によって検討する。文献は家族社会学のものが中

心となるが、それ以外にも広く社会調査の質的研究法の文献を含むものとする。 

 成績評価基準：文献購読の発表を中心に評価する。 

 

家族社会学演習（２）   池岡 義孝 

 演習（１）を基礎にして、各人の研究テーマの報告とその検討を中心に進める。基本的な文献の講読は継続

するが、新たに各人の研究テーマに関連した研究論文の講読が加わることとなる。 

 成績評価基準：文献購読の発表と研究レポートにより評価する。 

 

都市社会学演習（１）   臼井 恒夫 

 今日の第三世界において、都市化の進展はどのような影響を及ぼしているのであろうか。本演習では、上海、

バンコク、マニラ、シンガポール、メキシコ・シティなどの第三世界の都市を事例としてとりあげながら都市化の

現状とその影響について考察をしていきたい。テキストとしては、Ｄ.Drakakis-Smith，Third World Cities，

Routledge, 1997 を使用する予定である。 

 成績評価基準：出席点、授業態度、レポートによって評価する。 

 

都市社会学演習（２）   臼井 恒夫 

 本演習では、都市研究に関連した受講生各自の研究テーマを中心に、研究の意図、目的、研究計画、研究

内容について毎回報告を進めながら、それにもとづいた討論を行う。 

 成績評価基準：出席点、授業態度、レポートによって評価する。 

 

科学史科学哲学演習（１）   加藤 茂生 

 授業内容：近代東アジアの科学史について、一次資料と二次資料のリーディングセミナーを行なう。 

 授業方法：一次資料および二次資料を読解し、討論を行うという演習形式で行う。 

 授業計画：以下のテーマについて資料の読解と検討を行う。西欧科学史の概観、儒教思想の展開、徳川時

代の合理主義思想、徳川時代における西欧近代科学の受容（天文学、数学、博物学、医学）、留学生とお雇

い外国人、帝国大学における科学の研究と教育、西洋技術の導入（伝統的産業の近代化、近代工業の導入）、

第一次大戦と科学・技術、科学・技術研究機関の高等化、植民地科学の展開、近代中国における科学、戦争

と科学、GHQ と科学・技術、高度成長と科学・技術、公害と科学・技術。 

 成績評価基準：平常点と学期末レポートによって評価する。 

 

科学史科学哲学演習（２）   加藤 茂生 

 授業内容：近代東アジアの科学史について、一次資料と二次資料のリーディングセミナーを行なう。 

 授業方法：一次資料および二次資料を読解し、討論を行うという演習形式で行う。 

 授業計画：以下のテーマについて資料の読解と検討を行う。西欧科学史の概観、儒教思想の展開、徳川時

代の合理主義思想、徳川時代における西欧近代科学の受容（天文学、数学、博物学、医学）、留学生とお雇

い外国人、帝国大学における科学の研究と教育、西洋技術の導入（伝統的産業の近代化、近代工業の導入）、

第一次大戦と科学・技術、科学・技術研究機関の高等化、植民地科学の展開、近代中国における科学、戦争
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と科学、GHQ と科学・技術、高度成長と科学・技術、公害と科学・技術。 

 成績評価基準：平常点と学期末レポートによって評価する。 

 

日本物質文化論演習（１）   谷川 章雄 

 日本考古学、とりわけ近世考古学および関連する領域の文献講読を行う。具体的には、①都市遺跡・村落遺

跡・生産遺跡などの考古学的研究、②近世考古学に関連する歴史学・民俗学・自然科学などの諸分野の研究、

③外国の近代遺跡の考古学研究に関する文献をとりあげる。近世考古学の現状と課題と研究の視点や方法を

学ぶことが本演習の目的である。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

日本物質文化論演習（２）   谷川 章雄 

 考古学演習（１）を基礎として、受講者各自の研究テーマに関する文献講読、研究計画・成果の発表、および

ディスカッションを行う。また、学術論文の作成を目標として、そのための資料の分析・解釈の方法について習

得する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

フランス表象文化論演習（１）   中村  要 

 人間を取り巻くさまざまな表象を分析することにより、文化の多様な様態を明らかにする。研究対象としては、

主にフランスと日本の表象文化を研究する。さらに、フランスおよびフランス語圏を対象とする地域文化研究、

異文化接触の問題も視野に入れる。 

 主な研究課題：表象行為、表象装置、表象とメディア、表象の臨界、表象の受容、表象と共同体、ヨーロッパ

の現在。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

フランス表象文化論演習（２）   中村  要 

 人間を取り巻くさまざまな表象を分析することにより、文化の多様な様態を明らかにする。研究対象としては、

主にフランスと日本の表象文化を研究する。さらに、フランスおよびフランス語圏を対象とする地域文化研究、

異文化接触の問題も視野に入れる。 

 主な研究課題：表象行為、表象装置、表象とメディア、表象の臨界、表象の受容、表象と共同体、ヨーロッパ

の現在。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

ドイツ政治社会文化論演習（１）   村上 公子 

 ヒトラー時代に反体制運動を行った人々の事蹟を学ぶ。 

 様々な立場からの「抵抗」の実態を知ることで、ドイツ社会の理解を深める。 

 成績評価基準：演習報告、学期末提出論考によって行う。 

 

ドイツ政治社会文化論演習（２）   村上 公子 

 ヒトラー時代に反体制運動を行った人々の事蹟を学ぶ。 

 様々な立場からの「抵抗」の実態を知ることで、ドイツ社会の理解を深める。 

 成績評価基準：演習報告、学期末提出論考によって行う。 
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技術史・技術文化論演習（１）   余語 琢磨 

 人間が物質的存在（道具・生産物、身体、環境資源など）に働きかけるにあたっては、そこに必ず何らかのプ

ラン（技術）やルール（文化）が介在して、モノとヒトを関係づけていくことになる。そこで本演習では、生活空間・

生業・医療などのなかに潜在する技術と文化の問題をテーマとして、関連する文化人類学・民俗学・歴史学・

考古学・自然科学系の研究論文・著作を精緻かつ批判的に分担講読しながら、技術／テクノロジー・生活文化

研究の意義と方法について理解することを目的とする。 

 成績評価基準：参加度および発表内容により評価する。 

 

技術史・技術文化論演習（２）   余語 琢磨 

 演習（１）での理解をもとに、修士論文への実践的な研究展開を検討する。具体的には、受講生が各自の研

究テーマ・対象設定・目的・調査方法・具体的な計画・仮説・予想される結論、および関連先行研究の学史的

な整理と読み込みについて発表し、受講生による相互討議のなかで着想を鍛える。同時に、フィールドワーク

に関する諸問題についての理論書および調査事例を講読し、机上の演繹的研究とフィールドでの帰納的研究

をつなぐ方法を身につけた若手研究者の育成をめざす。 

 成績評価基準：参加度および発表内容により評価する。 

 

［健康・生命医科学研究領域］ 

 

生体発達科学演習（１）   木村 一郎 

 近年続々と得られている生物体の構造と機能の単位である細胞に関する研究知見について、 新の文献を

教材にしながら、また、生理学、遺伝学、形態学、発生学、免疫学、進化学等々と関連づけながら学び、修士

論文研究、さらには将来の研究活動の土台づくりをはかる。 

 成績評価基準：出席状況、授業中の発表・質疑応答等を総合的に評価する。 

 

生体発達科学演習（２）   木村 一郎 

 演習（１）を基礎に、より高度な内容に関するもの、 新の研究成果等について、原著論文の講読を中心にし

ながら各論的に扱い、さらに発展させる。これらの演習（１）と（２）を通して、生命現象を理解する上で必須であ

り、現在の生命科学の基礎をなす細胞生物学の研究について、その基礎理論と実験手法を多面的に学習し

て、人間科学の生物系の分野での研究に展開することができるようにする。 

 成績評価基準：出席状況、授業中の発表・質疑応答等を総合的に評価する。 

 

生体構造学演習（１）   小室 輝昌 

 生体における神経系の役割を理解するためには、その形態学的構成に関する正確な知識が必要である。神

経系の解剖学的なりたち、細胞組織学的構築について学習し、神経系の構造の基本的な知識を修得すること

を目的とする。取り上げる対象としては、１)中枢および末梢神経系、２)神経系の発生、３)ニューロンとグリアの

細胞生物学、４)シナプスの微細構造と機能、５)感覚受容器の微細構造と機能など。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

生体構造学演習（２）   小室 輝昌 

 新着の学術雑誌の論文から、神経系の構成要素であるニューロンおよびグリアの細胞生物学に関係ある論

文を選び、輪読の形式で勉強していく。この演習の目的は神経科学の分野での今日的な問題に広く接して理
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解を進める事にある。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

生体機能学演習（１）   今泉 和彦 

 健康と生体機能との関連について総合的に理解するため、健康を支える運動、栄養および休養についてそ

れぞれ独立して講義すると共に、運動と栄養が健康にどのように関わっているかを述べる。併せて、このような

運動と栄養が関連している諸問題を示し、これらの問題を明らかにするための方法論、必要な理論や考え方な

どを演習形式と実習形式で具体的に述べる。このような内容を中心にして専門分野の素養を身に付け、必要

に応じて他者の見解や理論などに適切な批判を加え、柔軟に取り入れることができる能力を涵養する。 

 成績評価基準： 

 

生体機能学演習（２）   今泉 和彦 

 ドーピング薬物・アルコール・香辛料を摂取したときの生体応答とその機構を健康科学および生理科学的立

場より理解するため、文献学的に検討すると共に、研究レベルの知識や考え方などを具体的に指導・助言す

る。併せて、骨格筋や腱の可塑性とその機構に関する研究についても指導・助言する。また、これらの分野の

方法論を駆使して研究が展開できるように、測定法や解析法などについて具体的に指導する。さらに、論文の

書き方についても詳細に指導・助言する。このような研究活動を通し、当該学問分野の学際性・国際性・総合

力を兼ね備えた人材の育成を目指す。 

 成績評価基準： 

 

神経内分泌学演習（１）   山内 兄人 

 動物の本能行動は基本的に２つにわけることができる。個体の生命維持に必要な摂食行動、飲水行動や攻

撃行動などと、子孫を残すために必要な性行動や母性行動といった生殖行動である。それらの行動は脳と脊

髄、すなわち、中枢神経系によって制御されている。第一に脳の基本構造を理解してもらうために、ラットの脳

のテキストを読むと同時に、それぞれの行動の基本文献を読み、脳の構造と機能を結び付けて学ぶ。 

 成績評価基準：出席とレポートで総合的に評価します。 

 

神経内分泌学演習（２）   山内 兄人 

 演習（１）を基礎とし、特に生殖行動を中心に理解をふかめる。排卵－妊娠－分娩などの生殖生理とあいまっ

て生殖行動が発現する。従って、生殖腺ホルモンや下垂体ホルモンと脳との関係も知る必要がある。それらを

総合的に理解するため、基本的テキストを用いると同時に、神経内分泌領域の 新の論文を読み進めていく。 

 ２年生から登録できます。 

 成績評価基準：出席とレポートで総合的に評価します。 

 

運動制御・バイオメカニクス演習（１）   鈴木 秀次 

 人間の身体運動は、神経筋系の活動とそれを取り巻く外部環境との相互作用で決まる。ここでは、その相互

作用に影響を与える要素に焦点を絞り考察を進め、身体運動の解明を目指す。具体的には、運動の制御に

関する神経筋生理学を中心に、バイオメカニクスの分野を取り入れ、さらに生命系と外部環境との相互作用で

起こる運動系の適応性についても、総説と原著論文を読みながら演習を進める。 

 成績評価基準：出席、発表・討論内容等に平常点を加味して総合的に評価する 
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運動制御・バイオメカニクス演習（２）   鈴木 秀次 

 「運動制御・バイオメカニクス演習（１）」を基礎に、より高度な内容に関するもの、 近の研究成果について、

原著論文の講読を中心に各論的に演習を進める。 

 成績評価基準：出席、発表・討論内容等に平常点を加味して総合的に評価する。 

 

統合生理学演習（１）   永島  計 

 体温、体液の調節をキーワードにアップデートな研究を解説し、また実験技術の理論の理解、習得を目標に

する。また教官の研究領域に収束してしまわないよう Nature, Science などの科学雑誌から生物系の話題をピ

ックアップし、広く科学のトピックが理解でき、ひいては自分の実験、研究に導入していける能力を身につけら

れるようトレーニングしていく。 

 成績評価基準：平常点 提出物 

 

統合生理学演習（２）   永島  計 

 体温、体液の調節をキーワードにアップデートな研究を解説し、また実験技術の理論の理解、習得を目標に

する。また教官の研究領域に収束してしまわないよう Nature, Science などの科学雑誌から生物系の話題をピ

ックアップし、広く科学のトピックが理解でき、ひいては自分の実験、研究に導入していける能力を身につけら

れるようトレーニングしていく。 

 成績評価基準：平常点 提出物 

 

応用免疫学演習（１）   鈴木 克彦 

 まず免疫学の知識を幅広く習得しながら、その応用としてライフスタイルや疾患との関連を理解する。研究テ

ーマについては、免疫機能測定法や検査法の開発、運動・ストレス・栄養と免疫変動の解析、生活習慣病や

老化、ストレスの制御に関する研究等があげられるが、各自でテーマを設定し研究を遂行できるよう、文献収集

を行い、研究計画を立案し、研究方法を検討する。 

 成績評価基準：受講状況と発表等の課題を総合して成績を評価する。 

 

応用免疫学演習（２）   鈴木 克彦 

 応用免疫学分野における各自の研究テーマに関連する先行研究（原著論文・総説）を発表し、研究の進捗

状況を逐次報告し、互いに問題点を議論することを通じて、研究の充実をはかる。また、学会発表や学術論文

作成を支援する。 

 成績評価基準：研究への取り組み、発表等の課題を総合して成績を評価する。 

 

健康医学演習（１）   河手 典彦 

 健康寿命の延長を図るためには、日常の生活における様々な対策が先ず重要である。そして、これらを有効

に実践していくためには、単に実際の方法を知るだけではなく、その根拠となる一次予防に関する幅広い知識

を正しく理解することが必要であろう。しかし現実として、疾病の罹患が１００％防止できない以上、その二次予

防、さらには三次予防についても可能な限り、正しい医学知識を習得しておくことが重要な意味を持つと考える。

そこで、健康医学演習（１）では,健康寿命の延長を阻害する各種の関連因子の中から「疾病」を念頭に置き、

それらの予防、健診、診断、治療などについて演習を進める。わが国における死亡原因の第一位を占める癌

をはじめとする生活習慣病などの重要疾患に焦点を当て、それらに関連する文献調査、講読、さらに実践例の

提示なども行いながら、臨床医学に基盤を置いた健康医学理解のために必要な医学的知識の正確な習得を
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目指す。健康医学演習（２）に先行して健康医学演習（１）を習得すること。 

 成績評価基準：授業出席状況、発表、レポート内容などから総合的に評価する。 

 

健康医学演習（２）   河手 典彦 

 健康医学演習（1）を修了した後で健康医学演習（２）を履修する。 

 健康医学に関連する医療の広い範囲が研究対象であり、そこから各自が興味を持った健康医学研究課題を

自主的にいくつか選択し提示していく。これらの文献調査、講読、発表、討論などを順次行なって評価対象と

する。 

 健康医学演習（２）の基盤も、医療の現場に主軸を置いた臨床医学である。健康医学に関連する実践の医療

現場の状況を可能な限り正しく広く把握し、健康保持に関する自主的な取り組みが自ら提言できることも極め

て重要なこの演習の学習目標である。 

 また、医療の社会的、経済関連分野として、各種の医療制度などの問題点にも関心を持って取り組んでいく。 

 研究・調査の目的、発表・論文作成の構成の仕方、有効な結果の提示の方法、考案の内容などについて、

常に論文作成を念頭に置きながら具体的な指導を行なう。できるだけ早期に各自の論文作成につながる研究

主題の確立を目指す。 

 成績評価基準：授業出席状況、発表、レポート内容などから総合的に評価する。 

 

応用健康科学演習（１）   竹中 晃二 

 主に身体活動・運動に関わる行動変容・健康心理学の研究について、欧米の関連文献を数多く読み、身体

活動・運動に関わる行動医学および運動心理学研究の方法論を学び、ポピュレーションアプローチや個別ア

プローチを用いたプログラム開発とその評価法を習得する。以下に本演習で取り上げる内容を示す。①定期

的な運動習慣がメンタル・ヘルスに及ぼす影響、②一過性の身体運動が気分、感情の変容に及ぼす効果、③

身体運動とQOLおよびウエルネス、④身体活動・運動関連セルフエフィカシーと心理的 well-being、⑤心理的

well-being強化のための運動療法、⑥運動アドヒアランス強化の行動変容技法、⑦運動アディクションの評価

基準と予防、⑧身体運動、瞑想、リラクセーションの関係 

 成績評価基準：授業における発表、レポートなどを総合的に評価する。 

 

応用健康科学演習（２）   竹中 晃二 

 演習（１）で学んだ方法論に関する知識を基にして、主に対象（子ども、成人、中高年者、高齢者、生活習慣

病患者など）および目的（健康行動の開始、継続、逆戻り予防）を絞った研究のレビューとそれらの研究の今後

の方向性について発表する。家事などの日常的な活動からスポーツまでを身体活動の範囲と見なし、広範な

観点から身体活動の心理学的効果、また継続を促す介入方略について研究を行う。 

 成績評価基準：授業における発表、レポートなどを総合的に評価する。 

 

医療人類学演習（１）   辻内 琢也 

 医療人類学とは、医療システムの通文化的研究を通して、健康と病気の発生に影響を与える生物生態学的；

bio-ecological および社会文化的；socio-cultural 要因について、現状と人間の全歴史を比較文化的に注目し

ようとするものだと定義される。演習（１）では、この基礎となる文化人類学・社会人類学・自然人類学の素養を

身につけることを目標とする。本演習は大学院修士課程１年次に履修するものとする。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 
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医療人類学演習（２）   辻内 琢也 

 演習（１）を基礎とし、より実践的な研究のアプローチ法を用いて、現代における医学・医療の特徴・課題につ

いて考察してゆく。ここでは、医療の歴史的変遷という時間軸を縦軸、世界各地の文化に応じた様々な医療と

いう空間軸を横軸とし、健康を bio-psycho-socio-echological-spiritual なレベルで多元的・多層的に捉えること

を目標とする。本演習は大学院修士課程２年次に履修するものとする。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

［健康福祉科学研究領域］ 

 

障害者支援論演習（１）   山内  繁 

 ICF における医学モデルと社会モデルの弁証法的対立の支援機器領域への投射として、機能障害の補償

から QOL への支援機器パラダイムの転換について取り上げる。この転換と ICF における弁証法的対立の関

連の追及を跡づける。機器（Technology）としては、デバイスの他、物理的環境とアクセスをもスコープに含め、

使用者としての障害者との関連、社会システムにおける役割にも着目する。また、工学の目的をこのように設定

したとき、工学自身に求められるディシプリンとしての変革の内容についての検討を行う。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

障害者支援論演習（２）   山内  繁 

 演習（１）を基礎に、研究テーマに沿って、具体的な研究を遂行するための方法を検討する。特に、限定され

た期間内に達成すべき目標（goal）を設定し、それを順次達成することによって目的に接近する手法を具体的

に検討する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

福祉産業学演習（１）   可部 明克 

 健康福祉分野で事業を行っている、又は新たにこの分野での事業展開を目指している企業を選定し、事業

戦略および技術戦略を調査・分析する。 

その上で、新たな製品を研究開発するための「ユーザニーズ調査・技術開発」を行い、基本的な要素技術をベ

ースに基本設計・構築を進める。このプロセスを通じて、企業での研究開発に必要な基礎技術力を養成する。

なお、主に修士課程１年目を対象とする。 

 成績評価基準：演習での発言頻度・内容、プロジェクトの実施状況、課題提出などにより、評価する。 

 

福祉産業学演習（２）   可部 明克 

 演習（１）をベースに、健康福祉分野で事業を行っている、又は新たにこの分野での事業展開を目指している

企業を選定し、新たな事業戦略および技術戦略を立案する。 

 それに対応した、新たな製品の立案・試作を進め、ユーザ評価も行う。このプロセスを通じて、企業での研究

開発および事業化に必要な実践的な技術センスを養成する。なお、主に修士課程２年目を対象とする。 

 成績評価基準：演習での発言頻度・内容、プロジェクトの実施状況、課題提出などにより、評価する。 

 

老年社会福祉学演習（１）   加瀬 裕子 

 Gerontological Social Work や Social Gerontology の基本的文献を講読し、高齢者の強さに依拠したストレン

グス・モデルによるサービスや社会制度のあり方について考察する。受講生各自が、関心のある領域での先行
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研究の収集を行い、研究論文の評価検討をおこなうなかで、実証研究の方法を体得することをめざす。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

老年社会福祉学演習（２）   加瀬 裕子 

 演習（１）において得られた知見をさらに進め、先行研究を検証して、修士論文の課題に関連した研究計画を

策定する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

バイオエシックス演習（１）   土田 友章 

 バイオエシックスは、主題も多様であり、アプローチも多様である。ここでは、その原点を振り返りながら 近の

課題とそれに関する研究を参照し、できるかぎり多くの視点主題や方法を批判的に考察するが、主として、履

修者各人の研究課題について支援・指導する。 

 成績評価基準：クラスへの参加、積極的発言・発表などを総合して評価する。 

 

バイオエシックス演習（２）   土田 友章 

 バイオエシックスは、主題も多様であり、アプローチも多様である。ここでは、その原点を振り返りながら 近の

課題とそれに関する研究を参照し、できるかぎり多くの視点主題や方法を批判的に考察するが、主として、履

修者各人の研究課題について支援・指導する。 

 成績評価基準：クラスへの参加、積極的発言・発表などを総合して評価する。 

 

スポーツ健康マネジメント論演習（１）   吉村  正 

 スポーツや健康に関する組織や職場、あるいはチームやグループ等がその目的を達成するために行うべき

管理や運営についての理解と実践を学習する。 

 特に、仕事を円滑にする、人を活かす、元気のあるチームや魅力ある職場を作り出す、組織やグループを改

善する、失敗や敗戦から学ぶこと等のマネジメントを学習する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

スポーツ健康マネジメント論演習（２）   吉村  正 

 演習（１）で学習した基本的な内容を深める。 

 演習（２）では、より多くの関連文献を講読し、現場実習を行い、各自が研究発表を行う。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

社会保障政策論演習（１）   植村 尚史 

 社会保障政策に関する具体的テーマを選定し、研究内容の報告、質疑応答、ディスカッション等を行う。 

 成績評価基準：適宜課題を出し、その内容によって評価する。 

 

社会保障政策論演習（２）   植村 尚史 

 社会保障政策に関する具体的テーマを選定し、研究内容の報告、質疑応答、ディスカッション等を行う。 

 成績評価基準：適宜課題を出し、その内容によって評価する。 
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予防医学演習（１）   町田 和彦 

 人間をとりまく広範囲の環境がヒトの疾病の予防と健康の維持・増進に及ぼす影響を調査・実験・データ解析

等多面的視点から研究していくための基本的理解と実際的方法の修得を目的とする。そのためには病原因子

および環境側因子としての環境科学、生気象学、微生物学、人類生態学、医療・福祉問題等、又宿主側要因

としてのヒトの構造と機能と疾病、生体の防御機構（免疫学）、加令に伴う生体の変化、健康の保持・増進、栄

養学・体力医学等の各要因に対して理解を深める。 

 成績評価基準：出席と研究発表および毎回のディスカッションの総合評価 

 

予防医学演習（２）   町田 和彦 

 演習（１）を基礎として、病原因子および環境側因子としての環境科学、生気象学、微生物学、人類生態学、

医療・福祉問題等、又宿主側要因としてのヒトの構造と機能と疾病、生体の防御機構（免疫学）、加令に伴う生

体の変化、健康の保持・増進、栄養学・体力医学等の各要因に対して学習していくことを目的とし、これら要因

に関する講義とそれに対するディスカッションを中心にして行なっていく。 

 成績評価基準：出席と研究発表および毎回のディスカッション等の総合評価 

 

福祉教育論演習（１）   前橋  明 

 本演習では、「福祉教育」に関する研究を進めていくための知識と技能、実践力をつけることを目的とする。と

くに、「子どもたちの健全育成」や「いきいきとした、みんなの暮らしづくり」に主眼を置いて進めていく。具体的

には、文献・資料講読、調査・実践（フィールドワークへの参加）、発表、討論などを行って、誰もがいきいきと健

康的に生きていくための知見を、本講の講義と課題遂行をとおして整理していく。 

 成績評価基準：出席、発表やディスカッションへの参加、課題レポートの提出から総合的に評価する。 

 

福祉教育論演習（２）   前橋  明 

 本演習では、「福祉教育」に関する研究を進めていくための知識と技能、実践力をつけることを目的とし、だ

れもが穏やかに、自分らしく、いきいきと生きられるための知見を、調査・測定やフィールドワークを通して見い

だして、世の中に役立てていくように取り組む。調査・測定では、日常生活の身近なところで抱いた「ささやかな

疑問」を大切にし、その疑問を解決すべく、取り組む。そして、収集した結果（情報）をもとにして、自分の言い

たいことを論理的に展開し、レポート作成に取り組む。 

 成績評価基準：出席、発表やディスカッションへの参加、課題レポートの提出から総合的に評価する。 

 

緩和医療学演習（１）   小野 充一 

 個人の“死”とその過程で生ずるつらさを具体的に和らげていくための知識や技術として、疼痛緩和、身体的

症状緩和、精神的苦痛への対処、社会的苦痛の緩和、家族へのケアといった領域を学習し、同時にこれらの

分野における研究手法として、質的および量的研究の概要を理解することを目的とする。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

緩和医療学演習（２）   小野 充一 

 演習(1)を基盤として、受講者の研究テーマを中心に、研究目的、研究計画、結果の分析などについて、関

連する先行研究との比較を行いながら、討議を行う。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 
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児童家庭福祉論演習（１）   川名 はつ子 

 当事者のニーズに沿った援助のあり方を、現場での取材にもとづき研究設問として立案できることを目標とす

る。そのために狭義の社会的養護の体系を学び、施設養護と家庭的養護を比較考察する。テキストを輪読し

「養護」や「自立支援」に関する基礎知識と調査手法を学ぶと共に、児童福祉施設の見学を行う。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 備考：本講義内容は、DP 科目基礎１－３，２－１，４－１、DP 科目認知２－１，２－２，３－２，３－３，３－５、DP

科目社会情動１－６，１－７および DP 科育児保育２－１，６－２，６－６，７－３，７－４，７－５に該当する。 

 

児童家庭福祉論演習（２）   川名 はつ子 

 狭義の社会的養護〈施設養護と家庭的養護〉の現状や各々のメリットとデメリットについて事例に即して考え

ながら、広義の社会的養護すなわち地域における包括的な子育てを構想できるようになるため、事例検討を主

として、実践的な知識･援助技術を身に付けていく。 

 一方、演習（１）を経て各自が立案した研究計画に基づき、先行研究を収集し、必要な分析法を修得する。定

期的に発表会を開いてこれらの情報を全員が共有するとともに、逐次討論し、より適切な研究法について具体

的に助言し合いながら論文の作成につなげていく。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 備考：原則として児童家庭福祉論演習（１）を履修した後に受講すること。 

 

精神保健福祉論演習（１）   田中 英樹 

 １．障害者福祉の理念と意義及びすべての障害者に共通の福祉施策の概要について理解させる。２．国民

のメンタルヘルス課題について、社会福祉の視座から理解させる。３．精神障害者及びメンタルヘルスに関連

した主要な法制度、例えば、精神保健福祉法、精神保健福祉士法、障害者基本法、障害者自立支援法、自

殺対策基本法等の概要について理解させる。４．わが国及び諸外国の精神保健福祉の歴史と動向を理解さ

せる。 

 障害者福祉とリハビリテーションの歴史と理念を解題した上で、精神障害者及び国民の精神保健上の課題を

解題していく。また、わが国の精神保健福祉施策及びその今日的課題を概観し、関連法制度の理解も求めて

いく。 

 成績評価基準：基本的には講義出席を重視する。満点を 100 として、講義出席率 60％、レポート提出 40％

の配分で評価する。 

 

精神保健福祉論演習（２）   田中 英樹 

 １．精神医学・精神保健及び精神科リハビリテーションの基本知識について理解させる。２．代表的な精神障

害について理解させる。３．精神保健における個別課題について理解させる。４．精神科リハビリテーションの

技術について理解させる。５．各地の精神保健福祉活動の実際について理解させる。 

 この講義は、精神保健福祉論演習（１）に受講した学生に開講する。まず、精神医学・精神保健福学・精神科

リハビリテーション学の基礎知識を概説する。次に、実践上必要な技法や技術を解題する。また、各地で取り

組まれている精神保健福祉援助実践を紹介する。 

 成績評価基準：授業出席率 50％、レポート提出２回 50％で評価する。 

 

健康福祉支援工学演習（１）   畠山 卓朗 

 障がいがある人や高齢者が安全・安心・快適に、可能な限り自立した生活を過ごすために有用な工学技術
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について学びます。演習（１）では研究を進めるための基礎を身につけます。前期には、興味あるテーマを複

数あげ、ディスカッションを通してテーマを徐々に絞り込みます。次に先行研究の調査、研究計画の立案に取

り組みます。後期には、研究計画に基づき研究を実施し、研究レポートを作成します。 

 「健康福祉支援工学演習（２）」との同時受講はできません。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

健康福祉支援工学演習（２）   畠山 卓朗 

 「健康福祉支援工学演習（１）」に引き続き、さらに研究を深めます。そして、修士論文を書き上げます。 

 演習は、学生によるプレゼンテーションと教員・学生によるディスカッションを中心に行います。 

 「健康福祉支援工学演習（１）」の履修を条件とします。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

［臨床心理学研究領域］ 

 

心身医学演習（１）   野村  忍 

 心身医学に関する 近の研究をとりあげ、ストレスと心身相関、ストレス評価、薬物療法、心理療法、疫学研

究など幅広い領域について学習する。また、症例研究をとりあげ、その診断・治療法について考察する。これら

を通して、心身医学的研究計画・治療法を理解することを目的とする。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

心身医学演習（２）   野村  忍 

 演習（１）を基礎に、各受講者の研究テーマを中心に、研究目的、研究計画、結果の解釈について発表し、

ディスカッションする。また、関連する先行研究の文献を講読する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

認知行動カウンセリング学演習（１）   根建 金男 

 認知行動カウンセリング学について理解を深めるために、論理情動行動療法、認知療法、ストレス免疫訓練

などの、代表的な認知行動カウンセリングのアプローチについて学ぶ。また、認知行動理論や構成主義的認

知行動カウンセリングの新しい知見を学ぶ。さらに、認知行動カウンセリングの源流となった後期ストア派の哲

学や一般意味論などについても学習したい。これらのねらいを実現するために、文献を講読し、議論する。な

お、１年生は演習（１）のみ登録すること。演習（２）を同時に登録することは認めない。 

 成績評価基準：出席状況、平常点を総合的に評価する。 

 

認知行動カウンセリング学演習（２）   根建 金男 

 受講者が、各自の研究テーマについての研究計画・進捗状況、関連の研究動向などを発表し、教員を含め

て全員で議論する。なお、この講義の登録が認められるのは２年生のみである。 

 成績評価基準：出席状況、平常点を総合的に評価する。 

 

学校カウンセリング学演習（１）   菅野  純 

 学校期（幼児期～青年期）の子ども達がかかえる教育心理臨床的諸テーマ（例えば、不登校、家庭内暴力な

ど）を対象に、実践的研究の方法を模索しながら、各自のテーマを研究することを目的とする。 
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 成績評価基準：出席状況、レジメ、発表および討論への参加の程度等を総合的に評価する。 

 

学校カウンセリング学演習（２）   菅野  純 

 演習（１）で取りあげたテーマを更に深めるとともに、学校期の諸テーマのみではなく、社会文化的背景、発達

との関連、家族問題、諸外国との比較など、幅広く研究することを目的とする。 

 成績評価基準：出席状況、レジメ、発表および討論への参加程度等を総合的に評価する。 

 

心理臨床学演習（１）   山崎 久美子 

 心理臨床の場では高度な専門的知識と技能とに裏打ちされた臨床心理査定や臨床心理面接・援助を行う必

要があり、そのためには時代の価値観や社会病理の理解から、科学的な臨床研究の手法に精通することまで

が求められている。本演習では、この目的のために幅広い基礎的なテーマを扱う。 

 成績評価基準：演習中の発表・発言を中心に評価する 

 

心理臨床学演習（２）   山崎 久美子 

 心理臨床の場では高度な専門的知識と技能とに裏打ちされた臨床心理査定や臨床心理面接・援助を行う必

要があり、そのためには時代の価値観や社会病理の理解から、科学的な臨床研究の手法に精通することまで

が求められている。本演習では、この目的のために応用的なテーマを扱う。 

 成績評価基準：演習中の発表・発言を中心に評価する 

 

行動臨床心理学演習（１）   嶋田 洋徳 

 行動療法、認知行動療法に関する 近の研究を取り上げ、 新の知見、理論的発展、方法論に関する理解

を深める。特に、臨床場面への応用を前提とした認知と行動に関する研究に主眼を置く。また、症例研究を取

り上げ、研究知見との整合的な理解、アセスメントや治療技法に関する行動論的理解を試みる。 

 また、国内外で実施されるワークショップ等に参加し、 新の高度な心理臨床テクニックの習得を目指す。 

 成績評価基準：出席状況、レジュメ、講義中の発表、および討論への参加の程度等を総合的に評価する。 

 

行動臨床心理学演習（２）   嶋田 洋徳 

 演習（１）を基礎として、そのエビデンスを重視しながら、各受講者の研究テーマについて、関連する先行研

究の理解、問題の設定、研究計画の立案を行い、それを互いに検討し、討論する。主な研究課題は、さまざま

な不適応行動や症状の改善、適応行動や健康行動の形成に関する行動療法、認知行動療法などに代表され

る認知行動的アプローチである。 

 また、国内外で実施されるワークショップ等に参加し、 新の高度な心理臨床テクニックの習得を目指す。 

 成績評価基準：出席状況、レジュメ、講義中の発表、および討論への参加の程度等を総合的に評価する。 

 

産業カウンセリング学演習（１）   鈴木 伸一 

 うつ病、不安障害をはじめとするさまざまなストレス関連疾患への臨床心理学的研究に関する 新の文献を

展望するとともに、地域・職場・医療機関等で行われる予防的支援および治療的支援をねらいとした認知行動

療法の実際について学ぶ。また、国際学会や国内学会にて行われるワークショップへの参加を通して、臨床ス

トレス科学、認知行動療法、および行動医学等の 新の知見や臨床テクニックの習得を目指す。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等により総合的に評価する。 
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産業カウンセリング学演習（２）   鈴木 伸一 

 ストレス関連疾患の発症・維持・増悪のメカニズムの解明に向けた臨床ストレス科学研究の課題や、ストレス関

連疾患への認知行動療法の実際について展望した演習（１）を基礎として、各参加者の研究テーマにそくした

理論的、方法論的問題点を議論するとともに、各研究の臨床的意義や実践応用可能性を探る。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等により総合的に評価する。 

 

［感性認知情報システム研究領域］ 

 

感性認知科学演習（１）   齋藤 美穂 

 感性は非常に幅が広い研究テーマであり、研究の視点も研究手法も多岐にわたるが、本演習では、感性の

指標としての「嗜好」に焦点を当てて、特に色彩やデザインの認知およびその利用方法を中心とし、主に文化

的側面を切り口とした研究を主たるテーマとして感性を検討し指導する。具体的には色彩やデザインに関する

嗜好と認知およびその文化的差異、ノンバーバルコミュニケーションとしての色彩の利用方法、Web デザイン

の嗜好と文化的差異、香りや色の心理的効果や肌の色の嗜好等の感性研究と文化的差異、音声と対人認知

などが挙げられる。これらに関連した文献講読とディスカッションを中心に演習をすすめる。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表等を総合的に評価する。 

 

感性認知科学演習（２）   齋藤 美穂 

 本演習では、感性の指標としての「嗜好」に焦点を当てて、特に色彩やデザインの認知およびその利用方法

を中心とし、主に文化的側面を切り口とした研究を主たるテーマとして感性を検討し指導するが、各人が１）色

彩やデザインに関する嗜好と認知およびその文化的差異、２）ノンバーバルコミュニケーションとしての色彩の

利用方法、３）Ｗｅｂデザインの嗜好と文化的差異、４）香りや色の心理的効果や肌の色の嗜好等の感性研究と

文化的差異、５）音声と対人認知などのテーマに基づき設定した各人の研究テーマに関する研究計画、展望、

分析に関してディスカッションし、具体的事例の検討を行う。さらに学会発表や学術論文作成の指導を行い修

士論文に対する助言と指導を進めて行く。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表等を総合的に評価する。 

 

安全人間工学演習（１）   石田 敏郎 

 安全に関係する学問分野は、人間工学、心理学、人間信頼性工学、安全工学などがある。近年、システムの

巨大化とともにエラーの内容も複雑になってきており、個々の人間のエラーのみでなく、組織的なエラーに対

する対応も求められている。ヒューマンエラーの心理学および人間工学的研究に関する文献を中心に、人間

行動モデルの理解、ヒューマンエラーの実験的検討の方法、事故分析の実際、および事故防止対策立案の

方法とその評価について学ぶ。対象となる分野は、道路交通、航空をはじめ、各産業現場である。 

 成績評価基準：授業中の発表 

 

安全人間工学演習（２）   石田 敏郎 

 演習（１）を基礎とし、各分野の事故統計資料および事故・不具合報告書をもとに、統計的分析と事例分析を

行い、ヒューマンエラー防止のための具体的方策を探る。その際、人間行動からの観点および事故分析的な

観点からのアプローチが必要となる。演習（２）では、これらの観点から、如何に事故防止対策を導き出すかに

ついて、実際のデータをもとに検討する。さらに、安全に関する人間行動の理解には、観察、実験、調査といっ

た手法が不可欠であるが、それらの手法について文献調査と過去に当研究室で実施してきた研究を基に検討
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を加え、修士論文を作成するための基礎的な研究知識の習得を目指す。 

 成績評価基準：授業中の発表 

 

福祉工学演習（１）   藤本 浩志 

 福祉工学では、単にモノづくりのためのツールとしての工学的な知識のみならず、支援する対象であるヒトの

諸機能に関する知見も不可欠である、実験や関連資料、現場での体験等を通じて、福祉工学の各論を構成す

る以下の事柄に取り組む。①移動支援機器、コミュニケーション支援機器、介助支援機器等、狭義の福祉機器

である機能代行機器の現状とその問題点および研究開発動向の把握。②健常者のみならず障害者や高齢者

の身体の諸機能（運動機能特性や感覚知覚機能特性等）の定量的な評価手法の検討。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

福祉工学演習（２）   藤本 浩志 

 福祉工学演習（１）を踏まえて、ヒトの機能を補完して環境との円滑なインタラクションの実現を目指した適切

なインターフェースに関する具体的な課題に取り組む。その際には、身体諸機能の機序の解明を目指した基

礎研究と、同時にそれらの知見に基づいて実用化を目指した応用研究の両方の視点からのアプローチを想定

している。また特に応用研究については、広義の福祉機器として、ユーザを障害者や高齢者に限定せずに全

ての人々にとって有用となるようなユニバーサルデザインのモノづくりのコンセプトも重視したい。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

情報処理心理学演習（１）   中島 義明 

 参加者各人の研究テーマに即した、情報処理に関連する「理論的問題」を取り上げ、これらの諸問題につき、

専門誌等の知見を参考にしつつ、全員で討論する。これらの過程の中で、研究遂行上必要な理論的背景、方

法論等の「基礎的知識」の習得を目指す。 

 成績評価基準：①出席の程度及び②与えられた課題に対する発表内容に基づいて行なう。 

 

情報処理心理学演習（２）   中島 義明 

 参加者各人の研究テーマに即した、情報処理に関連する「実際的問題」を取り上げ、これらの諸問題につ

き、専門誌等の知見を参考にしつつ、全員で討論する。これらの過程の中で、現実生活場面と密着した研究

の遂行上必要なこれまでの知見や方法論等の「応用的知識」の習得を目指す。 

 成績評価基準：①出席の程度及び②与えられた課題に対する発表内容に基づいて行う。 

 

社会的実践認知科学演習（１）   宮崎 清孝 

 認知に対する文化歴史的アプローチという考え方を対象とする。認知が個人だけではなく、それを取り巻く文

化との相互作用の中で発展していくという考え方である。ここではその研究史、研究の方法などについて、基

本的な文献を講読していく。 

 成績評価基準：授業への出席と発言などの貢献、割り当てた文献の発表内容に基づいておこなう。 

 

社会的実践認知科学演習（２）   宮崎 清孝 

 演習(1)を基礎として、特に教授学習過程、またそれ以外でも各受講者の問題関心のある領域を題材として、

より具体的な研究の動向を 新の論文を講読することにより検討する。 

 成績評価基準：授業への出席と発言などの貢献、割り当てた文献の発表内容に基づいておこなう。 
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心理行動学演習（１）   鈴木 晶夫 

 実験計画は、調査・実験的研究の基本であると考えられるので、整理しておきたい。 

 さらにこの演習では、ノンバーバル行動、コミュニケーション、感情、健康、からだ、行動をキーワードとして、

身体と精神の相互作用を中心に考えたい。これらに関連する先行研究の文献を取り上げ講読する。人間科学

という視点から心理行動学を幅広く追究したい。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表を中心に評価する。 

 

心理行動学演習（２）   鈴木 晶夫 

 各受講者の研究テーマを中心に、その研究の背景、問題、研究目的、研究計画、結果等について個人発表

してもらい、討論する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表を中心に評価する。 

 

言語情報科学演習（１）   菊池 英明 

 音声言語の理解・生成・インタラクションなどのモデル構築およびその応用を目的として、音声言語メディアの

特性について調査・分析を行う。具体的には、音声対話インタフェース、感情・態度の理解表出モデル、知的

検索エンジンなどへの応用を想定して、音声言語メディアの特性について関連分野の知見を文献により調査

したり、音声言語データを収集・解析して、その特性を明らかにする。定期的に進捗状況報告、輪講、発表など

を行なう。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

言語情報科学演習（２）   菊池 英明 

 音声言語メディアの特性を踏まえたうえで、コンピュータ・情報処理技術の導入や開発を通じて、音声言語の

理解・生成・インタラクションなどのモデルを構築し、音声対話インタフェース、感情理解ロボット、知的検索エン

ジンなどの実現を試みる。ソフトウェア・システム開発やデータベース構築などの一連の技術サイクルを通して、

進捗状況報告、成果発表、デモンストレーション発表などを行なう。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

知識情報科学演習（１）   松居 辰則 

 人工知能に関する基本的な理論・技術を学習した上で、システム構築を行う。ここでは、記号論理による知識

表現、推論、学習、そして、ニューラルネットワーク、遺伝的アルゴリズムなどの実装が対象となる。また、確率

的な手法を用いてデータマイニング、Ｗｅｂマイニング、テキストマイニングなどの知識発見も対象とする。演習

（１）では各人がシステム開発の目的と対象領域の設定、 適な理論・技術の選択とカスタマイズ（改良）、実装

までを行う。 

 成績評価基準：研究進捗発表（月に 1 回行う）の内容のみで評価する。 

 

知識情報科学演習（２）   松居 辰則 

 人間の「感性」に科学的・工学的にアプローチする。特に、人間とコンピュータ、人間と人間、さらにはコンピュ

ータを介した人間同士のインタラクションにおける「感性」の扱いを考究する。音楽情報処理、コンピュータによ

る感情の扱い、ゲームの面白さの定量化、人間の曖昧さの扱いなどがテーマとなる。また、人間の知識獲得過

程における新しい測定・評価手法の開発なども想定される。ここでは、人工知能、認知科学、数理統計、評価・

測定に関する理論・技術が基盤となる。 
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 成績評価基準：研究進捗発表（月に 1 回行う）の内容のみで評価する。 

 

人間生体機能動態学演習（１）   宮崎 正己 

 本授業では、人間と人間が生活する環境の関わりに関して、労働生理学的な観点から、人間の諸機能に関

して取り上げた文献等を選び、分担講読をおこなう。基本的な領域とその周辺領域を包括して、研究指針をた

てる。 

 成績評価基準：授業出席の状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する 

 

人間生体機能動態学演習（２）   宮崎 正己 

 本授業では、演習（１）を基礎として、さらに研究を展開するために、先行研究の論文を講読し、論議をおこな

う。 

 成績評価基準：授業出席の状況、授業中の発表レポート等を総合的に評価する。 

 

感覚情報処理学演習（１）   百瀬 桂子 

 感覚系を脳活動により評価する方法の１つとして、脳波などの生体信号を評価するための技術を、文献輪読

を通して学ぶ。生体信号特有の不規則性・非線形性を評価するために、まず不規則信号の統計学的取り扱い

を学び、さらに特定の感覚応答信号を対象としてとりあげ、その信号処理技術を理解する。 

 成績評価基準：本演習および各自の研究テーマへの取り組みを総合的に評価する。 

 

感覚情報処理学演習（２）   百瀬 桂子 

 感覚系の情報処理過程に関して、コンピュータ技術を活用した評価法とその評価情報の応用・活用につい

て、 近の研究論文輪読と討議を通して、具体的な評価対象や方法論に関する研究を学ぶ。これによって、

情報通信技術の生体情報の測定への応用の現状と新たな可能性を論考する。 

 成績評価基準：本演習および各自の研究テーマへの取り組みを総合的に評価する。 

 

生態心理学演習（１）   三嶋 博之 

 書籍や論文を読み、討議することを通じて、ギブソン生態心理学の基本的アイディアについて学習するととも

に、実証的な研究を自ら発想し遂行するための基礎技術（論文投稿の方法や、実験機材の使用法等）につい

て学習する。実際に研究を遂行していくために必要な種々の実践的知識を吸収するため、グループでの追試

研究を行う。 

 成績評価基準：出席状況、発表、成果物等を総合的に勘案して行う。なお、本演習は修士課程１年生を対象

とする。 

 

生態心理学演習（２）   三嶋 博之 

 ギブソンおよびその後継者たちによって展開されている生態心理学的研究のうち、受講者の修士論文課題と

関連した文献を過去から現在まで網羅的に収集し、検討を加える。また、必要に応じて、関連の統計的手法や、

機材、ソフトウェアの使用法について学ぶ。併せて、APA 形式の論文書式について学習する。 

 成績評価基準：出席状況、発表、成果物等を総合的に勘案して行う。なお、本演習は修士課程２年生を対象

とする。 
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［教育コミュニケーション情報科学研究領域］ 

 

教育実践学演習（１）   浅田  匡 

 教育実践を対象とした研究に関して、授業研究を中心に扱う。システムズ・アプローチ、現象学的アプローチ、

教育技術的アプローチなど、授業研究のさまざまなアプローチを国内外の文献研究により概観し、研究者とし

ての教師が自らの授業実践を研究・改善していくアクション・リサーチおよびそれを共同で行うメンタリング・リサ

ーチについて、研究方法に焦点をあてた文献講読を中心とした論及を行う。文献は、McIntyre,D. et al.(1993) 

Mentoring Kogan Page を用いる。 

 成績評価基準：講義における出席、発表及びレポートによる総合評価 

 

教育実践学演習（２）   浅田  匡 

 教育実践学が研究対象とする、教師の知識研究、教師の信念研究、教師の思考様式、など教師の思考過程

に関する研究を概観し、これからの教師及び授業研究の研究課題を探究する。また、ＩＴ技術の発展による授

業の変化は、教師の役割を含め、授業モデルの新たな構築が求められているため、これからの授業、あるいは

学校学習モデルの構築を、今までの授業モデル、学校学習モデルをレビューし、考察する。基本文献は、

Review of Educational Research 及び research on judgment and decision making 等の雑誌論文を用いる。 

 成績評価基準：講義における出席、発表及びレポートによる総合評価 

 

情報意味論演習（１）   岩坪 秀一 

 アンケート調査の集計結果及び入学試験成績データについて本来の評価目的を達成できなかった例をいく

つか取り上げ、その欠点がどこにあったか探るための統計的方法を示し、改善の指針を与える。 

 成績評価基準：レポートにより評価する。 

 

情報意味論演習（２）   岩坪 秀一 

 情報意味論（１）に基づいて、実際にアンケート調査を計画、実施し、その統計的分析結果から調査票の評

価を行う。 

 成績評価基準：レポートにより評価する。 

 

情報コミュニケーション科学演習（１）   金子 孝夫 

 コンピュータメディアとしてのテキスト・音声・画像・アニメーションなどのマルチメディア情報を活用して、コミュ

ニケーションネットワークを介して教育コンテンツを発信・受信することで、高等教育での講義・演習・実習・試

験などを支援することができる。そこで、受講者の理解度の向上や授業の効率化などを評価尺度として、教育

の方法とその効果について実験・調査検討を行う。 

 成績評価基準：授業中の発表と実習のレポートにより評価する。 

 

情報コミュニケーション科学演習（２）   金子 孝夫 

 コンピュータメディアとしてのテキスト・音声・画像・アニメーションなどのマルチメディア情報を活用して、コミュ

ニケーションネットワークを介して教育コンテンツを発信・受信することで、高等教育での講義・演習・実習・試

験などを支援することができる。そこで、受講者の理解度の向上や授業の効率化などを評価尺度として、教育

の方法とその効果について実験・調査検討を行う。 

 成績評価基準：授業中の発表と実習のレポートにより評価する。 
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ネットワーク情報システム学演習（１）   金   群 

 情報処理の基礎理論および高度な応用技術について学ぶ。 

 人間中心のネットワーク情報システムをテーマに、１．ネットワーク情報システムの基盤をなすデータベースの

応用技術 ２．利用者の振る舞いに適応するユーザ・インターフェース ３．人間の知性と感性を学んだ知能情

報メディア ４．サービス指向の協調共有型検索エンジン ５．高度な情報通信技術によるｅ－ラーニング支援

環境の構築 などを、受講生の関心と興味に応じて一部選択し、取り上げる。 

 そして、これらのネットワーク情報システムに関する新たなモデル手法とフレームワーク、構築法などを紹介し

ながら、具体例を通して、研究遂行上必要な基礎知識と関連する基盤技術および問題発見・解決力を習得さ

せる。 

 成績評価基準：輪読発表と課題レポートを中心に評価する。 

 

ネットワーク情報システム学演習（２）   金   群 

 分散コンピューティングおよび 新のネットワーク技術について学ぶ。 

 コンピュータと人間が協調できるネットワーク情報システムをテーマに、１．情報を分散して蓄積、管理、利用

するための分散データベース技術 ２．高度な自律分散協調を実現するピア・ツー・ピア技術とそれを利用した

知識情報共有・活用支援 ３．ライフタイムにわたるユビキタス情報マネジメント ４．情報弱者を含む多様な利

用者を対象とした Web サービス・ユニバーサルサービス ５．時間・空間を越えたコラボレーションを円滑にす

るグループウェア技術とそれを利用した協調作業支援 などを、受講生の関心と興味に応じて一部選択し、取

り上げる。 

 そして、これらのネットワーク情報システムに関する 新の技術動向と展望を紹介しながら、具体的な実現を

通して、研究遂行上必要な要素技術と研究方法論を習得させる。 

 成績評価基準：輪読発表と課題レポートを中心に評価する。 

 

インストラクショナルデザイン論演習（１）   向後 千春 

 インストラクショナルデザインの領域において有意義な研究をするための基礎を身につけます。前期には、こ

の領域における自分のテーマを設定し、先行研究のサーベイ、研究計画の立案をします。後期には、研究計

画に基づいて、研究を実施し、研究レポートを作成します。「インストラクショナルデザイン論演習（２）」との同時

受講はできません。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

インストラクショナルデザイン論演習（２）   向後 千春 

 インストラクショナルデザイン論演習（１）に引き続き、各自のテーマにあわせて修士論文レベルの研究を指導

します。「インストラクショナルデザイン論演習（１）」の履修を条件とします。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

情報コミュニケーション技術論演習（１）   スコット ダグラス 

 The theme of this seminar is information and communication technologies (ICT) and the emphasis is on 

using these tools for intercultural communication. This course is designed to help students pursue their 

interest in ICT-related topics with the goal of conducting research in their area of choice. 

 All communications will be in English, including class discussions and assignments. Students electing this 

course should have a TOEIC score of 600 or higher to more fully participate. Interested students should 
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contact the instructor prior to enrolling. 

 Active in-class participation is essential to this course.  Students will receive a daily participation grade. 

There will also be a short term paper due at the end of the semester. Additional details about this paper will 

be given in class. 

 

情報コミュニケーション技術論演習（２）   スコット ダグラス 

 The theme of this seminar is information and communication technologies (ICT) and the emphasis is on 

using these tools for intercultural communication. This course is designed to help students pursue their 

interest in ICT-related topics with the goal of conducting research in their area of choice. 

 All communications will be in English, including class discussions and assignments. Students electing this 

course should have a TOEIC score of 600 or higher to more fully participate. Interested students should 

contact the instructor prior to enrolling. 

 Active in-class participation is essential to this course.  Students will receive a daily participation grade. 

There will also be a short term paper due at the end of the semester. Additional details about this paper will 

be given in class. 

 

教育情報工学演習（１）   永岡 慶三 

 コンピュータその他のテクノロジー利用による教育の方法について、その基本原理や具体的システム開発の

手法について、演習する。 

 １年生が登録して下さい。 

 成績評価基準：授業への参加の度合、課題に対する回答などより評価する。 

 

教育情報工学演習（２）   永岡 慶三 

 教育の場を中心として人間の活動を客観的・定量的に扱う方法を演習する。学校教師の立場からあるいは企

業における人材活用の立場からも有効な技法である。 

 ２年生が登録して下さい。 

 成績評価基準：授業への参加の度合、課題に対する回答などより評価する。 

 

インターネット科学演習（１）   西村 昭治 

 インターネットの仕組みおよびインターネット上の様々なサービスを解説する。受講者は、演習課題として実

際に様々なサービスを利用しつつ、有効な活用法を模索し、新たなサービスに関して考察を行う。演習課題の

成果により評価する。 

 

インターネット科学演習（２）   西村 昭治 

 インターネット科学演習（1）を受けて、インターネットの 新技術の解説をおこなう。受講者は演習課題として

実際にインターネットの 新技術を活用したサービスを利用しつつ、有効な活用法を模索し、新たなサービス

に関して考察を行う。演習課題の成果により評価する。 

 受講者はインターネット科学演習（１）既習者に限定するとともに同時履修は認めない。 

 

教育開発論演習（１）   野嶋 栄一郎 

 教え－学ぶ過程に関わるヒトと環境とそれらの接面に関するシステムについて講義及び討議を行う。通常こ
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のような分野は教育工学とよばれるが、より広く、教育に関する科学的研究を志向している。教育工学、教育心

理学、教育測定学、認知心理学、教育学などの諸分野にまたがる内容となる。理論的中心課題、研究の方法

論等、研究の核となる部分に関連するテーマが中心となる。特に人間科学としての教育工学の位置づけに、ま

た人間科学とシステム理論の関連性に言及することを試みる。 

 成績評価基準： 

１）レポートおよびそれに準じる提出物による評価 

２）授業中の質疑応答の質の評価 

 

教育開発論演習（２）   野嶋 栄一郎 

 教育開発論演習（１）は、比較的、基礎的、理論的色彩が強いが、ここでは演習（１）をベースに、データや開

発課題を眼前にした、具体的な課題提供を試みる。カリキュラム開発と評価、教材開発と評価、教授＝学習過

程に関わる実践的研究、コンピュータネットワークを前提とした新しい学習環境の開発研究、マルチメディアの

教育効果、教育実践に関わる測定と評価等柔軟性に富んだテーマ設定を試みる。 

 成績評価基準： 

１）レポートおよびそれに準じる提出物による評価 

２）授業中の質疑応答の質の評価 

 

教育コミュニケーション学演習（１）   保崎 則雄 

 学校での教科活動、教科外活動において、人、言語、アーティファクトがどのような役割を果たしているのか、

どのように機能しているのかということを研究する。授業内言語活動、学習対象語での言語活動（英語教育な

ど）を記述し、分析する。また、教育方法の技術について、ワークショップ型の授業構成、フィールトリップの教

育機能、体験型学習、正統的周辺参加による学習、online 型学習などを学習対象教科との関連で研究する。

関連分野の Journal を中心として、学習理論関連の書籍を輪読する予定である。 

 成績評価基準：レポート、発表、ディスカッションを総合的に判断する。 

 

教育コミュニケーション学演習（２）   保崎 則雄 

 修士論文作成に向けての指導が中心となる。履修生の研究課題を論文として仕上げて行けるように指導を

行なう。その過程で国内外における関連学会での発表を義務づける。論文作成にあたっては、APA スタイルを

採用する。 

 成績評価基準：レポート、発表、ディスカッションを総合的に判断する。 

 

情報メディア教育論演習（１）   森田 裕介 

 情報メディアを活用した教育の一つとして、立体映像の制作を行う。まず、立体視の特性、立体映像と視覚負

担に関する基礎知識を習得する。次に、立体映像の撮影を行うとともにインターネット上に配信するための技

能を習得する。 

 成績評価基準：授業中の小課題と作品制作によって行う。 

 

情報メディア教育論演習（２）   森田 裕介 

 情報メディアを活用した教育の一つとして、バーチャルリアリティ教材の作成を行う。まず、コンピュータグラフ

ィックスの基礎を学び、プリミティブの配置、マテリアル、テクスチャマッピング、カメラの配置、ライティングなどを

習得する。続いて、VR 空間の立体映像表示を試みる。 
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 成績評価基準：授業中の小課題と作品制作によって行う。 

 

 

【講義科目】 

 

［地域・地球環境科学研究領域］ 

 

環境管理計画学特論 （偶数年度開講）  天野 正博 

 地球環境問題のうち地球温暖化、熱帯林減少問題を取り上げ、気候変動に関する政府間パネル（IPCC）や

国際食糧農業機関（FAO）の報告書を用いて、問題の実態を分析する。また、関連する国際条約文書を教材

として取り上げ、こうした環境問題に対する人類の取り組みについて議論を行い、問題解決のための理解を深

める。 

 成績評価基準：出席とレポート及びプレゼンテーション内容から総合的に判断する。 

 

地球生態学特論 （偶数年度開講）  太田 俊二 

 生態学は葉一枚のなかでの生物の動きから、地球規模の植物群系や純一次生産力の分布まで、さまざまな

空間スケールを理解する学問である。また、生物の分布や個体数が時間的にどのように変化してきているのか

を探るため、時間スケールは数秒から数十年、ときには数万年単位に及ぶこともある。この講義では比較的大

きな空間（地球規模）と長めの時間スケールで生物の生きていく姿を追いかけていこうと考えている。そのため

気候学的な思考法について、また、生態学初学者向けに個体群動態などの時間変化の考え方についても講

義する予定である。 

 成績評価基準：授業中の取り組みを直接評価する。 

 

環境生態学特論 （奇数年度開講）  森川  靖 

 光合成植物の誕生は 35 億年前である。この植物は、無限にある太陽エネルギーを、水と二酸化炭素から化

学エネルギー（有機物）に変換し、この有機物から始まる複雑な生態系を地球にもたらした。人類がこの生態系

の一構成員であった時代は長く、人類は生態系の変化に対応して生存する他の動物とまったく変わりはなかっ

た。しかし、文明を手にした人類は、森林を耕地、草地に変え、また化石燃料を利用することによって、地球大

気に影響を与えるようになった。生態系の構造と機能、生態系への人為影響（酸性雨、熱帯林減少問題など）、

人間生存に関わる環境と食糧などについて論議する。 

 成績評価基準：レポートにより評価する。 

 

環境社会学特論 （偶数年度開講）  鳥越 皓之 

 環境社会学についての専門性の高いレベルの方法論の検討をする。したがって、すでにこの分野について

の学部での環境社会学以上の十分な研究史の知識と分析能力があることを受講の条件とする。また、すべて

の授業の出席を前提とする。授業方法は半分がいわゆるオンデマンド方式で、鳥越が所持する環境社会学の

授業の DVD を各自に渡し、その発表を通じて互いに討論をする。自分でその DVD の内容から環境社会学

的課題を見つけだし、現在の環境社会学の動向を踏まえて報告をすることが義務づけられる。 

 成績評価基準：学生の報告内容によって行なう。 
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民族誌学特論 （奇数年度開講）  矢野 敬生 

 「環境と文化」に関するモノグラフを素材にとりあげる。フィールドワークの成果としての民族誌を「書く」ことを

念頭におきながら、モノグラフを「読む」ことを課題とする。文化人類学を専攻しない院生の受講も考慮して、前

半は一般的な和書（たとえば 柿崎京一・矢野敬生他編 2008『東アジア村落社会の基礎構造』御茶の水書

房）をとりあげ、後半は文化人類学に関するより専門的な Ethnography を読む予定である（具体的な書名につ

いては、開講時に相談のうえ提示する）。 

 成績評価基準：出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

人間環境変遷特論   井内 美郎 

 本講義では、人間環境を取り巻く自然環境変遷史の研究例を紹介する。自然環境の歴史は水域の堆積物

に連続的に様々な状態で記録されている。水域堆積物から読み出された情報およびその手法について、国内

・海外の例を紹介する。 

 成績評価基準：小テストおよび定期試験の結果を総合して評価する。 

 

地域資源特論   柏  雅之 

 20世紀以降、化石資源に依存してきた先進工業諸国の農業生産のあり方は、今日大きな限界に突き当たろ

うとしている。地球・地域環境問題と化石資源の枯渇問題である。こうしたなかで、資源保全・循環型の持続的

農業・地域システムの構築が求められている。本講義では、こうした問題の背景を明らかにするとともに、ローカ

ルレベルでの取組みのあり方について理解を深めてもらう。ここでのキーワードは、「地球環境時代にふさわし

い農の再定義の必要性」、「財政支出が投資効果を発揮する地域社会経済システムの構築」である。EUの先

端的な政策システムや実践事例、わが国の萌芽的事例をとおして問題解決への方向を考えられるようにして

いく。 

 成績評価基準：レポート 

 

動物行動学特論   三浦 慎悟 

 野生動物の行動生態学のうちとくに生活史戦略と関連する個体群生態学を取り上げる。多様な行動や生活

史をもつ鳥類や哺乳類を対象に、その社会構造、繁殖システム、個体群の動態と成長、生活史などの基礎的

な知識を習得し、これらを基礎に個体群のモデル化とシミュレーションの方法、生活史分析法を学び、野生動

物保全と管理への応用を試みる。野生動植物個体群の生活史と動態に興味と関心のある者が望ましい。 

 成績評価基準：一連の授業プログラムと課題の累積的な達成であるために、出席を 大限に重視する。 

 

開発援助実践学特論   天野 正博 

 先進国と途上国の間における南北問題を理解し、貧困問題が途上国側の努力だけでは解決できない現状

において、どのような援助を先進国がすべきか、その概念と具体的な技術方法を習得することを目的としている。

具体的には、開発援助のあり方についての講義を受けた後、実際に国際協力機構（JICA）が実施している途

上国の研修員向け授業を、途上国からの研修員と共に受講する。JICA での授業を受けた後、開発援助を実

践するために必要な事項を分析し、望ましい開発援助方法について考える。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 備考：第１回の講義を所沢キャンパスで受講した後は、夏休みと冬休みに国際協力機構・筑波研修センター

で開催される研修コースから、関心があるコースを選択し集中講義の形式で受講する。このため、受講したコ

ースによっては採点が期日より遅れる場合がある。 
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［人間行動・環境科学研究領域］ 

 

学習動機づけ特論   青柳  肇 

 新の学習と動機づけ研究について講義した後、関連した文献を読み、それについて議論する。 

 成績評価基準：文献の読みこなし状態と議論での発言状態及び出席状態 

 

発達行動学特論   根ケ山 光一 

 親子関係の変化をめぐる諸問題について、動物行動学の知見もまじえつつ講じる。とくに現代社会における

親子関係とその身体性に注目し、子別れの過程や、それを取り巻く哺乳類・霊長類としての生物学的要因、テ

クノロジーや価値観などの社会文化的要因と、その相互関連性を中心に検討する。なお、本講義はオンデマ

ンド方式と分類されるが、実際には所沢キャンパスでの教室における授業とオンデマンド授業を隔週で行うハ

イブリッド型とする。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

学習環境心理学特論   佐古 順彦 

 積極的な学習環境の構成について学習する。学校には人的資源と、物的資源があり、学習活動がある。学

習活動の測定インベントリや、教授法の工夫や、学級と学校経営の方法が研究されてきた。システム論的アプ

ローチ、生態心理学的アプローチ、建築心理学的アプローチ、動機づけ論的アプローチについて概観し、学

習活動のための環境形成について学ぶ。 

 成績評価基準：出席状況とレポートで評価 

 

建築計画学特論 （奇数年度開講）  佐野 友紀 

 建築、都市計画のために、人間の行動観察や建築の使われ方等のフィールド調査、文献調査、実験室実験

の手法を学ぶ。また、実際の調査データをもとに、統計的分析を行い、現象を予測、評価することで、建築計

画にフィードバックする手法を習得する。この際に、数理モデル、数学的・統計的分析手法を用いる。また、建

築の安全性、利便性、持続可能性等についてのテーマについて、問題点の解明と解決策の提案を行った上

で、論文形式のレポートとしてまとめる。 

 成績評価基準：出席状況、レポート及び授業での発表を総合的に判断する。 

 

行動理論特論   木村  裕 

 適応を獲得するということは、直面する問題、困難、課題、を解決することである。適応の過程を確認する方

法として、一つに、行動の変容過程を確認することがあげられよう。心理学は、行動の形成の原理として“古典

的条件づけ”を導入する一方で、“道具的条件づけ”の過程を見出し、困難を解決して新しい行動様式を獲得

する過程を理解する可能性の幅を広げてきた。この特論では、まず、パブロフ（Pavlov, I. P.）が脳の機能の研

究に用いた“古典的条件づけ”がどのようなものであったかを確認し、行動主義の主唱者ワトソン（Watson, J. 

B.）によって心理学研究に用いられた事例などを確認するところから始めたい。“道具的条件づけ”について

は、ソーンダイク（Thorndike, E. L.）、ハル（Hull, C. L.）、スキナー（Skinner, B. F.）等の考え方や理論を、マッ

キントッシュ（Mackintosh, N. J.）、シュバルツ（Schwaltz, B.）、メイザー（Mazur, J. E.）、アンダーソン（Anderson, 

J. R.）等によるとらえ方を参考にして確認してゆきたい。また、日常生活への応用可能性について行動分析学

の観点から検討を試みたい。 

 成績評価基準：出席率、レポートによるものとします。 
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発達科学特論   大藪  泰 

 乳幼児の社会的認知能力の発達について論じる。人間の心は、他者との間で、他の霊長類には見られない

ほど豊かな共有世界を構築する。誕生直後より人を志向する乳児の心は、養育者からの共感的な関わりを梃

子にして、心と心の結びつきを強めてゆく。そこには外界との関係性に鋭敏に気づく、きわめて特異で有能な

情動と認知の働きがある。新生児がもつ生物としての「ココロ」が、養育者との関係を足場にして、人間らしく文

化化された「心」に発達する過程を展望する。この特論では、同一の事物に他者と一緒に注意を向ける「共同

注意」（joint attention）という現象を基底に置き、乳幼児の「初期能力」「自己感の発生」「人との関係性」「物と

の関わり」「シンボルの形成」といった現象について論じられるだろう。 

 授業はパワーポイントを用いた講義形式で行われる。多くの映像（静止画、動画）を使用する。また随時質疑

応答の時間を設ける。英文資料も使用する予定である。 

 尚、本講義内容は、DP 科目認知 １-３・２-１・３-４、DP 科目社会情動 １-４・１-５、DP 科目言語 １-２・１-３・

１-４に該当する。 

 成績評価基準：授業出席状況、レポート等により評価する。 

 

建築環境学特論   小島 隆矢 

 建築学における環境心理生理研究分野では、近年、住居・建築・都市などの環境をよりよいものとすることを

目的として、広い意味での顧客（利用者、居住者、所有者、管理者等）の意識・行動・ニーズ・CS（顧客満足）を

把握するための調査分析手法が独自の発展をみせている。本講義では、その発展状況を概観するとともに、

いくつかの手法について講義と実習（PC を用いたデータ分析の実習を含む）を行う。実習の結果は調査報告

書の形式にまとめる。この報告書および出席等の状況により成績評価を行う。 

 

社会文化心理学特論   山本 登志哉 

 人間の精神が持つ本質的な社会文化性を、媒介的な関係の形成・展開という視点から理解します。心理学

全体の再定位を図る文化心理学の視点と、集団差を問題にする比較文化心理学の視点の可能性と限界を考

察し、系統発生・歴史発生・個体発生と文化性の交差の中に生まれ育つ人間を理解する視点を培うことをねら

います。より具体的には物質的な世界（資源）を含む多様な関係のネットワークの中に生まれ落ち、その関係構

造に動かされ、またそれを動かしながら生きている人間の姿を、具体的な事例を多角的に深く読み込む中で明

らかにしながら、そのような人間のあり方を記述する心理学の理論的な視点を探っていきます。 

 成績評価基準：レポートまたは試験による。 

 

［文化・社会環境科学研究領域］ 

 

産業職業社会学特論   河西 宏祐 

 日本の労使関係について考察する。毎時間の研究報告、レポート提出を義務づける。それらを総合的に判

断して成績評価を行う。 

 

歴史人類学特論   蔵持 不三也 

 本講は、文化人類学と歴史学の接点で、近年その成果が世界的な評価を受けるようになっている歴史人類

学を再検討することを目的とする。具体的には蔵持自身の歴史理論のみならず蔵持もその一部を著書や論文、

翻訳などで紹介しているフランスのアナル派（新しい歴史学派）、さらにはイタリアのＣ・ギンズブルクなどの作業

を取り上げるが、本講のもうひとつの狙いは、一連の講義を通じて、受講生が歴史に対していかなる視座を構
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築しうるかにある。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

アジア地域研究特論 （偶数年度開講）  店田 廣文 

 アジア社会に関する英文文献の講読をおこなう。取り上げるテーマは、都市、都市化、人口、高齢化、少子

化、環境、移民、移動などのうちから、選択する予定である。 

 成績評価基準：授業中の発表、レポート等により総合的に評価する。 

 

移民研究特論 （奇数年度開講）  森本 豊富 

 日本と海外の移民研究について、国際関係、コミュニティ、マス・メディア、芸術、ジェンダー、世代、言語、教

育、国籍、デカセギ、医療・健康福祉などの諸側面に関する調査研究の 新動向を検討する。受講生は、『移

民研究年報』や International Migration Review などに掲載されている移民関連の論文を用いて文献調査し、

報告することを課題とする。また、個人の関心に応じて、ブックレビューを書き、提出し発表してもらう。 

 成績評価基準：出席 30％、課題 30％、ブックレビュー40％で評価する。 

 

家族社会学特論 （奇数年度開講）  池岡 義孝 

 本講義では、日本の家族社会学の研究史を詳説する。対象とするのは、「家族社会学」という学問領域がま

だ通常科学化していなかった戦前段階から現在に至るまでとし、日本の研究に影響を与えた欧米の研究も必

要に応じて取り上げることにしたい。 

 成績評価基準：出席状況と学期末の課題レポートにより評価する。 

 

都市社会学特論 （偶数年度開講）  臼井 恒夫 

 近年、先進国の大都市の構造転換についてさまざまな視角から多くの研究が積み重ねられてきている。ここ

では、都市社会学および都市地理学が蓄積してきた研究成果のなかから基本的かつ重要と思われる研究を

取りあげながら、今日の都市の変化を読み解くための視点や論点について考察を進めていくことにする。 

 成績評価基準：出席点、報告内容、レポートによって総合的に評価する。 

 

科学史科学哲学特論 （偶数年度開講）  加藤 茂生 

 授業内容：近代以降、生命について人間はどのように考えてきたのだろうか。過去の人々が生命についてい

かに知識構成してきたかについて、いっけん迂回や停滞と見えるものも厭わずに丁寧に辿りなおし、現在のわ

れわれの思考とは異なる歴史的他者の思考を理解することに努めたい。現在の知識の高みから過去の人間の

知識を裁くのではなく、また、現在の知識と合致するもののみを正しい知識として選び出すのでもなく、異文化

としての過去の人間の精神に触れ、人間精神についての理解を深めることを目的とする。すなわち、近代の生

命科学・医学を対象とするが、あえて生命科学・医学の思考方法とは異なる思考方法、異なる視角をとる点に

注意してほしい。したがって、履修者には人文学の感性を求めたい。 

 授業方法：廣野喜幸・市野川容孝・林真理編著『生命科学の近現代史』（勁草書房、2002 年）と配布プリント

をテキストとする。順番に担当者が発表し、履修者全員で討論を行う。履修者は上記テキストを購入すること。 

 授業計画：以下のテーマについて考察する。近代生物学の思想的・社会的成立条件、近代生物学・医学と

科学革命、機械論と生気論、生命科学と社会科学、人類学と「人種」の概念、優生学の歴史、生態学と環境思

想の歴史、生物学と性科学、生物学とフェミニズム科学論、概念史から見た生命科学。 

 成績評価基準：出席、討論、発表によって総合的に評価する。 
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考古学特論 （奇数年度開講）  谷川 章雄 

 近世都市江戸の考古学に関する研究論文をとり上げ、それを解説しながら、考古資料の特質と限界、考古学

独自の分析方法、思考方法を明らかにし、隣接する歴史学・民俗学などの諸分野との学際的研究のあり方を

みていくことにしたい。すなわち、考古学の視点から、総合的・学際的研究を行うにあたっての課題と展望を考

えることがこの講義の目的である。 

 

フランス表象文化史研究特論 （偶数年度開講）  中村  要 

 フランスおよびフランス語圏を対象とする地域文化研究の一環として、フランスの表象文化について歴史的

展望を行なう。人間を取り巻くさまざまな表象を分析することにより、文化の多様な様態を明らかにする。日本文

化との比較、異文化接触の問題も視野に入れる。 

 主な研究課題：フランスの特殊性と普遍性、表象と共同体、他者との共生、ヨーロッパの現在。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

ドイツ近代国民国家特論 （奇数年度開講）  村上 公子 

 明治期の日本が、自国の「近代化」のモデルとしたのは、1871 年に成立したばかりのドイツ帝国であった。「ド

イツ」という国家はどのような成り立ちをし、そこにはどのような特徴が見られるのかを歴史的事実に即して考察

する。 

 成績評価基準：講義参加度、研究テーマの理解度を勘案して評価を行う。 

 

生活文化史研究特論 （偶数年度開講）  余語 琢磨 

 暮らし（生活・生業）をめぐる人々の多様な営みを、人類学と歴史学の交差する視座から複眼的に理解するた

めに、いくつかの代表的な調査研究例および担当者自身の研究をとりあげ、その着想・対象・方法論・分析の

妥当性・成果と残された問題点などについて概説するとともに、関連洋書の講読・輪読を行う。とり上げるテー

マとしては、技術、ものづくり、食文化、地域共同体、祭礼、環境知識、民俗医療など予定しているが、受講生

の関心のありように応じて柔軟に変更していきたい。 

 成績評価基準：参加度およびレポート内容により評価する。 

 

社会学説特論   西原 和久 

 グローバル化時代における現代社会学理論の諸学説を検討する。まず、現代社会学につながる社会学

の古典（ヴェーバー、ジンメル、デュルケムなど）をふまえながら、60 年代の知の変動(言語論、科学論、構

造主義、現象学など)をおさえる。次いでポストモダンの言説と 80 年代の統合的な社会学理論（ハーバー

マス、ギデンズなど）を検討対象にしつつ、90 年代の社会学説を視野に入れた現代社会学理論の対立

軸の焦点化と社会学基礎論（行為、権力、制度、国家など）の再検討を行う。基本的な視座は、現象学的

社会学ないしは「意味社会学」の社会理論にあるが、広い意味ではグローバル化時代の社会学的国家

論の展開といってよいだろう。本年度は、日本／中国／東アジアなどの事例をふまえて身体・他者・国家

の再検討を行う予定である。 

 成績評価基準：出席状況３０％、レポート（あるいは試験）７０％ 

 

自然人類学特論   藤田  尚 

 自然人類学は、ヒトを主として生物学の立場から研究する学問領域である。われわれの身体的・社会的特徴

が、どうして、いつ獲得されたのかは、実は霊長類の進化の過程の中に解答が求められる。人間科学を大学院
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レベルで専攻する学生諸君には、是非本講義を通じて、ヒトとは人間とは何者なのか、われわれはどのように

形成され、どこへ向かって進化しようとしているのかを学んでほしい。 

 成績評価基準：出席とレポートによる。 

 

スペイン社会文化特論 （奇数年度開講）  竹中 宏子 

 スペインは、地域色が強く、多様性を特徴とする国だといわれる。本講義では、スペインの社会や文化に関す

る研究史を通して国家や地域社会と文化の問題を議論し、その視点からスペインの社会・文化的な内実を明ら

かにする。そこでは特に、フランコ独裁政権以後の時代を取り上げ、スペインにおける人類学やフォークロアの

研究史を追いながら、「スペイン」という近代国民国家とその地域性について考えたい。なお、本授業は文献を

輪読する演習形式で行なわれる。スペイン語で書かれた文献を扱う予定である。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

［健康・生命医科学研究領域］ 

 

生体発達科学特論 （偶数年度開講）  木村 一郎 

 近年著しい進展を見せている生体発達科学（発生生物学）について、その基盤となっている伝統的発生学を

踏まえながら、発生遺伝学を中心とした知見を紹介する。特に細胞の増殖・分化、形態形成等を扱いながら、

個体発生における構造と機能の構築の基礎となる細胞の動態について考察する。また、発生生物学の応用と

しての発生工学、生殖医療などの生命操作技術についても紹介する。 

 成績評価基準：出席状況および課題レポートを評価する。 

 

細胞組織学特論 （偶数年度開講）  小室 輝昌 

 細胞組織学の基礎的事項の復習的内容と、研究トピックスの両者より構成。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

生体機能学特論   今泉 和彦 

 本特論では、以下の 近のトピックスについて講義する。 

１）飲酒（アルコール摂取）と生体機能との関連（１） 

２）飲酒（アルコール摂取）と生体機能との関連（２） 

３）飲酒（アルコール摂取）と生体機能との関連（３） 

４）茶カテキン摂取による生体機能との関連（１） 

５）茶カテキン摂取による生体機能との関連（２） 

６）ドーピング作動薬と生体機能との関連（１） 

７）ドーピング作動薬と生体機能との関連（２） 

８）亜鉛欠乏と生体機能との関連（１） 

９）亜鉛欠乏と生体機能との関連（２） 

10）鉄欠乏と生体機能との関連 

11）香辛料（特にトウガラシ成分）摂取と生体機能との関連 

12）骨格筋の可塑性（肥大・萎縮）とその調節（１） 

13）骨格筋の可塑性（肥大・萎縮）とその調節（２） 

14） 近の研究成果の紹介 
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 成績評価基準： 

 

神経内分泌学特論   山内 兄人 

 体内には液性情報と神経情報がある。血液を介して情報を伝達するホルモンは液性情報の一つである。脳

は脳神経により体内外の近く情報を受け、かつ、筋や内臓に司令情報を送る神経情報の本部である。ホルモ

ンを分泌する内分泌器官も脳による神経制御を受け、脳の神経細胞もホルモンによって影響を受ける。また、

脳そのものからも、ホルモンが分泌されている。内分泌系と神経系のお互いの関係や、神経と内分泌系による

からだの機能の制御を明らかにしていくのが神経内分泌学である。この講義では性行動や母性行動、排卵、

妊娠授乳等の生殖生理の神経内分泌制御を 新の知見を中心に学ぶ。特にセロトニン神経に焦点をあてる。 

 成績評価基準：出席とレポートで総合的に評価します。 

 

運動制御・バイオメカニクス特論   鈴木 秀次 

 日常生活やスポーツ活動時に起こる動きの仕組みを運動制御とバイオメカニクスの立場から解説し、その動

きの科学的根拠がどこにあるかを講義する。特にいま話題となっている初動負荷理論について、なぜこのトレ

ーニングによって、スポーツ活動に必須の条件であるスピードとパワーがそなわり、躍動感、リズム、爆発力が

身につくのか。さらにこのトレーニングによって、柔軟性が高まり、怪我の予防と健康増進につながるのかにつ

いて 近の実験データを踏まえながら解説する。 

 成績評価基準：２回のレポートで評価する。 

 

神経機能学特論 （奇数年度開講）  永島  計 

 講義は生命の恒常性の維持を司る脳、視床下部の機能、解剖を解説していく。進行はテキストに基づき基本

的な知識をまず教官が講義する。その後、学生個人がテキストを読み、理解、必用な知識を添付し、プレゼン

テーションを行い、教官がコメント、補完していく。 

 テーマは視床下部であるが、基本的な発表の方法、脳科学の実験法、解析法の基本を学んでいくことを目

的とする。 

 

免疫学特論 （偶数年度開講）  鈴木 克彦 

 免疫とは、体外から侵入した微生物や異物、あるいは体内に生じた異常物質や老廃物、病的細胞などを排

除し、体内の恒常性（ホメオスタシス）を維持しようとする生体の防御システムをさす。多種類の細胞（食細胞、リ

ンパ球等）や液性因子（抗体、補体、サイトカイン等）が協働作業をおりなすが、エイズにみられるような免疫不

全症では感染症や腫瘍増殖をきたし、逆に過剰な免疫応答はアレルギー疾患や自己免疫疾患を引き起こす。

本講義では、前半は免疫学の基礎知識と基本的概念の習得に重点を置き、後半は関連する生命現象やライ

フスタイルとの関連、疾患まで、さまざまな側面から免疫現象について解説する。 

 成績評価基準：受講状況とレポートを総合して成績を評価する。 

 

健康医学特論 （奇数年度開講）  河手 典彦 

 わが国は既に高齢社会となったが、この状況下で健康寿命延長をめざした国民の｢健康｣に対する関心の高

まりは近年とくに顕著である。 

 全ての人間生活の基盤である健康を保持するためには、先ず日常の様々な生活習慣や環境因子などの検

証に基づいて、疾病に侵されないための有効な対策を見出し実践することが重要となる（一次予防）。 

 更に健康を保持するためには、所謂二次予防や三次予防といった臨床医学に直結する領域について、各個
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人が可能な限りの正確な知識を持って、万が一の際にも慌てる事なく適切な選択と行動がとれることが理想で

ある。 

 これらの観点に基いて、わが国で遭遇する可能性の高い代表的疾患を対象として、その疫学や病態などの

基本的な医学知識の正確な習得に努力する。次いで健診の理解にも繋がる有効な各種の診断方法の実状を

提示する。さらにその疾患の標準的治療法および第一線の関連トピックスなどを紹介しながら、健康生活獲得

のためにはどうすればよいのかを具体的に考えていく。 

 今までの各自の健康の重要性の認識に新たな視点を加え、自身の健康医学観形成の一助とすることが本講

の基本的な狙いである。 

 成績評価基準：授業出席状況と試験成績などから総合的に評価する。 

 

応用健康科学特論   竹中 晃二 

 従来、健康教育の研究では、ヒトの健康阻害要因の除去や制御、たとえば喫煙、飲酒、栄養(肥満)、運動不

足、ストレス問題など、健康に対するネガティブな要因を別々に評価し、それらを除去したり、変容させることに

注意が向けられていた。しかし、 近ではヒトの健康関連問題を「総合的」に捉えたり、健康関連問題を「行動」

として扱う観点が主流を占めるようになってきた。前者の観点では、健康阻害要因のそれぞれは複雑にリンクし

ており、そのため総合的な健康プログラムとしてのウエルネス活動、またはヘルスプロモーション活動が注目を

浴びている。たとえば、健康危険因子の評価、禁煙、血圧コントロール、運動や体力作り、体重コントロール、

栄養教育、ストレス・マネジメント、腰痛予防などを一つの総合的プログラムとして扱い、健康教育と実践を一つ

の範疇で捉える動きである。もう一つの観点は、ヒトの健康に関わる行為を「行動」と見なし、その行動を変容さ

せたり維持させるためにいくつかの健康行動モデルを想定し、それらのモデルによって介入を考えるという研

究である。 

 成績評価基準：毎回の BBS への書き込み課題、小レポートの提出、スクーリングにおける研究発表および課

題レポートによって加算評価を行う。 

 

ヘルスプロモーション特論 （奇数年度開講）  辻内 琢也 

 世界保健機構（WHO）は、健康のための基本的条件・資源として、平和・住居・教育・食物・収入・安定した生

態系・生存のための諸資源・社会的正義と公正、を挙げている。また、疾病の予防は個人のみで実現できるも

のではなく、社会環境の整備が必要であり、病気になった人をいたずらに非難することは避けるべきであると明

言している。本特論では、健康増進言説・予防医学言説・自己決定言説の背後にあるポリティクスを浮き上がら

せた上で、物語りと対話に基づく医療（NBM; Narrative Based Medicine）に基づいた新しい健康づくりのあり方

について考察してゆく。本講座はグループ学習と発表を中心としたボトムアップ方式で行う。 

 

［健康福祉科学研究領域］ 

 

障害者支援論 （奇数年度開講）  山内  繁 

 障害基礎論における現代的課題のうち も重要なものに、ICF において定式化された「医学モデルによるア

プローチと社会モデルによるアプローチの弁証法的対立」を止揚した統合モデルの確立がある。この講義では、

この課題にアプローチするための準備作業として、この対立の形成並びに未解決の問題点を原典を通じてた

どる。 

 この対立を具体的に検討するための障害者支援の場面として、支援機器による支援を取り上げる。このとき、

支援機器においては、オーファンプロダクツとユニバーサルデザインとの二元論的でとらえることができる。オ
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ーファンプロダクツは医学モデルに、ユニバーサルデザインは環境に着眼する点において社会モデルに通じ

るものがあるが、必ずしも概念として対応しているわけではない。これらの概念の検討において、QOL をキーワ

ードとして、統合モデルへの道を探る。 

 

福祉ロボット工学特論   可部 明克 

 各国で研究開発が進められているサービスロボット、特に福祉ロボットについて要素技術を調査し、ベースと

なるロボット( e-PUCK ロボットなど)を使用して機能設計を行い、開発プロジェクトを経験する。 

 また、課題提出により自らの専門分野に関連するロボット技術の深堀を行う。 

 

１ ロボットの動作制御（メカ構造の把握、座標系、数値制御等） 

２ ロボットのセンサシステム （ビジョン、音声、ＩＣタグ、生体等） 

３ ネットワークシステム（基本構成、通信プロトコル、具体的なネットワークシステム） 

４ ロボットの応用システム（福祉用アプリケーション機能、生体計測応用システム、応用システムの設計） 

 成績評価基準： 

①授業での発言頻度・内容 

②プロジェクトの内容（創造性、専門性、実現性） 

③課題提出 

 

“ For International Students” 

 A project oriented course dealing with the overall principles of Service Robotics, currently developed in the 

world, especially for healthcare and welfare purposes. Pick up several technical issues as introduction, and 

design the main functions based on the robot system for education ( e-PUCK robot, and others). 

The final report about specific technical issues of robotics, related to major of each student, is required. 

 

1. Trajectory Control of Robot ( Mechanical Structure, 3D-Coordinate Frames, Numerical Control) 

2. Sensor System of Robot ( Vision, Voice Recognition, Bio-sensor, RF-ID ) 

3. Network System ( Basic Configuration, Communication Protocol, Specific Network ) 

4. Application Systems of Robot ( Application Functions for Healthcare and Welfare, Bio-sensor systems, 

Other Application Systems) 

 Note: The main language of this course is Japanese.  Instructions and Information are provided in English 

for International Students additionally.  

 

1. Contribution by discussion 

2. Project Achievement ( Creativity, Speciality ,Feasibility ) 

3. Final Report 

 

老年社会福祉学特論 （偶数年度開講）  加瀬 裕子 

 老年学は、個人の身体的変化から社会的現象まで、老化に伴う諸問題について研究する学問である。老化

に伴う問題を、社会福祉学の視点から研究する老年社会福祉学は、単に老人福祉を対象とするものではない。

高齢化や少子化によって生じる個人の生活への影響や社会構造への影響について、国際的動向を踏まえて

概説する。 
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 成績評価基準： 授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

生命医療倫理学特論 （偶数年度開講）  土田 友章 

 生命医療の倫理の基本的諸問題を通覧し、とりわけ死生学に焦点をあてて検討する。さらに、それらの基礎

となる倫理論を考察する。 

 成績評価基準：クラスへの参加、積極的発言、期末小論文などを総合して評価する。 

 

スポーツ健康マネジメント特論 （奇数年度開講）  吉村  正 

 チームマネジメント、目標達成マネジメント、「やる気」が出るマネジメント、監督やコーチ(指導者)の在り方、役

割、指導法、また、施設・用具や金銭の扱い方等について講義する。加えて、スポーツ健康マネジメントに関す

る文献講読や現場実習も行い、それらについて相互に議論する。 

 

社会保障政策特論 （奇数年度開講）  植村 尚史 

 年金、医療、介護など社会保障に関する具体的なテーマについて、 近の政策の動向を中心にコメントする

とともに、課題を設定し、報告、ディスカッションを行う。 

 成績評価基準：適宜課題を出す。その内容とディスカッションへの参加状況によって評価する。 

 

健康福祉管理特論   扇原  淳 

 本講義では、健康管理と福祉管理の２つの領域に関する 新の研究成果や政策の現状と展望について概

説する。健康管理領域では、日本および世界が抱える健康問題（人口・保健統計、感染症、生活習慣病、環

境汚染、気象・気候、薬物、国際保健協力等）とその対策の現状について具体的事例を挙げるとともに 新の

研究成果について概説する。福祉管理領域では、福祉管理政策・制度の歴史、現実の福祉行政組織・機関・

施設等の運営・管理（組織や人材管理の基本、医療保険、介護保険、ヘルスプロモーション、事故防止と安全

確保等）および地域福祉管理（NPO、NGO、ボランティア等）の現状と課題および当該分野の研究動向（ヘル

ス・コミュニケーション、総合的品質管理等）について概説する。 

 成績評価基準：平常点 60％、レポート 40％とし、２つを合計し 60％以上を合格とする。 

 

予防医学特論 （偶数年度開講）  町田 和彦 

 広義の予防医学の定義としては個々の疾病に対して臨床家が患者に対して衛生活動を行う場合も含めるこ

ともあるが、日本では人間を取り巻く自然環境や社会的環境の健康に及ぼす影響を調べ、疾病の予防と健康

の保持増進を図る衛生学と公衆衛生学を統括したものと考えられてきた。特に本研究科は医学部ではないの

で後者を重視した予防医学の立場をとるが、近年では健康の保持、増進から疾病の早期発見、疾病悪化予防、

リハビリテーション、福祉政策にいたる広域的な健康福祉医療政策を見据えた予防医学について講義を中心

に行っていく。学部の広義と異なり、予防医学の全般について講義するものでなく、私が今まで衛生学、公衆

衛生学、環境保健学の各分野で行ってきた研究を特に研究のプロセスにこだわって授業を行うつもりである。 

 取り上げられるテーマとしては、今まで研究者としてたどってきた順に次のようなテーマを考えている。1．日内

リズムの生体に与える影響(動物実験)、２．感染症の疫学(麻疹ワクチンの効果と流行に及ぼす影響の把

握)(血清疫学調査)、３．カドミゥムを中心とした微量元素の生体影響(動物実験)、４．鉱山地域における微量

元素の飲料水、農作物、生体に及ぼす影響(試料分析調査)、５．無医地区における健康管理（健康調査）、６．

非Ａ非Ｂ肝炎および成人Ｔ細胞白血病の血清疫学調査（試料分析調査）、７．ライフスタイル(特に自由運動習

慣とストレスについて)の非特異免疫を中心とした生体防御機能に及ぼす影響(動物実験)、８．高齢者のライ
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フスタイルと健康や生きがいとの関係についての健康管理調査、９．渡良瀬川･利根川･江戸川水系における

河川水と水道水の関係(化学分析調査)、10．大学時代の運動と中高年期の健康と生きがいについて(アンケ

ート調査)、11．ライフスタイルが医療費に及ぼす影響に関する調査研究(日本におけるレセプト調査)、12.中

国（天清市）における高齢者に対する健康増進運動と医療行動調査、13.健康福祉医療政策 

 成績評価基準：毎回の授業についての感想と各自の研究についてのレポートおよび出席等で総合的に判断 

 

福祉教育特論   前橋  明 

 本講では、児童を対象にした福祉教育をとりあげる。福祉教育は、将来、社会の担い手となる子どもたちが、

人を人として尊び、人間一人ひとりが平等で、かつ、相互に思いやりの心で援助し合っていくという「福祉」の心

を育てることを通して、福祉に対する理解と関心を深めるとともに、社会に奉仕する実践的態度の育成を図るこ

とをねらいとする。 

 また、福祉教育は、子どもたちの人間性の育成に密接な関わりをもつものであるから、学校における全教育

活動だけでなく、学校外における家庭や地域の全教育活動を通して行う必要性を理解する。したがって、本講

では、学校ならびに家庭や地域における福祉教育のあり方やその具体的実践について演習する。 

 なお、本講義内容は、DP 科目 育児保育２－３、６－２、６－３、６－４、７－２に該当します。 

 成績評価基準：出席、発表やディスカッションへの参加、課題レポートの提出から総合的に評価する。 

 

緩和医療学特論 （偶数年度開講）  小野 充一 

 授業内容：“生命の終わり”に象徴されるような、個人の力で乗り越えることが困難で深刻な課題に向き合うた

めに必要とされる、個人の能力や家族のあり方、精神・社会的支援システムの展開方法について概説し、既存

の社会システムの問題点や変革の方向性について多角的な検討を行う。 

 授業方法：毎回 2 名の学生から、テーマに関連する論文の提示・発表を受け、講義参加者全員による批判

的検証とグループ討論を行う。 

 成績評価基準：講義出席状況、論文の発表、 終レポートの総合評価 

 

障害者福祉特論 （奇数年度開講）  小野 充一 

 授業内容：「障害をもつこと」を一人称あるいは二人称の立場から検討する視点と、三人称の立場から社会的

に検討する視点を対比しながら、個人の「内なる障害観」が「対話の障壁」になることを学ぶことと、集団や社会

における「障害観」の蓄積が、特定の社会通念として形成された場合に出現する様々な問題について概説し、

次世代の社会システムを構築する条件や環境などについて多角的な検討を行う。 

 授業方法：毎回２名の学生から、テーマに関連する論文の提示・発表を受け、講義参加者全員による批判的

検証とグループ討論を行う。 

 成績評価基準：講義出席状況、論文の発表、 終レポートの総合評価 

 

児童家庭福祉特論   川名 はつ子 

 少子高齢社会の脅威を強調した社会防衛のための少子化対策を超えて、誰もが人間らしい生き方を追求で

きるように、子どもと家庭の側から「よりよく生きること」を考えたい。児童家庭福祉を専攻しない院生の受講も考

慮し、この分野を網羅しながら刺激的問題提起を含む教科書を選定する予定である（具体的な書名は、開講

時に提示する）。「子どもとは何か」「女性の権利と子どもの権利」などの問題意識を念頭におき、トピックスや事

例をまじえた講義とする。 

 成績評価基準：課題レポートの提出、発表や討論への参加、筆記試験から総合的に評価する。 
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 備考：本講義内容は、DP 科目基礎１－３，４－１、DP 科目認知２－１，２－２、DP 科目社会情動１－６，１－７

および DP 科育児保育２－１，６－２，６－６，７－３，７－４，７－５に該当する。 

 

福祉援助特論 （偶数年度開講）【２００８年度休講】  川村 匡由 

 福祉援助は一般的には社会福祉援助技術といい、直接援助技術、間接援助技術、関連援助技術に大別さ

れる。このうち、直接援助技術は個別援助技術（ケースワーク）と集団援助技術（グループワーク）、間接援助技

術は地域援助技術（コミュニティーワーク）、社会福祉調査法、社会福祉計画法など、関連援助技術はネットワ

ーク、ケアマネジメント、スーパービジョンなどからなる。 

 そこで、まずこの社会福祉援助技術の意義について考えたうえで、それぞれの援助技術の概要について整

理したのち、それぞれの事例研究を通し、その現状と課題について考察する。 

 

比較高齢社会特論 （奇数年度開講）  川村 匡由 

 高齢社会の定義については国連や人口論、社会福祉学の研究者によって異なるため、その定義について

検証する。そのうえで、各国の人口の高齢化の違いやそれによってもたらされる社会保障制度上の問題、およ

びその課題や方策について比較研究をする。 

 具体的には、人口の高齢化の概念、高齢化と高齢化社会、高齢化と少子化との関係について検証する。ま

た、これらの概念の整理を踏まえ、先進国や発展途上国における社会保障制度の動向について比較研究し、

我が国における課題と展望を考える。 

 

精神保健福祉特論 （偶数年度開講）  田中 英樹 

 精神保健福祉学は、精神保健という特定領域分野における社会福祉の政策と実践を範疇に形成されつつあ

る。しかし、成立間もない若い学問であり、その体系化は今日の課題でもある。歴史的に見ると精神保健福祉

学は、1997年の精神保健福祉士法の制定により、指定科目として「精神保健福祉論」が登場したことを契機に

実体化した。この内容には、精神障害者福祉論そのものであり、必ずしも精神保健福祉と同義語ではない。し

かし、精神保健福祉学の主要な内容であることも明らかである。 

 そこで、本講義では、精神障害者福祉をベースに広く精神保健福祉を国民の精神保健全般を福祉的視座

から論考・解題していくこととする。講義では、精神障害者福祉の歴史と形成過程、関連する法の変遷、障害の

構造的理解、障害者自立支援法、関連施策、精神障害者の現状と人権、スティグマなどを取り上げながら考察

していきたい。 

 成績評価基準：授業の出席状況及びレポート等を総合的に評価する 

 

健康福祉支援工学特論 （奇数年度開講）  畠山 卓朗 

 障害がある人と生活支援機器、さらにはそれを支える社会環境などに着目し、障害がある人の QOL（Quality 

of Life、生活の質）向上を目指した研究を行うための基礎を身につけます。 

 具体的なテーマとしては、自立生活への動機付けと生活支援機器が果たす役割、生活支援機器供給システ

ムのあり方、障害者用インタフェースの開発とユーザビリティ評価、バリアフリーとユニバーサル・デザインなど

広範囲の研究テーマをカバーします。 
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［臨床心理学研究領域］ 

 

社会病理学特論 【２００８年度休講】  野村  忍 

 現代社会は、技術革新、情報化、国際化、バブルの崩壊による深刻な不況など多くの難問に直面している。

こうした社会環境の中で生活する現代人は多くのストレスを経験している。ストレスの影響は、不快な危機的な

情動変化とそれに伴う身体的変化とそれらを解消するための行動変化としてあらわれる。したがって、ストレス

性健康障害としては、種々の心理反応、身体反応と行動上の問題に分類される。ここでは、産業ストレスの今

日的課題、ストレスのアセスメント法、ストレスマネジメントの方法論について講義する。 

 成績評価基準：出席点、研究発表、レポート課題を勘案して総合的に評価する。 

 

臨床心理査定特論Ⅱ   佐々木 和義 

 発達検査(遠城寺式、Ｋ式など)、簡易版知能検査、および個別式知能検査(田中ビネー式、ウェクスラー式な

ど)に関する理論と実施法・解釈法を講義する。人格検査(Big Five 理論、Y-G性格検査、エゴグラムなど)、健

康尺度(CMIなど)、感情尺度(POMS)、不安尺度(STAIなど)、抑うつ尺度(DBIなど)、ストレス尺度などの質問紙

調査に関して、その理論と実施法・解釈法を講義する。 

 成績評価基準：出席点50％、期末レポート50％。 

 

臨床心理学特論Ⅱ   根建 金男 

 近年、従来の典型的な認知行動療法への批判として構成主義心理療法（constructive psychotherapies）が

台頭してきた。それに伴って、構成主義心理療法におけるアセスメントが重要味を帯びてきた。そこで、関連の

文献を輪読し、議論することを通して、構成主義心理療法で用いられるアセスメントについて学ぶことにし

たい。 

 成績評価基準：出席状況、平常点を総合的に評価する。 

 

臨床心理面接法特論Ⅰ   菅野  純 

 教育臨床場面（教育相談、発達相談、スクールカウンセラー、学校心理士など）を想定し、そこでの援助、治

療、コンサルテーションなどの展開の方法を学ぶ。基本的方法を学んだのちは、事例検討を行う。受講者がそ

れぞれの臨床現場でかかわる事例をもちよっての検討も行いたい。 

 成績評価基準：出席状況、レジメ、発表および討論への参加の程度等を総合的に評価する。 

 

教育臨床心理学特論   菅野  純 

 現代の学校教育場面では、従来の教育的方法では対処できない問題が数多く出現している。たとえば、子

供の発達障害から不適応行動、家庭崩壊や愛情飢餓など心理環境的原因からくる問題行動、そして子どもへ

の指導や保護者との対応などに悩み追い詰められていく教師たち・・・など学校はあたかも社会の縮図のご

とく問題が折り重なっている。それらの問題に対して臨床心理学的理論と方法を援用し、問題の解決をはかっ

たり、予防をはかったりするのが教育臨床心理学の課題である。本講義では教育臨床心理学に基づく、子ども

理解の方法、アセスメントの方法、そして問題へのアプローチの方法を事例をもとに取り上げていきたい。 

 成績評価基準：出席状況、レポート、および教場での試験により総合的に評価する。 

 

臨床心理査定特論Ⅰ   山崎 久美子 

 ロールシャッハ・テスト（片口式）について学ぶ。スコアリングを練習問題を解きながら習得し、実際の症例を通
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して所見の書き方を知る。時間が限られているが、高次精神機能を査定する神経心理学的検査についても学

ぶ。医療・リハビリの場では、脳血管障害をはじめとする各種神経疾患を有する患者の精神機能の評価ができ

ることが重要である。失語・失認・失行の領域と、記憶・認知症等の検査を施行し、体系的かつ包括的な検査

報告書が作成できるようになることも臨床心理士には必須である。 

 成績評価基準：授業中の発表とレポートにより評価する 

 

臨床心理学特論Ⅰ   鈴木 伸一 

 うつ病（うつ病性障害）、不安障害、適応障害、摂食障害、身体表現性障害などといった成人に比較的多く見

られる精神関連障害の心理社会的特徴を理解するとともに、これらの問題へのアセスメントと治療的介入（認知

行動療法、行動療法など）の実際について解説する。また、事例検討などを通して介入のプランニングや他職

種との連携などについても具体的に学んでいく。 

＜参考図書＞ 

 鈴木伸一・神村栄一 実践家のための認知行動療法テクニックガイド 北大路書房 

 坂野雄二（編訳）  エビデンスベイスト心理治療マニュアル 日本評論社 

 成績評価基準：授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

臨床心理面接法特論Ⅱ   嶋田 洋徳 

 本特論では、①主訴の把握、②臨床心理アセスメント、③診断基準、④問題の焦点づけ、⑤治療方針・治療

仮説の立て方（主として行動分析）、⑥面接の進め方、⑦治療の中間評価と方針の変更、⑧治療の終結と評

価の方法、を中心に概説を行い、同時に実習を行う。また、受講生が担当している事例についても、前述の観

点から検討を行う。 

 成績評価基準：出席状況、提出物の評価、講義中の発表、および試験の得点等を総合的に評価する。 

 

行動療法特論   嶋田 洋徳 

 行動療法とは、学習理論、もしくは行動理論に基づいた心理療法の総称である。行動療法の特徴は、様々な

心理的諸問題を、人間の社会化あるいは個性化のプロセスにおいて誤って学習された結果や習慣もしくは適

応的な行動や反応を未だ獲得していない結果や状態であると考える点にある。本講義では、行動療法の歴史

や基本的発想、理論的基礎を概観するとともに、症例研究を通して行動療法の理論と実際について理解する

ことを目的とする。 

 成績評価基準：出席状況、提出物の評価、および試験の得点等を総合的に評価する。 

 

臨床心理基礎実習Ⅰ   菅野 純、根建 金男 

 前半は菅野が担当し、臨床場面でのインテーク面接から終了に至るまでのプロセスを実習を通して学んでい

く。主にクライエントセンタードの技法を中心に、クライエントの見たて方、カウンセリング上生じる諸問題の解決

法などを学ぶ。描画療法、コラージュ、箱庭療法、プレイセラピーの実習も行っていく。 

 後半は根建が担当し、行動療法と認知行動療法の技法を実習を通じて学ぶ。具体的には、行動療法の技法

（リラクセーション法、系統的脱感作法など）、認知行動療法の技法（認知的再体制化法、自己教示訓練など）

をとりあげる。必要に応じて、これらの技法の背景になっている考え方や理論についてもふれる。 

 成績評価基準：出席状況、平常点を総合的に評価する。 
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臨床心理基礎実習Ⅱ   菅野 純、根建 金男 

 前半は菅野が担当し、臨床場面でのインテーク面接から終了に至るまでのプロセスを実習を通して学んでい

く。主にクライエントセンタードの技法を中心に、クライエントの見たて方、カウンセリング上生じる諸問題の解決

法などを学ぶ。描画療法、コラージュ、箱庭療法、プレイセラピーの実習も行っていく。 

 後半は根建が担当し、行動療法と認知行動療法の技法を実習を通じて学ぶ。具体的には、行動療法の技法

（リラクセーション法、系統的脱感作法など）、認知行動療法の技法（認知的再体制化法、自己教示訓練など）

をとりあげる。必要に応じて、これらの技法の背景になっている考え方や理論についてもふれる。 

 成績評価基準：出席状況、平常点を総合的に評価する。 

 

臨床心理実習Ⅰ   山崎 久美子、嶋田 洋徳、鈴木 伸一 

 この授業の受講生は、心理臨床基礎実習ⅠおよびⅡを履修した大学院生に限る。心理臨床面接におけるイ

ンテーク、アセスメントおよび治療支援的援助の実際について、実習を通して理解することを目的とする。大学

院の心理相談室におけるインテーク面接および関連施設で担当したケースについてのスーパービジョンを中

心に実践的な面接スキル、他のスタッフとの連携などを学習する。 

 成績評価基準：授業中の発表・発言、実習レポート等を総合して評価する 

 

臨床心理実習Ⅱ   山崎 久美子、嶋田 洋徳、鈴木 伸一 

 この授業の受講生は、心理臨床基礎実習ⅠおよびⅡを履修した大学院生に限る。心理臨床面接におけるイ

ンテーク、アセスメントおよび治療支援的援助の実際について、実習を通して理解することを目的とする。大学

院の心理相談室におけるインテーク面接および関連施設で担当したケースについてのスーパービジョンを中

心に実践的な面接スキル、他のスタッフとの連携などを学習する。 

 成績評価基準：授業中の発表・発言、実習レポート等を総合して評価する 

 

心理療法特論Ⅰ （偶数年度開講）  三浦 正江 

 本講義では、子どもの様々な不適応（不安、うつ、攻撃性、対人関係、摂食障害、喫煙、肥満など）に対する

認知行動療法の適用を学ぶ。具体的には、授業担当者が 近の海外における文献（書籍）を選定し、受講生

が分担してその購読および発表を行う。発表内容に対する質疑応答やディスカッション、授業担当者からの補

足説明等を通して、それぞれの技法に対する理解を深める。 

 成績評価基準：授業への出席状況、発表内容、質疑応答やディスカッションへの参加状況などを総合して行

う。 

 

心理療法特論Ⅱ （奇数年度開講）  三浦 正江 

 本講義では、治療的手法および予防的手法として注目されているストレス・マネジメント・プログラムについて

取り上げる。具体的には、心理的ストレス理論の主要概念であるストレッサー、認知的評価、コーピング、ストレ

ス反応について理解する。そして、治療場面において認知やコーピングの問題をどのように取り扱うかを考え

る。また、ストレス反応を軽減する効果的な方法として、漸新的筋弛緩法や自律訓練法の実施方法と臨床事例

への適用を紹介する。 後に、ストレス・マネジメント・プログラムや心理的ストレス理論を活かした予防的介入

の具体例を取り上げる。心理臨床の専門家として、ストレス・マネジメント・プログラムを様々な領域において実

施可能となることが本講義の目標である。 

 成績評価基準：授業出席状況、発表内容、ディスカッション等での発言、課題等を総合的に評価する。 
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学校臨床心理学特論   小林 正幸 

 学校心理学を理論的背景に、スクール・カウンセラーあるいは校内で教育相談推進者のレベルの力量を目

指す。ある意味ではそれ以上の水準の習得を目指す。（１）カウンセラー、教育相談担当者、研究者としての構

え・働きかけ・姿勢を形成する。（２）実践に密着した題材から学ぶ。(３）実践的に思考し、実践的な技術を習得

する、実践にかかわる体系的知識を獲得する。内容としては、現代の教育問題の中核を占める不登校問題を

中心に講義する。また、チームで支援する観点から発達障害のある子どもや不登校の子どもへの学校関係者

の協働による支援についても取り上げ、チーム支援の具体的方法を学ぶ。 

 なお、本講義内容は、DP 科目基礎１－２、２－２、３－３、４－３、４－５、４－６、５－３、および、DP 科目情動

１－１、１－２、１－６、２－３、２－４に該当する 

 成績評価基準：評価は、多軸的絶対評価で、ポイント制を用いる。 

 到達度について、レポートの相互評価ポイント、自発的に行う特別レポートの評価ポイント、授業の途中で行

う作業ポイントなどを加算することにより、数量化して評価を行う。評価体系が複雑なので、初回に解説を行う。 

 

行動医学特論   熊野 宏昭 

 行動医学は、人間の身体・心理・社会面の相互連関を前提として、医師、コメディカル、心理、教育、スポーツ、

栄養など様々な分野の専門家が協力して成り立つ分野である。本講義では、（１）行動医学的に見た不健康や

病気の成り立ちとそれへの介入法（ストレス、リラクセーション、認知行動療法、マインドフルネス、アクセプタン

ス）、（２）行動医学の主要な対象疾患としての心身症と生活習慣病（心身症と生活習慣病、パーソナリティと健

康、糖尿病の行動医学）、(３）行動医学における先進的な研究法とその成果（行動変容の脳内機構、生態学

的経時的評価法、QOL と治療の科学化）について順次講義を進め、日本ではまだまだ発展途上ではあるが

大きなポテンシャルを持つこの分野の本質的理解を目指す。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表等から評価する。 

 

社会心理学特論   坂本 真士 

 社会的認知研究の発展と共に、社会心理学での理論や知見から、精神的不適応について明らかにしようと

する動きが盛んになってきた。実際、抑うつ、不安、アルコール依存、摂食障害など広範囲の精神疾患の生起

には、自己や対人関係の問題が関与している。また、精神的不適応の生起には文化や社会的要因も関連して

いる。本授業では、社会的認知から文化・社会的要因まで幅広く社会心理学をとらえ、精神的不適応に関連

する社会心理学的アプローチについて解説する。 

 なお、本授業は講義を中心に行う。 

 成績評価基準：レポートにより行うが、出席状況及び受講態度の悪い者はレポートの提出を認めない。 

 

心理学研究法特論   福井  至 

 主要な心理学研究法である実験計画法、調査研究法、および事例研究法について、その意義と実際の方法

について解説していく。また、質的研究法による仮説構成法や、Evidence-based Psychotherapy に必要な

RCT、準実験や単一事例の実験計画法などの比較的新しい展開についても、その意義と実際の方法につい

て解説する。（生協で南風原朝和・市川仲一・下山晴彦編 心理学研究法入門 東京大学出版会を購入し、

持参して下さい） 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 
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心理統計法特論   逸見  功 

 心理学は、多くの要因（変数）が関わる複雑な現象を対象としている。とくに量的研究では、研究デザインや

データ収集法を工夫するとともに、統計法を利用してデータを解析することによって、変数間の関連性から現

象のメカニズムや因果関係を解明していく。したがって、さまざまな統計法について知り、それらの考え方を理

解した上で適切に使えるようにしたい。そこで、心理研究に有用な統計法について、広く心理学や行動科学か

ら題材を採りあげながら、統計法の概念的理解と適用法および結果の解釈に重点を置いて解説する。 

 成績評価基準： 

 

精神医学特論   赤穂 理絵 

 精神医学の 近の話題から、トピックを選んで講義する。その中で、精神医学の体系についても身につけら

れるように配慮する。また、精神腫瘍学（サイコオンコロジー）、緩和医療における精神医学など、リエゾン分野

に重点をおく。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

心身医学特論 【２００８年度休講】  野村  忍 

 心身医学は、患者を身体面のみならず心理社会面をも含めて全人的なアプローチを行う医学である。この授

業では、心身症や神経症・うつ病などの病態についての理解および診断・治療法について、講義および実習

を行う。また、 近のトピックスについてのレポート発表およびディスカッションをとおして学習を深める。この授

業は、心理臨床の実践を志す人を主な対象として、必要な知識・技術の修得を目標とする。 

 成績評価基準：出席点、研究発表、レポート課題を勘案して総合的に評価する 

 

心理臨床現場実習Ⅰ   菅野  純 

 この授業の受講生は、臨床心理学研究領域に所属する大学院生に限る。人間科学学術院心理相談室をは

じめとして、学外の教育分野および医療分野などの心理臨床の現場におけるさまざまな技術を獲得し、それを

向上させることを目的とする。具体的には、心理臨床実習を通して、インテーク、アセスメント、他のスタッフとの

連携、マネジメント、治療支援的援助などについて学ぶ。また、担当したケースの理解をはじめとして、関連す

る諸問題に対するスーパービジョン（事前指導、および事後指導を含む）を定期的に受けることを通して、今後

の学習課題を明確にする。 

 成績評価基準：出席状況、レジメ、発表および討論への参加の程度等を総合的に評価する。 

 

心理臨床現場実習Ⅱ   野村  忍 

 この授業の受講生は、臨床心理学研究領域に所属する大学院生に限る。人間科学学術院心理相談室なら

びに学外の教育分野および医療分野などの心理臨床の現場におけるさまざまな技術を獲得し、それを向上さ

せることを目的とする。具体的には、心理臨床実習を通して、インテーク、アセスメント、他のスタッフとの連携、

マネジメント、治療支援的援助などについて学ぶ。また、担当したケースの理解、支援技術の習得、その他の

関連する諸問題に対するスーパービジョンを定期的に行なう。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

心理臨床現場実習Ⅲ   根建 金男 

 この授業の受講生は、臨床心理学研究領域に所属する大学院生に限る。人間科学学術院心理相談室をは

じめとして、学外の教育分野および医療分野などの心理臨床の現場におけるさまざまな技術を獲得し、それを
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向上させることを目的とする。具体的には、心理臨床実習を通して、インテーク、アセスメント、他のスタッフとの

連携、マネジメント、治療支援的援助などについて学ぶ。また、担当したケースの理解をはじめとして、関連す

る諸問題に対するスーパービジョン（事前指導、および事後指導を含む）を定期的に受けることを通して、今後

の学習課題を明確にする。 

 成績評価基準：スーパービジョンの際の報告や応答などを総合的に評価する。 

 

心理臨床現場実習Ⅳ   山崎 久美子 

 この授業の受講生は、臨床心理学研究領域に所属する大学院生に限る。人間科学学術院心理相談室をは

じめとして、学外の教育分野および医療分野などの心理臨床の現場におけるさまざまな技術を獲得し、それを

向上させることを目的とする。具体的には、心理臨床実習を通して、インテーク、アセスメント、他のスタッフとの

連携、マネジメント、治療支援的援助などについて学ぶ。また、担当したケースの理解をはじめとして、関連す

る諸問題に対するスーパービジョン（事前指導、および事後指導を含む）を定期的に受けることを通して、今後

の学習課題を明確にする。 

 成績評価基準：実習レポートや SV 時のやりとり等を総合して評価する。 

 

心理臨床現場実習Ⅴ   嶋田 洋徳 

 この授業の受講生は、臨床心理学研究領域に所属する大学院生に限る。人間科学学術院心理相談室をは

じめとして、学外の教育分野および医療分野などの心理臨床の現場におけるさまざまな技術を獲得し、それを

向上させることを目的とする。具体的には、心理臨床実習を通して、インテーク、アセスメント、他のスタッフとの

連携、マネジメント、治療支援的援助などについて学ぶ。また、担当したケースの理解をはじめとして、関連す

る諸問題に対するスーパービジョン（事前指導、および事後指導を含む）を定期的に受けることを通して、今後

の学習課題を明確にする。 

 成績評価基準：出席状況、レジュメ、講義中の発表、および討論への参加の程度等を総合的に評価する。 

 

心理臨床現場実習Ⅵ   鈴木 伸一 

 この授業の受講生は、臨床心理学研究領域に所属する大学院生に限る。人間科学学術院心理相談室をは

じめとして、学外の教育分野および医療分野などの心理臨床の現場におけるさまざまな技術を獲得し、それを

向上させることを目的とする。具体的には、心理臨床実習を通して、インテーク、アセスメント、他のスタッフとの

連携、マネジメント、治療支援的援助などについて学ぶ。また、担当したケースの理解をはじめとして、関連す

る諸問題に対するスーパービジョン（事前指導、および事後指導を含む）を定期的に受けることを通して、今後

の学習課題を明確にする。 

 成績評価基準：授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

［感性認知情報システム研究領域］ 

 

感性心理学特論   齋藤 美穂 

 感性は非常に幅が広い研究テーマであり、研究の視点も研究手法も多岐にわたる。そこでこの特論では、ま

ず、感覚と感性について概説した後、感性の指標としての「嗜好」に焦点を当てて講義する。特にノンバーバル

コミュニケーションに役立ち、カルチャーフリーなツールである色彩やデザインに対する認知や感性的な側面

に着目することを手がかりとして感性を考えていく。また文化的な共通点を知ると共に、相違点を講じることによ

って、感性に対する理解を深めるのと同時に自文化・他文化に対する理解も深めていく。 
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 成績評価基準：授業出席状況、授業中の課題等を総合的に評価する。 

 

安全人間工学特論 （偶数年度開講）  石田 敏郎 

 人間工学は、異なるシステムおよび環境下における精神的、身体的タスクを行うための人間の役割、能力お

よびその限界を研究することを目的としている。本講では、産業現場、交通場面での人間行動を取り上げ、安

全を保つための人間工学的研究について述べる。また、近年多発するヒューマンエラーに関し、その考え方、

分析の方法および人間工学的対策立案に関して概括する。 

 成績評価基準：授業中の発表とレポート等を総合的に評価 

 

生活支援工学特論 （奇数年度開講）  藤本 浩志 

 自立した生活を機器や道具によって支援することについて、その基本的な考え方や具体的な機器や道具の

原理等について講義する。また併せてその効果の評価方法についても言及する。様々な生活支援機器が開

発されているが、それらの効果の評価を試みる場合、それらを利用する目的に立ち戻って評価方法を検討す

る必要がある。感覚機能支援、運動機能支援について、それらの機器や道具の具体的な事例を紹介しながら

解説を行なう。そのために必要な基礎的な知識や方法もその際に同時に説明する。 

 

情報処理心理学特論 （奇数年度開講）  中島 義明 

 認知心理学が登場してから、 初の「第一の時代」が経過した。この間に、この新しい視点に立つ心理学は

それなりの実績を積み上げてきた。しかし、この時代になされた「認知変数」の切り出しは、本来は「統合体」とし

て融合し一つのまとまりをもった対象を、分析的研究に「都合の良いように」切り取ったものと言えよう。それゆえ、

認知心理学の次の「第二の時代」には、これらの変数の一部を重ね合わせたり、さらに別の方向から眺めること

によりそれまで独立して取り扱われてきた複数の「認知変数」を統合したり、接続させるといった作業がなされる

べきである。 

 「今」こそ、認知心理学は自ら努力してでも「第二の時代」に入るべきである。本講義では、この信念に基づき、

これまで認知心理学や伝統的心理学で取り扱われてきた諸「認知変数」（もしくは「認知的構成概念」）を理論

的に検討し、この種の「連結」作業を試みるものである。 

 教科書として、下記の書物を使用する。 

 中島義明著『認知変数連結論』（仮題）コロナ社（2007年９月末までに刊行予定） 

 成績評価基準：出席状況と適宜与える課題に対する発表内容に基づき行う。 

 

教授学習過程特論   宮崎 清孝 

 本科目は認知科学について、特に教授学習という面から学んでいくための授業である。認知科学に対する今

日的アプローチには、その脳神経的基盤を求めるもの、認知自体を（特に神経系へのアナロジーを用いなが

ら）モデリングしていこうとするもの、さらに認知の個人史（発達）的、歴史的成立過程を見ていこうとするものな

どが存在する。この 後の立場からは、学習は認知研究の中心的問題である。認知過程の学習は個人個人を

問題にするだけでは足りず、その発達を支える周りの人間、つまり社会やその文化との相互作用の中で起こ

る。そのような考えで研究を進めている立場を文化歴史的アプローチと呼び、ここではそれについて学ぶ。な

お大学院の授業としては英語論文を読む力を養うことも重要であると考えており、そのときそのときの 新の話

題も考慮しつつ英文文献を選び、購読していき、適宜講義を交える予定である。 

 成績評価基準：授業への出席と発言などの貢献、割り当てた文献の発表内容に基づいておこなう。 
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感情心理学特論   鈴木 晶夫 

 感情の定義はいろいろな側面から記述できる。「精神の働きを知・情・意に分けた時の情的過程全般を指す。

情動・気分・情操などが含まれ、主体の情況や対象に対する態度あるいは価値づけをする心的過程」と広義に

考え、感情研究の歴史、感情の生物学的・神経心理学的アプローチ、感情の測定・アセスメント、感情の発達、

個人差・文化差、感情の表出と解読、文化と社会、臨床、感情障害、健康、感情に関連する社会的プロセスな

ど、その関連領域を幅広くとらえられる視点を養うことを学習目標とする。 

 この講義では、上記のテーマに関するこれまでの研究を概観し、感情研究の多様な考え方について学ぶ。さ

らに研究発表、研究論文などを材料に感情研究の様々な問題を考えたい。 

 本講義内容は、臨床発達心理士（臨床発達心理士認定運営機構）DP 科目「社会情動」（１－１、１－２、１－

３、１－４、１－５、１－７、２－１、３－１）に該当する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

言語情報科学特論   菊池 英明 

 言語情報科学とは、情報科学を視座の中心に据えて、音声言語メディアについて総合的に考察し、人間の

言語行動をモデル化しようとする学問分野である。この講義では、コンピュータ・情報処理技術を導入した音声

言語理解・生成・インタラクションのモデル化及びシステム開発の事例を紹介する。 

 なお、本講義内容は、DP 科目 言語１－５に該当する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

知識情報科学特論   松居 辰則 

 この講義では、人工知能に関する基本的な理論や技術を多くの事例を通して紹介します。人工知能はコンピ

ュータに「人間のような振る舞いをさせる」ことを目的とした、理論・技術です。講義の進め方は、数学的、技術

的な話に偏ることなく、「人工知能」というものが正しくイメージできるようになることを目標とします。この講義を

通して、人工知能の魅力を知るのと同時に、その限界も知ることにより「人間とコンピュータの共存」というテーマ

について深く考えます。 

 成績評価基準：レポート（３回程度）（80 点配点）、出席点（20 点配点）で総合的に評価する。 

 

人間生体機能動態学 （奇数年度開講）  宮崎 正己 

 人間と環境を中心とした労働生理学に関する原著・評論・概説を中心とした話題を取り上げる。さらにその現

代的な意義に関して、論議をおこなう。 

 成績評価基準：授業出席状況、レポート等を総合的に評価する。 

 

感覚情報処理学特論 （奇数年度開講）  百瀬 桂子 

 本講義では、視聴覚の情報処理過程のいくつかのトピックについて、その生理学的機構と心理学的特性、お

よびその特性評価法や関連する計測技術について詳説する。視聴覚情報処理に関しては信号処理の観点か

ら解説し、特性評価・計測に関しては脳神経活動評価を中心とする。 

 成績評価基準：平常点とレポートによる。 

 

視覚デザイン （奇数年度開講）  市原  茂 

 感覚・知覚測定法、視覚系の構造と機能、視覚刺激の特性、色覚、形態知覚、空間知覚、運動知覚、感覚

間相互作用などの領域の基礎的な問題を解説するとともに、関連するトピックスを紹介し、さらには、視覚研究
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の応用的な側面を考察する。 

 成績評価基準：レポートにより評価する。 

 

生態心理学特論   三嶋 博之 

 本講義では、James J. Gibson による生態心理学の歴史的展開について確認しながら、翻ってその現代的意

義を再検討することを目指す．その際、公刊されたテキストだけでなく、Gibson がゼミでの議論のたたき台とし

て用いたノート"purple perils" も積極的に活用する予定である。本授業は基本的に講義形式ではあるが、受

講生の積極的なコミットメントを期待する。 

 成績評価基準：出席状況、授業中の議論への貢献、およびレポート等を総合的に勘案して行う。 

 

対話情報処理特論   市川  熹 

 私たちは、母国語で対話をするときは、話す内容を意識することはあっても、話すこと自体を意識することは

殆どない。音声と手話、指点字を比較検討すると、これらの言語では表出と同時に消失するにもかかわらず、

円滑な対話コミュニケーションが成立している。 

 社会的存在である人にとって、情報の取得と発信だけでなく、対話や会議を通して意見を複数参加者により

実時間でまとめてゆくことも基本的に極めて重要な機能である。本講義は、学部授業における情報発信の視点

を中心とした「音声情報処理と対話言語」、人の情報取得の機能を中心とした「情報福祉技術と人間」の延長

上に位置づけする。 

 具体的には、実時間対話音声とコミュニケーション障害者の実時間対話言語である手話や指点字などの手

段との対比や、障害者を含む複数参加者による実時間意思決定の場面を含む会議の考察などを通して、対

話型自然言語の有する優れた性質や対話の円滑な成立条件を考察し、それを活かした情報機器開発の視点

の基礎を育むとともに、メディアの優れた構造や人の優れた知的機能に関する考察を行う。 

 第１回：対話の形態 

 第２回：コード・メディア・モダリティ 

 第３回：コミュニケーション障害者とその困難さ 

 第４回：コミュニケーションの心的負荷と心的負担計測法  

 第５回：音声のプロソディの分析と予測機能 

 第６回：視覚障害者のための視覚情報の音声化と対話形態の応用 

 第７回：聴覚障害者の実時間対話手段としての手話 

 第８回：音声伝送技術評価法の携帯テレビ電話による手話伝送技術への応用 

 第９回：視聴覚障害者（盲ろう者）の実時間コミュニケーション手段である指点字 

 第 10 回：プロソディと個人性・感情情報 

 第 11 回：自然言語のプロソディと実時間対話コミュニケーションのモデル 

 第 12 回：音声および手話による対話における身体動作現象 

 第 13 回：円滑な話者交替機能  

 第 14 回：複数参加者の対話 

 第 15 回：対話機能の応用と展望 

 成績評価基準：レポートにより評価する。 
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［教育コミュニケーション情報科学研究領域］ 

 

教師学特論   浅田  匡 

 教師の成長・発達の問題を、専門家としての省察のあり方とそれを促進する方法、さらには「研究者としての

教師（teacher researcher）」としての専門的技能に関して論及する。また、それらが実践される場としての学校

及び校内研修のあり方を、教師による知識創造の視点から論及する。とくに、実践に基づく知識マネジメントの

方法を検討する。それらに基づき、教師としてのあり方、教師としての専門性を、「技術熟達者モデル」と「反省

的実践家モデル」とを統合するということから考察する。特に、意思決定の問題に焦点をあてる。具体的には、

cultivating high-quality teaching through induction and mentoring 等の文献をベースに進める。 

 成績評価基準：講義における出席、発表及びレポートによる総合評価 

 

マルチメディア特論 （奇数年度開講）  金子 孝夫 

 文字、音声、静止画、映像などの各種マルチメディア情報のそれぞれの高度な表現法と技術の詳細につい

て理解することを目標に講義する。これらの各メディアを統合し、コンピュータ上で処理する技術（情報圧縮、メ

ディア変換、情報解析）、ならびにマルチメディアを支えるハードウェアとソフトウェア（記録、再生、編集処理）

について 新の情報を中心に解説し、さらにマルチメディア技術の応用サービス（通信、放送、情報家電、教

育）について理解を深める。 

 

ソフトウェア工学特論   金   群 

 ソフトウェア工学とは、品質の良いソフトウェアをいかに効率良く開発するかを研究する学問である。ソフトウェ

アの開発・管理は、ユーザの要求を適確に把握することから始まり、要求分析、仕様作成などの設計プロセス

を経て、具体的なプログラムを作成し、テストを行い、運用、保守に至るものである。 

 授業では、ソフトウェア開発プロセスを中心に、ソフトウェア工学の基本理論と技法について学び、 新のソフ

トウェア開発手法と関連知識を理解する。 

 ソフトウェアは論理的な人工物であり、ソフトウェアの開発は人間が行うものである。ソフトウェア工学は、開発

対象となるソフトウェアそのものを研究するだけでなく、ソフトウェア開発プロセスにおける人間の行う行動を研

究する学問でもある。 

 授業では、ソフトウェア工学の人間的な側面についても考察する。 

 成績評価基準：授業出席状況、課題レポート、輪読発表などを総合的に評価する。 

 

科学英語論文作成法   ロバート グレイ 

 Guidance in the conventions of writing research reports, abstracts and bibliographies following the conventions of the 

‘academic genre’ are presented. A textbook-focused approach addresses a variety of topics such as Organization, 

Sentence Structure, Grammar and Mechanics, and The Writing Process. Assessment is based on class participation, and 

an English report of 1,000 words due at the end of the semester. 

 

科学英語論文口演法   ロバート グレイ 

 Public speaking practice for the purpose of making academic presentations in English. Students are required to speak 

on their main field of study, and their current research program. Speeches are critiqued by participating class members. 

Guidance is given by the instructor to facilitate proficiency in oral presentations, and in taking and responding to 

questions from the floor. Evaluation is based on the presentation of speeches, and on class participation. 
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インストラクショナルデザイン特論   向後 千春 

 インストラクショナルデザインは、教育を効率よく（速く）、効果的に（深く）行うための手法を追求する学問です。

そして、人間の学習についての科学と情報技術を利用した教育を指向する研究領域です。この授業では、心

理学の学習理論を背景として、学校、企業、生涯教育で行われている実践をインストラクショナルデザイン的な

視点から検討していきます。具体的には、グループワークの形態をとり、個々のケースを検討し、解決案を作っ

ていきます。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

情報コミュニケーション技術特論   スコット ダグラス 

 This course will explore various aspects of communication technology use. We will read and talk about our 

communication options, for instance, face-to-face, telephone,e-mail, BBS, and video conferencing. Where 

possible, we will compare the relative situations in American and Japan, although examples from other 

countries are welcome. 

 Course readings and classes will be held in English. Students should have TOEIC scores of 600 and above 

to function effectively in this class. Contact the instructor for more information. 

 Materials will be provided. 

 Active in-class participation is essential to this course.  Students will receive a daily participation grade. 

There will also be a short term paper due at the end of the semester. Additional details about this paper will 

be given in class. 

 

教育情報工学特論 （奇数年度開講）  永岡 慶三 

 論理・数理・水平思考パズルを通して、人間の思考・学習について講究する。また教育・学習支援システムの

開発、教育データ解析手法の開発など、あるいは国際間の同時双方向遠隔授業の実証実験を通じて、テクノ

ロジーの教育への適用に関する基本的目的・理念・指針について、論文や資料の輪講をしつつ討論する。 

 成績評価基準：授業への参加の度合、課題に対する回答などより評価する。 

 

インターネット科学特論   西村 昭治 

 内容：2007年現在、およそ5億台のコンピュータが接続され約７億人のユーザがいるというインターネットの世

界は様々な意味で新しい研究対象となっている。本講義ではインターネットの定義から始まり、その歴史をひも

とくとともにそれを成り立たせる様々な技術の解説を試みる。また、インターネット上の様々なサービスを解説す

るとともに、今後の動向について考察する。 

 成績評価基準：月１回程度課す課題の成果により評価する。 

 

教育開発特論   野嶋 栄一郎 

 本講義は２つの柱をもつ。 

 その一つは教育思潮の変遷の歴史である。 

 今一つは教育思潮の流れに沿って開発されていった具体的な教育システム、教育評価、教育方法の歴史で

ある。 

 本講ではあざなえる縄のごとくある、2 つの流れを教育実践との関係の中で解説する。 

 成績評価基準： 

１）レポートおよびそれに準じる提出物による評価 
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２）授業中の質疑応答の質の評価 

 

言語教育方法特論   保崎 則雄 

 この授業では、まず Krashen のインプット仮説を検証し、その過程で BICS、CALP という概念をカリキュラム

にどのように関連づけるのかということを模索する。そして、言語教育にメディアが歴史的にどのような役割を果

たして来たのかということを、1940 年代米国で開発された Language Lab に始まって、現代の CALL、遠隔教育、

online 教育の事例とともに理解、評価する。主に扱う言語教育は、2007 年度は、一応 TESOL、TEFL、JASL、

JAFL である。合わせて、言語教育における、状況的学習とフィールドトリップの機能、メディア利用の教育の効

果と効率、テーィムティーチングの課題、教員養成・研修における教材開発などについても、受講生の人数を

鑑み、扱う予定である。輪読する雑誌は、言語教育、TESOL Quarterly、Language Laboratory を中心とする。 

 成績評価基準：レポート、課題発表、ディスカッションで評価する。 

 

教育システム工学 （奇数年度開講）  赤堀 侃司 

 教育システム工学特論では、情報科学・情報工学や認知科学などの立場から、教育事象を分析し、システム

として支援するいくつかの方法とその実際について講義する。①教育工学の研究分野、②学習理論と教育シ

ステム、③数理モデル－分析法－、④数理モデル－構造化法－、⑤システム開発－コンピュータ教材－、⑥

システム開発－ＣＡＩ－、⑦問題解決過程の分析、⑧ヒューマンインターフェース、⑨教育システム設計（ＩＳＤ研

究）、⑩現代の教育課題研究 

 

学習教授評価法 （偶数年度開講）  伊藤 秀子 

 学習、教授、評価の理論と実際について学ぶことを目的とする。これらは教育における重要な概念である。こ

こでは、教育活動を人間の基本的な営みととらえ、制度化された教育の枠組みを超えた広い視点から考えて

いきたい。 

 講義では、伊藤の提唱する「学習教授科学（Learning and Instructional Sciences: LIS）」の立場から、学習、

教授について論じ、評価との関連を考える。 

 演習では、マルチメディアによる学習と評価法などを体験する。 

 課題研究発表では、学生が各自の研究テーマについて発表し、相互に評価する。 

 このようにして、授業への参加を通して学習、教授、評価を体験する。 

 成績評価基準：レポート課題研究発表、小テスト、平常の学習活動の総合評価によって行う。 

 
学習科学特論   菅井 勝雄 

 近年の情報ネットワーク社会における教育の課題として、情報化、国際化、環境問題への教育の対応がある。

そこでこの特論では、地域から世界へ広がる学習環境のより良いデザイン・実施・評価論の構築をめざして、主

として学習科学（発達科学を含む）から探求する。ゼミ形式で進め、内外の文献をもちいるが、ヴィゴツキ－系

理論、社会的構成主義、人間発達の生態学理論などを予定している。 

 成績評価基準： 

 

情報メディア教育特論 （偶数年度開講）  森田 裕介 

 情報メディアを活用した教育について、方法、開発、評価の観点から理解を深め、有用性と限界について議

論を行う。まず、情報メディアに関する文献を参照するとともに、学習スタイルと適正処遇交互作用について講

義を行う。また、個別学習理論の一つである PSI 理論について詳述する。次に、情報メディアを活用した教育
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の実践事例を鑑み、情報社会における教育の在り方について議論を行う。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 
 
－修士課程１年制コース－ 

 

［教育臨床コース］ 

 

【研究指導】 

 
学校臨床心理学研究指導   菅野  純 

 学校教育における教育臨床の諸問題に関する参加各人の研究テーマをもとに指導を行なう。データの収集、

分析、研究論文作成、発表などの各方法についての指導を通して、参加各人が教育臨床に関する研究能力

を獲得することを目指す。 

 成績評価基準：出席状況、レジュメ、発表および討論への参加の程度等を総合的に評価する。 

 

臨床認知発達学研究指導   佐々木 和義 

 発達障害を中心テーマとし、その特性、支援方法、兄弟・親・教師への支援方法(例：ペアレント・トレーニン

グ)など、および学級単位の社会的スキル訓練などの近接の学校心理に関する修士論文の作成の指導を行う。 

 

 

【コース必修（演習）】 

 

学校臨床心理学演習（１）   菅野 純、大月 友 

 学校教育における教育臨床の諸問題をテーマに演習を行なう。 

 学校臨床心理学に関する理論、子どもの心理や能力、対人行動などのアセスメント方法、不登校、いじめ、

反社会的行動、家庭内暴力、自殺といった問題への対処および援助方法、教職員のメンタルヘルスなどにつ

いて、文献講読や実践発表、事例研究などを中心に演習をすすめていく。 

 成績評価基準：出席状況、レジメ、発表および討論への参加の程度等を総合的に評価する。 

 

臨床認知発達学演習（１）   佐々木 和義 

 発達障害児・者、および兄弟・親・教師を対象として、アセスメントと支援方法(行動的アプローチ、社会的スキ

ル訓練、ペアレント・トレーニング等)について、実際のデータ入力やロールプレイを通して実践を学ぶ。 

 成績評価基準：出席点 50％、期末レポート 50％。 

 

 

【コース必修（実習）】 

 

心理教育臨床実習   菅野 純、佐々木 和義、鈴木 伸一 

 教育臨床を行なっていくうえで必要とされる心理教育方法を実習を通じて学ぶことを目的とする。以下の内容

とする。 
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 ①各種心理アセスメント、②構成的エンカウンター（SEG）、③カウンセリング、④グループカウンセリング、

⑤認知行動療法、⑥ソーシャルスキルトレーニング、⑦アサーショントレーニング、⑧描画療法、⑨箱庭療法、

⑩リラクセーション、⑪スクールソーシャルワーク。 

 成績評価基準：出席状況、レジメ、発表および討論への参加の程度等を総合的評価する 

 

心理臨床事例実習   菅野 純、佐々木 和義、鈴木 伸一 

 受講生がそれぞれの場で実際にかかわっている事例を取り上げ事例研究を行なう。心理的・環境的原因に

よって生じる児童・生徒の教育臨床的問題と発達・障害的原因によって生じる教育臨床的問題を取り上げる。 

 成績評価基準：出席状況、レジメ、発表および討論への参加の程度等を総合的に評価する。 

 

 

【コース選択必修】 

 

教育心理学特論   青柳  肇 

 教育心理学のうち「学習」と「発達」に関して文献講読する。文献を読み、その内容についてディスカッション

を行う。 

 成績評価基準：文献の読みこなし状態と議論の状態及び出席状態 

 

臨床認知発達学特論   佐々木 和義 

 発達障害児・者の認知、身辺自立行動、社会的スキルなどの発達の諸問題を取り上げ、各々の能力とは何

か、その発達の臨床的意味、その障害のアセスメントなどに関して、講義する。 

 成績評価基準：出席点 50％、期末レポート 50％。 

 

臨床心理学特論Ⅲ   山崎 久美子 

 心理臨床に携る人々が治療の場で遭遇することが多い精神障害について理解を深める。本特論では、青年

期以降老年期までを取り上げる。各障害の定義・診断、特徴・症状、精神病理・性格特徴、治療や家族への対

応、発症の社会文化的特徴などを学ぶ。さらに、臨床心理学の 新のトピックスについて言及する。また、精神

科治療学の 前線についての理解を深めることも目指す。 

 成績評価基準：授業出席状況と討論への参加点を総合的に評価する。 

 

特別支援教育特論   佐々木 和義 

 発達障害児・者の認知、言語、身辺自立行動、社会的スキルなどの発達の諸問題を取り上げ、その発達の

概観をし、生物学的・神経学的基礎、認知的基礎、社会的基礎を講義する。さらに、教育的側面と社会的・文

化的側面についても理解を深めつつ、発達支援について講義する。 

 成績評価基準：出席点 50％、期末レポート 50％。 

 

教育臨床査定特論   根建 金男 

 臨床心理学、特に行動療法や認知行動療法における査定法としての機能分析では、問題行動の形成・維持

に関わる環境的要因を重視する立場から、問題行動の機能を分析し、治療法へと守備よくつなげていけるよう

にする。機能分析の対象には、狭義の行動だけではなく、思考や生理的反応なども含まれる。この講義では、

発達障害、精神保健、行動医学など、あらゆる分野で心理臨床に従事する人たちのためにまとめられたテキス
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トを輪読することによって、査定法としての機能分析について学ぶ。なお、本講義内容は、DP 科目基礎２－１、

３－２、３－３、４－２、DP 科目社会情動２－１、DP 科目育児保育４－１に該当する。 

 成績評価基準：出席状況、平常点を総合的に評価する。 

 

乳幼児発達心理学特論   井原 成男 

 も大きい括りでいうと、アタッチメントの発達について論じる。今年度は、これまでの研究を集大成した、移

行対象から見たアタッチメントについて論じるが、常に病院での小児科臨床を念頭に置き、そこで得た知識が、

学校現場ほかの他領域に、本質を変えることなくどのように応用できるか、受講生とともに考えて行きたい。

Winnicott,Klein,Bion のみでなく、Stern,Mahler,Erikson についてもふれたい。 

 使用予定教科書：移行対象の臨床的展開－ぬいぐるみの発達心理学、岩崎学術出版社、2006 年刊（教科

書については、開講時に著者割引で購入できるよう配慮します。） 

 なお、本講義内容は、ＤＰ科目基礎 1－2～3－4，4－2，4－4～4－6、ＤＰ社会情動 1－1～1－2，1－4～2

－1，2－3～2－4，3－1～3－2 に該当する。 

 成績評価基準：出席状況、レポート等を総合的に評価する。 

 

教育開発特論   野嶋 栄一郎 

 本講義は２つの柱をもつ。 

 その一つは教育思潮の変遷の歴史である。 

 今一つは教育思潮の流れに沿って開発されていった具体的な教育システム、教育評価、教育方法の歴史で

ある。 

 本講ではあざなえる縄のごとくある、2 つの流れを教育実践との関係の中で解説する。 

 成績評価基準： 

１）レポートおよびそれに準じる提出物による評価 

２）授業中の質疑応答の質の評価 

 

発達行動学特論   根ケ山 光一 

 親子関係の変化をめぐる諸問題について、動物行動学の知見もまじえつつ講じる。とくに現代社会における

親子関係とその身体性に注目し、子別れの過程や、それを取り巻く哺乳類・霊長類としての生物学的要因、テ

クノロジーや価値観などの社会文化的要因と、その相互関連性を中心に検討する。なお、本講義はオンデマ

ンド方式と分類されるが、実際には所沢キャンパスでの教室における授業とオンデマンド授業を隔週で行うハ

イブリッド型とする。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

インストラクショナルデザイン特論   向後 千春 

 インストラクショナルデザインは、教育を効率よく（速く）、効果的に（深く）行うための手法を追求する学問です。

そして、人間の学習についての科学と情報技術を利用した教育を指向する研究領域です。この授業では、心

理学の学習理論を背景として、学校、企業、生涯教育で行われている実践をインストラクショナルデザイン的な

視点から検討していきます。具体的には、グループワークの形態をとり、個々のケースを検討し、解決案を作っ

ていきます。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 
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学校臨床心理学特論   小林 正幸 

 学校心理学を理論的背景に、スクール・カウンセラーあるいは校内で教育相談推進者のレベルの力量を目

指す。ある意味ではそれ以上の水準の習得を目指す。（１）カウンセラー、教育相談担当者、研究者としての構

え・働きかけ・姿勢を形成する。（２）実践に密着した題材から学ぶ。（３）実践的に思考し、実践的な技術を習得

する、実践にかかわる体系的知識を獲得する。内容としては、現代の教育問題の中核を占める不登校問題を

中心に講義する。また、チームで支援する観点から発達障害のある子どもや不登校の子どもへの学校関係者

の協働による支援についても取り上げ、チーム支援の具体的方法を学ぶ。 

 なお、本講義内容は、DP 科目基礎１－２、２－２、３－３、４－３、４－５、４－６、５－３、および、DP 科目情動

１－１、１－２、１－６、２－３、２－４に該当する 

 成績評価基準：評価は、多軸的絶対評価で、ポイント制を用いる。 

 到達度について、レポートの相互評価ポイント、自発的に行う特別レポートの評価ポイント、授業の途中で行

う作業ポイントなどを加算することにより、数量化して評価を行う。評価体系が複雑なので、初回に解説を行う。 

 

応用健康科学特論   竹中 晃二 

 従来、健康教育の研究では、ヒトの健康阻害要因の除去や制御、たとえば喫煙、飲酒、栄養(肥満)、運動不

足、ストレス問題など、健康に対するネガティブな要因を別々に評価し、それらを除去したり、変容させることに

注意が向けられていた。しかし、 近ではヒトの健康関連問題を「総合的」に捉えたり、健康関連問題を「行動」

として扱う観点が主流を占めるようになってきた。前者の観点では、健康阻害要因のそれぞれは複雑にリンクし

ており、そのため総合的な健康プログラムとしてのウエルネス活動、またはヘルスプロモーション活動が注目を

浴びている。たとえば、健康危険因子の評価、禁煙、血圧コントロール、運動や体力作り、体重コントロール、

栄養教育、ストレス・マネジメント、腰痛予防などを一つの総合的プログラムとして扱い、健康教育と実践を一つ

の範疇で捉える動きである。もう一つの観点は、ヒトの健康に関わる行為を「行動」と見なし、その行動を変容さ

せたり維持させるためにいくつかの健康行動モデルを想定し、それらのモデルによって介入を考えるという研

究である。 

 成績評価基準：毎回の BBS への書き込み課題、小レポートの提出、スクーリングにおける研究発表および課

題レポートによって加算評価を行う。 

 

インターネット科学特論   西村 昭治 

 内容：2007年現在、およそ5億台のコンピュータが接続され約７億人のユーザがいるというインターネットの世

界は様々な意味で新しい研究対象となっている。本講義ではインターネットの定義から始まり、その歴史をひも

とくとともにそれを成り立たせる様々な技術の解説を試みる。また、インターネット上の様々なサービスを解説す

るとともに、今後の動向について考察する。 

 成績評価基準：月１回程度課す課題の成果により評価する。 

 

 

【コース選択】 

 

家族臨床心理学特論   菅野  純 

 不登校やいじめ家庭内暴力など、子どもの臨床的諸問題は家族と切り離せない。本講義では家族心理学や

家族療法についての 近のテーマを取り上げ、家族がかかわるさまざまな事例を検討し、教育臨床実践との

関連をはかりたい。以下のテーマを行なう。 
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 ①家族臨床心理学特論、②家族の機能、③家族システム理論、④システムズ・アプローチ、⑤家族療法の理

論、⑥心理教育的アプローチ、⑦家族の病理・事例検討 

 成績評価基準：出席状況、レジュメ、発表および BBS での討論への参加の程度等を総合的に評価する。 

 なお、本講義内容は、DP 科目基礎４－５、４－６、DP 科目社会・情動１－７、２－２、２－３、２－４、DP 科目育

児・保育６－２、６－３、６－４に該当する。 

 

学校臨床生徒指導学特論   嶋田 洋徳 

 本特論では、学童期から思春期、青年期に至るまでに生じるさまざまな学校の内外の生徒指導（特にいわゆ

る生徒指導や教育相談）上の諸問題を取り上げ、それらの理解と臨床心理学的な立場からの具体的な援助の

方法を概説する。また、それらの援助方法の基盤となるカウンセリングの諸理論についても概説する。さらに、

スクールカウンセラーなどの相談職員との連携の具体的なあり方についても言及する。 

 なお、本講義内容は、臨床発達心理士の DP 科目基礎２－１、３－３、４－２、４－３、４－５、５－４、およびＤＰ

科目社会情動１－１、１－７、２－２～２－４に該当する。 

 成績評価基準：出席状況（制限時間内のアクセス記録）、BBS の書き込みによる提出物の評価等を総合的に

評価する。 

 

教育集団心理学   岡安 孝弘 

 現代の学校において、特に不登校やいじめへの適切な対処方法や予防的対策を講じることが急務の課題と

なっている。本講義では、そのための方法として、学級集団や不安や抑うつ、攻撃性など何らかのリスクの高い

小集団に対して、学校不適応を予防するために開発された予防プログラム（社会的スキル教育、ストレスマネジ

メント教育、不安や抑うつ予防プログラム、怒りマネジメントプログラムなど）の基礎的な考え方、およびその内

容について解説し、より良いプログラムの開発を目指して受講者と議論したい。 

 成績評価基準：出席状況やレポートの内容を総合的に判断して評価する。 

 

生徒指導・進路指導特論   浅田  匡 

 本講義は、学校教育の課題としての、生徒指導およびキャリア教育の視点からの進路指導について、その理

念や基本的な原理および具体的な方法等について理解し、それらの指導に必要な実践的な能力を育成する

ことが主たるねらいである。生徒指導に関しては、問題行動とその把握、カウンセリングの基本的な理解をねら

いとする。進路指導に関しては、キャリア教育の視点からキャリア発達支援、進路指導の基礎理論の理解およ

び具体的な実践の紹介を行い、進路指導の意義と具体的な方法の習得をねらいとする。 

備考 

 通信教育課程との合併科目であるため、通信教育課程で生徒指導進路指導論の単位取得者は受講できな

い。 

 成績評価基準： 終レポートの評価を主とし、中間レポート及び授業への参加（ＢＢＳへの投稿）をあわせて

評価する 

 

教授学習過程特論   宮崎 清孝 

 本科目は認知科学について、特に教授学習という面から学んでいくための授業である。認知科学に対する今

日的アプローチには、その脳神経的基盤を求めるもの、認知自体を（特に神経系へのアナロジーを用いなが

ら）モデリングしていこうとするもの、さらに認知の個人史（発達）的、歴史的成立過程を見ていこうとするものな

どが存在する。この 後の立場からは、学習は認知研究の中心的問題である。認知過程の学習は個人個人を
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問題にするだけでは足りず、その発達を支える周りの人間、つまり社会やその文化との相互作用の中で起こる。

そのような考えで研究を進めている立場を文化歴史的アプローチと呼び、ここではそれについて学ぶ。なお大

学院の授業としては英語論文を読む力を養うことも重要であると考えており、そのときそのときの 新の話題も

考慮しつつ英文文献を選び、購読していき、適宜講義を交える予定である。 

 成績評価基準：授業への出席と発言などの貢献、割り当てた文献の発表内容に基づいておこなう。 

 

発達科学特論   大藪  泰 

 乳幼児の社会的認知能力の発達について論じる。人間の心は、他者との間で、他の霊長類には見られない

ほど豊かな共有世界を構築する。誕生直後より人を志向する乳児の心は、養育者からの共感的な関わりを梃

子にして、心と心の結びつきを強めてゆく。そこには外界との関係性に鋭敏に気づく、きわめて特異で有能な

情動と認知の働きがある。新生児がもつ生物としての「ココロ」が、養育者との関係を足場にして、人間らしく文

化化された「心」に発達する過程を展望する。この特論では、同一の事物に他者と一緒に注意を向ける「共同

注意」（joint attention）という現象を基底に置き、乳幼児の「初期能力」「自己感の発生」「人との関係性」「物と

の関わり」「シンボルの形成」といった現象について論じられるだろう。 

 授業はパワーポイントを用いた講義形式で行われる。多くの映像（静止画、動画）を使用する。また随時質疑

応答の時間を設ける。英文資料も使用する予定である。 

 尚、本講義内容は、DP 科目認知 １-３・２-１・３-４、DP 科目社会情動 １-４・１-５、DP 科目言語 １-２・１-３・

１-４に該当する。 

 成績評価基準：授業出席状況、レポート等により評価する。 

 

福祉教育特論   前橋  明 

 本講では、児童を対象にした福祉教育をとりあげる。福祉教育は、将来、社会の担い手となる子どもたちが、

人を人として尊び、人間一人ひとりが平等で、かつ、相互に思いやりの心で援助し合っていくという「福祉」の心

を育てることを通して、福祉に対する理解と関心を深めるとともに、社会に奉仕する実践的態度の育成を図るこ

とをねらいとする。 

 また、福祉教育は、子どもたちの人間性の育成に密接な関わりをもつものであるから、学校における全教育

活動だけでなく、学校外における家庭や地域の全教育活動を通して行う必要性を理解する。したがって、本講

では、学校ならびに家庭や地域における福祉教育のあり方やその具体的実践について演習する。 

 なお、本講義内容は、DP 科目 育児保育２－３、６－２、６－３、６－４、７－２に該当します。 

 成績評価基準：出席、発表やディスカッションへの参加、課題レポートの提出から総合的に評価する。 

 

障害者福祉特論 （奇数年度開講）  小野 充一 

 授業内容：「障害をもつこと」を一人称あるいは二人称の立場から検討する視点と、三人称の立場から社会的

に検討する視点を対比しながら、個人の「内なる障害観」が「対話の障壁」になることを学ぶことと、集団や社会

における「障害観」の蓄積が、特定の社会通念として形成された場合に出現する様々な問題について概説し、

次世代の社会システムを構築する条件や環境などについて多角的な検討を行う。 

 授業方法：毎回２名の学生から、テーマに関連する論文の提示・発表を受け、講義参加者全員による批判的

検証とグループ討論を行う。 

 成績評価基準：講義出席状況、論文の発表、 終レポートの総合評価 
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産業職業社会学特論   河西 宏祐 

 日本の労使関係について考察する。毎時間の研究報告、レポート提出を義務づける。それらを総合的に判

断して成績評価を行う。 

 

知識情報科学特論   松居 辰則 

 この講義では、人工知能に関する基本的な理論や技術を多くの事例を通して紹介します。人工知能はコンピ

ュータに「人間のような振る舞いをさせる」ことを目的とした、理論・技術です。講義の進め方は、数学的、技術

的な話に偏ることなく、「人工知能」というものが正しくイメージできるようになることを目標とします。この講義を

通して、人工知能の魅力を知るのと同時に、その限界も知ることにより「人間とコンピュータの共存」というテーマ

について深く考えます。 

 成績評価基準：レポート（３回程度）（80 点配点）、出席点（20 点配点）で総合的に評価する。 

 

社会病理学特論   野村  忍 

 現代社会は、技術革新、情報化、国際化、バブルの崩壊による深刻な不況など多くの難問に直面している。

こうした社会環境の中で生活する現代人は多くのストレスを経験している。ストレスの影響は、不快な危機的な

情動変化とそれに伴う身体的変化とそれらを解消するための行動変化としてあらわれる。したがって、ストレス

性健康障害としては、種々の心理反応、身体反応と行動上の問題に分類される。ここでは、産業ストレスの今

日的課題、ストレスのアセスメント法、ストレスマネジメントの方法論について講義する。 

 成績評価基準：出席点、研究発表、レポート課題を勘案して総合的に評価する。 

 

感情心理学特論   鈴木 晶夫 

 感情の定義はいろいろな側面から記述できる。「精神の働きを知・情・意に分けた時の情的過程全般を指す。

情動・気分・情操などが含まれ、主体の情況や対象に対する態度あるいは価値づけをする心的過程」と広義に

考え、感情研究の歴史、感情の生物学的・神経心理学的アプローチ、感情の測定・アセスメント、感情の発達、

個人差・文化差、感情の表出と解読、文化と社会、臨床、感情障害、健康、感情に関連する社会的プロセスな

ど、その関連領域を幅広くとらえられる視点を養うことを学習目標とする。 

 この講義では、上記のテーマに関するこれまでの研究を概観し、感情研究の多様な考え方について学ぶ。さ

らに研究発表、研究論文などを材料に感情研究の様々な問題を考えたい。 

 本講義内容は、臨床発達心理士（臨床発達心理士認定運営機構）DP 科目「社会情動」（１－１、１－２、１－

３、１－４、１－５、１－７、２－１、３－１）に該当する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

言語教育方法特論   保崎 則雄 

 この授業では、まず Krashen のインプット仮説を検証し、その過程で BICS、CALP という概念をカリキュラム

にどのように関連づけるのかということを模索する。そして、言語教育にメディアが歴史的にどのような役割を果

たして来たのかということを、1940 年代米国で開発された Language Lab に始まって、現代の CALL、遠隔教育、

online 教育の事例とともに理解、評価する。主に扱う言語教育は、2007 年度は、一応 TESOL、TEFL、JASL、

JAFL である。合わせて、言語教育における、状況的学習とフィールドトリップの機能、メディア利用の教育の効

果と効率、テーィムティーチングの課題、教員養成・研修における教材開発などについても、受講生の人数を

鑑み、扱う予定である。輪読する雑誌は、言語教育、TESOL Quarterly、Language Laboratory を中心とする。 

 成績評価基準：レポート、課題発表、ディスカッションで評価する。 

－129－



 

言語情報科学特論   菊池 英明 

 言語情報科学とは、情報科学を視座の中心に据えて、音声言語メディアについて総合的に考察し、人間の

言語行動をモデル化しようとする学問分野である。この講義では、コンピュータ・情報処理技術を導入した音声

言語理解・生成・インタラクションのモデル化及びシステム開発の事例を紹介する。 

 なお、本講義内容は、DP 科目 言語１－５に該当する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

児童家庭福祉特論   川名 はつ子 

 少子高齢社会の脅威を強調した社会防衛のための少子化対策を超えて、誰もが人間らしい生き方を追求で

きるように、子どもと家庭の側から「よりよく生きること」を考えたい。児童家庭福祉を専攻しない院生の受講も考

慮し、この分野を網羅しながら刺激的問題提起を含む教科書を選定する予定である（具体的な書名は、開講

時に提示する）。「子どもとは何か」「女性の権利と子どもの権利」などの問題意識を念頭におき、トピックスや事

例をまじえた講義とする。 

 成績評価基準：課題レポートの提出、発表や討論への参加、筆記試験から総合的に評価する。 

 備考：本講義内容は、DP 科目基礎１－３，４－１、DP 科目認知２－１，２－２、DP 科目社会情動１－６，１－７

および DP 科育児保育２－１，６－２，６－６，７－３，７－４，７－５に該当する。 

 

生体機能学特論   今泉 和彦 

 本特論では、以下の 近のトピックスについて講義する。 

１）飲酒（アルコール摂取）と生体機能との関連（１） 

２）飲酒（アルコール摂取）と生体機能との関連（２） 

３）飲酒（アルコール摂取）と生体機能との関連（３） 

４）茶カテキン摂取による生体機能との関連（１） 

５）茶カテキン摂取による生体機能との関連（２） 

６）ドーピング作動薬と生体機能との関連（１） 

７）ドーピング作動薬と生体機能との関連（２） 

８）亜鉛欠乏と生体機能との関連（１） 

９）亜鉛欠乏と生体機能との関連（２） 

10）鉄欠乏と生体機能との関連 

11）香辛料（特にトウガラシ成分）摂取と生体機能との関連 

12）骨格筋の可塑性（肥大・萎縮）とその調節（１） 

13）骨格筋の可塑性（肥大・萎縮）とその調節（２） 

14） 近の研究成果の紹介 

 成績評価基準： 

 

社会文化心理学特論   山本 登志哉 

 人間の精神が持つ本質的な社会文化性を、媒介的な関係の形成・展開という視点から理解します。心理学

全体の再定位を図る文化心理学の視点と、集団差を問題にする比較文化心理学の視点の可能性と限界を考

察し、系統発生・歴史発生・個体発生と文化性の交差の中に生まれ育つ人間を理解する視点を培うことをねら

います。より具体的には物質的な世界（資源）を含む多様な関係のネットワークの中に生まれ落ち、その関係構

造に動かされ、またそれを動かしながら生きている人間の姿を、具体的な事例を多角的に深く読み込む中で明
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らかにしながら、そのような人間のあり方を記述する心理学の理論的な視点を探っていきます。 

 成績評価基準：レポートまたは試験による。 

 

 

－博士後期課程－ 
 

【研究指導】 

 

［地域・地球環境科学研究領域］ 

 

環境管理計画学研究指導   天野 正博 

 地球環境問題の構造を分析することによりドライビングファクターを明らかにし、その解決に向けた方策提案

に関する研究を実施する。とくに地球温暖化と森林の関連、熱帯林減少問題について調査や得られたデータ

の分析を行うとともに、問題を引き起こしている社会経済環境についても明らかにし、問題解決に向けた方策を

提示するための研究を進めている。研究指導においては、こうした研究に関連したテーマを設定し、共同研究

の形で指導を行う。 

 

人口学研究指導   阿藤  誠 

 人口研究分野のなかで各自が選んだ研究課題について各自の研究計画に基づき、研究指導スケジュール

を立て、博士論文の作成につなげていく。 

 

環境生態学研究指導   森川  靖 

 環境は生態系に影響を与えるが生態系もまた環境に影響を与える。こうした環境と生態系との関係を、地球

的規模で起こっている環境変動の視点から解析する。解析には生態系の諸機能の知識及び測定・解析手法

の習熟が重要で、これらの基盤的研究から環境問題の解決に資する研究を進める。 

 

環境社会学研究指導   鳥越 皓之 

 環境社会学・環境民俗学分野の博士論文作成のための指導を目的とする。当該分野の方法論の検討、現

代社会との関わり等についても分析を深めることになろう。 

 

水域環境学研究指導   井内 美郎 

 湖沼域等の陸水環境変遷史解明に関する文献学習、分析方法の学習及び実施、分析結果の考察・発表及

び討論を行う。 

 

地域資源論研究指導   柏  雅之 

 地球環境時代に相応した持続可能な農業生産、地域づくり・政策システム、農山村地域資源管理システム、

フードシステム、バイオマス産業社会などに関する研究のフロンティア前進に資することのできる人材養成をめ

ざした研究指導をおこなう。また、博士課程の初年度を中心に方法論としての農業農村経済学や地域政策論

の先端部分に関する知見をより深めてもらえる指導もおこなう。 
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動物行動生態学研究指導   三浦 慎悟 

 野生動物の行動生態学、個体群生態学、野生動物管理から特定の研究テーマ設定を踏まえ、研究テーマ

の意義を 新の研究的状況の中で位置づけるとともに、論文作成のための方法（資料収集法および分析法）

を議論し、その進捗状況を点検しながら、論文作成、学会発表へと導く。 

 

［人間行動・環境科学研究領域］ 

 

発達行動学研究指導   根ケ山 光一 

 各自の研究テーマについて、研究計画（いかなる課題に焦点化し、そこに他の先行研究と差違化していかに

originality を盛り込むか、どう仮説を立てそれをどういう手法によって明らかにするか）・実施（フィールドや実験

場面をどう確保し、具体的な手続きをどうするか）・分析（どのような分析手法を用いて、どのように結果をまとめ

るか）・考察（データと仮説・先行研究をつきあわせ、整合性のある議論をどう行うか）・発表（研究成果をどうまと

め、口頭もしくは論文で発表するか）の指導を行うとともに、博士論文の執筆を指導する。 

 

［文化・社会環境科学研究領域］ 

 

産業職業社会学研究指導   河西 宏祐 

 産業社会学、職業社会学の分野における研究テーマ（仕事、職業、日本的経営、人事管理、労使関係、労

働組合など）についての文献を講読するとともに、産業職業の領域、とくに日本の労使関係に関する各自の設

定した研究課題について、実証的研究を実施し、その理論化を行う。それを通して論文の作成を行う。 

 

文化生態学研究指導   蔵持 不三也 

 この研究指導では、受講生の研究テーマの展開を促すための助言とともに、論文作成のための実践的な手

法を教授する。そのため、受講生は研究発表を義務づけられる。 

 

アジア社会論研究指導   店田 廣文 

 中東・北アフリカ、アジアおよび日本の都市社会を主たる対象に、各自の研究課題に即して、実証的な比較

研究を実施する。とりわけ「近代」以降の都市社会の歴史的な社会変動も視野におさめつつ、比較研究の指導

をおこなう。研究課題は、都市化や都市成長などの都市社会研究に限定しておらず、少子高齢化、家族の変

容、開発協力、移民や人口政策、イスラーム化など、発展途上社会の多様な研究課題が指導の対象となる。ま

た、諸外国を対象とする調査研究については、積極的に現地留学などの機会を得るようにさせている。 

 

移住論研究指導   森本 豊富 

 日本及び海外の移住研究に関する動向を踏まえ、個々の研究課題に即して指導する。国内外の関連学会

での発表や執筆活動を重ねながら、移住に関する学問分野において独創的かつ貢献度の高い博士論文の

執筆を目指す。 

 

［健康・生命医科学研究領域］ 

 

生体発達科学研究指導   木村 一郎 

 細胞の増殖、分化、形態形成を制御している様々な要因について研究する。特に、細胞培養系を用いて骨
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格筋前駆細胞の分化過程の制御機構、とりわけ、成長因子などの液性因子の作用を中心に研究する。主な研

究課題は、体節の筋原細胞や成体の筋衛星細胞の増殖、分化、細胞移動等の制御機構、筋細胞の死と再生

の制御機構、筋前駆細胞における細胞融合の制御機構など。原則として、修士課程の研究指導と同内容のも

のをより高度に発展させる。 

 

生体構造学研究指導   小室 輝昌 

 末梢神経系終末部とその支配領域の構造について、主として電子顕微鏡的手法、免疫組織化学的手法等

を使って明らかにし、各組織、器官における神経性調節機構について理解をすすめる。現在は、自律神経系

末梢部の構造について、特に意を注いでいる。 

 

生体機能学研究指導   今泉 和彦 

 骨格筋の可塑性（肥大・萎縮）とその調節機構、微量元素（亜鉛・鉄）欠乏による遺伝子発現および生体情報

伝達シグナル応答とその機構、ドーピング作動薬（β2‐アゴニスト）・茶カテキン・アルコール・香辛料摂取による

代謝応答とその調節機構を明らかにするため、主として動物実験を中心として研究する。これらの研究を推進

すると共に、日々の研究、論文の検索・読み方、実験法の測定・解析の習得および研究発表・論文の書き方・

纏め方などについて直接指導・助言する。このような能力を涵養することによって健康と生体機能に関わる生

理科学分野を発展させ、広い視野に立って深い専門性を活かせる人材の育成を目指す。 

 

神経内分泌学研究指導   山内 兄人 

 修士課程と同様に、ラットの脳における生理現象および行動の制御機構を神経内分泌学、神経組織化学、

神経解剖学、および神経行動学的手法により解析し、また、脳の性差および、その機序を明らかにする。生殖

機能に関しては特にセロトニン神経系に着目している。国際誌に掲載できる研究を行う。 

 成績評価基準：実験研究の過程、実験結果、博士論文で総合的に評価します。 

 

運動制御・バイオメカニクス研究指導   鈴木 秀次 

 学部および大学院修士レベルにおける運動制御とバイオメカニクスをベースとして、より高度な身体運動の仕

組みの研究を実施するための研究指導を行う。よって研究指導内容は、１）筋の収縮様式とそれらの神経制御

機序、２）姿勢維持や運動時の脊髄レベルにおける反射の関与、３）筋収縮後の短期可塑性、４）ロコモーショ

ン等における身体運動時の力の物理的特性と神経筋協応能などのテーマが中心である。これらの研究を推進

し博士論文を完成させるためのレベルの高い指導・助言を行う。 

 

統合生理学研究指導   永島  計 

 恒常性の維持、体温、体液をキーワードに研究を遂行し、主に生理学、神経科学の研究方法を習得する。ま

た学会発表、論文発表を行い、生理科学者として独立して研究を遂行する知識、能力、意欲を獲得することを

目標にする。 

 

応用健康科学研究指導   竹中 晃二 

 ヒトの自発的身体操作に関わる身体活動全般(リラクセーション、趣味活動、運動、スポーツ)を研究材料とし

て、それらの社会・心理学的効果を行動科学の視点に基づいて研究を行う。子どもから中高年、高齢者、さら

に疾患患者を対象として、身体活動を用いたストレス関連指標の改善効果を様々な視点で検討し、また身体

活動・運動の継続を促す介入効果についても研究を行う。また、身体活動だけでなく食行動やストレスマネジメ
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ントなど他の健康行動の関連も交えて講義する。 

 

［健康福祉科学研究領域］ 

 

支援工学研究指導   山内  繁 

 障害モデルが医学モデルから社会モデル、統合モデルへと転換してゆく中で、障害者・高齢者のための支

援機器の役割は、従来の機能障害の補償から使用者の QOL と尊厳へと転換しつつある。「QOL と尊厳」とい

う従来の工学の方法論には含まれていない価値にどう接近し、これを推進するかが基本的な問題意識である。

この転換を、使用者と福祉機器との関係にとどまらず、環境・社会システムをも包含したものとしてとらえたい。こ

の立場から解決すべき問題に取り組み、今後の支援工学のあり方を追求する。 

 

予防医学研究指導   町田 和彦 

 21世紀の日本は人類がかつて経験しなかったほどの急速な老齢化社会と様々な要因による地球環境の悪

化が現実のものとなることが予想される。そのため、予防医学では人間をとりまく各種外部要因（汚染物質、栄

養、運動、ストレス等）と我々の生命を維持する内部環境との関係を血清疫学的手法と生体防御機構である貧

食・殺菌能、非特異、特異免疫能の測定等の生化学的手法を用いて明らかにすること、超高齢社会をひかえ

健康で生きがいのある人生をおくることができるように個人の自立と健康増進を柱とした健康福祉医療政策を

研究指導の主体とする。また、地球環境問題のような大学内での研究では難しいテーマについては、他の国

立研究機関との共同研究も可能である。 

 成績評価基準：博士論文のとりくみに対する総合評価 

 

［臨床心理学研究領域］ 

 

心身医学研究指導   野村  忍 

 博士論文作成の指導（グループ指導ならびに個人指導）を行う。各自の研究計画書に基づき、研究指導スケ

ジュールを立て、研究計画の実践、論文作成まで指導する。また、各学会発表や論文投稿についても指導す

る。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

認知行動カウンセリング学研究指導   根建 金男 

 認知行動カウンセリングは、従来の行動カウンセリングと認知的アプローチが融合して形成された比較的新し

いアプローチである。近年は、認知行動カウンセリングを支える認知行動理論の発展もめざましい。特に、不安

障害、強迫性障害、統合失調症などの新しいモデルが提示され、それらをめぐる実証研究も盛んである。一方、

構成主義的認知行動カウンセリングの動向も活発になってきた。構成主義では、人の一生涯の成長を視野に

いれたうえで、人が世界をどう構成（認識）しているかをその人の側から理解し、アプローチしようとする。この考

え方は、エビデンス重視の認知行動カウンセリングの弱点を補い発展させるうえで重要である。カウンセリング

は精神疾患を有する人に限らず健常者をも広く対象とするものであることを認識したうえで、認知行動カウンセ

リング学を更に発展させるような研究を進めていくことが求められる。そのような研究について、この研究指導で

は、研究計画の立案、研究の実施、データの解析、論文の作成など博士論文の執筆に関する全般にわたって、

指導（個人単位、グループ単位）を行う。また必要に応じて、学会発表や投稿論文について指導する。 
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行動臨床心理学研究指導   嶋田 洋徳 

 臨床心理学におけるさまざまな問題に対して、（認知）行動論的アプローチを用いて研究と実践を行なう。具

体的には、行動療法、認知行動療法の観点から理解される症状や問題行動の理論モデルの検討、治療モデ

ルの検討、症状や問題行動の形成と維持、治療に及ぼす個人差変数の検討などを行なう。そして、博士論文

の作成を念頭に置き、研究計画の立案、データの収集と解析、論文の執筆、研究成果の公表に関する指導を

行なう。 

 

産業カウンセリング学研究指導   鈴木 伸一 

 うつ病、不安障害，心身症などのさまざまなストレス関連疾患の発症・維持・悪化に関与する諸要因の影響性

を検討するとともに、ストレス関連疾患の予防・治療・リハビリテーションに向けた認知行動的介入の方法論に

ついて研究する。また、研究の焦点としては、単に精神衛生上の問題のみを取り上げるのではなく、成人が抱

えやすい生活上の問題や罹患しやすい身体疾患（生活習慣病や慢性疾患など）の予防およびケアにも焦点を

当てたトータル・ヘルス・プロモーションを目指した研究を行う。 

 博士後期課程においては、研究室で行っている「うつ・不安のメカニズムに関する基礎研究班」、「チーム医

療を基盤としたメンタルケアシステムに関する研究班」、および「健康づくり・ストレスマネジメントに関する研究

班」の各プロジェクトに主導的に関わるとともに、関係諸機関と連携した先進的研究に取り組んでいく。 

 

［感性認知情報システム研究領域］ 

 

感性認知科学研究指導   齋藤 美穂 

 日本語の「感性」は今や国際語“Kansei”として認知されつつあるが、感性は非常に幅が広い研究テーマであ

り、研究の視点も研究手法も多岐にわたる。この研究指導では、感性の指標としての「嗜好」に焦点を当て、具

体的研究として色彩やデザインの認知およびその利用方法、さらにそれらの嗜好に対する文化的差異を切り

口とした研究を主たるテーマとして感性を検討し指導する。ノンバーバルコミュニケーションに役立ち、カルチャ

ーフリーなツールである色彩やデザインに対する認知や感性的な側面を充分に検討する事は重要なテーマと

なる。また特に文化的差異を視野に入れる事は、グローバルな視点で感性を捉えなければならないマーケティ

ング戦略には、これからますます必要になると考えられる。これらの研究テーマ（より詳細な研究テーマは「感性

認知科学演習（１）」および「感性認知科学演習（２）」を参照）に沿って吟味された各人の研究について、実験

計画における方法論や理論の検討と討議を重ね、さらに学会発表や投稿論文に対する助言と指導、学位論

文に対する直接的な指導を行っていく。 

 

安全人間工学研究指導   石田 敏郎 

 安全人間工学は、種々のシステムや環境における精神的、身体的作業を行う際の人間の役割、能力および

限界を研究し、安全に作業を遂行するための方策を探る研究分野である。 近、新しい技術の発展やシステ

ムの巨大化に伴い、人間のエラーによる事故や不具合が多く発生している。認知科学的なアプローチにより、

事故・不具合の原因を探り、人間行動に適合した対策を策定し、提案することを中心に指導する。そのため、

認知心理学的なヒューマンエラーの考え方と人間工学的な事故分析の方法についての研究指導を行い、そこ

から導き出されるヒューマンエラー防止対策について検討する。また、実験的手法により人間の安全行動を評

価する方法論を同時に指導し、科学論文を作成する際の技法を習得させる。現在の主な研究テーマは、事故

分析方法の研究開発、自動車運転時の視覚情報処理および事故要因の検討、リスク行動の分析および各種

ヒューマン・インターフェイスの人間工学的評価である。 
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福祉工学研究指導   藤本 浩志 

 広義の福祉工学の研究対象として、広くヒューマンインターフェースを考え、ヒトの様々な機能の解明を目指

す。感覚機能に関しては、特に皮膚感覚に着目してその機能の定量的な評価を試みる。他方、運動機能に関

しては特に下肢による移動機能に着目する。これらの基礎的な研究によって得られた知見に基づき、健常者を

も含めたユニバーサルデザインのコンセプトの具現化を目指す。また狭義の福祉機器である障害者のための

自立支援機器の開発を行う。研究指導においては、個々のテーマごとに目的設定、アプローチの考案と選択

の方法論を具体的に助言指導する。 

 

情報処理心理学研究指導   中島 義明 

 主観主義パラダイムと客観主義パラダイムとの間での往復運動の中で、一つ止揚された弁証法的発展のプ

ロセスの結果として誕生した認知心理学の視座よりさまざまな情報処理に関する問題を取り上げ、これらを実

証的に研究する。例えば、処理資源、ワーキングメモリ、プライミング効果、認知地図、スキーマといったような

現象に関連した問題の切り出しを行う。これらの研究を進める際には、これまでの理論モデルをより精緻化する

ことを目指すだけではなく、現代の生活世界の中で直面する関連した諸問題の解決をも十分に志向する。本

研究指導の過程を経て、博士学位論文作成へと導く。 

 成績評価基準：①出席の程度及び②与えられた課題に対する発表内容に基づいて行う。 

 

心理行動学研究指導   鈴木 晶夫 

 人間を研究する際の視点として、認知的、行動的、生理的側面が考えられ、それぞれを単独に研究すること

もできるが、その相互作用も重要である。特に、行動的側面と心理的側面との関係、身体と精神の相互作用を

中心に、健康、感情、言語的・非言語的情報の機能、人間関係、生活習慣、東洋的思想からの健康観、身体

観などの軸を考慮した研究をテーマとしたい。 

 各自の研究テーマ、研究計画に基づいて、その内容（研究史、目的、仮説、方法、分析、考察）についての

指導とともに、博士論文の執筆を指導する。その基盤ともなる学会発表や論文投稿についても指導する。 

 

言語情報科学研究指導   菊池 英明 

 情報化社会の進展に伴い音声言語メディアの役割は今後一層重要になる。言語情報科学とは、情報科学を

視座の中心に据えて、音声言語メディアについて総合的に考察し、人間の言語行動をモデル化しようとする学

問分野である。具体的には、言語学、心理学、認知科学、脳科学といった人間科学の基礎学問を前提としな

がら、コンピュータ・情報処理技術の導入や開発を通じて、音声言語の理解・生成・インタラクションなどのモデ

ルを構築していく。主な研究課題は、会話メカニズムの解明、人と機械の対話インタフェース、音声による感

情・態度の理解・表出モデル、知的検索エンジンなど。 

 

知識情報科学研究指導   松居 辰則 

 本研究指導では「人間と情報技術の共生」をテーマに、人間の「感性」や「暗黙知」について情報科学的にア

プローチする。従来の人工知能や知識処理の理論や技術は形式的な知識、特に定式化可能な浅い知識に関

して大きな貢献をしてきた。 

 しかしながら、近未来の情報技術と人間との共生を意識した場合、人間のもつ深い知識、そして感性につい

て情報科学的にアプローチする理論や技術の構築が重要である。具体的には、人間の五感に関する感性情

報処理システム（音楽情報処理など）、感性を定量的に扱うことを目指した感性データ解析手法、人間の営み

を支援する感性メディア（感性を刺激する学習環境（e-leanring）など）、進化論の立場からの感性の起源の探
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求、などを研究分野としている。人間の「感性」について多種多様な研究方法論でアプローチする。 

 

［教育コミュニケーション情報科学研究領域］ 

 

情報コミュニケーション科学研究指導   金子 孝夫 

 音声、画像、データなどのマルチメディアによる情報コミュニケーション科学の研究手法について、実験と研

究動向の調査などの研究指導を行う。具体的には、ディジタル情報処理、ディジタルデータ伝送、コンピュータ

によるデータ入出力、ヒューマンインタフェースなどの情報コミュニケーション科学研究のための技術を調査研

究の対象とする。 

 

ネットワーク情報システム学研究指導   金   群 

 技術の進展に対応できる柔軟性や突発的な障害に対する高信頼性など、より広い視野からネットワーク情報

システムを見通した基礎的研究、ならびに、ネットワーク情報システムの一層の高度化をめざした理論と応用の

両面にわたる研究を行う。 

 ネットワーク情報システムはとくに人間の知的活動とのつながりが深いことから、情報・ネットワーク・情報シス

テムに関する科学を学際的観点からとらえ、人間とネットワーク情報システムとの関わり合いを重視しながら、総

合的かつ体系的な構築方法論を探究する。 

 それらを通して、専門分野における深い学識と思考力をもち、新しい学問の芽を育てることができるような、創

造性の豊かな研究者を育成する。 

 

教育情報工学研究指導   永岡 慶三 

 修士課程での教育情報工学研究の発展として、特定研究領域の研究動向の把握、論文や報告書の肯定

的・批判的解釈のしかた、独創的な課題設定や問題発見・解決の方法論について指導する。さらに研究費管

理、後輩指導、研究遂行上の関係者とのコラボレーションの実際について具体的な行動目標を設定してシミュ

レーション形式の指導を行う。さらに研究成果をまとめ、実際に査読制度の整備された日本教育工学会などの

国内学会あるいは国際学会への学術論文投稿を目標とする指導を行う。 

 

教育開発論研究指導   野嶋 栄一郎 

 教員、学生双方による各自の 新の研究成果の報告とそれに関わる質疑応答。並びに学位論文完成に向

けてのモニタリング。主な研究課題は、１）教授＝学習過程における測定・評価の研究、２）新しい学校モデルと

その評価研究、３）インターネット利用による日米の異文化間交流カリキュラムの実践と評価、４）映像情報の処

理過程と認知研究、５）授業のディジタルアーカイブの開発とそれを利用した授業モデルの開発・評価。

Keywords: 教育測定、教育評価、教授＝学習過程、新しい学校モデル、インターカルチュラルコミュニケーシ

ョン、認知過程、カリキュラム、アクションリサーチ、授業アーカイブ、遠隔教育 
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２００５年度以前入学者対象科目 

 

－修士課程－ 
 

【研究指導】 

 

［スポーツ科学研究領域］ 

 

スポーツ倫理学・教育学研究指導   友添 秀則 

 現代スポーツは勝利至上主義、ドーピング、過剰な商業主義、スポーツ・イベントのメガ化による環境破壊等

に代表されるように、多様な倫理的アポリア（難問）を内包し、様々な局面でスポーツの倫理的な逸脱現象が頻

出している。本研究指導では、このような現代スポーツにおける倫理的逸脱現象を対象に、応用倫理学的な考

察を加え、スポーツ文化のあるべき存立基盤を解明していく。と同時に、スポーツ文化による人間の陶冶可能

性についても、人格教育論を中心に考察し、スポーツ教育における社会学習の方法論についても指導する。 

 

健康スポーツ論研究指導   中村 好男 

 本研究指導では、“スポーツを通じた健康増進”という社会的ニーズに応えるために、体力科学、運動生理学、

栄養学などの＜身体の理論＞から、行動科学、社会マーケティングといった＜行動の理論＞、さらには、ビジ

ネスマネジメント、マーケティングなどの＜社会組織の理論＞まで、様々な領域における基礎学問分野の知見

を踏まえて、「地域住民へのスポーツ振興」ならびに「健康増進の達成」という目標を実現するための実践的技

法を確立することを目指している。具体的には、地域自治体、総合型地域スポーツクラブ、老人福祉施設等の

さまざまな現場（フィールド）での実践的研究によって、医療費削減や介護予防に資するためのプログラムの開

発とその評価モデルの構築に加えて、地域社会における健康増進ならびに介護予防システムの構築を行う。

主な研究課題は、１）健康増進を目標とする運動やスポーツの振興と奨励の手法開発と評価、２）ウォーキング

プログラムの開発と指導、３）介護予防のための筋力向上トレーニングプログラムの開発と実践活用、４）スポー

ツビジネスの活性化とスポーツ振興、５）総合型地域スポーツクラブの運営と地域スポーツ指導者の育成などが

ある。 

 Keywords：体力、健康、運動、健康増進、介護予防、ウォーキング、行動科学、マネジメント 

 

運動免疫学研究指導   赤間 高雄 

 運動による免疫機能の変化、すなわち、適度な運動による免疫機能の向上と過剰な運動による免疫機能の

抑制について、そのメカニズムを検討し、スポーツ現場への応用を研究する。高齢者の免疫機能を高める運動

処方や競技スポーツ選手のコンディショニングにおける免疫指標の応用、などの分野で各自が設定したテー

マについて研究計画、実施、論文作成を指導する。研究実施状況と論文作成、成果発表を総合的に評価する。 

 

スポーツ神経科学研究指導   彼末 一之 

 運動や各種動作は骨格筋の収縮によって発現するが、それを目的に合致したものとするためには、中枢神

経から目的に応じた運動指令を発するとともに、運動の結果が中枢神経系にフィードバックされることが必要で

ある。また、ある動作を繰り返し行うことで、その動作の学習と上達がもたらされる。このような運動・スポーツに

おける神経調節機構についてヒトでいろいろな実験を行って解析する方法を学び、設定したテーマについて

研究する。 
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バイオメカニクス研究指導   福永 哲夫 

 ヒトの身体運動を引き起こす筋-腱複合体の構造的機能的特性を様々な角度から明らかにするとともに、発

育発達、トレーニング、不活動、宇宙などの生活環境と身体運動との関係を実験的に明らかにする事を研究の

目的とする。修士論文作成に関しての様々な研究方法について指導する。 

 

 

－博士後期課程－ 
 
【研究指導】 

 

［スポーツ科学研究領域］ 

 

スポーツ人類学研究指導   寒川 恒夫 

 博士論文の作成指導を行う。 広義のスポーツ（民族スポーツ、国際スポーツ、過去スポーツ、遊戯、舞踊、 

養生法、武術・武道、などなど）の文化人類学研究の他に、身体文化（Koerperkultur）と関わる身体論をも扱

う。また、スポーツ人類学の主要方法論であるフィールドワークを学ぶため、海外における民族スポーツの調査

が予定されている。 

 

健康スポーツ論研究指導   中村 好男 

 本研究指導では、“スポーツを通じた健康増進”という社会的ニーズに応えるために、体力科学、運動生理学、

栄養学などの＜身体の理論＞から、行動科学、社会マーケティングといった＜行動の理論＞、さらには、ビジ

ネスマネジメント、マーケティングなどの＜社会組織の理論＞まで、様々な領域における基礎学問分野の知見

を踏まえて、「地域住民へのスポーツ振興」ならびに「健康増進の達成」という目標を実現するための実践的技

法を確立することを目指している。具体的には、地域自治体、総合型地域スポーツクラブ、老人福祉施設等の

さまざまな現場（フィールド）での実践的研究によって、医療費削減や介護予防に資するためのプログラムの開

発とその評価モデルの構築に加えて、地域社会における健康増進ならびに介護予防システムの構築を行う。

主な研究課題は、１）健康増進を目標とする運動やスポーツの振興と奨励の手法開発と評価、２）ウォーキング

プログラムの開発と指導、３）介護予防のための筋力向上トレーニングプログラムの開発と実践活用、４）スポー

ツビジネスの活性化とスポーツ振興、５）総合型地域スポーツクラブの運営と地域スポーツ指導者の育成などが

ある。 

 Keywords：体力、健康、運動、健康増進、介護予防、ウォーキング、行動科学、マネジメント 

 

スポーツ外科学研究指導   福林  徹 

 スポーツ科学者やコーチ、トレーナーなどに要求される外科領域でのスポーツ医学の諸問題についての研

究指導を行う。具体的には、人体の部位別機能解剖とそれに基づいた評価法、スポーツによって生じる代表

的な外傷・障害の診断と現場での処置、 新の治療法、およびスポーツ復帰までのリハビリテーション法につ

いて研究指導する。スポーツの種目別特性を加味しながら、 新の治療器や治療法、近年のこの分野での研

究の動向についてもふれ、博士後期課程での研究のベースになるようにする。 

 

スポーツ神経科学研究指導   彼末 一之 

 運動に必要な神経機構について①基本的な脳機構の解析と②実際のスポーツをモデルとした運動の解析、
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を並行して行うことで、基礎から応用までの広い視点を養うことを目標として指導を行う。特に高次脳機能解析

には MRI を使った解析を原理から実際まで学んで特定のテーマについて研究する。一方スポーツの解析は

野球、陸上競技などを中心に系統的な解析を行って競技力向上につなげられるような研究を行うことを目標と

する。 

 

生体ダイナミクス研究指導   川上 泰雄 

 人間を対象とした生体計測に関する研究を指導する。特に、骨格筋・腱の形態的特性と機能的特性に関し

ての研究を発展させる。人体筋の非侵襲的な可視化および収縮の定量化に関して、超音波や MRI 等の画像

解析の手法などを駆使して研究を進める。研究テーマの中心は１．人体筋のメカニクス、２．筋特性の個人差と

適応性、の２点である。１については、人体筋腱複合体を筋組織（筋線維）と腱組織に分け、それぞれの特性

（筋特性、腱特性）を人間生体について定量化し、筋線維と腱組織との間の相互作用や身体運動における両

者の協調について調べる。２については、筋特性の個人差と適応性に関して、体肢の筋群の筋量および筋形

状の横断的・縦断的測定を行う。学生毎に明確な短期・長期研究計画を立案し、実験、学会発表、論文投稿、

学位論文作成等の研究指導を行う。 

 

運動栄養学研究指導   鈴木 正成 

 超高齢化社会における 大の健康課題は、老化に伴う筋肉減弱化（サルコペニア）と骨減弱化（オステオペ

ニア）を防止することである。筋肉繊維や骨コラーゲンなどのタンパク質合成を促進するために、軽レジスタンス

運動と高タンパク質間食が有効であることを認めた。朝、昼、夕の基本食で摂るタンパク質のほとんどは消化管

と肝臓にとりこまれ、筋肉と骨にはアミノ酸の配給は不十分である。しかし、間食のタンパク質は消化管と肝臓に

捕まらずに筋肉と骨に届く。このサイエンスは、筋肉、骨作りを促進する必要のある発育発達期の子供たちやス

ポーツ選手の栄養にも応用出来る。間食の“ミサイル栄養”作用と呼ぶ新しい栄養学の課題について、より詳

細に解明していくことを中心に研究指導する。 

 

運動生化学研究指導   樋口  満 

 スポーツにおける競技力向上とコンデイショニング、運動による健康増進に関し、応用運動生化学的視点か

ら論議する。スポーツにおける競技力向上に関してはグリコーゲンローデイングなど糖代謝機能について、コン

デイショニングに関しては抗酸化機能について議論する。また、運動による健康増進に関しては、肥満、高脂

血症、糖尿病、骨粗鬆症など生活習慣に関わる疾患の予防、治療と関連させて生化学的視点から議論する。 

 

バイオメカニクス研究指導   福永 哲夫 

 ヒトの身体運動を引き起こす筋-腱複合体の構造的機能的特性を様々な角度から明らかにするとともに、発

育発達、トレーニング、不活動、宇宙などの生活環境と身体運動との関係を実験的に明らかにする事を研究の

目的とする。博士論文作成に必要な様々な研究指導を行う。 

 

スポーツ生理学研究指導   村岡  功 

 スポーツ生理学は各種スポーツ活動に対する生理的な応答と適応を探求する学問であるが、本格的に研究

がなされるようになったのはたかだか60年前からである。しかし、近年に至って、運動不足に対する危機感から

規則的なスポーツおよび身体運動が推奨されるとともに、一流競技者を育成するための科学的なバックアップ

が求められるようになったことなどを背景として、この分野は広く社会から注目を浴びるようになってきた。そし

て、これらのことと連動して、研究面でも著しい進歩がみられている。ここでは、主にエネルギー代謝に関連す
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る領域を中心テーマとして、スポーツや身体運動による健康づくりおよび各種スポーツにおける選手育成の観

点から、 近の知見に基づいて研究指導を行う。 

 

スポーツ心理学研究指導   山崎 勝男 

 スポーツ行動の背景をなす精神活動の諸側面を、心理学と生理学の学際的な立場から、主として精神生理

学的な手法を駆使することにより、心理的なシステムと生理的なシステム間の翻訳メカニズムを追究する。現在

展開中の研究テーマは、１）事象関連脳電位を指標とした運動プログラムの解析、２）運動スキル獲得過程のポ

リグラム的解析（主として筋電図と呼吸を指標とする）、３）実験的不眠による入眠過程のポリソムノグラフィ的解

析、４）正・負情動の質のポリグラム的解明、５）末梢自律系の指標による不安障害の類別である。 
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ⅩⅧ 全学共通設置科目の概要 

 

次の科目は、全学共通設置科目として全大学院学生を対象に設置されている。 

聴講を希望する場合は、大学院人間科学研究科で交付する聴講願を使用し、所定の方法によって申請を

すること。なお、聴講するには指導教員の承認が必要となり、事前に申請書に指導教員の押印が必要となる。 

修得した単位は、他箇所聴講科目と合わせて１０単位を限度に修了に必要な単位に算入することができる。 

 

２００８年度大学院全学共通設置科目講義内容 

＜経済学研究科提供科目＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

ミクロ経済学Ⅰ 堀 一三 高等研究所 客員講師（専任扱） 前期 １ ２ 月 ２ 

■ 講義概要 

本講では、学部においてミクロ経済学を十分学んでこなかった学生を対照にして基礎的なミクロ経済学を

講義する。 

■ 教科書 

テキストとして永田・荻沼・荒木著『ミクロ経済学』東洋経済新報社、2008 年（2 月刊行）を使用する。 

■ 評価方法 

定期試験による。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜経済学研究科提供科目＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

マクロ経済学Ⅰ 笹倉 和幸 経済学研究科 教授 前期 １ ２ 月 ４ 

■ 講義概要 

本講では、学部においてマクロ経済学を十分学んでこなかった学生を対照にして基礎的なミクロ経済学

を講義する。 

■ 教科書 

テキストとして笹倉著『ミクロ経済学』東洋経済新報社、2008 年（2 月刊行）を使用する。 

■ 評価方法 

定期試験による。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜経済学研究科提供科目＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

ミクロ経済学Ⅱ 永田 良 経済学研究科 教授 後期 １ ２ 木 ２ 

■ 講義概要 

本講ではミクロ経済学の基礎理論を学んだ学生を対象にして上級のミクロ経済学を講義する。 
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■ 教科書 

テキストとして Jehle,G.A.and P.J.Reny,Advanced Microeconomic Theory,2nd ed.,2001,Addison-Wesley

を使用する予定である。 

■ 評価方法 

出席およびレポートによる評価。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

<経済学研究科提供科目> 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

マクロ経済学Ⅱ 秋葉 弘哉 経済学研究科 教授 後期 １ ２ 木 ３ 

■ 講義概要 

本講義では、博士後期課程に進むにあたり、(1)洋の東西を問わず、(2)経済学を専攻する大学院生として

最低限持ちあわすべき、マクロ経済学の知識を講義する。その意味では、アメリカや欧州の大学院における

経済学専攻の大学院生であれば必ず知っていて、日本の修士課程修了の大学院生でも必ず知っておかな

ければならない、経済学の「共通言語」としてのスタンダードなマクロ経済学を講義する。半期科目であるの

で、テーマは自ずから最低限のテーマに限られる。 

■ シラバス 

洋の東西を問わず、大学院レベルの経済学修士課程修了者であれば必ず知っていなければならない以

下のような標準的なマクロ経済学のテーマを講義する予定。半期科目であるのでこれらの中からテーマを精

選したい。 

1.経済成長理論 

2.異時点間の最適化モデル(イントロダクション) 

3.経済成長論の新展開 

4.実物景気循環理論 

5.景気変動論 

6.その他 

■ 教科書 

(案)Romer, D. Advanced Macroeconomics (2nd ed.). New York: McGraw-HillBook Co., 2001 

■ 参考文献 

関連する基本的論文は、随時指示する。 

■ 評価方法 

筆記試験の結果で評価。(レポートを課した場合には筆記試験との算術平均値で評価する。) 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜国際情報通信研究科提供科目＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 
学

期 

週

時 

単

位 

曜

日 

時

限 
映画のすべて マスターズ・オブ・シネマ

(株式会社ヒューマントラスト寄附講座) 

元村 直樹 

安藤 紘平 

国際情報通信研究科

国際情報通信研究科

客員講師（非常勤） 

教授 
春 ２ ２ 土 ４ 

■ 講義概要 

映画界を支える魅力的なゲストを迎え、何故映画にかかわったか、どう映画に取り組むべきか、手法やエ
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ピソードなどを語ってもらう。学生には事前に予習させ、講座直前に映像を上映し、質の高いディスカッショ

ンを求める。 

■ シラバス 

【ゲスト講師予定】 多少変更となる場合があります。 

山田洋次（監督）、行定勲（監督）、柄本明（俳優）、樋口真嗣（監督）、久石譲（音楽監督）、是枝裕和（監

督）、亀山千広（プロデューサー）、大林宣彦（映像作家）、澤登翠（活弁士）、犬童一心（監督）、篠田正浩

（監督）、角川歴彦（プロデューサー）、塩田明彦（監督）など 

■ 教科書 

特になし 

■ 参考文献 

「映像プロフェッショナル入門」安藤紘平著、フィルムアート社刊 定価 2,000 円 

※早稲田大学生協にて生協組合員は 1,800 円で購入出来ます。 

■ 評価方法 

レポート、授業への参加度を総合的に評価する。 

※大学院学生と学部学生では、評価基準を別に定め、それぞれに見合った学業成績判定を行います。 

■ 備考 

本科目は、学部との合併科目です。 

授業時間は４時限ですが、２時限終了後から同じ教室にて当日講義いただく先生に関係のある映画の上

映を行いますので、できるだけ参加してください。上映する映画の内容・スケジュールについては授業中お

よび CourseN@vi にて周知します。 

■ 科目登録方法 

科目登録希望者は、通常の科目登録手続に加えて、以下の要領で『科目登録希望理由書』を作成し、

2008 年 4 月 9 日（水）18 時までにメール送信を行なうこと。希望者多数の場合は書類選考を行います。 

1．『科目登録希望理由書』は MS-Word により A4 サイズ 1 枚以内で作成すること。内容として、「なぜこの

科目を登録したいか」の理由、学籍番号、名前、を明記のこと。 

2．メール送信にあたっては、「メール件名」に、「マスターズ・オブ・シネマ登録希望」、学籍番号、名前、を明

記のこと。 

送信先メールアドレス：mastersofcinema@list.waseda.jp 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜国際情報通信研究科提供科目＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 
学

期 

週

時 

単

位 

曜

日 

時

限 

 プロデューサー特論 

（株式会社ヒューマントラスト寄附講座）

安藤 紘平

元村 直樹

国際情報通信研究科

国際情報通信研究科

教授 

客員講師（非常勤） 
秋 ２ ２ 木 ２ 

■ 講義概要 

映画のプロデューサーの仕事は、企画、デベロップメント、マーケッティングリサーチ、ファイナンス、映画

製作、契約、著作権、宣伝、配給、回収、マーチャンダイズ、海外展開など、多彩です。「陰陽師」「世界の中

心で愛をさけぶ」の濱名一哉氏、「ナビィの恋」「カナリア」の佐々木史朗氏など、ヒットメーカープロデューサ

ーとして活躍する各部門の専門家をゲストに迎え、プロデューサーの何たるかを学びます。 

■ シラバス 

安藤が統括、“世界の中心で愛をさけぶ”“ナビィの恋”などで活躍のプロデューサー濱名氏・佐々木氏を

中心に多彩なゲストがそれぞれの専門分野を担当する。 
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【ゲスト講師予定】 多少変更となる場合があります。 

（1） 濱名一哉（TBS） 時代が求めるプロデューサーとは・映画事業の可能性 

（2） 佐々木史朗（オフィスシロウズ） インディペンデントプロデューサーとは・ミニシアター映画製作 

（3） 市川南（東宝） 公開映画を基にしたプロデュースの実際 

（4） 和田倉和利（シネバザール） 映画製作現場の実際 

（5） 濱名一哉（TBS） 映画企画デベロップメントと製作 

（6） 久保田修（IMJ）＆犬童一心 プロデューサーと監督 

（7） 平野直樹（TBS） 映画事業における著作権・契約 

（8） 小谷靖（エンタテインメント・ファーム） 映画ファイナンス 

（9） 市川南（東宝） 映画宣伝とマーケティング 

（10） 濱名一哉（TBS） 映画制作の収支構造・ビジネスの実際 

（11） 辻本珠子（TBS） マーチャンダイジングとプロモーション 

（12） 佐久間曻二（WOWOW） WOWOW をプロデュースする 

（13） 久保雅一（小学館） ポケモンと日本アニメの国際戦略 

（14） 濱名一哉（TBS） 総括と課題 

■ 教科書 

場合により、授業中に適宜配付する。 

■ 参考文献 

『コンテンツ・プロデュース機能の基盤強化に関する調査研究』 

URL: http://www.meti.go.jp/policy/media_contents/index.html 

「映像プロフェッショナル入門」安藤紘平著、フィルムアート社刊 定価 2,000 円 

※早稲田大学生協にて生協組合員は 1,800 円で購入出来ます。 

■ 評価方法 

レポート、授業への参加度を総合的に評価する。 

※大学院学生と学部学生では、評価基準を別に定め、それぞれに見合った学業成績判定を行います。 

■ 備考 

本科目は、学部との合併科目です。 

■ 科目登録方法 

科目登録希望者は、通常の科目登録手続に加えて、以下の要領で『科目登録希望理由書』を作成し、

2008 年 9 月 29 日（月）18 時までにメール送信を行なうこと。希望者多数の場合は書類選考を行います。 

1．『科目登録希望理由書』は MS-Word により A4 サイズ 1 枚以内で作成すること。内容として、「なぜこの

科目を登録したいか」の理由、学籍番号、名前、を明記のこと。 

2．メール送信にあたっては、「メール件名」に、「プロデューサー特論登録希望」、学籍番号、名前、を明記

のこと。 

送信先メールアドレス：produce@list.waseda.jp 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 講義科目＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

学術的文章の作成とその指導 ０１ 佐渡島 紗織 留学センター 准教授 前期 ２ ２ 木 ２ 
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■ 講義概要 

本授業は、学術的な文章を書く上で重要な技能を身につけること、及びその指導法を身につけることを目

的とします。 

文章を書く技能は、他の技能と同様、フィードバックを受けて初めて磨かれるものです。しかし残念ながら、

文章へのフィードバックは通常の生活の中ではなかなか得ることのできないものです。そこでこの授業では、

論理的で明快な学術的文章を書くための技能を、実際に文章を書き、直していくことで学びます。学術的な

文章を書くだけでなく、ひいては、文章作成の指導もできるレベルにいたることを最終的な目標としています。 

具体的には、週ごとに一つの技能または一つのライティング・プロセスを扱います。授業では、その技能に

関する説明や練習を行い、授業後にその週の技能を使って短い文章を書いてくる課題が出されます。クラス

の他の学生と文章を読み合い意見交換をするピア･レスポンス方式をとりますので、活発な授業への参加を

期待しています。 

＊本授業の受講者には、受講後に学内で文章を指導する場（TA ポジション）を提供することができます。 

＊2007 年度吉野亜矢子先生の「ライティング＆リサーチ・スキル」を履修した学生は取らないこと。 

■ シラバス 

１．学術的文章とはどのような文章か、「一文一義」で書く 

２．語句を明確に使う 

３．「マップ」を作って書く 

４．「パラグラフ」を作る 

５．主張を根拠で支える 

６．論点を整理する、論文の構成 

７．抽象度の調節をする 

８．参考文献を示す 

９．「ブロック引用」をする 

１０．要約引用をする 

１１．図や表を作る 

１２．「私語り」から脱出する 

１３．外来語と専門用語を扱う 

１４．推敲・校正をする 

■ 教科書 

佐渡島紗織・吉野亜矢子『（題名未定）』ひつじ書房（生協、1900 円） （3 月末までに刊行予定） 

■ 参考文献 

宇佐美寛編（1998 年）『作文の論理-［分かる文章］の仕組み』東信堂（生協、1900 円） 

■ 評価方法 

授業への参加 ２８％、提出された文章の出来栄え ７２％ 

■ 備考 

本授業は、同じくオープン教育センターで開講されている吉野亜矢子先生の授業と同じ内容です。授業

の性質上、受講者数を 20 名に限定します。希望者が 20 名を超えた場合は書類選考をさせていただきます。

申し込み時には「大学院授業に望むこと－副題－」と題した小論文（４00 字）を提出して下さい。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

 

 

－146－



 

＜オープン教育センター提供科目 講義科目＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

学術的文章の作成とその指導 ０２ 吉野 亜矢子 教育・総合科学学術院 専任講師 後期 ２ ２ 金 １ 

■ 講義概要 

本授業は、学術的な文章を書く上で重要な技能を身につけること、及びその指導法を身につけることを目

的とします。 

文章を書く技能は、他の技能と同様、フィードバックを受けて初めて磨かれるものです。しかし残念ながら、

文章へのフィードバックは通常の生活の中ではなかなか得ることのできないものです。そこでこの授業では、

論理的で明快な学術的文章を書くための技能を、実際に文章を書き、直していくことで学びます。学術的な

文章を書くだけでなく、ひいては、文章作成の指導もできるレベルにいたることを最終的な目標としています。 

具体的には、週ごとに一つの技能または一つのライティング・プロセスを扱います。授業では、その技能に

関する説明や練習を行い、授業後にその週の技能を使って短い文章を書いてくる課題が出されます。クラス

の他の学生と文章を読み合い意見交換をするピア･レスポンス方式をとりますので、活発な授業への参加を

期待しています。 

＊本授業の受講者には、受講後に学内で文章を指導する場（TA ポジション）を提供することができます。 

＊2007 年度吉野の「ライティング＆リサーチ・スキル」を履修した学生は取らないこと。 

■ シラバス 

１．学術的文章とはどのような文章か、「一文一義」で書く 

２．語句を明確に使う 

３．「マップ」を作って書く 

４．「パラグラフ」を作る 

５．主張を根拠で支える 

６．論点を整理する、論文の構成 

７．抽象度の調節をする 

８．参考文献を示す 

９．「ブロック引用」をする 

１０．要約引用をする 

１１．図や表を作る 

１２．「私語り」から脱出する 

１３．外来語と専門用語を扱う 

１４．推敲・校正をする 

■ 教科書 

佐渡島紗織・吉野亜矢子『（題名未定）』ひつじ書房（生協、1900 円） （3 月末までに刊行予定） 

■ 参考文献 

宇佐美寛編（1998 年）『作文の論理－［分かる文章］の仕組み』東信堂（生協、1900 円） 

■ 評価方法 

授業への参加 ２８％、提出された文章の出来栄え ７２％ 

■ 備考 

本授業は、同じくオープン教育センターで開講されている佐渡島紗織先生の授業と同じ内容です。授業

の性質上、受講者数を 20 名に限定します。希望者が 20 名を超えた場合は書類選考をさせていただきます。

申し込み時には「大学院授業に望むこと－副題－」と題した小論文（４00 字）を提出して下さい。 
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※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 講義科目＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 
週

時 

単

位 

曜

日 

時

限 

国際人養成実践講座 
内海 善雄

小尾 敏夫

国際情報通信研究センター

国際情報通信研究科 

客員教授（非常勤）

教授 
後期 ２ ２ 木 ６ 

■ 講義概要 

対外国人との交渉や国際社会で活躍できるための基礎知識と心構えを、第一線で活躍している実務家

や、国際的に著名な方も招き、実践的に付与する。対外交渉や国際機関での仕事のやり方の実際を知ると

伴に、国際社会の人間関係や、国際関係のパワーポリティクスを理解する。 

■ シラバス 

(１)国際社会とは 

(２)国民性 

(３)対外交渉 

(４)国際組織 

(５)国際会議 

(６)国際組織で働くために 

(７)国際組織の中の人事管理 

(８)会議英語の基礎 

(９)ビジネス・レターの基礎 

(１０)提案文書の基礎 

(１１)スピーチ原稿の基礎。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 講義科目＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

研究倫理概論 

菊池 徹夫 

中島 啓幾 

福田 耕治 

土田 友章 

菊 地  靖 

文学学術院 

理工学術院 

政治経済学術院 

人間科学学術院 

大学院アジア太平洋研究科 

教授

教授

教授

教授

教授

後期 ２ ２ 火 ６ 

■ 講義概要 

ここ数年、研究倫理の重要性があらためて大いに注目されています。 

早稲田大学では、学術研究の信頼性と公正性および自由な研究活動の遂行を確保し、これに相応しい

社会的責任を自覚し、本学の学術研究が社会から多くの信頼と尊敬を得られるよう、学術研究倫理憲章、

学術研究倫理に係るガイドライン、研究活動に係る不正防止に関する規程を定めました。これらの規程等に

基づき、研究者として持つべき学術研究倫理について、大学院生を対象とした講座を開設いたします。研

究活動に係るすべての者は、研究活動を推進するにあたり国際的規範、条約、国内諸法令等を遵守し、研

究倫理に関する意識を高め、良心にしたがって誠実に行動しなければなりません。研究活動に係るすべて

の者は、研究費を適正に活用し、捏造、改竄、盗用などの不正な行為を行わないとともに、不正行為の未然

防止に努めなければなりません。また、研究成果の公表に際しては、オーサーシップや既発表の関連デー
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タの利用基準、著作権等について注意を払い、データや根拠の信頼性の確保に十分留意し、常に公正か

つ適切な引用を行うよう努めなければなりません。 

本講義では、こうした研究者として予め知っておくべき学術研究倫理の基本的事項や、人対象実験・動物

実験・遺伝子組換え実験等に関する研究倫理、更には海外における研究倫理に関する取り組み等につい

てお伝えします。今後研究者をめざす多くの大学院生が本講座を受講し、研究倫理に関する理解を深める

ことを期待します。 

■ 評価方法 

後期末レポート提出 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 講義科目＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

ブロードバンド起業塾
東出 浩教

大久保秀夫

商学学術院

商学学術院

教授 

客員教授（非常勤） 
前期 ２ ２ 木 ６ 

■ 講義概要 

授業の目的 

本講義においては、「起業家」にフォーカスをあて、起業家自身がこれまでどのような事態に直面し、何を

経験し、どのように考え、意思決定(ディシジョンメイキング)を行い、今日を迎えるに至ったかという、具体的

かつ実践的なケースを多く取り扱う。同じ「起業家」という立場であっても、起業に至る経緯、あるいは、事業

内容などは多岐にわたるものであるが、本講義では、起業家自身の体験談から経験的、実践的知識を入手

することに加え、各ケースを様々な角度から分析を行い、ブロードバンド時代における新しい起業モデル、

起業家像として体系化することを目的としている。また、意思決定(ディシジョンメイキング)は、起業家個人と

しての意思決定、経営者としての意思決定や社会人としての意思決定など様々な局面で求められ、多岐に

わたるものである。したがって、本講義は、これから起業家を志す人はもちろん、起業家を志すことを具体的

に考えていなくとも、社会人、企業人として活躍するために、さまざまな場面で必要とされる決断、判断のた

め、基本的な素養を育成する機会として大きい役割を果たすことができると期待している。 

授業の方法 

本講義は、ゲスト講師などによる実践的な経験・体験を紹介することを中心とする「ゲスト講演」、客観的に

起業家を見てきたゲストコメンテーターを交え、成功する起業家像について、講義担当者との「対談」、客観

的、アカデミックな観点から起業家について体系的に議論する「講義」を組み合わせて行われる。 

■ シラバス 

進行予定 

第 1 週  講義：「ブロードバンド起業塾」とは 

第 2 週  対談：起業家のケーススタディ① 

第 3 週  起業家のケーススタディ②（ゲスト講師：鳥羽 博道氏） 

第 4 週  起業家のケーススタディ③（ゲスト講師：安田 育生氏） 

第 5 週  起業家のケーススタディ④（ゲスト講師：木村 政治氏） 

第 6 週  講義：まとめセッション①：起業家の特性 

  これまでの起業家の各ケースから、起業家の特性、共通点について考察する 

第 7 週  起業家のケーススタディ⑤（ゲスト講師：菅原 泰男氏） 

第 8 週  起業家のケーススタディ⑥（ゲスト講師：浅田 剛治氏） 

第 9 週  起業家のケーススタディ⑦（ゲスト講師：岡村 陽久氏） 
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第 10 週 講義：まとめセッション②：成功ビジネスモデルの作り方 

起業家のケーススタディを終え、成功する起業モデルを検討する 

第 11 週 対談：成功する起業家像①（ゲストコメンテーター：沼田 功氏） 

第 12 週 対談：成功する起業家像②（ゲストコメンテーター：火坂 雅志氏） 

第 13 週 講義：Lessons Learned 

起業家のディシジョンメイキングとは何かについて本講義で得られたことについてまとめを行う 

■ 教科書 

特に指定しない。必要に応じて講義内で資料を配布する 

■ 評価方法 

平常点(講義時に指定するアサインメントを含む)－50％、レポート(2 回を予定)－50％ 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合があります。また、ゲスト講演は都合により日程、内容

が変更される可能性がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 講義科目＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 
学

期 

週

時 

単

位 

曜

日 

時

限 

地域研究としての台湾（入門）

梅森 直之 

呉  豪 人 

江  正 殷 

政治経済学術院 

オープン教育センター

留学センター 

教授 

非常勤講師 

客員准教授（専任扱） 

前

期 
２ ２ 月 ５ 

■ 講義概要 

現在の台湾を、どのように理解すればよいか。また、これからの台湾の行方はいかなるものか。台湾を的

確に捉えるには、どうすればよいのだろうか。本講義では、台湾を様々な角度から検討し、地域研究としての

台湾の可能性を考える。また、こうした台湾研究のあり方を追究することによって、東アジア地域研究のあり

方についても新たな視点を身につけてもらいたい。 

本講義は「地域研究としての台湾（入門）・（応用）」の前期科目であり、政治学、歴史学、法学、地域研究

を専門とする複数の教員が担当する。それぞれ専門分野から台湾研究の現状、可能性等について、受講

生とともに文献・資料等を通じて検討し、議論を行う。本講義は後期開講科目「地域研究としての台湾（応

用）」とともに受講することが望ましい。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 講義科目＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 
学

期 

週

時 

単

位 

曜

日 

時

限 

地域研究としての台湾（応用）

梅森 直之 

江  正 殷 

浅 古  弘 

政治経済学術院 

留学センター 

大学院法務研究科

教授 

客員准教授（専任扱） 

教授 

後

期 
２ ２ 月 ５ 

■ 講義概要 

現在の台湾を、どのように理解すればよいか。また、これからの台湾の行方はいかなるものか。台湾を的

確に捉えるには、どうすればよいのだろうか。本講義では、台湾を様々な角度から検討し、地域研究としての

台湾の可能性を考える。また、こうした台湾研究のあり方を追究することによって、東アジア地域研究のあり

方についても新たな視点を身につけてもらいたい。 

本講義は「地域研究としての台湾（入門）・（応用）」の後期科目であり、政治学、歴史学、法学、地域研究

を専門とする複数の教員が担当する。それぞれ専門分野から台湾研究の現状、可能性等について、受講
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生とともに文献・資料等を通じて検討し、議論を行う。本講義は前期開講科目「地域研究としての台湾（入

門）」とともに受講することが望ましい。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 演劇と映像＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

現代演劇特論（入門） 秋葉 裕一 理工学術院 教授 前期 ２ ２ 水 ２ 

■ 講義概要 

この演習は、早稲田大学演劇博物館を拠点とした２１世紀ＣＯＥ事業「演劇の総合的研究と演劇学の確

立」（２００２年～０７年）で、担当者（秋葉）が展開したテーマ「日本におけるベルトルト・ブレヒト受容」の研究

成果を、問題提起の形で改めて問い直し、検証することをめざしている。 

欧米の演劇の影響下に成立した日本の近現代演劇の運動には、日本および日本人を異化して眺める立

場なり、見方が存在するが、ブレヒトとその日本における受容もその一例と言えるだろう。演習では、ブレヒト

の戯曲作品を読むことを中心とする。映像情報を活用したり、じっさいにブレヒト劇と関わった演劇人の証言

を聞く機会が設けられれば、と願っている。演劇のみならず、詩や小説、評論の分野でも注目すべき仕事を

残したブレヒトであってみれば、そうした他のジャンルにも目配りをしながら、総体的に時代と社会の中で把

握することがめざされる。 

折しも、２００７年度秋から演劇博物館を拠点として、２１世紀ＣＯＥ事業を発展させる形で、グローバルＣＯ

Ｅ事業「演劇・映像の国際的教育・研究拠点」が本格的に始まっている。この事業における最新の研究成果

も積極的に取り込みながら、授業を進めたい。 

■ 教科書 

必要なテキストは授業担当者の側で準備する。 

■ 評価方法 

出席、授業への参加、レポートをもとに評価を行う。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 演劇と映像＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

現代演劇特論（発展） 秋葉 裕一 理工学術院 教授 後期 ２ ２ 水 ２ 

■ 講義概要 

この演習は、早稲田大学演劇博物館を拠点とした２１世紀ＣＯＥ事業「演劇の総合的研究と演劇学の確

立」（２００２年～０７年）で、担当者（秋葉）が展開したテーマ「日本におけるベルトルト・ブレヒト受容」の研究

成果を、問題提起の形で改めて問い直し、検証することをめざしている。 

欧米の演劇の影響下に成立した日本の近現代演劇の運動には、日本および日本人を異化して眺める立

場なり、見方が存在するが、ブレヒトとその日本における受容もその一例と言えるだろう。演習では、ブレヒト

の戯曲作品を読むことを中心とする。映像情報を活用したり、じっさいにブレヒト劇と関わった演劇人の証言

を聞く機会が設けられれば、と願っている。演劇のみならず、詩や小説、評論の分野でも注目すべき仕事を

残したブレヒトであってみれば、そうした他のジャンルにも目配りをしながら、総体的に時代と社会の中で把

握することがめざされる。 

折しも、２００７年度秋から演劇博物館を拠点として、２１世紀ＣＯＥ事業を発展させる形で、グローバルＣＯ
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Ｅ事業「演劇・映像の国際的教育・研究拠点」が本格的に始まっている。この事業における最新の研究成果

も積極的に取り込みながら、授業を進めたい。 

基本的に前期の授業と変更はない。後期から受講する場合を考慮して、演習は相互の連関性を持ちな

がらも、それぞれに自己完結性を持った授業内容となるはずである。 

■ 教科書 

必要なテキストは授業担当者の側で準備する。 

■ 評価方法 

出席、授業への参加、レポート、場合によっては、教場試験の結果をもとに評価を行う。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 演劇と映像＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

日本の伝統演劇論（入門） 三宅 晶子 演劇博物館 客員講師（非常勤） 前期 ２ ２ 月 ４ 

■ 講義概要 

世阿弥の能楽論のうち、『三道』『二曲人形三体図』を中心に読み解く。発表者による輪読形式の演習で

ある。『三道』は世阿弥によるドラマトゥルギーであり、能作のあり方を簡明に説いた書である。『二曲三体人

形図』は身体論であり、能の演技の要諦を絵図によって説き示した書である。いままでも能楽研究に必須の

資料としてしばしば利用されてきたが、書物内容自体の深い理解については、必ずしも現代の研究は十分

ではない。これらの書物に注釈を施すことを前提として、読み進めていきたい。諸本校合と諸注釈書の比較

作業を中心に行うこととなるが、能楽論としての位置付けや当時の能のあり方についても注意を払いたい。 

※講義要項の詳細については、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）を参照してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 演劇と映像＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

日本の伝統演劇論（発展） 三宅 晶子 演劇博物館 客員講師（非常勤） 後期 ２ ２ 月 ４ 

■ 講義概要 

世阿弥の能楽論のうち、『拾玉得花』を中心に読み解く。発表者による輪読形式の演習である。『拾玉得

花』は、世阿弥が女婿であった若き日の金春大夫禅竹に送った書物である。禅的教養に裏打ちされた世阿

弥の文言は、従来より世阿弥思想の精華として高く評価されてきた。ただし本書の趣旨は『花伝』で論じた主

要問題の再説であり、それゆえに世阿弥能楽論理解のためには必須の参考書としての意味があるのだが、

必ずしも独自の思想的な進展があるわけではない。こうした諸点について、必ずしも現代の研究は十分では

ない。本講座では、これらの書物に注釈を施すことを前提として、読み進めていきたい。論展開を修飾する

ための禅をはじめとする中世思想の典拠や、諸注釈書の比較作業を中心に行うこととなるが、能楽論として

の位置付けや当時の能のあり方についても注意を払いたい。 

■ シラバス 

10 月１日『拾玉得花』概説：世阿弥能楽論における『拾玉得花』の位置と研究史 

10 月 15 日『拾玉得花』輪講 １：ゲストスピーカーの講義「禅竹と『拾玉得花』 

10 月 22 日～12 月 17 日『拾玉得花』輪講 ２-10 

■ 教科書 

毎回発表者が資料を作成、配布する。 
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■ 参考文献 

日本思想大系『世阿弥 禅竹』（表章他編著・岩波書店）、岩波講座 能・狂言『能楽の伝書と芸論』（表

章・竹本幹夫共編） 

■ 評価方法 

平常点とレポートによる。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 演劇と映像＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

現代演劇と多文化主義（入門） 澤田 敬司 法学学術院 教授 前期 ２ ２ 火 ３ 

■ 講義概要 

 本年度は、オーストラリアの先住民の自己表象を取り上げ、それに込められた政治性や伝統・文化、ハイブ

リディティについて分析を行う。テクストには演劇ではなく、映像も取り上げる。 

 また、受講生の関心領域の作品も取り上げ、上記の議論との接点について考えながら、発表・討議を行う。 

■ 教科書 

 『アボリジニ戯曲選：ストールン／嘆きの七段階』 『アボリジニ戯曲選２：アップ・ザ・ラダー／レイディアン

ス』 （以上、オセアニア出版社） 

■ 参考文献 

 『演劇学のキーワーズ』（ぺりかん社） 佐和田敬司『現代演劇と文化の混淆』（早稲田大学出版部） 

■ 評価方法 

 授業への参加、レポートを総合的に判断する 

■ 関連 URL 

 http://homepage2.nifty.com/wombat/ 

■ 備考 

 現代演劇と多文化主義（発展）とセット登録していることを前提に授業は行なわれる。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 演劇と映像＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

現代演劇と多文化主義（発展） 澤田 敬司 法学学術院 教授 後期 ２ ２ 火 ３ 

■ 講義概要 

 本年度は、オーストラリアの先住民の自己表象を取り上げ、それに込められた政治性や伝統・文化、ハイブ

リディティについて分析を行う。テクストは演劇だけではなく、映像も取り上げる。 

 また、受講生の関心領域の作品も取り上げ、上記の議論との接点について考えながら、発表・討議を行う。 

■ 教科書 

 『アボリジニ戯曲選３：ドリーマーズ／ノー・シュガー』（オセアニア出版社） 

■ 参考文献 

 『演劇学のキーワーズ』（ぺりかん社） 佐和田敬司『現代演劇と文化の混淆』（早稲田大学出版部） 

■ 評価方法 

 授業への参加、レポートを総合的に評価する。 
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■ 関連 URL 

 http://homepage2.nifty.com/wombat/ 

■ 備考 

 「現代演劇と多文化主義（入門）」を登録していることを前提に授業は行なわれる。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 演劇と映像＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 
週

時 

単

位 

曜

日 

時

限 

人形浄瑠璃文楽の作品世界（入門） 神津 武男 高等研究所 客員准教授（専任扱） 前期 ２ ２ 火 ３ 

■ 講義概要 

「人形浄瑠璃文楽」の作品世界について講じます。具体的には①1748（寛延元）年初演『仮名手本忠臣

蔵』と、②1799（寛政 11）年初演『絵本大功記』を取り上げます。①は赤穂事件、②は本能寺の変と豊臣秀

吉の天下取りに取材した作品で、人形浄瑠璃のみならず歌舞伎でも上演が途絶えなかった超有名作（この

点、現代日本人・国際人として欠くべからざる知識→教養です！）。原文講読 を中心に、同一素材を扱い

ながら近代において上演伝承の途絶えた周辺作（①には 1766（明和３）年『太平記忠臣講釈』、②には 

1767（明和４）年『三日太平記』）との比較対照を通して、これらに反映された往時の社会の価値観・歴史意

識などの探求、および人形浄瑠璃文楽の魅力を紹介します。 

※講義要項の詳細については、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）を参照してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 演劇と映像＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 
週

時 

単

位 

曜

日 

時

限 

人形浄瑠璃文楽の作品世界（発展） 神津 武男 高等研究所 客員准教授（専任扱） 後期 ２ ２ 火 ３ 

■ 講義概要 

「人形浄瑠璃文楽」の作品世界について講じます。具体的には、国立劇場（東京）９月の人形浄瑠璃文楽

公演で上演される作品を取り上げます（演目未詳）。人形浄瑠璃文楽の現行の上演本文は、必ずしも初演

本文とは一致しません。かつてはこの不一致を「誤伝」とみて、初演本文へと回帰すべしと説かれましたが、

往時の上演者らの工夫の痕跡とみなすべきものです。初演本文と現行本文を比較対照して、改訂者の意図

やその是非を考え、伝統演劇における「伝承」の意味を確認したいと思います。 

浄瑠璃本はまた、人形劇の台本として近世日本の都市住民の娯楽であっただけでなく、アジアの植民地

や南米の移民社会などの、近代の日本人社会へも享受された、巨大な、おそらく唯一の江戸文学でした。

人文学諸領域において検討されるべき課題と考えます。 

※講義要項の詳細については、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）を参照してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 演劇と映像＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

日本映画と演劇（入門） 藤井 仁子 文学学術院 専任講師 前期 ２ ２ 木 ３ 
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■ 講義概要 

演劇・舞台の伝統との関連で日本映画を論じた、英語または日本語の論文を輪読します。たんに両者の

影響関係を扱うのではなく、異質な表象形式との出会い（または出会い損ない）に注目することで、「映画と

は何か」という問いをさらに突き詰めて考えてみましょう。英語圏での日本映画研究の成果に接することで、

自文化を他者の視点から再考する契機ともなるはずです。 

具体的には、語り物の伝統を継承した無声映画期の弁士、溝口健二作品に登場する歌舞伎や新劇とい

ったテーマを取り上げる予定ですが、詳しくは受講生と相談のうえ決定します。 

■ 評価方法 

平常点によりますが、出席と発表の出来を重視し、議論での発言を加味して総合的に評価します。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 演劇と映像＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

日本映画と演劇（発展） 藤井 仁子 文学学術院 専任講師 後期 ２ ２ 木 ２ 

■ 講義概要 

演劇・舞台の伝統との関連で日本映画を論じた、英語または日本語の論文を輪読します。たんに両者の

影響関係を扱うのではなく、異質な表象形式との出会い（または出会い損ない）に注目することで、「映画と

は何か」という問いをさらに突き詰めて考えてみましょう。英語圏での日本映画研究の成果に接することで、

自文化を他者の視点から再考する契機ともなるはずです。 

具体的には、語り物の伝統を継承した無声映画期の弁士、溝口健二作品に登場する歌舞伎や新劇とい

ったテーマを取り上げる予定ですが、詳しくは受講生と相談のうえ決定します。 

前期の「日本映画と演劇（入門）」から続けて履修することで、いっそうの学習効果が期待されます。 

■ 評価方法 

平常点によりますが、出席と発表の出来を重視し、議論での発言を加味して総合的に評価します。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 現代中国研究＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

比較のなかの中国政治 毛里 和子 政治経済学術院 教授 前期 ２ ２ 金 ３ 

■ 講義概要 

本年は、東アジアのうち、とくに大陸中国の政治変容、民主化の試みなどについて日英の文献を講読す

る。最初の３-４回は、中国政治研究についての概論を毛里が行う。その後、Elizabeth J. Perry/Merle 

Goldman が編集した英語文献(Ｇrassroots Political Reform in Contemporary China, 2007)を輪読する。 

■ 教科書 

（１）毛里和子著『新版・現代中国政治』名古屋大学出版会、2004 年 

（２）Elizabeth J. Perry & Merle Goldman eds., Grassroots Political Reform in Contemporary China, Harvard 

Contemporary China Series, 14, 2007, paperback 

■ 評価方法 

報告、討論、学期末の小論文 
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■ 備考 

本講義は、本学政治学研究科の「比較政治-東アジア政治」（前期、金曜日３時限）と合併のため、政治学

研究科在籍者は自箇所の科目を登録すること。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 現代中国研究＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

現代中国社会の解剖 園田 茂人 アジア太平洋研究科 教授 前期 ２ ２ 水 ４ 

■ 講義概要 

改革・開放以降の中国社会の変化について、多角的にアプローチする。家族、企業、学校、都市・農村、

階層、価値観など、いろいろな切り口から、中国社会の変化の様相を捉えてみたい。まずは中国社会の現

実を理解した上で、これをどのように理論的に説明するか、さまざまなケースをもとに考えたい。その意味で、

本授業への参加者は、単なる中国通になるのではなく、中国社会の変化をうまく解釈できる力を身に付ける

ことが求められているといってよい。授業の前半は、講師が現在抱えているプロジェクトの進行状況を説明し

たり、予め指定した本や論文を参加者に紹介・論評してもらうことをメインとする。授業の後半では、参加者の

自主発表とゲスト講師によるスピーチをメインにし、参加者自身がもっている知的関心を魅力ある研究に展

開できるよう、討論を中心に授業が展開される。講師は現在、アジアバロメーターや、天津市での定点観測

調査、グローバルＣＯＥによるアジア学生調査など複数のプロジェクトに従事しているが、これらの結果につ

いても、適宜紹介したいし、可能であれば、参加者諸君に、これらのデータを使った分析報告をやってもら

いたい。人間文化研究機構の現代中国研究拠点プロジェクトによる早稲田大学現代中国研究所主催の研

究会やプロジェクトも適宜アナウンスするので、こうしたイベントにもできるだけ積極的に参加してほしい。 

■ シラバス 

１）ガイダンス 

２）現代中国社会を捉える視角：講師からの問題提起 

３）講師の中国研究の成果を批判的に検討する(1) 

４） 〃 (2) 

５） 〃 (3) 

６） 〃 (4) 

７） 〃 (5) 

８）中国社会のデータ分析(1) 

９） 〃 (2) 

10）ゲスト講師によるスピーチ 

11）みずからの知的関心から中国社会を分析する(1) 

12） 〃 (2) 

13） 〃 (3) 

14） 〃 (4) 

15）総括討論 

■ 教科書 

 現時点では、以下の２つを考えている。 

 菱田雅晴・園田茂人（2005）『経済発展と社会変動』名古屋大学出版会 

 園田茂人（2008）『階層中国：過去に進化する社会主義（仮題）』中公新書（予定） 
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■ 参考文献 

参加者の知的関心に応じて、適宜指示する。 

■ 評価方法 

授業への参加度（討論、報告、出席）によって総合的に評価する。 

■ 関連 URL 

http://homepage2.nifty.com/shigetosonoda/ 

■ 備考 

授業は前期の毎週水曜日、４限（２時 40 分-４時 10 分）に実施。オリエンテーションは第１回目の授業 

（４月 16 日）の際に行う。授業場所は 19 号館なので、間違えないでほしい。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 現代中国研究＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

現代中国外交の中の日本 劉 傑 社会科学総合学術院 教授 前期 ２ ２ 木 ２ 

■ 講義概要 

 対日政策は中国外交政策の重要な部分である。対日外交政策に影響を及ぼすファクターの一つに「歴

史」がある。対日外交の中で「歴史」がカードとして使われているのか、それとも中国文化に根差している「歴

史観」が外交政策の形成に影響を及ぼしているのか。本演習は日本をめぐる中国の歴史認識の変遷と現代

中国の外交政策の特徴を読み解きながら、歴史の中の現代中国外交に対する理解を深める。外交文献の

読み方を習得し、そのなかにある「日本」を吟味する。また近年の歴史認識をめぐる論議を整理し、「外交」と

「歴史」の関係を解明する。 

■ シラバス 

１ 近代史をめぐる日中両国の争点の整理 

２ 近現代史のなかの日中外交関係、戦前と戦後 

３ 日中国交正常化と歴史問題 

４ 教科書問題と靖国問題をめぐる日中関係 

５ 総括：外交と歴史 

■ 教科書 

 劉傑・三谷博・楊大慶『国境を越える歴史認識』東京大学出版会、2006 年 

 その他、演習に使われる史料は随時配布する。 

■ 参考文献 

 劉傑『中国人の歴史観』文春新書、1999 年 

 高橋哲哉『靖国問題』ちくま新書、2005 年 

 袁偉時『中国の歴史教科書問題』日本僑報社、2006 年 

 毛里和子『日中関係』岩波新書、2006 年 

 Takashi Yoshida The Making of the Rape of Nanking,Oxford University Press,2006 

■ 評価方法 

 研究発表 50％、討論 50％ 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 
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＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 現代中国研究＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

中国憲法はどこへ行く？ 小口 彦太 大学院法務研究科 教授 前期 ２ ２ 水 ３ 

■ 講義概要 

現行の１９８２年憲法を対象として、その時々の憲法教科書において、記述内容においてどのような変化

が見られるかということを通じて、中国憲法の変遷およびその背景にある政治的、経済的、社会的変化を跡

付けてみたい。このような手法をとるのは、中国における、「高等学校教材」と銘打たれている書はいわば国

家公定の教科書であり、その背景には国家、党のそのどきどきの意向、政策が反映されているからである。

具体的には、法学教材編修部＝憲法学編写組編（呉家麒主編）高等学校法学試用教材「憲法学」（群集出

版社、１９８３年）と周葉中主編全国高等学校法学専業核心課程教材「憲法」（高等教育出版社＝北京大学

出版社、２０００年）を版本として、比較検討してみたい。 

■ シラバス 

本講義で扱うテーマは以下のとおりである。 

１、党の指導と憲法の最高法規性 

２、全国人民代表大会の監督権限と司法権の独立 

３、憲法実施監督権機能の機能強化方策 

４、私的所有権の位置づけ 

５、公民の法の面前での平等の射程の範囲 

その他 

■ 教科書 

小口彦太・田中信行共著「現代中国法」（成文堂） 

■ 参考文献 

芦部信喜、樋口陽一、奥平康弘氏ら日本の代表的憲法学者の憲法の基本的教科書および毛里和子「現

代中国政治」（名古屋大学出版会） 

■ 評価方法 

出席状況、発言内容、およびレポートの内容によって評価する。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 現代中国研究＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

中国と安全保障 益尾 知佐子 アジア研究機構 客員講師（専任扱） 後期 ２ ２ 月 ４ 

■ 講義概要 

 中国の対外政策のあり方は、世界、特に東アジアの国際関係の流れを規定する大きな要因のひとつです。

このコースではその中で特に安全保障的な側面に着目して議論します。 

 コースは次の 3 部構成を予定しています。 

1.中国の安全保障をめぐる政治体制 

中国の政治体制、政治文化、政策決定のあり方、各アクターの役割、安全保障をめぐる法律上の規定な

どを討論 

2.中国の安全保障をめぐる歴史的環境 

朝鮮戦争、ベトナム戦争、中ソ対立と米中和解、中越戦争などに関する文献を講読し、中国の安全保障

をめぐる環境が歴史的にどのように変化してきたか討論 
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3.中国の安全保障をめぐる様々なイシュー 

中国軍の近代化、エネルギー問題、核問題など、いくつかのイシューに分けて中国の安全保障の様々な

側面を分析し、今後の変化の方向性を議論 

ゼミ参加者には毎回事前に指定文献（英・日、参加者の能力によって中国語）を講読していただきます。ゼミ

ではあらかじめ決められた担当者に購読文献に関する報告をお願いし、さらに教員が問題の背景を講義・

説明し、参加者全体で討論を進めます。その他 1 学期に 2 回ほどゲストスピーカーをお招きする予定です。 

■ 評価方法 

 ゼミでは最低 1 回は指定文献に関する報告をお願いします。報告担当者でない場合でも参加者全員に

議論への活発な参加が求められます。その他、レポートを学期に 1 回提出していただきます。評価は平常

点を 30%、担当していただいた報告を 30%、レポートを 40%として算出します。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 
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克
彦

 
 

 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

健
康

・生
命

医
科

学
 

健
康

医
学

特
論

 
2 

河
手

 
典

彦
 

 
 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

健
康

・生
命

医
科

学
 

応
用

健
康

科
学

特
論

 
2 

竹
中

 
晃

二
 

１
年

制
合

同
科

目
 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

健
康

・生
命

医
科

学
 

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

特
論

 
2 

辻
内

 
琢

也
 

 
 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

健
康

福
祉

科
学

 
障

害
者

支
援

論
 

2 
山

内
 

繁
 

 
 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

健
康

福
祉

科
学

 
福

祉
ロ

ボ
ッ

ト
工

学
特

論
 

2
 

可
部

 
明

克
 

 
 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

健
康

福
祉

科
学

 
老

年
社

会
福

祉
学

特
論

 
2 

加
瀬

 
裕

子
 

 
 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

健
康

福
祉

科
学

 
生

命
医

療
倫

理
学

特
論

 
2 

土
田

 
友

章
 

 
 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

健
康

福
祉

科
学

 
ス

ポ
ー

ツ
健

康
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
特

論
 

2 
吉

村
 

正
 

 
 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

健
康

福
祉

科
学

 
社

会
保

障
政

策
特

論
 

2
 

植
村

 
尚

史
 

 
 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

健
康

福
祉

科
学

 
健

康
福

祉
管

理
特

論
 

2
 

扇
原

 
淳

 
 

 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

健
康

福
祉

科
学

 
予

防
医

学
特

論
 

2 
町

田
 

和
彦

 
 

 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

健
康

福
祉

科
学

 
福

祉
教

育
特

論
 

2 
前

橋
 

明
 

１
年

制
合

同
科

目
 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

健
康

福
祉

科
学

 
緩

和
医

療
学

特
論

 
2 

小
野

 
充

一
 

 
 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

健
康

福
祉

科
学

 
障

害
者

福
祉

特
論

 
2 

小
野

 
充

一
 

１
年

制
合

同
科

目
 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

健
康

福
祉

科
学

 
児

童
家

庭
福

祉
特

論
 

2
 

川
名

 
は

つ
子

 
１

年
制

合
同

科
目

 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

健
康

福
祉

科
学

 
福

祉
援

助
特

論
 

2 
川

村
 
 
匡

由
 

 
 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

健
康

福
祉

科
学

 
比

較
高

齢
社

会
特

論
 

2
 

川
村

 
 
匡

由
 

 
 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

健
康

福
祉

科
学

 
精

神
保

健
福

祉
特

論
 

2
 

田
中

 
英

樹
 

 
 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

健
康

福
祉

科
学

 
健

康
福

祉
支

援
工

学
特

論
 

2 
畠

山
 

卓
朗

 
 

 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

臨
床

心
理

学
 

社
会

病
理

学
特

論
 

2 
野

村
 

忍
 

１
年

制
合

同
科

目
 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

臨
床

心
理

学
 

臨
床

心
理

査
定

特
論

II
 

2 
佐

々
木

 
和

義
 

 
 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

臨
床

心
理

学
 

臨
床

心
理

学
特

論
II
 

2
 

根
建

 
金

男
 

 
 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

臨
床

心
理

学
 

臨
床

心
理

面
接

法
特

論
I 

2 
菅

野
 

純
 

 
 

－170－



 

課
 

 
程

 
科

目
区

分
 

研
究

領
域

・コ
ー

ス
名

 
科

 
目

 
名

 
単

 
位

担
 

当
 

教
 

員
 

備
 

 
考

 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

臨
床

心
理

学
 

教
育

臨
床

心
理

学
特

論
 

2 
菅

野
 

純
 

学
部

合
併

科
目

 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

臨
床

心
理

学
 

臨
床

心
理

査
定

特
論

I 
2 

山
崎

 
久

美
子

 
 

 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

臨
床

心
理

学
 

臨
床

心
理

学
特

論
I 

2 
鈴

木
 

伸
一

 
 

 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

臨
床

心
理

学
 

臨
床

心
理

面
接

法
特

論
II
 

2
 

嶋
田

 
洋

徳
 

 
 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

臨
床

心
理

学
 

行
動

療
法

特
論

 
2 

嶋
田

 
洋

徳
 

学
部

合
併

科
目

 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

臨
床

心
理

学
 

臨
床

心
理

基
礎

実
習

I 
2 

菅
野

純
，

根
建

金
男

 
 

 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

臨
床

心
理

学
 

臨
床

心
理

基
礎

実
習

II
 

2 
菅

野
純

，
根

建
金

男
 

 
 

修
士

 
（２

年
制

） 
実

習
 

臨
床

心
理

学
 

臨
床

心
理

実
習

I 
2 

山
崎

,嶋
田

,鈴
木

(伸
)

 
 

修
士

 
（
２

年
制

） 
実

習
 

臨
床

心
理

学
 

臨
床

心
理

実
習

II
 

2 
山

崎
,嶋

田
,鈴

木
(伸

)
 

 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

臨
床

心
理

学
 

心
理

療
法

特
論

I 
2
 

三
浦

 
正

江
 

 
 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

臨
床

心
理

学
 

心
理

療
法

特
論

II
 

2 
三

浦
 

正
江

 
 

 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

臨
床

心
理

学
 

学
校

臨
床

心
理

学
特

論
 

2 
小

林
 

正
幸

 
１

年
制

合
同

科
目

 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

臨
床

心
理

学
 

行
動

医
学

特
論

 
2 

熊
野

 
宏

昭
 

 
 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

臨
床

心
理

学
 

社
会

心
理

学
特

論
 

2 
坂

本
 

真
士

 
 

 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

臨
床

心
理

学
 

心
理

学
研

究
法

特
論

 
2
 

福
井

 
至

 
 

 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

臨
床

心
理

学
 

心
理

統
計

法
特

論
 

2 
逸

見
 

功
 

 
 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

臨
床

心
理

学
 

精
神

医
学

特
論

 
2 

赤
穂

 
理

絵
 

 
 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

臨
床

心
理

学
 

心
身

医
学

特
論

 
2 

野
村

 
忍

 
 

 

修
士

 
（
２

年
制

） 
実

習
 

臨
床

心
理

学
 

心
理

臨
床

現
場

実
習

I 
2 

菅
野

 
純

 
 

 

修
士

 
（
２

年
制

） 
実

習
 

臨
床

心
理

学
 

心
理

臨
床

現
場

実
習

II
 

2 
野

村
 

忍
 

 
 

修
士

 
（
２

年
制

） 
実

習
 

臨
床

心
理

学
 

心
理

臨
床

現
場

実
習

II
I 

2
 

根
建

 
金

男
 

 
 

修
士

 
（
２

年
制

） 
実

習
 

臨
床

心
理

学
 

心
理

臨
床

現
場

実
習

IV
 

2
 

山
崎

 
久

美
子

 
 

 

修
士

 
（
２

年
制

） 
実

習
 

臨
床

心
理

学
 

心
理

臨
床

現
場

実
習

V
 

2 
嶋

田
 

洋
徳

 
 

 

修
士

 
（
２

年
制

） 
実

習
 

臨
床

心
理

学
 

心
理

臨
床

現
場

実
習

V
I 

2
 

鈴
木

 
伸

一
 

 
 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

感
性

認
知

情
報

シ
ス

テ
ム

 
感

性
心

理
学

特
論

 
2 

齋
藤

 
美

穂
 

 
 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

感
性

認
知

情
報

シ
ス

テ
ム

 
安

全
人

間
工

学
特

論
 

2
 

石
田

 
敏

郎
 

 
 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

感
性

認
知

情
報

シ
ス

テ
ム

 
生

活
支

援
工

学
特

論
 

2
 

藤
本

 
浩

志
 

 
 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

感
性

認
知

情
報

シ
ス

テ
ム

 
情

報
処

理
心

理
学

特
論

 
2 

中
島

 
義

明
 

 
 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

感
性

認
知

情
報

シ
ス

テ
ム

 
教

授
学

習
過

程
特

論
 

2
 

宮
崎

 
清

孝
 

１
年

制
合

同
科

目
 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

感
性

認
知

情
報

シ
ス

テ
ム

 
感

情
心

理
学

特
論

 
2 

鈴
木

 
晶

夫
 

１
年

制
合

同
科

目
 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

感
性

認
知

情
報

シ
ス

テ
ム

 
言

語
情

報
科

学
特

論
 

2
 

菊
池

 
英

明
 

１
年

制
合

同
科

目
 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

感
性

認
知

情
報

シ
ス

テ
ム

 
知

識
情

報
科

学
特

論
 

2
 

松
居

 
辰

則
 

１
年

制
合

同
科

目
 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

感
性

認
知

情
報

シ
ス

テ
ム

 
人

間
生

体
機

能
動

態
学

 
2 

宮
崎

 
正

己
 

 
 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

感
性

認
知

情
報

シ
ス

テ
ム

 
感

覚
情

報
処

理
学

特
論

 
2 

百
瀬

 
桂

子
 

 
 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

感
性

認
知

情
報

シ
ス

テ
ム

 
視

覚
デ

ザ
イ

ン
 

2
 

市
原

 
茂

 
 

 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

感
性

認
知

情
報

シ
ス

テ
ム

 
生

態
心

理
学

特
論

 
2 

三
嶋

 
博

之
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課
 

 
程

 
科

目
区
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研
究

領
域

・コ
ー

ス
名

 
科

 
目

 
名

 
単

 
位

担
 

当
 

教
 

員
 

備
 

 
考

 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

感
性

認
知

情
報

シ
ス

テ
ム

 
対

話
情

報
処

理
特

論
 

2
 

市
川

 
熹

 
 

 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

教
育

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

情
報

科
学

 
教

師
学

特
論

 
2
 

浅
田

 
匡

 
 

 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

教
育

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

情
報

科
学

 
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

特
論

 
2 

金
子

 
孝

夫
 

 
 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

教
育

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

情
報

科
学

 
ソ

フ
ト
ウ

ェ
ア

工
学

特
論

 
2
 

金
 

群
 

 
 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

教
育

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

情
報

科
学

 
科

学
英

語
論

文
作

成
法

 
2 

グ
レ

イ
 

ロ
バ

ー
ト
 

 
 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

教
育

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

情
報

科
学

 
科

学
英

語
論

文
口

演
法

 
2 

グ
レ

イ
 

ロ
バ

ー
ト
 

 
 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

教
育

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

情
報

科
学

 
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
デ

ザ
イ

ン
特

論
 

2
 

向
後

 
千

春
 

１
年

制
合

同
科

目
 

修
士

 
（
２

年
制

）
 

講
義

 
教

育
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

情
報

科
学

 
情

報
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
術

特
論

 
2
 

ス
コ

ッ
ト
 

ダ
グ

ラ
ス

 
 

 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

教
育

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

情
報

科
学

 
教

育
情

報
工

学
特

論
 

2
 

永
岡

 
慶

三
 

 
 

修
士

 
（
２

年
制

）
 

講
義

 
教

育
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

情
報

科
学

 
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
科

学
特

論
 

2
 

西
村

 
昭

治
 

１
年

制
合

同
科

目
 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

教
育

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

情
報

科
学

 
教

育
開

発
特

論
 

2 
野

嶋
 

栄
一

郎
 

１
年

制
合

同
科

目
 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

教
育

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

情
報

科
学

 
言

語
教

育
方

法
特

論
 

2
 

保
崎

 
則

雄
 

１
年

制
合

同
科

目
 

修
士

 
（
２

年
制

） 
講

義
 

教
育

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

情
報

科
学

 
教

育
シ

ス
テ

ム
工

学
 
 

2
 

赤
堀

 
侃

司
 

 
 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

教
育

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

情
報

科
学

 
学

習
教

授
評

価
法

 
2 

伊
藤

 
秀

子
 

 
 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

教
育

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

情
報

科
学

 
学

習
科

学
特

論
 

2 
菅

井
 

勝
雄

 
 

 

修
士

 
（２

年
制

） 
講

義
 

教
育

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

情
報

科
学

 
情

報
メ

デ
ィ

ア
教

育
特

論
 

2 
森

田
 

裕
介

 
 

 

修
士

 
（
１

年
制

） 
研

究
指

導
 

教
育

臨
床

コ
ー

ス
 

学
校

臨
床

心
理

学
研

究
指

導
 

－
 

菅
野

 
純

 
 

 

修
士

 
（
１

年
制

） 
研

究
指

導
 

教
育

臨
床

コ
ー

ス
 

臨
床

認
知

発
達

学
研

究
指

導
 

－
 

佐
々

木
 

和
義

 
 

 

修
士

 
（
１

年
制

） 
コ

ー
ス

必
修

（演
習

）
 

教
育

臨
床

コ
ー

ス
 

学
校

臨
床

心
理

学
演

習
（１

） 
4
 

菅
野

 
純

、
大

月
 
友

 
 

 

修
士

 
（
１

年
制

） 
コ

ー
ス

必
修

（演
習

）
 

教
育

臨
床

コ
ー

ス
 

臨
床

認
知

発
達

学
演

習
（１

） 
4
 

佐
々

木
 

和
義

 
 

 

修
士

 
（１

年
制

） 
コ

ー
ス

必
修

（実
習

）
 

教
育

臨
床

コ
ー

ス
 

心
理

教
育

臨
床

実
習

 
2 

菅
野

、
佐

々
木

、
鈴

木
 

 

修
士

 
（１

年
制

） 
コ

ー
ス

必
修

（実
習

）
 

教
育

臨
床

コ
ー

ス
 

心
理

臨
床

事
例

実
習

 
2 

菅
野

、
佐

々
木

、
鈴

木
 

 

修
士

 
（１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

必
修

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
教

育
心

理
学

特
論

 
2 

青
柳

 
肇

 
 

 

修
士

 
（１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

必
修

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
臨

床
認

知
発

達
学

特
論

 
2 

佐
々

木
 

和
義

 
 

 

修
士

 
（
１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

必
修

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
臨

床
心

理
学

特
論

Ⅲ
 

2
 

山
崎

 
久

美
子

 
 

 

修
士

 
（
１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

必
修

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
特

別
支

援
教

育
特

論
 

2
 

佐
々

木
 

和
義

 
 

 

修
士

 
（
１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

必
修

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
教

育
臨

床
査

定
特

論
 

2
 

根
建

 
金

男
 

 
 

修
士

 
（
１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

必
修

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
乳

幼
児

発
達

心
理

学
特

論
 
 

2
 

井
原

 
成

男
 

 
 

修
士

 
（
１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

必
修

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
教

育
開

発
特

論
 

2 
野

嶋
 

栄
一

郎
 

２
年

制
合

同
科

目
 

修
士

 
（１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

必
修

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
発

達
行

動
学

特
論

 
2 

根
ケ

山
 

光
一

 
２

年
制

合
同

科
目

 

修
士

 
（
１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

必
修

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
ｲ
ﾝ

ｽ
ﾄﾗ

ｸ
ｼ

ｮﾅ
ﾙ

ﾃ
ﾞｻ

ﾞｲ
ﾝ

特
論

 
2 

向
後

 
千

春
 

２
年

制
合

同
科

目
 

修
士

 
（１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

必
修

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
学

校
臨

床
心

理
学

特
論

 
2 

小
林

 
正

幸
 

２
年

制
合

同
科

目
 

修
士

 
（
１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

必
修

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
応

用
健

康
科

学
特

論
 

2
 

竹
中

 
晃

二
 

２
年

制
合

同
科

目
 

修
士

 
（１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

必
修

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
科

学
特

論
 

2 
西

村
 

昭
治

 
２

年
制

合
同

科
目

 

修
士

 
（１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
家

族
臨

床
心

理
学

特
論

 
2 

菅
野

 
純

 
 

 

修
士

 
（
１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
学

校
臨

床
生

徒
指

導
学

特
論

 
2
 

嶋
田

 
洋

徳
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課
 

 
程

 
科

目
区

分
 

研
究

領
域

・コ
ー

ス
名

 
科

 
目

 
名

 
単

 
位

担
 

当
 

教
 

員
 

備
 

 
考

 

修
士

 
（１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
教

育
集

団
心

理
学

 
2 

岡
安

 
孝

弘
 

 
 

修
士

 
１

年
制

）
 

コ
ー

ス
選

択
 

教
育

臨
床

コ
ー

ス
 

生
徒

指
導

・
進

路
指

導
特

論
 

2
 

浅
田

 
匡

 
学

部
（
e

ｽ
ｸ
ｰ

ﾙ
）合

併
科

目

修
士

 
（１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
教

授
学

習
過

程
特

論
 
 

2 
宮

崎
 

清
孝

 
２

年
制

合
同

科
目

 

修
士

 
（
１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
発

達
科

学
特

論
 

2 
大

藪
 

泰
 

２
年

制
合

同
科

目
 

修
士

 
（
１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
福

祉
教

育
特

論
 

2 
前

橋
 

明
 

２
年

制
合

同
科

目
 

修
士

 
（１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
障

害
者

福
祉

特
論

 
2 

小
野

 
充

一
 

２
年

制
合

同
科

目
 

修
士

 
（１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
産

業
職

業
社

会
学

特
論

 
2 

河
西

 
宏

祐
 

２
年

制
合

同
科

目
 

修
士

 
（
１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
知

識
情

報
科

学
特

論
 

2
 

松
居

 
辰

則
 

２
年

制
合

同
科

目
 

修
士

 
（
１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
社

会
病

理
学

特
論

 
2 

野
村

 
忍

 
２

年
制

合
同

科
目

 

修
士

 
（１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
感

情
心

理
学

特
論

 
2 

鈴
木

 
晶

夫
 

２
年

制
合

同
科

目
 

修
士

 
（
１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
言

語
教

育
方

法
特

論
 

2
 

保
崎

 
則

雄
 

２
年

制
合

同
科

目
 

修
士

 
（
１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
言

語
情

報
科

学
特

論
 

2
 

菊
池

 
英

明
 

２
年

制
合

同
科

目
 

修
士

 
（
１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
児

童
家

庭
福

祉
特

論
 

2
 

川
名

 
は

つ
子

 
２

年
制

合
同

科
目

 

修
士

 
（１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
生

体
機

能
学

特
論

 
2 

今
泉

 
和

彦
 

２
年

制
合

同
科

目
 

修
士

 
（
１

年
制

） 
コ

ー
ス

選
択

 
教

育
臨

床
コ

ー
ス

 
社

会
文

化
心

理
学

特
論

 
2 

山
本

 
登

志
哉

 
２

年
制

合
同

科
目

 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

地
域

・地
球

環
境

科
学

 
環

境
管

理
計

画
学

研
究

指
導

 
-
 

天
野

 
正

博
 

 
 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

地
域

・地
球

環
境

科
学

 
人

口
学

研
究

指
導

 
- 

阿
藤

 
誠

 
 

 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

地
域

・地
球

環
境

科
学

 
環

境
生

態
学

研
究

指
導

 
- 

森
川

 
靖

 
 

 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

地
域

・
地

球
環

境
科

学
 

環
境

社
会

学
研

究
指

導
 

- 
鳥

越
 

晧
之

 
 

 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

地
域

・地
球

環
境

科
学

 
水

域
環

境
学

研
究

指
導

 
- 

井
内

 
美

郎
 

 
 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

地
域

・地
球

環
境

科
学

 
地

域
資

源
論

研
究

指
導

 
- 

柏
 

雅
之

 
 

 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

地
域

・地
球

環
境

科
学

 
動

物
行

動
生

態
学

研
究

指
導

 
-
 

三
浦

 
慎

悟
 

 
 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

人
間

行
動

・環
境

科
学

 
発

達
行

動
学

研
究

指
導

 
- 

根
ケ

山
 

光
一

 
 

 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

文
化

・社
会

環
境

科
学

 
産

業
職

業
社

会
学

研
究

指
導

 
-
 

河
西

 
宏

祐
 

 
 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

文
化

・社
会

環
境

科
学

 
文

化
生

態
学

研
究

指
導

 
- 

蔵
持

 
不

三
也

 
 

 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

文
化

・社
会

環
境

科
学

 
ア

ジ
ア

社
会

論
研

究
指

導
 

- 
店

田
 

廣
文

 
 

 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

文
化

・社
会

環
境

科
学

 
移

住
論

研
究

指
導

 
- 

森
本

 
豊

富
 

 
 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

健
康

・生
命

医
科

学
 

生
体

発
達

科
学

研
究

指
導

 
- 

木
村

 
一

郎
 

 
 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

健
康

・生
命

医
科

学
 

生
体

構
造

学
研

究
指

導
 

- 
小

室
 

輝
昌

 
 

 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

健
康

・生
命

医
科

学
 

生
体

機
能

学
研

究
指

導
 

- 
今

泉
 

和
彦

 
 

 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

健
康

・生
命

医
科

学
 

神
経

内
分

泌
学

研
究

指
導

 
- 

山
内

 
兄

人
 

 
 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

健
康

・生
命

医
科

学
 

運
動

制
御

・
バ

イ
オ

メ
カ

ニ
ク

ス
研

究
指

導
 

-
 

鈴
木

 
秀

次
 

 
 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

健
康

・生
命

医
科

学
 

統
合

生
理

学
研

究
指

導
 

- 
永

島
 

計
 

 
 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

健
康

・生
命

医
科

学
 

応
用

健
康

科
学

研
究

指
導

 
- 

竹
中

 
晃

二
 

 
 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

健
康

福
祉

科
学

 
支

援
工

学
研

究
指

導
 

- 
山

内
 

繁
 

 
 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

健
康

福
祉

科
学

 
予

防
医

学
研

究
指

導
 

- 
町

田
 

和
彦
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課
 

 
程

 
科

目
区

分
 

研
究

領
域

・コ
ー

ス
名

 
科

 
目

 
名

 
単

 
位

担
 

当
 

教
 

員
 

備
 

 
考

 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

臨
床

心
理

学
 

心
身

医
学

研
究

指
導

 
- 

野
村

 
忍

 
 

 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

臨
床

心
理

学
 

認
知

行
動

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
学

研
究

指
導

 
- 

根
建

 
金

男
 

 
 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

臨
床

心
理

学
 

行
動

臨
床

心
理

学
研

究
指

導
 

- 
嶋

田
 

洋
徳

 
 

 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

臨
床

心
理

学
 

産
業

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
学

研
究

指
導

 
- 

鈴
木

 
伸

一
 

 
 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

感
性

認
知

情
報

シ
ス

テ
ム

 
感

性
認

知
科

学
研

究
指

導
 

- 
齋

藤
 

美
穂

 
 

 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

感
性

認
知

情
報

シ
ス

テ
ム

 
安

全
人

間
工

学
研

究
指

導
 

- 
石

田
 

敏
郎

 
 

 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

感
性

認
知

情
報

シ
ス

テ
ム

 
福

祉
工

学
研

究
指

導
 

- 
藤

本
 

浩
志

 
 

 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

感
性

認
知

情
報

シ
ス

テ
ム

 
情

報
処

理
心

理
学

研
究

指
導

 
- 

中
島

 
義

明
 

 
 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

感
性

認
知

情
報

シ
ス

テ
ム

 
心

理
行

動
学

研
究

指
導

 
- 

鈴
木

 
晶

夫
 

 
 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

感
性

認
知

情
報

シ
ス

テ
ム

 
言

語
情

報
科

学
研

究
指

導
 

- 
菊

池
 

英
明

 
 

 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

感
性

認
知

情
報

シ
ス

テ
ム

 
知

識
情

報
科

学
研

究
指

導
 

- 
松

居
 

辰
則

 
 

 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

教
育

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

情
報

科
学

 
情

報
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

科
学

研
究

指
導

 
- 

金
子

 
孝

夫
 

 
 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

教
育

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

情
報

科
学

 
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

情
報

シ
ス

テ
ム

学
研

究
指

導
 

- 
金

 
群

 
 

 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

教
育

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

情
報

科
学

 
教

育
情

報
工

学
研

究
指

導
 

- 
永

岡
 

慶
三

 
 

 

博
士

後
期

 
研

究
指

導
 

教
育

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

情
報

科
学

 
教

育
開

発
論

研
究

指
導

 
- 

野
嶋

 
栄

一
郎

 
 

 

 

 
ス

ポ
ー

ツ
科

学
研

究
領

域
設

置
科

目
 
（
２

０
０

５
年

度
以

前
入

学
者

対
象

） 

課
 

 
程

 
科

目
区

分
 

研
究

領
域

・コ
ー

ス
名

 
科

 
目
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 早稲田大学はハラスメント防止に真摯に取り組んでいます。 
 

もう一歩先のハラスメント理解のための Q＆A 

 

 解説  

 

Ｑ．ハラスメントって何ですか？ 

Ａ．ハラスメントとは、性別、社会的身分、人種、

国籍、信条、年齢、職業、身体的特徴等の属性ある

いは広く人格に関わる事項等に関する言動によっ

て、相手方に不利益や不快感を与え、あるいはその

尊厳を損なうことをいいます。大学におけるハラス

メントとしては、性的な言動によるセクシュアル・

ハラスメント、勉学・教育・研究に関連する言動に

よるアカデミック・ハラスメント、優越的地位や職

務上の地位に基づく言動によるパワー・ハラスメン

トなどがあります。 

Ｑ．ハラスメントって何で問題なのですか？ 

 

Ａ．人権侵害だからです。ごく気軽な気持ちでの行

為や言動が相手にとっては耐えられない苦痛とな

っていることもあります。結果として、日常生活に

支障をきたすケースも少なくありません。自分に置

き換えて、問題意識を高く持つことが大切です。そ

のためにも正しい知識、理解が求められます。ハラ

スメント防止委員会では、「ハラスメント防止に関

するガイドライン」を制定し、対応を定めるととも

に、パンフレットやＷｅｂサイトで様々な情報を提

供しています。是非活用してください。 

 

ハラスメント防止委員会ＵＲＬ 

http://www.waseda.jp/stop/index.html 

 

Ｑ．学生がハラスメントにあうのは、どんな場面で

すか？ 

 

Ａ．きわめて残念なことですが、授業・ゼミ等がア

カデミック･ハラスメントやセクシュアル･ハラス

メントの場、サークル等がセクシュアル・ハラスメ

ントやパワー・ハラスメントの場になりえます。 

 

Ｑ．学生が加害者になることもありますか？ 

 

Ａ．はい、ありえます。たとえばサークルのコンパ

で性的な言動を繰り返したり、飲酒を強要したり、

交際をしつこく迫った結果、相手が不快感を持った

場合には、セクシュアル・ハラスメント、パワー・

ハラスメントになりえます。 

 

 

 

 

 

 相談  

 

Ｑ．ハラスメントをうけた場合、どこに相談すれば

いいのでしょうか？ 

 

Ａ．ハラスメント防止委員会に相談してください。

開室時間、相談方法、連絡先等の詳細については下

記を参照してください。 

 

Ｑ．ハラスメント防止委員会では何をしてもらえる

のですか？  

 

Ａ．現状について専門の相談員が詳細をうかがいま

す。かなりのケースが、この段階で気持ちに整理が

つき、解決にいたっています。相手との関係につい

て調整を希望する場合は、【対応策の検討】に進み

ます。その後、ハラスメント防止委員会の苦情処理

案件の対象と認定された場合は、当事者からあらた

めてお話を伺い、相手方との調整が始まります。秘

密堅持と被害者への報復等の禁止が明確に定めら

れているので、安心して相談してください。また、

外部の相談窓口もＷｅｂサイトで紹介しています。 

 

Ｑ．ハラスメントなのかわからないのですが、相談

してもよいでしょうか？我慢しようか悩んでいま

す。 

 

Ａ．ハラスメントかどうかについて、感情には個人

差があるので人によってはハラスメントと感じな

いようなケースでも、本人の主観的な感情が重要な

要素になります。まずは、ハラスメント防止委員会

に相談してください。 

 

Ｑ．友人から相談されているのですが？ 

 

Ａ．友人に相談されたら、まずは真剣に耳を傾けて

下さい。そして、適切な対処のために、ハラスメン

ト防止委員会などの専門窓口へ相談するよう勧め

てください。 

 

■相談窓口 ハラスメント防止委員会 

相談は、電話・メール・Fax・手紙どの方法でも承

ります。来室前なら匿名での相談も可能です。来室の

際は必ず電話で予約をしてください。 

 

【℡】03-5286-9824 【Fax】03-5286-9825 

【E-mail】stop＠list.waseda.jp 

【URL】http://www.waseda.jp/stop/index.html 

【開室時間】 月～金 ９：００－１７：００ 

       土   ９：００－１４：００ 

【事務所所在地】 

〒169-8050 新宿区戸塚町 1-104 24-8 号館 2 階 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

早稲田大学大学院人間科学研究科 

〒359－1192 埼玉県所沢市三ケ島 2－579－15 

電話 04－2947－6703（ダイヤルイン） 

FAX 04－2947－6801 

http://www.waseda.jp/human/graduate/ 

 



早稲田大学所沢キャンパス案内図 

〈交 通 案 内〉 

〔西武バス〕（早稻田大学行） 〔西武バス〕（三ケ島農協  宮寺  箱根ケ崎行） 

〔西 武 線〕 

小手指行駅 早稲田大学 

（南口） （約20分） 

高田馬場 

池　　袋 

国分寺　　 東村山市　　 所沢 

所沢 

小手指 

（約34分） 

（約26分） （約6分） 

（約11分） （約3分） 

〔JR武蔵野線〕 

〔西武池袋線〕 南 浦 和 

新秋津　　　　秋津　　　所沢　　　 小手指 

西国分寺 

所沢駅 芸術総合高校（下車） 箱根ケ崎駅（JR八高線） 

（約11分） 

（約22分） 

（徒歩約5分） 

（約30分） （約24分） （西口） 

（約3分） （約6分） 

こ　て さし 

こ　て さし 

学生共同利用棟

（工事中）

フロンティア・
     リサーチセンター　　　　　　　　
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